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五 薹山は 華嚴經 の 流 傳以來 、文殊 菩薩 所 住の 地と し て 和漢 佛 

敎 徒の 渴仰を 集め た靈 境で、 本朝 の 靈 仙三藏 ゃ慈覺 大師. を 始め 

數 輩の 名儈が 遠く こに に 求 法巡禮 したの は 有名な 事實 であ る。 

それに も拘 はらず 我が 佛敎學 者の 間に もまた 一 般學 徒の 間に 

も、 從 來 この 聖地に 關 する 所 傳 沿革 現狀等 につい て、 深 く 考究 を 

試みる もの、 少 かった こと は 遺憾の 次第であった。 一昨年 靈 

境の 六月 大會 を機會 にこ k に 遊んだ 小 野 滕年君 と 日 比 野 丈夫 

君と が、 その 所見と 古来の 文獻と に基づいて 本書 を 著 は し、 我 が 

ぼに 於け る 五臺山 硏究の 先頭 を 切る に 至った の は、 誠 に 快 心の 

ことで ある。 兩君は 京都 帝 國大學 で 東洋史 學を 專 放した 上に、 

更に 考古學 ゃ歷史 地理 學の 分野に 造， 詣を 進め、 數 年に 亙 つて 北 


京 を 中心に 禹 域の 諸方 を 踏査して 史眼 を 養つ た 少壯學 者で あ 

る。 兩君 によって 硏究解 說 せられた 五 臺淸涼 山 の 古 今 は、 始 め 

て 我が. 學徒 によつ て、 縱 令 その 委曲 を悉 すに 至らない にしても- 

少く とも 學術的 立場から 要 を 逸せず 正しき を捉 へて 記述せ ら 

れ たものと して 推獎 しなければ ならぬ。 紀行と 硏究 とそれ に 

附 する に慈覺 大師の 人 唐 求. 法 巡禮行 記 中、 五 臺 山に 關 する. 部 分 

の譯註 を以っ てしたと ころな ど も、 周 到なる 用意の 程 を 窺 ふに 

足 る で あらう。. 若し それ こ の 書. が 機緣と な つ てビ の 聖地に 關. 

する 新硏究 が內外 諸家の 興趣 を そ： り 立てる こと 、 もなる な 

ら ば、 喜 は獨り 著者 兩君 のみに 止まらない であ ら う。 ：  . 

. 昭和 十七 年 六月 二十 二日  -. 


さ 、やかな われわれの 著作に 對し て 「五 臺 山」 の 名 を 冠す る こと は、 必 ず し 

も 適. 當 でない かも 知れぬ。 北 支那の 一 廓に 盤崛 する 五臺山 は、 事實 われ わ 

れの筆 を もってして は 遂に 企及す る ことの 出来 難い 雄大 さと 崇高 さと、 そ 

して 悠久な 歴史と を 持った 聖境 なので ある。 

遠く 山 圏 を 去って これ を 望め ば、 峨 々として そびえ 立つ 我が 日木ァ ルプ 

ス の 連 峯の如 く、 山 懷に 入って これ をよ づれ ば、 奈 良の 若草 山の 超 伏に も 似 

てゐ る。 五 臺山は 大自然の 山で あると 共 に、 人 間、 殊 に 宗 敎の 山な の だ。 か 

うした 名山の 名 を 借 ^ て 書名と する こと は、 或 は冒瀆 の譏リ を 受けな けれ 

ばなら ない と 思 はぬ でもない が、 然 しながら それに も拘ら す、 こ 、 に 敢てそ 


の 名 を 借りて 書名と したの は、 必 すし も 羊頭狗肉の 積リ ではない。 

思へば 昭和 十五 年の 夏、 支那 事 變の爲 めに 中絶され て ゐた同 山の 六月 大 

會が 復興され る こと、 な う、 わ れ われ もまた 廣大 なる 皇 恩と 無邊 なる 佛 

緣と によって 參臺 する 機 會に惠 まれた。 至って 不信心な 二人で は あるが、 

また 何れの 日と も わからない 再遊の こと を 思 ふ と、 せ めて このたびの 旅行 

記 を 書き 殘 して 置きたい と 願った ので ある 勿論 この こと も前以 つて 豫 

定し たこと ではない。 旅行の 後 數個月 もた つて か ら、 北 京の 假寓に 寄リ合 

づ て、 も 早 やそろ おぼろげ にな，^ 始めた 印象 を 喚び 5S した リ、 當 時 記し 

て 置いた メ モ の斷片 をつな ぎ 合せた リ、 或 は參考 書を披 いて 更に 補った i 

し て、 ど うに かまと め 上げた ものである。 も. と /\ 寫眞圖 版に 對 する 解說 

とい つた 意味から 作った 紀行で はあった が、 さ て こ れが 33 來て みる と、 ど う 

せついでの ことにもう 一 步 進んで、 五臺 山の 歷 史 地 理 的な 外廓 を迪 つてみ 


ようで はない かとい ふこと になった。 何故なら この 紀行 だけで は 五臺山 

の 全貌 を 窺 ふのに どうしても 充分で な く、 わ れ われの 立場から は、 歷 史 地理 

的な 記述に よってせ めて その 半面な りと も 理解に 便せ しめるべき である 

と考 へたから である。 それから 更 に、 我 が 慈 覺 大師 圓仁 の 「入 唐 求 法 巡禮行 

記」 中 の五臺 山の 部分 をも譯 註して みて はどう かとい ふ 相談 も その 際 超 リ、 

そして この 方の 仕事に は， 専ら 日 比 野が 當る こと 、なった。 

かう し て、 や うやく のこと 木の 骨骼が 出來 上って みる と、 そ の 書名 を 如何 

にす るかに 迷った。 . 或は 五 臺山雜 記と か 或は 五臺山 紀行と かの 名 も 思 ひ 

付かない わけではなかった が、 結 局 「五 臺 3」 と しょうと いふ ことにな つたの 

である。 しかし 北京で は 色々 と 不便が 多 く、 し かも 日 比 野が 留學を 終 へ て 

東方 文化 研究所に 歸 任した ので、 仕上げ は 北京と 京都と、 分れく のま、 な 

されねば ならなかった。 一事の 打合せが 二週間 以上 も 要する といった 次 


第で. かう した 點 では 隨分も どかしい 思 ひ をした。 

い よ 剞 劂に附 する に當っ て、 書 名の 堂々 たるに 比し 內容の それに 伴 

つて ゐな いの を ひそかに 面 は ゆく 思 はない わけで はない。 い な、 そ れ のみ 

で な く、 出 来る だけ 平易に 一般の 人々 に 語る 積^だ つたの が、 筆 のた どく 

しさ はいふ もさら な リ、 蠹 魚の 癖と して 却って 難 龅に墮 せしめた やうな 考 

證の あと も 否定し 得ない ので ある。 ま た、 そ れぐ の 時代 やその 土地の 全 

般を說 明したい 爲 めに、 直接 五臺 山に 關係， のない 記述. に 多くの 頁數を 費し 

すぎた とい ふこと を、 今 になって 申譯 けない と 思 ふ。 

し か し、 わ れ われに あって は、 及 ばすな がら 五臺 山の 全貌なら すと も、 せ め 

て 人文 的な 一 面な リを どうにかして 語って みたい とい ふ 念願が 常に 胸中 

を 離れなかった。 勿 論、 そ んな ことが 完全に なし 得ようと 思った ので はな 

い し、 叉 なし 得る もので はない。 だ が、 こ の 書が 全く さう した 目的に そ はな 


し と は、 尠 くと も われわれの 信じない ところで ある。 しかも、 この 名山に 對 

する この種の 木が 未だ 我が 國に 見られない 今日に あって は、 木 書 出 K の 意 

義が必 す しもない と は 思 はれない。 

若し 幸に し て、 こ の 書が 聊かたり とも 五臺 山の 一 面 を 知らし める に 足 リ、 

每 はこれ に對 する 興味な り關 心なり をより， 深から しめる 契機と な i  、更 , , 

叉 さう した ことの. 手引きと して 役立つなら ば、 わ れゎ おにと つて はこ^こ 

過ぎた 喜びと て はない ので ある。 勿論 この 書 は、 わ れ われ も 物 足うな ぃ點 

の 多い の を 感じて ゐる し、 第 三者の 目から は 一 層 幾多の 訂正 を 要する 箇所 

も あるに 相違ない。 大方の 惜しむ ことなき 御 示敎を 得て、 さう した 點を改 

めて 行きたい と賴 つて ゐ る。. 

こ、 にこの 書の 出版に 就い て、 各 方面から 多くの 便宜 や 厚意 を與 へられ 

たこと を 能 ふ 限リ思 ひ 出 し、 そ れに對 して 限うな き感. 謝の 意 を 表した r。 


先づ 外務省 文化事業部が われわれ を 在 支 待 別 研究員と し て、 备 ノニ箇 年 

の 留學の 機 會を與 へられた ことで ある。 皇軍が 六月 大會 の復 興 に拂 はれ 

た 努力 は、 こ 、に 改めてい ふまで もない。 北支 派遣軍 報道 部 や 華北 交通 株 

式會 社が 直接 間接 諸種の 便宜 を與 へら れ、 旅 行の 際 も實に それ 等の 一 行と _ 

行動 を 共に する ことが 出来た ので ある。 特 に 華北 交通 株式 會社資 業局弘 

、報 課に 於いて は、 寫 眞を 始め 幾多の 貴重な 資料 を 自由に 利用せ しめられた。 

資料の 上で は， 北支 派遣軍の 參謀部 や 報道 部、 或 は 新民會 木部から も尠 から 

ぬ 御世話になった。 この 他 ま. 考書 披見に 關 して 便宜 を與 へ. られた 北京の 

東方 文化 事業 總娄 員會 と、 京 都の 東方 文化 研究所との 名 を 逸する こと は 出 

来ない。 

恩師 羽田 亭 博 士 は、 わ れ われの 切なる 願 ひ を 容. れら れ、 御 多忙の 中に も拘 

ら す、^ に 懇篤なる 序文 を 賜った。 故 小川 琢治 博士 は、 昨年の 夏 木 書 計畫の 


A  jts をす る と、 早 速 激勵の  一 一 一一 2 葉と 多くの 注意と を與 へられた のであった、」 

松 木 文三郞 博士 は、 そ の 內容に 就いて 親しく 有益な 御注意 を 賜 ^、種 々の點 

に 於いて 反省すべき 機 會を與 へて 下さった。. 諸 先生の 慈 愛 深き 御 厚情に 

對 して は、 わ れ われの 感銘 措く 能 はざる ところで ある。 

木 書の 記述の 重要な 部分に 關 して、 酒 井 眞 典、 菊 池 宣 正、 三 上 諦聽氏 等の 諸 

氏から 多くの 示 敎に與 つたこと を 特記せ ねばならぬ。 殊に 酒 井、 菊 池の 兩 

氏 は、 太 原 特務 機 關の囑 託 を 受けて、 あの 五臺の 山中で 不自由な 生活 を 忍び 

な が ら、 諸 般の 工作に 從 事され てゐ たので ある。 菊 池 氏が 昨冬 內 地に 歸ら 

れ てから 後 も、 なほ 酒 井 氏は該 地に 留まって 西 蔵 語 文獻の 調査に 專 念 さ れ 

てゐ ると いふ ことで ある。 

資料の 蒐集に 就い て、 華 北 交通 株式 會 社から 多くの 便宜 を與 へられた の 

は、 同資業 局長 加 藤 新吉、 同參與 城所英 一 兩 氏の 特別の 御 厚意に よる もので 


ある。 われわれ にこの 五臺山 旅行の 機會を 作って 下さった の も、 實 に 外な 

らぬ加 藤氏であった。 それから われわれと 行 を 共に せられた 小 池 亮夫氏 

を 始 め、 同 社の 方々 から 寄せられた 親切 を も 忘れて はならぬ。 ま た、 櫻 井 大 

佐、 北 支 派 邋 軍^ 謀 部 井 ロ少 佐， 同 報道 部大島 中尉、 河 村囑託 等の 諸氏 は、 或 は 

* 重な 資料 を 提供せられ、 或は 調査に 就いて 斡旋せられ るな ど、 諸種の 便宜 

を 計って 下さった。 困難な 地圖の 作成に 當 つて は、 小 野三疋 氏が 犧牲 的な 

努力 を拂 はれ、 揷圖に 就いては、 特に 井關 雅夫氏 を ゎづら はせ た。 

そわ か ら、 塚 木 善 隆、 水 野 淸 一 、森 鹿 三、 田 村 實 造、 長 廣敏 雄、 長 尾 雅人 氏 等の 諸 

先 輩 は、 木 書 計 畫 の 當初か ら、 或 は 出版に 就いて 斡旋の 勞を とら れ、 或 は 閲 讀 

を 賜 は リ、 或 は 時に 隨 つて われわれの 質問に 應 せら れ、 幾 多の 注意 を 惜しま 

れ なかった。 木 書の 完成に 當っ て、 こ れ等 先輩 諸氏の 後援が われわれ にと 

つて 如何に カ强 いものであった かとい ふこと を 思 へ ば、 今 更 ながら 感謝の 


念 を 禁じ 得な い の， である。 

最後に、 木 書の 出版 を 快諾せられ 種々 の 困難 を排 して これ を 完成せ しめ 

られ た、 座右 寶 刊行 會の 後藤 眞太郎 、齋藤 菊 太郞、 大谷忠 正、 中 田 宗男氏 等の 諸 

氏に 對 して 深き 謝意 を 表明す る もの である。 

昭和 十七 年 六月 二十 五日 
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第一 章 聖 境の 黎 明 

第一 節 淸 涼と 五 臺 ， 

比敏 山延曆 寺の 第三 祖、 慈 « 大師 圓仁 は、 我が 平安朝の あ 

期、 佛法を 求めて はる，^ 唐に 渡った。 その 十箇 年に 亙る 紀 

行 を ものした 「入唐 求 法 巡禮行 記」 は、 古今 を 貫いて 偉大な 

る佛 徒の 熱烈な 信仰心 をう か、 V はしめ るば かリ ではなく、 唐 

代の 種々 な 事情 を 知る ことの 出来る * 重な 記錄 である。 殊 

こ、 彼が 虽ぃ 情熱 を以 つて 巡歷 した 五臺山 紀行の 一-節 は、 千 

百年 をへ た 今日に 於いても なほ 精彩 を 放って ゐる。 

いまこれ を讀 むと、 當 時の 五 臺 山が 如何に 神聖なる 佛敎の 

靈 地であった か、 また 如何に 人々 がそれ に 深い 憧憬の 情を懷 

いて ゐ たかと ハ ふこと が 知られる ので ある。 竿 i 覺 大師の ほか 


第一 圖 康熙帝 御 筆の 石坊ー 菩薩 項 眞容院 一 


に 我が 國の 入唐 僧で 親しく 五 臺に詣 でた 著名な 人の 名 を 暴げ 

れば、 彼の 前に 奈良興 福 寺の 靈仙 ぁリ、 後に 山城 安祥 寺の 慧 

運、 京都 禪林 寺の 宗教 ぁリ、 更に また 宋 代に 至って は.^ 然、 

成尋 等が 顯れ、 降って 元 代に も邵 元な どが 數 へられて ゐ る。 

しかし、 かくの 如く、 この 五臺 山に 詣で たの は、 た、 ぐに 我が 

日 木の 佛徒 のみではなかった。 當 時の 支那 をめ ぐる 四周の 國 

國、 近き は 満洲、 蒙古、 西藏、 遠き は 西域、 印度よ リ、 人々 

ははる ぐ こ ヽに詣 でた ので ある。 卽ち、 五 臺山は 全 亞細亞 

佛敎圈 に 於け る 一 の 聖地であった わけで ある。 

それで は 何故に こ、 が佛敎 徒の 聖地と なった ので あらう 

力。 それ はいふまで もな く、 こ、 が 文殊 菩薩の 靈場 だからで 

ある。 試みに 二三の 佛 典を繙 けば、 

. 東 北方に 菩薩の 住所 ぁリ。 淸涼 山と 名づ く。 過去の 諸菩 

薩 常に 中に 於いて 住す。 彼に 現に 菩薩 ぁリ。 文殊 師 利と 名 


づく。 一  萬の 菩薩 眷屬 ぁリ。 常に 爲 めに 說 法す。 (「舊 譯華 嚴經」 菩薩 住處 品) 

,; ヽ—  -、■、.. ,  せんちし..，. i  に ：  •  *  に-、 *  、  ：  /  ク  - 

我が 滅度の 後、 此の 瞻部洲 の 東北 方に 於いて 國 ぁリ。 大振那 と名づ く。 其の 國 中間に 山 ぁリ P 號. 

して 五 頂と なす。 文殊 師利董 子 遊行 居住す。 (「文殊 師 利寶藏 陀羅尼 經」) 

と ある。 「華 嚴經」 によれば、 印度の 柬 北に 當る 地方に、 清涼 山と いふ 山が ぁリ、 そこが 文殊 師 利の 住 

所であって、 文殊 は そこで 常に 眷屬 の爲 めに 說法 をして ゐ ると いふ ことが 說 かれて ゐ. る。 しかるに、 

後者の 「文殊 師 利寶藏 陀羅尼 經」 によると、 支那 (振 那) の 國內に 五 頂と いふ 靈山 があって、 そこに 

文殊 師 利が 遊行 居住して、 衆生の 爲 めに 說法 するとい ふので ある。 從 つて、 これ 等の 經典を 信す る も 

のに 於いて は、 か、 る 文殊の 靈 地は實 際に この 地上に 存在すべき である。 かくて、 淸涼山 或は 五 頂な 

る 山が 卽ち、 五臺山 そのもの であると 信せられ るに 至った ので ある。 

さて、 五 臺山は 山 西 省の 東北 部に あって、 その 大部分 は 現在 五臺 縣に屬 し、 一部分 は 繁峙縣 及び 河 

北 省 阜平縣 にも 跨って ゐる。 最高 所 は 海 拔ー萬 尺 以上に 上る が、 しかし 頂上 は 緩やかな 傾斜 を 示して 

ゐて、 我々 が 普通の 高山に 對 して 想像す る やうな 峨々 たる 嶮峻 さは 見られない。 古來、 頂上に は 五つ 

の主峯 があって、 その上ば 何れも 樹木が なく 一面の 綠 草に 被 はれ、 恰 かも 盛リ 土の 臺の 如く 見える の 

で、 五 臺の名 を 生じた とい はれる。 叉、 夏で も 時に 飛 雪 を 見る やうな 場合が ぁリ、 三 伏の 候な ほ 炎暑 


を * えない ところから、 淸涼 山と も稱 せられる とい ふので ある。 

かく 述べて 來 ると、 「華 嚴經」 が 印度で 撰述せられ た當 時に 於いて、 已に その 中に 見える 淸涼 山が、 
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. 一男 この 五臺 山の こと を さしてる 
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たやう に 思 はれる ので あるが、 果 

して さう であったら うか。 當 時の 

印度人の 地理 的 知識の 中に、 この 

支那の 五臺 山が あつたと は 到底 信 

せられない。 かの 灼熱の 印度の 地 

にあって は、 淸 涼なる 山 こそ 常 こ 

彼等の 憧れ 求む ると ころで ぁリ、 

かくて 一 面 その 東北， に屹立 する ヒ 

マー フャ 山系 を 思 はしめ ると、 もに、 他面 佛敎の 想像 的 世界に 於け る 架空の 山と も 解せられ るので あ 

る。 しからば、 この 架空の 清涼 山が 如何にして 現實 の五臺 山に 結びつけられ るに 至った か。 以下 五臺 

山の 歷 史的 展開 を 述べる と、 もに、 か、 る 問題に 就いても 考 へて 行きたい と 思 ふ。 
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五臺 山に 屬 する 佛 寺の 總數 は、 古く は 三百 餘 にも 上った と稱 せられる が、 - 近世に 於いて は 臺の內 外 

併せて 百箇 寺と いはれ てゐ る。 勿論、 百箇 寺と いふの も 正確な 數 ではない。 これらの 寺院 は、 普通 臺 

內と臺 外と に區 別して 數 へられて ゐ るが、 その 最も 密集して ゐ るの は 臺懷鎭 を 中心とした 地域で あ 

る。 さう して、 更に その 中心と なる の は顯通 寺で あると いひうる 。この 寺院 は 現在に 於いても 「驚く 

ベ き 宏肚な 規制. を 有する 臺 中き つての 名刹で ある。 

傳 ふるところに よれば、 顯通寺 は 後 漢の明 帝の 永 平年 間の 建立と いはれ、 その 緣 E? に 就いては 祌話 

的な 傳說が ある。 卽ち、 印度の £ii、 竺法 蘭の 二 菩薩が 天眼 を以 つて、 この 地が 文殊 菩薩の 住所 

であう、 且つ so: 王の 建立した 八 萬 四千 塔の 一 つが ある こと を 透視した。 そこで 彼等 は 釋迦牟 尼の 畫 

象と 四十 二 章 經と女 もって はる，.^ 支那 を 訪れる こと、 なった。  • 

その 頃 支那に はま だ 佛敎は 傅って 來てゐ なか ク たので ある。 しかし、 或る 夜 金 人が 明 帝の 夢枕に た 

つて、 金色 漦 然といて 四方 を 照らした。 翌朝、 これ を 占 はせ たと ころ、 占 ひ 者の 答へ ると ころに よれ 

ば、 古書に、 「西の かたに 大聖 人 現 はれ、 歿後 一 千年に して、 その 敎へ 東に 傳は らん」 と a える が、 陛 

下の 夢み たま ふところ は必 すやこの 聖人で あらう、 とのこと であった。 明 帝 は 早速 使者 を 西方に 派遣 

した。 使者が 月 氏國に 至った 時、 丁度 支那に 赴く 途中であった 迦葉摩 騰と竺 法 蘭と に 出あって、 一緒 


に當 時の 都洛 陽に 歸 つた。 彼等の もって 来た 釋迦牟 尼の 畫像 は、 まさに 明 帝の 夢み た 金 人の 姿と 一致 

した。 さう して、 明 帝 は 佛敎を 信仰す る やうに なリ、 彼等の 願 ひに よって 文殊 菩薩の 住所で ある この 

五臺 山に 先づ佛 寺が 建立せられ たとい ふので ある。 その 名 は 大孚靈 鷲 寺と 稱せ られ たとい ふ。 

その後、 北 魏の孝 文 帝の 時、 こ、 を重修 して 十 二院 を 置いた。 唐 代に 至って また 名 を 大華嚴 寺と 改 

めた。 慈覺 大師の 「巡禮 行 記」 によると、 當時 もや はリ こ、 に 十 二院の あった ことが うか、、、 はれる。 

北宋 が終リ 宋 室が 南 遷 すると この 邊は 金の 領域と なう、 更に 元の 支配に 屬 する こと、 なった。 五臺 

に 喇嘛教が 入った の. はこの 時で ある。 遺憾ながら 顯通寺 自身の ことに 就いては、 この間の 消息 を傳 

ふるものが 殆ん どない。 唐 代の 十 二院 は その後 それぐ 消長 はあった であらう けれども、 ^在の 如く 

各 寺が 各ミ 分離 獨 立した 形 をとう、 これ を統 一 する 大華嚴 寺と いった やうな 總 名が なくなつ たの は、 

恐らく 元 頃からで は あるまい かと 思 はれる ので ある。 明初に は 大吉 祥顯通 寺と いひ、 その後 更に 永 明 

寺と 稱し、 現 名顯通 寺と なった のは淸 の康熙 以後の ことで ある。 

以上が 顯通 寺の 歷史 の槪 略で ある。 これによ ると 顯通 寺の 創建 は 後 漢の明 帝の 時にまで 溯る わけで 

あるが、 果して さう であらう か。 

抑 i 後 漢の明 帝の 時、 佛敎が 始めて 支那に 傳 へられた とい ふの は、 從來佛 家に よって 唱 へられて 來 
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た通說 であるが、 近時の 研究に よると、 それよ リも 更に 古く 前漢の 末期 頃に は、 已に 佛敎が 一 部に は 

行 まれて. ゐ たこと が 確認され てゐ る。 さう してみ ると、 五臺 山の 根 木 道場た る顯通 寺の 創建 年代が 後 

漢に 置かれても 年代の 上で は必 すし も 矛盾 はない かも 知れぬ。 

この 後漢 創建 說は 昨日 や 今日に 出来 上った もので はない。 古く、 宋 の妙濟 大師の 著した 「廣淸 涼傳」 

にこの ことが 見え、 のみなら す 更に 溯って 唐の 有名な 道宣 など も、 その 著 「集祌 州 三寶感 通錄」 に 於 

いて、 や は，^ 後漢明 帝の 創建 說を 述べて ゐ るので ある。  - . 

ところが 一 方、 唐の 慧祥の 「古淸 涼傳」 に は、 左の やうに 見える。 

大孚圖 寺 はもと く 元 魏の孝 文 帝の 立つ ると ころで ある。 帝 はかって こ、 に 遊び 止ま リ、 つぶさ 

に 聖儀を 奉じ こ、 に聖 心を發 き、 この 寺 宇 を 創めた。 孚とは 信の 義 であって、 言 ふこ、 ろ は、 帝 現 

に 非常の 境に 遇 ひ、 まさに 大 信を弘 めんと したので ある。 

これによ つて 見れば、 慧祥は 大孚靈 鷲 寺卽ち 今日の 顯通寺 は、 北 魏の孝 文 帝の 時に 創建され たもの 

だとい ふこと を說 いて ゐ るので ある。 「古 清涼 傳」 では、 この 外、 清涼 寺に しても 佛 光寺に しても 悉く 

北魏の 創建で あると 述べ てゐ るので あって、 それ 以上に 古く 溯る ものがない。 

. かくて、 こ、 に後漢 創建 說と 北魏 創建 說の 二つが 對立 する。 上に や、 冗長と 思 はれる までに 述べた 


後 漢明帝 創建 說に 就いて 考 へて みると、 そこに は 佛敎傳 來に關 する 傳說 が、 も のま 、この 寺の 緣 起こ 

結びつけられて ゐる ことが わかる。 この 佛敎傳 来の 傳說が 一 種の 神話に 類似した 架空の 話であって、 

實 際の 史實 でない こと は、 已に 一 般に 認められて ゐる ところで ある。 從 つて これに 結びつけられ たま 

起^に 一 應疑 ふべ き餘 地の ある こと はいふまで もない。 それば かリ ではなく、 當 時に 於け る， 諸種の 事 

情よ リ すれば、. この 後漢 創建 說を 積極的に 肯定す る やうな 證據 は、 殆んど 見出されな いので ある。 

第二 節 神仙 道から 佛敎へ 

し 力る に、 北魏の 創建 を說く 慧祥の 「古 清涼 傳」 は、 唐の 高宗 時代に なった 五臺 山に 關 する 現存 最 

古の 專 著であって、 その 內容に は 最も 信用 を 置き 得る とせねば ならぬ。 從っ て史， とい ふ點 からい へ 

ばむ しろこの 說が とらるべき である。 ところが、 北 魏の孝 文 帝 その 人 もまた しばく 佛 寺の^ 建 や 重 

修に 結びつけられて 神話 的と なる 天子な ので ある。 慈覺 大師の 「巡禮 行 記」 にも 次の やうな t 白い 勿 

語が 見える。 

む 力し、 孝 文 皇帝が 五臺へ 遊行され た。 すると 文殊 菩薩が 僧侶に 化けて 帝の 前に 現 はれ、 座蒲團 


を 一 枚し くだけの 地 を 賜，^ たいと 願 ひ 出た。 孝 文 皇帝 は それ 位 は 何でもな いと 思って 早速 許して や 

つた。 その 僧が 一 枚の 座 蒲圑を 地の 上に しく や 否や、 それ は 忽ちに して 五百里 四方 一 面に ひろがつ 

た。 皇帝 は 大いに 驚いて 「朕 はた、、、 座蒲團 一 枚 分 だけの 地を與 へて やった のに、 この 僧 は 一 枚の 座 

蒲 團を五 臺全體 に ひろげて しまった。 摩訶不思議な ことで ある。 朕 はとても こんなと ころに は 一 緖 

ねぎ にら  ， 

に をら れ ない」 といって、 到頭 葱 韮 を 五 臺の上 一 面に まき 散らして 山 を 出て 行った。 その 僧 は あと 

から 零 陵 香の 實を葱 韮の 上に まいて、 臭氣 をな くして しまった。 現在 も 五臺の 上に は どこに でも 葱 

韮が 生えて ゐ るが、 ちっとも 滇氣 がな く、 零 陵 香が 一 面に 生 ひ 茂って 馥郁たる 香氣を 放って ゐる。 

それで 今に 至る まで 「五臺 五百里、 敷 一 座 具 地矣」 とい ふ 諺が 行 はれて ゐ るので ある。 

この 物語で は、 一見 孝 文 帝 は餘， ^五臺 山の 發展 に貢獻 したやう にも 思 はれない が、 しかし 考 へやう 

によって は、 なかく 含蓄が あって、 帝に よって 五臺 山に 於け る 僧侶の 持權が 認められた こと を 物語 

る も の ともなら う。 

いふまで もな く、 實 在の 孝 文 帝と は、 北魏 王朝 第 六 代の 天子で、 帝の 在位 中 は 恰も その 王朝の 最盛 

期であった。 彼 は卽位 以後 十七 年間、 今の 大同に 都し、 その後 洛 陽に 遷都した。 當 時の帝 都の 殷盛で 

あった 有檨 は、 この 王朝の 歷史 たる 「魏 書」 など を 通じてもう か、 V はれる。 殊に 彼 は 佛敎の 保護者と 


して 知られ、 その 卽位 後間 もない 太 和 初年に 於いて は、 京師の 寺院 は 百 箇所、 僧尼の 數は ニ千餘 人に 

上り、 天下の 諸 寺 は 六 千 四百 七十 八 寺、 僧尼の 數は七 萬 七 千 二百 五十八 人あった と傳 ベら れてゐ る。 

大同の 雲 崗石佛 寺 は、 彼の 祖父に 當る文 成 帝の 時 造營に 着手され、 彼の 洛陽 遷都の 時に 至る まで 引 一 

き 續き行 はれた 大事 業であった。 その後、 洛 陽に 遷都す る や、 再び そこに 近い 龍 門の 地に 石窟 の造營 

を 始めた の は已に 周知の 事實 である。 しかも？ 新都洛 陽を以 つて 未曾有の 盛んな 佛 都たら しめた こと 

やう げんし 

は、 楊 街 之の 著した 「洛陽 伽藍 記」 に 詳しく述べられて ゐる ところで ある。 

孝 文 帝 は、 大同から 洛 陽に 遷る 時、 途中、 有名な 雁 門關を 越え、 左手 遙か 雲表に 聳える 五 臺山を 望 

んだ であらう。 さう して この 名山に 對 して 感激の 念を懷 いたに 違 ひない。 傳說の 如く、 彼が 親しく 五 

臺 山に 行幸した とい ふこと は、 遽 かに 信じ 得ない にしても、 彼の 腦裏 にこの 聖 山のお も かげが 強く 印 

象 づけら れた であらう こと や、 前に も 述べた やうに、 彼が 支那 歷 朝の 天子 中で も、 持に 佛敎を 熱愛し 

た 人で あると いふ ことな ど を 併せ 考 へ るなら ば、 この 大孚靈 鷲 寺の 開基 を以 つて 孝 文 帝に 結びつけた 

方が、 ょり妥 當に思 はれる ので ある。 

蓋し、 五臺 山に 就いて、 最も 古く 且つ 信用すべき 文獻 として は、 今 知られた 範圍 では、 北魏の 人で 

れき 

ある ■ 道元の 著した 「水經 注」 を擧げ ねばならぬ。 その 一 節に は 次の 如く 記されて 居る。 
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五. 薹 山  ； ニー 

らん 

その 山 は 五巒巍 然として、 はるかに 群 山の 上に 出づ。 ゆ ゑに これ を五峯 (五臺 山) とい ふ。 晉の 

永嘉 三年 雁 門 郡 葰人縣 (今の 山 西 省 繁峙縣 東) の 人 五 百餘、 亂を 避けて この 山に 入る。 山人に あ ひ 

てこれ を先驅 となす。 よって 返らす。 遂に 巖 野に 寧 居す。 往還の 士 稀に その 村 居 を 見る もの ある も、 

至って 尋ね 訪 へば、. 所在 を 知るな し。 ゆ ゑに、 俗人 この 山 をい ひて 仙 者の 都と なす。 中 臺の頂 は 方 

三 里、 西北 陬に 近く 一  泉 ぁリ、 水流れ す。 これ を 太 華 泉と いふ。 仙經 にい ふ、 この 山紫府 と名づ く、 

常に 紫氣 ぁリ、 仙人 これに をる と。 〔內 經は以 つて 淸涼 山と なす。〕 

殘 念な ことに は、 今日 傅って ゐる 「水經 注」 では、 五臺 山に 關 する 部分が、 いつの 頃から か 散佚し 

てし まって ゐる。 こ、 に擧 げた 記事の 如き は、 實は 上記の 「古 清涼 傳」 や 或は 宋の 初めに 作られた 

「太平 寰宇 記」， 「太平 御覽」 などに 引用され たもの なので ある。 從 つて、 果して これが 「水經 注」 の 

もとの ま 、 の 文で あるか どうかと いふ こと は、 なほ 研究 を 要する 問題で ある。 

しかし 一 應 これによ つて、 五 臺山は 西晉の 頃、 神仙 道の ものに よって 開かれた とい ふこと が 想像 さ 

れ、 初めは 俗に 「仙 者の 都」 だと か、 「紫 府」 だと かいはれ てゐ たこと が 知られる。 思 ふに 西晉 末期と 

いへば、 北方の 遊牧 系 民族が、 大擧 して 北 支那に 侵入して 来た 支那 史上に 於け る 民族 大 移動の 時代で 

ある。 永嘉 三年と は、 晉の懷 帝が 匈奴 出身の 劉 淵に 拉致され、 山 西の 平 陽 (今の 臨汾縣 東) にう つされ 


す 年で この 亂をー に 永 嘉の亂 ともい ふ。 これ を 契機と して 以後 北 支那 各地に は、 北方 民族が 獨立 

し、 所謂る 五 胡 十六 國の， 時代 を 現 する ので ある。 

當時、 北方 民族の 壓迫を 被った 漢民族の 中には、 深山幽谷の 中に 逃避して 身 を 守った もの も少 くよ 

力った。 一 面 かう した こと は、 後 漢以來 宗敎的 體系を 整へ 始めた 神仙 道の 發展 にも、 直接 間接 大きな 

影響 を與へ たこと、 思 はれる。 か、 る當 時の 事情 を 念頭に 置いて、 右の 記事 を讀 むなら ば、 五臺 山が 

西晉の 末、 先づ 神仙 道の 靈場 として 開かれた ことが わかる であらう。 果して さう だとす ると、 文殊 菩 

薩の靈 場た る 五臺山 は、 元來祌 仙の 靈場 であった わけで ある。 その 山 を五臺 とい ひ、 或は 五峯、 或は 

五 頂と 稱す るが 如き は、 恐らく、 支那 在来の 五行 思想の 影響 を 顧慮すべき ではない か。 

もとよ^、 佛敎に 於いても、 五と いふ 數を 重んじる 例は少 くないが、 佛 家の 方で はこの 山 をき^ 山 

と 群し -兀來 清涼の 二字に 重き を 置いて ゐ るので ある。 それ は 「華 嚴經」 に 於いても、 「東お 方に 菩薩 

の 住所 あ^、 清涼 山と 名づく 云々」 といって ゐ るので あって、 彼等が これ を さして 五 頂 或は 五臺 とい 

ふの は、 むしろ 後の 思想で はない かと 思 ふ。 

• さて、 「華 嚴經」 は 詳しく は 「大方 廣佛華 嚴經」 と 名 づけ、 普通 新舊の 兩譯が ある。 舊譯ま 中 印度の 

ふつ だば だら  ノ 

佛駄跋 陀羅三 藏が. 東晉の 時に 揚 州の 道場 寺に 於いて 譯 出した もので、 その 卷數 六十 卷。 新譯 はや g 
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i 臺 ^  ^  1 四 

國の 三藏、 t^li によ リ、 洛 陽の 大遍空 寺に 於いて 唐の 則天武 后の 時代に 飜譯 され、 總數 お八 十卷 

である。 兩者 何れも この 淸涼山 を 文殊の 住所と する ことに は變リ はない。 その 經の木 文に は 東北の 靈 

山た る淸涼 山の 外に も、 東の 仙人 超 山 は 金剛， 勝 菩薩の 住所、 南の 勝 樓閣山 は法慧 菩薩の 住所、 その他 

西北、 或は 東北、 西南 等 十 方に 位する 山々 の 名 を 掲げ、 また これに 居住す る 菩薩の 名 を 記して ゐ るが、 

しかし 一 として 具體 的な ものがない。 また、 支那の ことに 就いても、 眞旦國 の 山と して 那羅延 山なる 

もの を擧 げてゐ る。 こ、 に 詳しく述べる 餘裕 はない が、 何れにしても これ 等の 名 稱が實 在の 山 を さし 

たもので ない こと は 明らかで ある。 

從 つて、 この 「華 嚴經」 が 支那に 始めて 入って 来たの は東晉 以後の ことで ぁリ、 且つ また その 當時 

に 於いて は、 五臺山 はい まだ 文殊の 道場と して 一 般に 認められて ゐ なかった こと は/ 前述の 如く 諸種 

の 事情から して 知られる であらう。 果してし からば、 「華 嚴經」 の 中に 說 かれた 淸涼 山と、 五臺 山と が 

如何にして 結びつけられた かとい ふこと が 問題になる。 

抑 纟五胡 十六 國の 時代、 北 支那に 行 はれた 初期の 佛敎に は、 道家 神， 仙 流の 要素が 著しく 濃厚で あつ 

た。 ま圖澄 だと か 曇無讖 だと かいふ 當 時の 名僧の 傳記を 見れば、 さう いった 一 面が 強く 現 はれて ゐ 

る。 佛圖澄 は 西域の 人で、 西 晉の終 リに洛 陽に 来た。 彼 は 呪術に すぐれ、 空 氣を吸 ひ 體を養 ひ、 食物 


を とら， さる こと 繋、 鬼神 をよ く 使役した とい ふ。 また 量 纖は中 印度の 人で、 始藏に 來て北 涼 王の 

沮層 遜に 仕へ た。 彼 はや は i 術に 通じ、 き 前に 惡鬼| 出し I によって これ 直 散せ しめ、 

王の 信用 を 博した ことがある。 これ 等に よっても 想像され る やうに、 當 時の 僧侶の 二 面に は 巫 ゃ山乂 

に 類す る 性質が 著し〜？ はれる。 彼等 は 恐ら 基の 修行に S て、 特に 人煙 を 離れ S 山塞 を 

選んだ 場合が 多かった であらう。 さう した 際に、 五臺 山の 如き 幽邃な 山岳 地帶 が、 恰好な 修行 場と な 

つたこと は 想像に 難くない。 

どんらん 

北魏の 名僧、 曇 鸞の傳 記 はか 、 る 事情 を 理解す るのに 最も 適當な 一 列で あらう。 

彼 は 一に 曇巒 とも 書き、 後世、 淨土敎 の祖と 目せられ る 名僧で ある。 その 氏 を 明らかにしよ r 

が、 五臺 山に 近い 雁 門 郡の 生れで ある。 彼 は五臺 山の 神迹の 靈怪な ことに 就いては かねて 子供の ¥ 

から 聞き 知って ゐた。 そこで 親しく その 遺蹟 を 見る に 及んで、 深く 感激し 遂に 出家す るに 至った。 

かくて 儒 佛の經 典 を 研究した ところ、 佛典は その 詞義が 深密で 容易に 解 悟し がたいの を 遺憾に 思 

ひ、 或る 經 典に 就いて 注釋を 作^ 始めた。 しかるに こと 半ばに して 病 氣に隆 つたので、 一先 づこ， 1 

をと >ゃ めて 8 に 1 する こと、 なった。 そこで 五 臺山を 去って、 汾州 にず 豁然と して 悟る と 

ころず、 これによ つて たちどころに 病が 治った。 さう して、 考へ るのに、 人の 生命 はずな きも 
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ので ある、 病 を 治す に は 木 草の 學を究 むべき である、 木 草學を 究めた 人の 中から は往々 にして 不老 

長生の 術に 通じた 眞の 神仙が 出て ゐる、 從 つて、 先づ この 學をを さめて 後、 佛敎を 究めても 遲くは 

あるまい と。 遂に 江 南に 行き 當 時に 於け る 木 草學の 大家であった 陶隱 居に ついて 神仙の 術を學 び、 

「仙 經」 の 傳授を 受けた。 その後、 更に 浙江を 廻って 北魏に 歸リ、 名山に 入リ 方術の 修行 をしょう と 

思った。 然るに、 途中 洛 陽で 菩提 留支 にあ ひ、 陶隱 居から 授かった 「仙 經」 を 誇示した ところ、 忽 

ち 逆に 說き 伏せられ、 以後 菩提 留 支から 受けた 「觀 經」 を 專ら讀 む やうに なった。 その 著す ところ 

に は、 「調氣 論」 e 「禮淨 十二 偶」 • 「淨土 論 註」 などが ある。 晩年 は 幷州晋 陽の 玄中 寺に 住し、 北魏の 

朝廷の 信任 厚く、 祌 鸞と稱 せられた。 

以上に よっても、 その 概略が うか、 ゾ はれる やうに、 彼 はは じめ 五臺 山に 行き 親しく 靈迹に 接し、 感 

激して 出家し、 その後 更に 江 南に 於いて 「仙 經」 を 求め、 晩年に なって 「觀 經」 を 奉す るに 至った。 

その 經路が 明らかに 語って ゐる 如く、 彼の 步ん だ路 は、 佛敎と 道家 神仙 術の 兼修であった。 かくの 如 

き 傾向 は 前に も 記した やうに、 當 時の 佛敎に 於け る 一 特徵を あら はして ゐる。 果して 然 らば、 五臺山 

に 於いても この 當時、 佛敎的 神仙 道と 神仙 的佛敎 とが 相 共に 行 はれた こ. と は 想像に 難くない。 

こ、 に また 「水經 注」 の 佚 文 を 引けば、 五臺 山の 靈迹 として 次の やうな ものが 見える。 


仉 人山と いふ 山が ある。 その 巖の 上に 人の 坐った 跡が あって、 中程に 兩 手の 跡が ぁリ、 下の 方に 

雨脚の 跡が 殘 つて ゐ る。 何れも 頗る 大きくて、 みな 西 を 向いて ゐる。 

或る 書物で は、 この 仙人 山 を 聖人 阜に 作って ゐる。 聖人と は 文殊 を 意味す る 言葉で は ない として 

も 右の 文に も 見える やうに 手足の 跡が みな 西 を 向いて ゐると = い ふの は、。 どうしても 佛敎の 影響 を受 

けた もの 、考へ 方で ある。 しかし、 これ を 仙人 山と も稱 して ゐ るの は、 五臺 山に 於け るか 、 る 遺跡 

が、 専ら 佛敎の 方からの み 作られた ので はなく、 更に 古く は 神仙 道の 方に 深い 關係 のあった こと. を 思 

ひ 起させる。 

,，： 入 . . 第三 節 文殊 靈 場の 成立 • ：. . .  . . . 

かくて、 元来、 神仙 道が 主で あ リ佛敎 はむしろ 從の 立場に あった 五臺山 は、 次第に 佛敎に その 主位 

を 占められ るに 至った と 思 はれる。 しからば、 こ > が 文殊の 靈場 として 一般に 信せられ る やうに なつ 

たの も、 さ 程 古い こと だと は考 へられない。 少く とも 「華 嚴經」 が飜譯 せられた 後、 その 中に 見える 

清涼 山 を 支那に 於け る 現實の 山に 結びつけて 解釋 しょうと いふ 氣運 になって からの ことで なければ な 
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らぬ。 


ミで ー應、 五臺 山に 於け る 「華 謹」 の 研究と いふ こと にまて述べ る 必要が 零 H で」 

s^l.  靈方 の誉ょ つ て硏5の て 

u、" うして、 それが 何時、 如何， して 北方に 傳 はって 行った かとい ふこと は 今！ だ" ひ？ 

"まゐ ない。 しかし、 北 魏の孝 明 帝の 時には 已に、 當時名惜 の 雷かった 霞 最が、 霊に 通じ 

その 拳の 1 はこの 人に 就いて それ S んで 精通す ると ころがあった と傳 へられて ゐ" 、 

さて、 「華 I と囊 山と I 係で あるが、 「古淸 I」 と、 唐の I の 「霞 靈」と によ れ、は。 

まや 1 已ョ」 の 山中に 於いても ま た北魏の 時代に 「霊 經」 の 研究が 行 はれた とする ので ある 

, 靈 I？ 太 原 晉陽糧 山の 人で ある。 「霊 經」 g て 頗る 喜び、 これお 熟霞昧 した。 I 

て"： して 淸涼 山の 淸涼寺！、 文爵霞 の哀|| め、 この 霞 理を解 釋 

せんとし，. こ； こで 山中に 入と 年間の 難行 をへ て、 足 破れ 血 流れ、 皇き 骨現 はる、 に 至？ 

しかし 遂こ 人の 言に き if やめて 專ら 思索に 力めた ところ、 やがて 豁然と して 悟る とこ？ あ 

つた。 I さに 北 魏の熙 平 元年 正月の ことで ある。 この 經の藝 を 清涼 寺で 書き 始めて 以来、 五 年 

の 歲月を Lfl 三年 九月に 至って 完成した。 これ は 「華 嚴論」 と 名 づけ 百卷に 上る 大部の もので 


その 解 釋 は 頗る 安當 正確で ぁゥ た。 彼 は 正 光三 年に 入寂した が、 明 帝 はこの 「華嚴 論」 を 高く 評價 

して、 臣下に 勅し 天下に 廣く 頒布せ しめたの であった。 

この 「華嚴 論」 は、 今 B では 第 十卷の 一 卷を存 する のみで ある。 靈辨の 事蹟に 就いては 今日 一 般に 

殆んど 疑 ひ を 挾ます、 彼が この 論 を五臺 山で 作った とい ふこと に 就いても また 信じられて 居る やうで 

ある。 しかし、 この 「華嚴 論」 は 元来 山 西 地方に のみ 行 はれて、 長 安洛陽 方面にまで 傳 はらす、 これ 

が 始めて 京洛に もたらされ たの は、 唐の 永淳ニ 年で あつたと 傳 へられる。 永淳ニ 年と いへば、 その 芜 

成 後 百 五十 餘年 を經 過して ゐる. のであって、 山 西の 地から 僅かに 黄河 一 つ を 隔てた 京洛 地方に 齎 され 

るのに、 さう した 年月 を 要した とする の は 果して 如何で あらう か。 この 點靈辨 の 事蹟に 就いて 聊か 疑 

問 を 挾まざる を 得ない ので ある。 

更に また 次の やうな 話 もみえ る。 

北 齊の太 和 初年、 第三 王子が 五臺 山に 上って 文殊 師 利の 姿 を拜 せんとした。 しかし 遂に 拜 する こ 

と を 得す、 歎き 悲しみ 阿育 王 塔の 前で 自ら 身を燒 いて 供養した。 その 王子に 仕へ てゐた 宦官に 劉 謙 

之と いふ ものが ぁリ、 もとく 刑餘の 身で ある こと を慨 いて ゐた が、 王子 燒 身の ことに 感じ、 天子 

に 麦して 入 山 修道 せんこと を 願った。. 勅許 を 得て、 この 山に 入リ 「華 嚴經」 を繰リ 返し 讀 誦し、 二 
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十一 日間 絕 食の 苦行 を續 けて、 文殊 師 利の 姿を拜 せんこと を 祈った。 遂に 冥應を 得て 木 来の 男子に 

立ち返 ヘリ、 大いに 御利益に 感謝した。 さう して 「華厳 論」 六 百卷を 著し、 終始 を論綜 し、 かへ つ 

て 天子に 麦 聞した。 高祖 はこれ を 聞いて 敬 信の 念 を 深め、 以来 「華 嚴經」 は 益々 天下に 弘 通す るに 

至った。 

これ をみ ると、 先づ氣 付く の は 北 齊に太 和と いふ 年號 のない ことで ある。 これ は 北 魏の孝 文 帝の 年 

號を 誤った ものであるに 違 ひない。 また 終リに 高祖 云々 と あるが、 これ は 孝 文 帝の 廟號に ほかなら 

ぬ。 唐の 道宣の 「大 唐內 典錄」 に は、 魏の太 和 中の こと、 して、 これに 類す る說 話を擧 げてゐ るが、 

それに は 王子 燒身 のこ ともなく、 また 劉 謙 之の 名 も 「華嚴 論」 六百卷 のこと も a えぬ。 更に 「北齊 書」 

はもと ょリ 「魏 書」 の 如き 當 代の 史書に も、 淸涼 山に 於け る燒身 供養の 王子の 傳 記が 見出されな いの 

である。 從 つて、 この 說話 は事實 ではなく 「華嚴 論」 六 百卷の 著作 も その 卷數の 餘リに 大部に すぎる 

こと や 現在 その 片鱗 だ も殘 つて ゐな いところ から、 後の 假托 であらう とい ふの は 今日の 通說 である。 

しかし、 同じ-道 宣の 「續 高僧 傳」 (卷 三十 五) の 明 隱の傳 記に よれば、 やは^ 北齊の 第三 王子 燒身 のこ 

と を 記し、 その 內侍劉 謙 之に よって 「華嚴 論」 六 百卷が 作られた こと を 述べて ゐる。 しかも、， 唐の 龍 

朔の 填、 五 臺の諸 寺から その 殘木を 集めて みると 約 三百 卷を 得た といって ゐ るので あって、 これに 就 


いても 遽 かに 斷定を 下し 難い 點が ある。 

以上の 如く、 考 へて 来るならば、 北魏の 時代 旣に、 五臺 山に 於いて 「華 嚴經」 の 研究が 行 はれた と 

しふ こと を證 明す る 確實な 史料 は 殆んど 見出されな いこと、 なる。 しかし 乍ら、 五臺 山が この 時代 か 

ら旣に 文殊 菩薩の 住 地と して 一 部の 人々 に 信仰され てゐ たこと に 就いては 動かし難い 證據が ある。 今 

また、 こ、 に 「水經 注」 の 佚 文 を 引用しょう。 

その 北臺の 上 は、 冬 も 夏 も 常に 氷雪の 消える ことが なく、 常人の 住みうる ところではない。 こ、 

では 文殊 師 利が 常に 毒 龍を鎭 めて ゐ るので ある。 今は佛 寺が 多く 立ち、 四方の 僧徒 や 善 信の 士 にし 

て 禮拜に 来る ものが 少 くない。 

これに よれば、 北 魏の末 頃に 於いて は、 旣に五 臺山は 文殊 師 利の 住 地と して 知られ、 山上に は多數 

の佛 寺が 立てられて ゐ たので ある。 從 つて、 「華 嚴經」 が北魏 時代、 五臺 山で 特に 研究され たとい ふ證 

據 はない としても、 旣 にこ、 が 文殊の 聖地と して 認められて ゐ たこと は 疑 ふべ くもない。 果してし か 

らば、 こ 、が 何故に 文殊の 靈 地と 考 へられる やうに なった ので あらう か。 

これに 就いての 解答 は 未だ 明確に はされ てゐ ない。 しかし 敢て 推測 を 加へ るなら ば、 次の やうな こ 

とがいへ ると 思 ふ。 それ は、 先づ 支那、 殊に 北 支那に 於いて、 佛 典に 見える 文殊の 住所た る 清涼 山 を 
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實 在の 山と 結びつけて 考 へようと する 試みが、 一部に 行 はれた こと。 さう して、 その 場所 は 中原、 卽 

ち 長 安、 洛 陽の 方面から 東北 方の 地に 求むべき であった こと。 然るに 一 面に 於いて、 五臺 山と いふ や 

うな 最も その 條 件に 適した 靈 山が 存在して ゐ たこと であるつ 

さて、 五臺 山に は 現在 淸涼 寺と 名づ けられる 寺が ある。 こ 

の 寺院 は南臺 下、 金 閣嶺の 西南に 當る溪 谷に 位置す る。 現在 

この 溪谷を 清涼 谷と 呼び、 寺 は その 谷の 奥に あって、 中 殿の 

前に は淸涼 石と いはれ る 大きな 石が 横 はって ゐる。 附近に は 

また 古淸 涼と 稱す ると ころもあって、 そこに は 古い もので は 

ない が、 金 代の 佛 塔な ども 存 して ゐる。 

この 寺 は、 「古 清涼 傳」 によれば、 北 魏の孝 文 帝の 創建と 傳 

へられ、 臺中 でも 最も 古い 寺の 中に 屬 して ゐる。 唐の 玄宗時 

代の 人で ある 李 i の 「五 臺山淸 涼 寺 碑」 (全 唐 文 所收) に は、 

この 淸涼 寺を以 つて 漢 代の 創建で あると いって ゐる。 しかし これ も、 五臺 山に 於け る 代表的 寺院と し 

ての 清涼 寺 をと リ 上げ、 その 創建 を漢 代にまで 溯らせた のであって、 上述の 大孚靈 鷲 寺の 漢代 創建說 


と 同檨に 信じが たいこと はいふまで もない。 慈覺 大師の 「巡禮 行 記」 に は、 五臺 山の 總稱を 一 に 清涼 

U とい ひ、 この 山中で 寺院 を 作った の はこ >が 最初 だから、 清涼 寺と 名 づけた の だと 述べて ゐ る。 

しかし、 清涼 山と いふ 名が 先にあって、 この 清涼 寺が 建てられた のか、 それとも また、 この 清涼 寺 

とい ふ 寺が 先に 立って、 その 山の 名 を 一 に 清涼 山と 稱 する やうに なつ たかは、 さう 簡單に は斷定 出来 

な、，。 むしろ、 我々 は 清涼 寺が 先き で、 清涼 山が あとから 名づ けられた ものと 考 へたい。 勿論 清涼の 

名 ま、 こ、 が氣 候の 清涼な 地で あると いふ ことばか^ ではなく、 佛 典に 見 ゆる 清涼 山から とってつ け 

られ こものと は考 へられる けれども、 しかし 當 初から この 山が 文殊の 住所で あると いふ やうな 考 へが 

あってつ けられた ものと は悤 はれない ので ある。 

いま、 清涼 寺の 位置 を考 へる と、 現在で は五臺 山の 中心た る 臺懷鎭 を遙か 西南に 離れた 山中に ある 

が、 しかし これ は 五 臺縣の 方から 通す る舊參 道の 要 點に當 つて ゐる。 こ、 に、 地理 的 見地から 五臺山 

の發 S をた どって 行く とすれば、 今日の 五臺縣 城から 東北に 向って 一 帶ひ 山地 を 越えた 彼方に ある、 

豆 村鎭の 盆地が 先づ 開けた こと、 思 はれる。 その 山奥に 位置す る 臺懷鎭 の 方まで 開發が 進んだ の は、 

更に 後の ことで あらう。 從 つて、 M 村と 臺懷の 間に 位する この 清涼 寺 は、 臺懷鎭 の 諸 寺院より 早く 開 

かれた といっても 差 支へ がない ので ある。 しかも、. この 豆 村鎭の 東北 一里に は 有名な 佛 光寺が ある。 
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この 寺 もまた、 古 淸涼傳 に は 北 魏の孝 文 帝の 創建した ものと いって ゐる。 今 も 殘る當 地の 俗諺に、 

「先に 佛 光ぁリ て、 のち 五臺 あり」 とい はれて ゐ るの は、 まさに 五臺 山の 地理 的 發展史 を 裏書きす る 

ものと い へよう。 

かく 考 へるならば、 五臺 山の 山麓に 位置す る佛 光寺が、 先づ 第一 に 建立され、 清涼 寺が それに^き 

繽 いて 建てられ、 臺懷の 諸 寺 特に 今の 顯通寺 は それよ リ 以後に 出来た ものと 解せられ る。 從 つて 清涼 

寺 はかって は五臺 山の 「奥の院」 たる 地位 を 占めて ゐ たこと もあった わけで ある。 

その 頃、 ある 僧侶が、 「華 嚴經」 の說 を具體 化して、 この 附近の 山 を 清涼 山と 名 づけ、 そこが 文殊の 

住所で あると いふ こと を 唱導し 始めた ので は あるまい か。 さう して、 それが 一般の 人々 に 無比 判に 信 

せられる に 至った ので あらう。 こ、 で 思 ひ 出す の は、 最初に 引用した 「文殊 師， 利寶藏 陀羅尼 經」 の 文 

句で ある。  . 

我が 滅度の 後、 此の 瞻部洲 の 東北 方に 於いて 國ぁ^ 。 大振那 と名づ く。 其の 國 中間に 山 あ^。 號 

して 五 頂と なす。 文殊 師利董 子 遊行 居住す。 

この 經は南 印度の 菩提 留 志が、 唐の 中 宗の景 龍 四 年に 譯 出した ものである とい はれる。 これに は 明ら 

かに 文殊の 住所 を五臺 山に あて 、ゐ るので あるが、 か 、る 考へは 決して 印度に 始まった も ので はな 


く、 逆に 支那からの 影響 を 受けた ものと 考 へられる ので ある。 かくして、 始めは 僅かに 五臺 山系の » 

く 一部に 過ぎない 清涼 寺 附近の 山が、 清涼 山と 名づ けられ、 文殊の 住所と して 唱導せられ 始めた。 そ 

れ が五臺 山の 發展 と共に 次第に 擴 大して、 五臺 山系 全體 の總稱 となった。 さう して、 これ は 全 支那の 

みならす、 西 或 をへ て 印度にまで も傳 はリ、 また 海 を 越えて 我が 國 にも 渡リ、 やがて 全 亞細亞 佛敎圈 

內に 文殊の 靈場 として 渴 仰され るに 至った ので，， ある。 
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第 一 節 文殊の 靈驗と 寺院の 興隆 


時 は 今から 千 二百 五十 年ば かリ 前の ことであった。 五臺の 

縣 城から 佛 光寺へ 向 ふ 峠の 頂きに 立って、 遙か 雲表に 聳える 

靈山 を、 敬虔な まなざしで ぢ つと 見つめて ゐる 一 人の 僧侶が 

あった。 彼の 容貌 は、 眼 はくぼみ 鼻 は 高く、 眼の 色と いひ、 肌 

の 色と いひ 一 見して この 邊の 人と は 思 はれない。 やがて、 身 

につけて 來た 僅かば か^の 荷物 をお ろ すと、 さも 感激に 耐へ 

ぬかの 如く はらく と淚を 流し、 五體を 地に 投げて、 靈山を 

拜す るので あ. つた。 よく 見る と、 頰 はこけ 髮は のび、 衣 はと 

ころぐ 破れて ゐ るので あって、 苦難 多き 永の 旅路 を 經て來 

たこと がわ かるで はない か。 それ も その 箬、 彼 ははる ぐ 北 


印度から 配 ■ を 越え 流沙を 渡リ、 萬 里の 道 を 遠し とせす、 文殊の 靈 場を拜 せんがた めに 来たので ある i 

, 拜しを はって 頭 を擧げ ると、 忽ち 何處 から ともなく 山の 方から 一 人の 老翁が 姿 を 現 はした。 老翁 は 

この 異檨な 僧侶に 向って、 波羅門 語で 次の やうに いった。 

「師 よ、 御身 は 何 を か 欲する ぞ」 

その 借 答へ て 曰く、 

「《 くなら く、 文殊 菩薩 迹を こ、 に隱 した まふと。 我され ば 印度よ リ來タ て拜禮 せんとす るな リ。」 

翁 また 曰く、 

「師 よ、 郓 身は國 ょリ、 佛頂尊 勝 陀羅尼 經を もたらせ しゃ 否や。 この 土の 衆生、 諸〜 の 罪業 を かさ 

ね 出家の 輩 もまた 犯す ところ 多し。 陀羅尼の 尊き 呪文 こそ 諸ミの 罪業 を はら ふ もの なれ。 師 若し、 

この 經を もたらさ、 ゾれ ば、 来る とも、 衆生に 於いて 何の S ある も のぞ。 たと へ、 文殊に まみ ゆと 

も、 いかで か、 それと 知る を 得ん。 師ょ、 とく 還るべし。 かの 經 をと 5、 また もどりて、 これ を こ 

の 土に ひろめ 給へ。 卽ち これ、 諸佛を あがめ、 廣く 群生 を 益し、 幽冥の 界 にある もの を 救 ひ、 諸よ 

の 弗 恩に 報 ゆる 所以な リ。 ，師 よ、 この 經を とリ てまた 来られよ。 しからば、 我、 御身に 文殊の ゐた 

まふと ころ を敎 ふべ し。」 
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その 僧 は、 これ を 聞く と、 悲喜 こもぐ いた リ、 再び 山. に 向って 禮拜 する のであった。 頭を擧 げた 

ときには、 もう その 老翁の 姿はなかった。 僧 は 驚いて、 ますく 畏敬の 念 を 深め、 命に かけても 國に 

還って、 陀羅尼 經を とって 来ん ものと 決心した。 さう して 疲れた 體を 休める ひ まもなく、 再び 踵 を g 

して 峠 を 下って 行った ので ある。 

これ は、 「佛頂 尊 勝 陀羅尼 經」 が、 印度から、 始めて 支那に 輸入され たこと に關 する 因緣 話の 一 節で 

ある。 今日、 支那の 各地に 殘 つて ゐる 陀羅尼 經艟を 見る と、 その 序と して この 因緣 話が 必す 刻せられ 

てゐ る。 

1  9  けいひん  ぶっだ * まり  * 

それによ ると 唐の 高 宗の儀 鳳 元年、 北 印度 厫賓國 の 佛陀波 利と いふ 僧侶が、 五臺 山が 文殊の 靈場 

である こと を 聞いて、 はるぐ 支那に 来った。 今の 五臺縣 城の 西北に 當る^ 陽嶺 まで 来たと き、 文殊 

の 化身が 現 はれて、 陀羅尼 經を 印度から もたらす こと を 命せられ 卜」。 

彼 は 目前に 聖境を ひかへ ながら、 直ちに 引き返して 故國に 還リ、 この 經を もって 再び 支 W 二 やって 

来たので ある。 時に 永淳ニ 年、 この間、、 前後 七 年 を 要して ゐる。 當 時の 都 長 安に 至って、 具 さに その 

こと を 上 麦した ところ、 時の 天子 はこの 經を 宮中に とゾ め、 臣下に 命じて 譯 せしめた。 しかし この 經 

を 波 利に かへ さう と はしなかった ので、 彼 は 泣く く 上 麦して いふに は、 「自分が 身命 を 屠して この 經 


をと リに 行った の は、 衆生 を濟 度し、 その 苦難 を 救 はんが 爲 めであって、 決して 名^ や 財寶を 願った 

わけで はない。 何と ぞ經木 をば お返し 下され、 これ を 民間に 流布せ しめたい」 と。 そこで 天子 は譯木 

をと ^め、 原木 を 波 利に かへ した。 かくて 波 利 は 長 安の 西 明 寺で、 梵語に 通じた 僧侶 を もとめ 改めて 

漢文に 翻、 譯 した。 愈 さ 翻譯が 完成した ので、 再び 五臺 山に 至った。 傅へ ると ころに よると、、 彼 は 文殊 

の 導きに よって 臺懷鎭 の 金剛 窟に 隱れた とい ふこと である。 

これ は、 當 時の 佛 敎に對 する 信仰が 如何に 熱烈であった か を 物語る ばか リ ではなく、 また 五臺 山に 

對 して 人々 が 如何に 熱狂 的な 憧憬 を もって ゐた かとい ふこと を 知らし める ものである。 か ， る 例 は、 

獨リ 佛陀波 利に とゾ まるば かリ でな く、 一  たび 「古 清涼 傳」 を 始め 五臺 山に 關 する 書物 を繙 けば、 至 

ぼ だいせんな  k  . 

ると ころに 見出される ので ある。 波羅門 僧正 菩提 遷那 は、 我が 聖武 天皇の 御代に 来朝した 印度の 僧 

で、 東大寺の 建立に も 甚だ 功勞 のあった 人で ある。 彼 は 印度に あって 五臺 山が 文殊の 靈場 である こと 

を 聞いて 支那に 来^、 更に 我が 遣唐使の 請 ひに よって、 我が 國に 渡った ものと いはれ てゐ る。 

彼等 はこの 靈 境に 對 して 限 リ なき 憧れの 念を懷 いて、 はる やって 來 るので あつたが、 如何なる 

靈驗を 感得した であらう か。 その 目的と すると ころ は、 文殊の 現 身を拜 して 法悅に ひた リ、 罪業 ある 

もの はこれ によって 解 脫の途 を 得、 煩惱 ある もの は、 これによ つて 濟度 されん とする ので ある。 或は 
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病 ある もの は 艱難 を 冒して 登山し、 文殊 師 利の 通力に よつ で 快癒 せんこと を 祈った。 幸 少なき もの も 

また 來 つて 幸 を 得ん としたの である。 こ、 に詣 でた 人々 によって 傳 へられた 幾多の 靈驗談 は、 年と 共 

に廣く 一  般に 信せられ るまでに 至った。 

かくて 例へば 「古淸 涼傳」 に は、 唐の 高宗の 時、 その 靈驗の 眞僞を 確 めんが 爲 めに、 帝 は 人 を 派し 

てこれ を 調査せ しめた 話が のって ゐる。 卽ち、 龍朔 年中、 長 安會昌 寺の 僧會頤 等の 一 行 は聖迹 調査の 

勅命 を 奉じ 畫 家まで. も 引きつれ、 早馬に 乘 つて 急行した。 すると 到る ところで 靈 異に 接する ことが 出 

来た。. 例へば、 中臺 では 佛の眞 容を拜 し、 忽然と して その 姿が 消えた かと 思 ふと、 妙へ なる 異 香が』」 

だよ ひ、 大 鐘が 鳴 リ 響き、 叉 西臺に 於いて は 一 人の 僧侶が 黑衣を まと ひ、 白馬に 乘っ， て 空中に 飛び 行 

くの を 見るな ど、 その 靈驗を あら はすこと 無限であった。 彼等 は 佳祥を 目の あたう に 見て 感激に 耐へ 

す、 長 安に 歸 つて 具 さに 上聞に 達した ところ、 深く 聖旨に かなった。 そこで、 清涼の 聖迹は 京畿 

一 帶に 知れ 亙る やうに なった。 會頤 はまた この 山の 圖を畫 帖に作 リ說明 書を附 して、 京洛に 流行さ^ 

たとい はれて ゐる。 

更に、 五 臺の靈 異に 關 する 古来の 傳說を 擧げれ ば、 枚 擧に遑 がない が、 今 試みに その 二三 を 擧げる 

と、 次の やうな ものが ある。 


文殊の 化身が 現れて、 靈異を 示した こと。 

瑞雲、 瑞 光が あら はれ、 異香、 妙 音の 聞え たこと。 

忽然と して 空中 や 地上に 堂塔 伽藍が あら はれ、 その 中に 文殊 像が 安置され てゐ たこと。 

この 中、 最も 多 いのは 文殊の 化身 說 話であって、 例へば、 僧侶に 化けて 病 者に 神 藥を與 へた > 或は 

病 を 治した リ、 時には 女人に 化して 求道者の 道心 を 試した リ、 或は 乞食に 化して 僧侶の 慈悲心 を 試み 

たリ して ゐる。 

なほ 我々 の與 眛を惹 くの は、 次の やうな 話が、 これ また 「古淸 涼傳」 に 見える ことで ある。 

セィ ロン  しゃか みだら 

唐の 高宗 の麟德 年間の ことで あるが、 師子國 の 僧侶で 釋迦蜜 多羅と いふ ものが 長 安 にやって 來 

た。 清涼 山に 文殊 師利 を禮拜 せんが 爲 めであった。 そのい ふところ によると、 佛 門に 入って 以来 九 

十五 年と あるから、 非常な 高齡 であった わけで ある。 やがて、 その 希望 は 上聞に 達せられ、 天子 は、 

勅使と 共に 多 數の隨 行者と 通譯 とを附 して 五臺 山に 上らし めた。 淸涼 寺の 附近に 至った とき、，， ^ち 

神 僧に あ ひ、 また 鐘 聲と香 氣とを 聞いた。 同行した 勅使が いふに は、 「自分 は 京師で は、 この 五臺山 

は 靈瑞が 極めて 多い と 聞いて ゐた 。しかし 来て みると、 たビ鐘 * と香氣 とが あるの みで、 一向に 奇 

持な ことがない。 人間に， 傳 へられて ゐる こと は 謬が 多い」 と。 その 言が 終る か 終らない 中に、 そこ 
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から 十 數步も 離れた ところに ゐた蜜 多羅 は 、支那 語 はわから なかった 箬 だのに、 早速 通譯を よんで 

次の やうに 責めい はせ た。 「君 は 俗人であって いまだ 佛法 のこと がわから ない。 それ だのに、 何 を 

もって こ、 でと やかく 誹謗の 言 をな すので あるか。 自分 は 若い ときから 一向に 餘德 がない が、 た、 ゾ 

なん えん ぶ だい 

聖迹を 尋ね 禮拜 する の をつ ねとして ゐる。 西方め 傳記 によれば、 南 閻浮提 に、 聖人の つねに 止リ住 

して ゐる ところが 二十 九 所 ある。 自分の 行った ところ はこれ で 九つと なった。 しかし、 あとの 二十 

箇听は 行ける かどう かわからない。 今 この 大聖の 慈悲のお 蔭を以 つて、 衆生の 詣 でんと 願 ふところ 

へ來る ことが 出来た。 自分の やうな 德の 薄い ものに とって は、 これ だけで も潇 足すべき である。 君 

は 幸福 限リ なき 身の上で あるのに、 何 ぞ輕々 しく 失言 を發 して、 深き 禍の種 を 蒔く ので あるか」 と。 

勅使 は 大いに 恐れ入って 罪 を 謝した。 

この 話 を 通じて 考 へるならば、 その 靈異の 如き も かな リ主觀 的な 場合が 多かった であらう。 はるば 

る 萬 里 を わたって この 聖地 を 巡歷し 得た ものに とって は、 その 深き 信仰と 憧憬の 致す ところ、 目に ふ 

れ 耳に 入る 森 羅萬象 悉く これ、 文殊の 示す 靈 異ならざる はなく、 一木 一草と いへ ども、 佛性 にあら ざ 

る はない ので ある。 從 つて、 前に 擧げた 幾多の 場合に 就いても、 果して これが 事實 であ リ 得る 箬 もな 

く、 通常 何處 にで も ある 靈驗談 以上の もので はない と 思 はれる。 しかし 乍ら、 宗敎界 に 於け るか、 る 


靈異 は、 一概に 常識的 批判 を以 つて 律し 去り 得ない 場合が、 往々 存 する こと はいふまで もない。 我、 ガ 

慈 « 大師の 「巡禮 行 記」 に 見える 彼の 體驗 した 靈異の 如き も、 彼の 梵僧 釋迦 蜜陀羅 と共に 行った 勅使 

と 同檨な 精神 を以 つて、 輕ぇ しく 看過すべき もので はない と 思 ふ。 例べば、 慈 * 大師 は北臺 下の 上米 

普 通院に て 五 道の 光明 を 見、 閣院 にて 色 光雲 を 仰ぎ、 南臺 供養 院に 於いて 空中に 聖 燈を拜 した こと を 

感激の 筆を以 つて 記して ゐる。 また、 「大聖の 境地に 入リ てよ トメ は 極 賤の人 を 見る も、 また 敢て輕 蔑の 

念 をお こさす。 たと へ 驢畜に 逢 ふ もまた、 或は これ 文殊の 化身に あらざる かと 疑 ふ。 目 を 擧げて 見る 

ところ、 みな 文殊の 所 化なる かと 思 ひ、 人 をして 自ら この 境地に 對 して 崇 重の 心 をお こさし む」 とい 

つて ゐ るの， は、 眞實を 道破した ものと いふべ きで あらう。 

こ、 で、 おた 五臺 山で 悲劇的な 最後 を 遂げた、 我が 靈仙 三蔵の 事蹟に 就いて &記 してみたい。 彼 は 

奈良興 福 寺の^ 侶で、 光仁 天皇の 寶龜四 年、 勅命に よって 僧行賀 と共に 遣 唐留學 生と して 入唐した。 

彼 は行貿 の歸國 した 後 もな ほ 異國に 留まって 修行 を續 け、 在 唐實に 三十 數 年の 長き に 及んだ。 かくて 

漢語の みならす 梵語に も通嘵 し、 唐の 憲宗の 元 和 五 年卽ち 我が 弘仁 元年、 長 安の 醴泉 寺に 於いて 大乘 

心地 觀經 を漢 難した。 彼 は S 賓國の 般若 三蔵の 主宰す る譯 場に 於いて、 その 主席 譯僧 として、 般若 を 

助け、 彼の 口 甚^る 梵文を 筆受 して 漢語に 譯 したので ある。 元 和 十五 年五臺 山に 至リ、 その後 長慶ニ 
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年から いよく こ、 に 居を定 むる ことに 決した。 初め 金閣寺に 二 年ば かう 住した 後、 鐡穀蘭 若、 七 

佛 敎誡院 等に うつ リ、 最後に 靈境 寺の 浴室 院に 於いて、 人の 爲 めに 毒殺され たので ある。 

嵯峨 天皇 は 供養の 資 として 百 金 を はる < ^長 安の 彼に 送 リ屆け 給うた ところ、 當時靈 仙は旣 に五臺 

山に ゐ たので、 その 孫弟子た る 渤海國 の 僧侶 貞 素が、 これ を 鐡穀蘭 若の 彼の もとに 屆 けた ことがあ 

る。 靈仙 はこれ に 感激して、 早速 一 萬 粒の 舍 利と 新經 二部、 造 勅 五 通 等 を 天皇に 獻 上せし めた。 その 

後 四 年 目、 また 淳和 天皇 はこの 渤海國 の 僧侶に 百 金 を 託せし め 給うた が、 彼が 再び 五臺 山に 至った 時 

は、 殘 念に も靈仙 は旣 にこの 世の 人ではなかった。 時 は 唐の 文 宗の太 和 二 年の ことで、 從 つて、 彼の 

死 はこの 兩三 年間の こと、 考 へられる。 渤 海の 貞素 はこれ を 知って 悲歎の 餘リ 血涙に むせんだ。 その 

際 彼が 書き止めた 詩 を、 その後 十二 年、 慈覺 大師 は 七 佛敎誡 院の壁 間に 見出して、 深き 感激に 打 たれ 

たのであった。 

慈覺 大師 は 金閣寺に 詣 でた 時、 寺 僧から 靈 仙が 生前 こ/に 住した こと をき、、 ，また 彼の 手 皮の 佛像 

とい ふ もの を 見た ので ある。 それ は靈 仙が 自 から 手の 皮 を 長さ 四寸、 闊さ 三寸に 亙って 剝 ぎと リ、 そ 

の 上に 佛像 を畫 い， たもので ある。 それ を 彼 は 金 銅の 塔の 中に 安置した のであって、 當時 なほ 寺 僧に よ 

つて 每年 供養され マゐ ると いふ ことであった。 


かう した こと は 如何に 熱烈な 信仰心に 燃えて ゐた とはい へ、 常識 を以 つてして は 想像し 得る ことで 

はない。 當 時の 宗敎 家の 極端な 一 例 を、 五臺 山に 對 する 驚くべき 信仰の 事實 を、 我が 留學 僧に 見出す 

ので ある。 それ は 叉 信仰の 盛んな 五臺 山に 於いても 驚嘆に 絕 する 行 爲 であった ので ある。 

さて、 五臺 山に 於け る 文殊 信仰の 盛んな 有檨 は、 上述の ことによって 略 i 察し 得られる であらう。 

こ 、 に擧 げた 多くの 例 は殆ん どす ベ て 唐 代に 關 する ものであるが、 それ 以前に 於け る狀態 はどうで あ 

つた か。 その 史料 は 割合に 少 いが、 これによ つて、 前代の 事情 も 類推す るに 難くない と考 へる。 

蓋し、 北 支那に 於け る佛敎 は、 五 胡 十六 國の 時代から、 澎湃 として 興リ、 北 魏の北 支那 統一 に 於い 

て 一 大 時期 を 劃す るに 至った。 その 時に あって は、 政治と 佛敎 とが 完全に 融合し、 卽ち 政治 界に 於け 

る 皇帝 は佛と 解せられ、 靈界の 救世主と 現世に 於け る 救世主と が 合一 する ものと 信せられ て 力た ので 

ある。 從 つて、 佛 寺の 造 營は國 家に 於け る 最大の 事業で もあった。 殊に 孝 文 帝の 治世が、 北魏に 於け 

る 佛敎の 黄金時代であった ことに 就いては、 旣に 述べた 如くで ある。 五臺 山の 開基が この 時代に ぁリ 

と 解せられ るの も、 か、 る 事情から であって、 これ は 諸 多の 事實 から 推測しても 誤リ がない と 思 はれ 

る。 果してし からば、 先づ國 家の 庇護に よって、 五臺 山と いふ ものが はぐくまれ、 堂塔 伽藍が 盛んに 

營 造され たとい ふこと が考 へられる ので ある。 この 傾向 は北齊 時代に 至る まで 續ぃ た。 當時、 山中に 
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五 臺 山  三 六 

は 伽藍の 數 二百 を 越え、 又、 八州の 税を さいて 山中 僧 衆の 衣 藥の資 に 供した と傳 へられて ゐる。 とこ 

ろが、 北 周の 武 帝の 廢佛の 結果、 一時 この 地 も蕭條 として 寂 びれ るに 至った こと、 思 はれる。 しかし 

佛敎の 信仰 はか、 る彈壓 によ リ、 一 朝に して 亡ぶべく 餘リ にも 根强 いものであった。 武 帝の 歿後 再び 

復興の 機運に 向 ひ、 隋の文 帝が 立つ に 至って 完全に 復興した ので ある。 

五臺山 もこの 機運に 際會 した こと は 想像に 難くない。 そのこと は 「古淸 涼傳」 にも、 「大 隋、 運 を 開 

いて、 正敎 ふた、 び 興る ぁリ。 あらゆる 伽藍 はすべ て 修復 せらる」 と 見えて ゐる。 この 時、 五臺 山に 

は、 解 脫禪師 とい ふ 名僧が あら はれた。 彼 はかって この 山に 住した ところの 最も 傑出した 僧侶で あつ 

て、 五臺 山に 於け る 確實に 知られた 最古の 人と しても 特記すべく、 且つ 五臺山 復興 史の 第一 頁 を 飾る 

人物で も ある。 

さて 解 脫禪師 は 姓を邢 とい ひ、 五臺 山の 夾川 出身の 人で ある。 出家の 後、 遠近の 名僧 を訪 ひ、 遂に 

五臺縣 の昭果 寺に 居住した。 その後、 佛 光寺に 留 錫し、 常に 法 華 を 誦し 習 禪の譽 頗る 高かった。 その 

名聲を 聞く もの、 遠近よ リ 輻輳し、 敎へを 請 ふ もの 日に 萬 人に 達した とさへ いはれ てゐ る。 彼 は 道 を 

講じ 寺 を 出で ざる こと 五十 年に 及び、 彼に ついて 禪業を 修得した もの は千餘 人に も 上った。 况んゃ こ 

れに 私淑して 風 を 受けた もの は その 數 倍に 達した のであって、 古への 名僧の 傳記を 見ても、 衡 岳の 惠 


思 天台の 智者の 如きで さ へ、 かくの 如く 盛んではなかった と傳 へられる G 

これに よれば、 佛 光寺に 於いて 五臺山 復興の 著しい 一例が 見られる。 いな、 この 佛 光寺に 於いて 五 

臺山 復興の 炬火が 點せ られた とも 考 へられる ので ある。 

「古淸 涼傳」 と 「廣淸 涼傳」 と を 比較して みると、 それ 等に 見える 寺の 數には 非常な 相違が ある。 

前者で は 勿論 その 主なる もの 、み を擧 げたので あらう が、 次の 如く 寺 名の 記されて ゐ るの は 僅か 七 寺 

に過ぎない。 卽ち、 臺に屬 する ものと して、 大孚圖 寺，、 王子 燒身 寺、 金剛 窟、 孝 文 石窟、 清涼 寺、 

南 臺に屬 する ものと して、 佛 光寺、 公 主 寺が あるの みで ある。 「廣淸 涼傳」 では、 靈跡 記と いふ もの を 

引いて、 古傳 によれば そのむ かし 寺が 一 百 十 一 あつたと 稱 して ゐる。 しかるに そ の 後 多く 廢頹 に歸 

し、 名 額の 旣に泯 びた もの も あれば、 遺迹 だけ は 辛うじて 殘 つて ゐる も. の もあって、 現在 住持に 堪ぅ 

る もの は 六十 七 所 あると いひ、 その 名 を 列記して ゐる。 それ は 各臺每 に、 古寺と 今 S 寺と に 分けて 記 

されて あるが、 その 合計 はどうい ふわけ か 六十 七ではなくて、 七十 二で ある。 試みに 中 臺の條 を擧げ 

てみ ると 次の 如くで ある。 

古 十 寺 

はん 

大孚靈 鷲 寺、 王子 寺、 靈峯 寺、 鮮仙 寺、 天 盆 寺、 淸涼 寺、 石窟 寺、 佛 光寺、 宕昌 寺、 樓觀寺 . 
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五 臺 山  三 八 

今 益 唐 來寺六 

竹林 寺、 金閣寺、 安聖 寺、 文殊 寺、 玉 華 寺、 聖壽 寺，. 

これ 等の 記述が 果して どの 程度まで 正確で あるか どうかと いふ ことに 就いて、 今日で は 批判の 下し 

やうがない。 しかし、 「廣淸 涼傳」 の 著者 妙濟 大師 延ー は、 宋代 この 五臺山 大華嚴 寺の 壇 長であった 人 

であるから、 相當の 調査の 上書 かれた ものと して 11! 用 を 置きうる であらう。 これに よれば、 兎も角、 

隋の 復興 以後 唐 代に なつてから 新たに 造られた 寺院が 非常に 多かった ことが わかる ので ある。 就中、 

金閣寺 や 竹林 寺の 如き は、 唐 代 新 建の 寺院 中で も 特に 重要な 地位 を 占めた。 さう して、 古来の 中心で 

あった 大孚靈 鷲 寺、 清涼 寺、 佛 光寺な ど を も 凌がん とする 勢 を 持つ に 至った ので ある。 

慈覺 大師に よれば、 當時大 孚靈鷲 寺卽ち 大華嚴 寺と 竹林 寺と 金閣寺の 三者 は、 相 鼎立して 臺 中の 重 

鎭 であった。 今 この 三 寺に 就いて 少しく 述べ て 見たい。  - 

， - 第二 節. 唐の 大華 嚴寺に - ： ：」  マ 

六 朝 時代 以来の 大孚靈 鷲 寺が 大華嚴 寺と 改められ たの は、 唐の 則天武 后の 時からで ある。 一 說には 


德宗の 時 澄觀が こ、 で 「華 嚴經疏 J を 造った ので 勅命に よって、 寺 名 を 改めた の だと もい はれる が、 

一 般には 前說が 信せられ てゐ る。 しかし 澄 觀がこ 、に 住した こと は 五臺山 をして 支那 佛敎 史上、 重要 

な 地位 を 占めし むる に 至った ものである。  - 

澄觀は 華嚴宗 の四祖 として 數 へられ、 支那に 於いて 大成した ニ大 理論 佛敎の 復興 者と して、 天台の 

六祖湛 然と 竝び稱 される 人で ある。 彼 は 姓 を 夏 侯 r 叉 は 戴) とい ひ、 今の 浙江省 山陰 縣の 出身で あつ 

た。 若く しで 出家し、 名山 秘蔵 を尋 求して 學八宗 に 通じ、 頗る 令名が 高かった とい ふ。 或る 傳 記に 依 

ると、 或は 禪に 通じ、 悉曇 • 五明 等に も 詳しく、 更に 經傳 子史等 支那 在来の 學 にも 及ばざる はなく、 

有名な 不空 三蔵 Q 譯場 にも 嘗て 刻した と傳 へられる。 大曆 十一 年 五 臺に來 遊し、 華嚴 寺の 西 般若 院に 

止った ことがあ るが、 後 去って 四川の 峨嵋 山に 住った。 峻嵋山 は 云 ふまで もな く 普賢 菩薩の 靈場 とし 

て五臺 山と 竝稱 される 名山で ある。 かくて 「文殊 は智を 主と し 普賢 は理を 主と す。 ニ聖 合して 毗盧ず | 

那 となり，、 萬 行 兼ね 通 す る は卽ち 華嚴の 儀な り」 との 信念 を 得る に 至った。 そこで 再び 五臺に 行き 大 

華嚴 寺に 至って、 専ら 華嚴經 の硏鑌 に從ひ 大いに 發明 すると ころがあった。 當時、 善 住 閣院に は 賢 林 

とい ふ 名僧が ぁリ、 華嚴 寺の 寺 主であった。 澄觀は その 請 ひに ょリ、 五 年に 亙って 華 嚴と法 華の ニ經 

を 講じた。 その後 般若 院 にう っリ、 或 時從容 として 衆に いふにば、 「佘が この 聖地に 来たの は W 劫の 
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希 逢で ある。 華厳の 舊疏は 意味 は 簡約で あるが、 文章が 繁縟 であるから 完全な 新疏を 作成した いと 思 

ふ。 以後 交遊 を屛 け、 心 を 澄まして 疏 を造リ たい。 よく 余が 爲 めに 閣ー 座 を 建てるならば、 上に 於い 

て疏を 造る ことが 出來 るで あらう」 と。 寺 主 賢 林 等、 喜んで この 請 ひ. を 入れ 直ちに 工匠 を 募って 着手 

し、 日なら すして 落成した。 時に 德宗の 興 元元 年 四月 (一 に疋 月) 八日の こと. であった。 彼 は 或 夜 文 

殊 菩薩の 靈驗を 得て、 遽か にこの 制疏 道場に 入リ、 香 を 焚き 禮を 設けて 嘉瑞に 感謝した。 その後 は、 

恰 かも 躬から 文殊の 聖 容に對 する が 如く、 筆の 運び も輕 く、 思想 は 流れ出で、 如何なる 微言を 解釋す 

るに も 一度 も 行き 詰った ことがなかった。 さう して 負 元三 年 十二月 (一 に 元年 十一月) に 至って 華嚴 

經疏 六十 卷 (一 に 三十 卷) を 完成した。 翌年 正月、 賢 林の 請 ひに よって 始めて この 新疏を 講じた。 後、 

德宗の 召に よって 長 安に 入リ、 淸涼 國師の 尊號を 賜った のであった。 叉、 貞元 十四 年に は 般若 三藏と 

共に 四十 卷華， 嚴 經を譯 して 奉って ゐる。 當 時の 名士に して その 高風 を 慕 ふ もの 甚だ 多く、 その 正統の 

傳授を 得た 弟子 だけで も 百 人 を 越えた とい ふ。 その 卒年は 不明で あるが、 元 和 年間の こと 、 思 はれ 

る。 (佛 祖統紀 によれば 開 成 三年) 叉 その 年齡も 或は 七十 餘と いひ、 或は 百 餘と稱 し、 これ だけの 名僧 

であ リ ながら、 終りが 明らかで な いのは 不思議な ことで ある。 

しかるに、 その後 五十 餘年 をへ て、 我が 慈 « 大師が 五臺 山に 詣 でた 時には、 この 大華嚴 寺で は 却つ 


て、 天台の 學が 盛んであった。 當時、 天台 學の大 立 物と して 衆 僧の 舆望を 集めて ゐ たの は 志 遠で あつ 

た。 彼の 傳記 は餘り 明確で はない が、 その 概略 を 述べれば、 俗姓 を宋 氏と いひ 汝 南の 人で ある。 二十 

八 歳の 時 出家して 早く も 法 華經の 奥義に 通じ、 八 年の 間 各地 を 遊歷 して 南北 兩宗を 兼修し、 中で も 天 

台 頓敎に 精し かった。 後、 五臺 山の 靈異 をき、、 同輩と 共に こ、 に 来り、 大華嚴 寺の 右 小 院に留 錫し 

た。 さう して、 天台の 學を 講じた が、 その 學德 はならび なく、 名聲は 四方に 傳っ た。 彼 は 大華嚴 寺に 

住する こと 四十 年、 衆人 はこ、 を 目して 遂に 天台の 道場と 稱す るに 至った。 その 著に 法華疏 十卷、 玄 

門 十卷、 止 觀十卷 等が あると いふ。 

慈覺 大師が 大華嚴 寺 を 始めて 訪れた 時 は、 正に 法 賢 座主が 般若 院の 高樓の 上で 摩 訶止觀 を 講じて ゐ 

ると ころであった。 聽衆 四十 人、 志 遠 和尙も 弟子 達に まじって これ を聽 いて ゐ たので ある。 大師が 志 

遠に 始めて あつたの はこの 時であった。 當時、 大華嚴 寺で は 天台の 二 講座が 開かれて ゐて、 朝 座は玄 

亮が閣 院で法 華經を 講じ、 晚座は 法 賢が 般若 院で 止觀を 講じて ゐ たので ある。 兩院の 衆、 互に 往来し 

てこれ を 聞く ほか、 その他の 諸 院ょリ 來聽 する もの 頗る 多かった。 

志 遠 は慈覺 大師 を 見、 同じ 天台宗 を學ぶ 僧侶が はる，^ 異國ょ リ來 たの を 知って 喜びに たへ す、 慇 

鷇に 慰問す るので あった。 そして 云 ふのに 「貞元 二十 年、 日 木 國の最 澄 三藏、 天台 山に 入リて 法 を 求 
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五 臺 山  四 二 

む。 台 州 刺 史陸公 自ら 紙 墨 を 出し 書 手 を 求め、 數百 卷を寫 して 最澄 三蔵に 與ふ。 三藏 かねて 印 信 〔搬 

岀 許可 證〕 を 得て 木國 にかへ れリ 云々」 と。 さう して、 日 木に 於け る 天台宗 興隆の 狀態を 問うた。 大 

肺が 我が 聖德 太子が 日 木に 法 華 經を弘 通せし め 給うた 事情 を 述べ ると、 志 遠 始め 大衆 は 甚だ 歡喜 する 

のであった。 また 大師 は 入唐に 際して、 延曆寺 未決の 三十 條と いふ もの を携 へて 来た。 これ を もって 

天台 山に 至り 解決 を 請 はんとし たの. である。 しかし、 こと 意に 反して 天台に 行く こと を 許されな かつ 

たので、 やむなく、 楚州 〔今の 江 蘇省淮 安縣〕 に 於いて 人に 託し 巳に 天台に 赴いた 我が 留學 僧の 圓載 

の もとに 送った のであった。 彼が 五臺 山に 来た 時には、 それ は 早く も 解決され て已 にこ、 に 送 リ屆け 

ら れてゐ たので ある。 彼 はこの 三十 條を 示して 志 遠 自身の 決釋を 求めた が、 志 遠 は 巳に 天台 山が これ 

を 解決した との 理由から、 その 解答-を 肯 じなかった。 大師 は その後 志 遠の 房に 赴いて、 天台宗 關係文 

書の まだ 我が 國に傳 はって ゐな いもの を寫 しとった うして ゐ る。 彼 はまた、 般若 院で 文鑒 座主に あつ. 

た。 これ は. 久しく 五臺 山に 住して 幾遍 となく、 止 觀ゃ法 華 を 講じた 人で ある。 彼 もまた 大師 を 見て 喜 

んで やます、 「この 寺で は、 二 座の 講を 開いて 天台の 敎を弘 傅して ゐる。 遠國の 僧が 天台の 敎を 求めて 

はるばる こ 、に來 たれる の を 見て 感激に た へ ぬ」 といって ゐる。 そして こ 、 の 一 堂に は 天台 智者 大師 

の 影像が 掲げられ てあつた。 當時、 善 住閣院 でも 天台宗の 僧が 四 分 律 を 講じて ゐた。 これ もまた 志 意 


の 門下な ので ある。 大師 は、 「實に 五 臺山大 華嚴寺 はこれ 天台の 流れな リと いふべ し」 と 歎じて ゐる 

が、 當時 大華嚴 寺に 於け る 天台宗の 隆盛 は 全く 志 遠 個人の 學德に 負 ふ もので あらう。 彼 は 志 遠 を稱讃 

して 次の 如くい つて ゐる。 「大 華嚴 寺の 十 二院に は、 僧 衆 至って 多き も、 皆、 遠 和 上を以 つて 首座と な 

す。 和 上 施 利 を 受けす。 日に た、 ゾ  一 « のみ。 戒行淸 高に して、 六 時の 禮懺ー 時 をも闕 かす。 常に、 法 

-  こ/' ろざし  ， . ，, " 

華 三味 を修 し、 一心 三觀以 つて 心腑 とせられ、 志、 物 外に 超 ゆ。 遍 山の 諸 寺の 老宿、 盡く欽 敬 を 致 

す。 その 深意 は、 一 生 普賢 菩薩 を 見て 法 華 三味 を證 せんと 欲せら る、 なリ。 」 

さて 大華嚴 寺の 伽藍に 就いては、 「巡禮 行 記」 によって さへ も、 その 詳細 を 知る こと は 出来ない。 「古 

淸 涼傳」 では、 大孚圖 寺の 條に 「いま も、 なほ 東西 二 堂が あって、 そこに 佛 像が 安置され てゐ る。 そ 

の餘の 廊廡の あとな どに よると、 北魏 時代の 面影 を髡髴 せしめる」 とあって、 唐の 初めに 於いて は、 

古い 規制 を存 して ゐ たこと を 思 はしめ る。 その後、 次第に 殿堂の 大增 建が 行 はれた ものと みえ、 慈覺 

大師の 詣 でた 頃に は 十 二院が あって、 その 中、 般若 院* 湼槃院 • 菩薩 堂 院， 庫 院* 善 住閣院 • 閣院の 

六院の 名が 擧 げられ てゐ る。 これ 等の 十 二院 を 含む 大華嚴 寺の 境內 は、 現在の 菩薩 頂から 臺懷鎭 一帯 

に 亙った 頗る 廣大な ものであった ことが 想像せられ るので ある。 

大師 は 先づ湼 槃院に 就いて、 その 殿內 外の 莊嚴精 麗名狀 し 難しと 讃 嘆し、 湼槃 道場に 於いて、 塑像 
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の湼槃 相を拜 した。 雙樹の 下で 右 脇 を 下に 臥せる 一 丈 六尺の 容、 摩耶 夫人 悶絕倒 地の 像、 四 王、 八 部、 

龍神、 天人 及び 諸聖衆 或は 手 を擧げ 悲しみ 哭く 形、 さながら 眞に 迫る ものが あつたと いふ。 菩薩 堂院 

に 於いて は、 文殊 菩薩の 聖像が 安置され て 居た。 この 像 製作の 由来に 就いては、 「巡禮 行 記」 の 中に も 

詳しく 見える が、 唐 6 景雲 年間、 安生と いふ ものが 僧 法 雲の 請に よって 塑 作した ものである。 叉、 堂 

の內 外の 華麗な こと をい ひ、 菩薩の 頂上に は 七 寶の傘 蓋 を 懸け、 珍 彩の 花幡、 奇異なる 珠 鬉等滿 殿に 

鋪 列され、 寶 装の 鏡が 大小と なく 無數 にあった こと を 述べて ゐる。 菩薩 堂の 北に 廻って 庭に 立つ と、 

空に 聳 ゆる 北 臺と柬 臺とを 望み、 堂の 正面に 至る と遙 かに 南臺を 見る、 た、 ゾ西臺 のみが 中臺に 隔てら 

れて 見えなかった と ある。 この ことによ， つても、 當 時の 菩薩 堂院が 今日の 菩薩 頂 眞容院 を さす もので 

ある こと は 明らかで ある。 眞容院 の 名は宋 以後に 始まる ので あらう。 この 堂の 前に は涯に 臨んで 四面 

に 高欄 を 設けた 三 間の 亭が あう、 老僧の 言に よると、 むかし こ、 で靈仙 三藏が 一 萬 菩薩の 姿を拜 した 

とい ふこと であった。 

叉、 閣院に 於いて は、 閣の 前に 立つ 莊嚴 華麗なる 二 層 八 角の 寶塔 を拜 した。 その 底に 阿育 王 塔 を 安 

置して ゐ るので あるが、 これ は 地下 深く 埋めて 人の 見る の を 許さなかった と ある。 從 つて 慈 * 大師 も 

阿育 王の 造った と傳 へられる 塔 そのもの は拜 しなかった ので あるが、 彼が 見た 塔 は、 今日 大塔院 寺に 


聳える 白色の 大 喇嘛 塔の 前身で ある こと は 想像に 難くない。 閣の內 外の 莊嚴 やその 中に 置かれた あら 

ゆる 寶 物の 類 は 殆ん. ど 菩薩 堂と 同檨 であった。 その 中には、 貞觀 年中 西國の 僧侶が 將來 したと 傳へ ら 

れる辟 支 佛の頂 骨と いふ もの や、 瑠璃 瓶の 中に 入った 佛舍利 や、 梵夾の 「法 華 經」、 精妙 を盡 した 金字 

「法 華經」 、小字 「法 華經」 などが あった。 

大華嚴 寺 は 云 ふ 迄 もな く五臺 山の 中心で ある。 さう して、 澄觀 以来の 傳統 によって 一般に は 華厳の 

道場と 信せられ てゐ たに 違 ひない。 しかし 乍ら、 事實 は慈覺 大師の 訪れた 時 は、 彼が 感激の 筆 をと つ 

て 記して ゐ るが 如く、 寺 中 殆んど 天台の 敎へを 奉じて ゐ たので ある。 大師 も 始めから 天台宗 を學 ばん 

が爲 めに 五臺 山に 来たので は あるまい。 しかし 天台 山へ 行く こと を 許されなかった 彼に とって は、 こ 

こで 志 遠に あ ひ數々 の 指導 を 得た こと は、 大きな 慰みで ぁリ、 猶 且つ 獲る ところ も尠 くなかった に 違 

o なし 

第三 節 不空 三藏と 金閣寺 

次に 唐 代に 建立 せられた 寺院と して、 先 づ指を 屈すべき もの は 金閣寺で あらう。 金閣寺 は 現在、 南 
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臺錦繡 峰の 裾、 谷 一 つ 隔てた 金 閣嶺の 肩に 存 する 宏 肚な大 伽藍で ある。 

その 緣 超 は 今 を 去る 一 千 二百 年の むかしに 溯る。 時 は 唐の 玄宗の 開 元 二十 四 年の 春の こと、 浙江衢 

州の 道義と いふ 僧侶が はるぐ 五臺 山に 上 リ淸涼 寺に ぼ つて 文殊の 示現 を 祈った。 或る日 山中に 於い 

て 白 象に 乘れる 一 聖僧 にあ ひ、 その 敎へを 受け、 翌朝 西臺に 上う、 翌日 また 中臺に 赴いた。 すると 途 

中、 この 聖 僧が 再び 現 はれ 出で、 午後もう 一 度會 はう といった ま 、姿を消して しまった。 道義 は臺を 

拜しを はって" かの 神 僧の こと を 頭に 浮べて ゐ ると、 俄かに 十三 四の 量子が 現 はれて、 自分 は覺 一と 

い ふ ものであると いひ、 「和尙 はい ま 金閣寺に をら れ ます。 和尙の 仰せで 貴僧に お茶 を さし 上げたい と 

のこと でございます」 と傳 へた。 道義 は 早速 この 童子に 導かれ、 東北に 向って 行く こと 二三 百步、 目 

を擧げ ると 其 處には 金の 橋が 架せられ て ゐた。 それ を 登って 行く と、 すな はち 金閣寺の 額 を 掲げた 寺 

院 があった。 三門 樓閣 何れも 金色 晃曜と して 目 を 奪 ふば かリ。 境內に 入る と 三 層の 大閣が 建って ゐた。 

上下と もに 九 間、 堂 殿廊廡 何れも 到る ところ 金寶で 飾って あった 。道義 は あま リの 光景に た、 ゾ あっけに 

とられて 禮拜 する ばか リ であった。 導かれて 更に 東廂に 入って 行く と、 さきの 象に 乘 つて ゐた 老僧が 

入口の 前で 大きな 金の 繩 床の 上に 坐って ゐた。 その 聖僧 は董 子に、 命じて 道義の 爲 めに 一 つの 小さい 繩 

^を 持って来させた が、 驚いた ことに これ もまた 純金であった。 數囘の 問答 を 繰^ かへ したの ち、 茶と 


藥食を 供され たが > その 香 昧 は芬馥 として > 到底 この 世の もので はない。 また この 寺の 十一 ー院を 參觀し 

て 廻った が、 數 萬の 僧侶が 満ちくて 或は 禪、 或は 律、 學ぶ ところ は 各 i 異 るが 何れも 研究に 餘念 なき 

有穩 であった。 道義 は聖 僧に いとま を 告げて 寺 を 出た。 門 を， 出て 僅かに 百步 ばか リ、 ふと 後ろ を ふリか 

へる と、 すべての もの はかき 消す が 如く なくなって ゐた。 た、 ゾ、 あた リは空 山 喬木ば かりであった。 

かくて 彼 は 山 を 降って 長 安に 至り、 この 大聖 示現の 金閣寺 を圖に 描いた。 さう して 朝廷に 上 麦し、 

かくの 如き 寺 を 示現の 場所に 建立 せんこと を 願った ので ある。 この 請 は玄宗 皇帝に き、 と、、、 けられ、 

早速 金閣寺の 御 額 を 賜 はった。 然し 乍ら 未だ 着工す るに 至らなかった ので ある。 當時、 清涼、 華嚴、 

佛光、 玉 華の 四 寺に も 勅額 を 賜って 重修 せしめた ので あるが、 この 金閣寺の みは、 創建の ことで も あ 

リ、 且つ は 非常な 經費を 要する ところから、 中々 着手の 運びに 到らなかった ものと 考 へられる。 而も 

その後 十五 年に して 安祿 山の 大亂 が勃發 し、 國家 存亡の 危機に 際して は、 佛閣の 建立の 如きに 手 を 伸 

ばす 餘裕 は殆ん どなかった の も當然 である。 しかるに、 一度 平和が 囘復 し、 社稷 も 幸に して 維持 せら 

れた となると、 また、 金閣寺 建立の 機運 は 動いて 来た。 . 

この 建立に 當 つて、 最も 熱心で あつたの は 有名な 西域の 不空 三藏 である。 彼 は 麦 請 文 を 上って 當時 

の 天子 代宗を 動かし、 宰湘百 僚を勸 請して この 擧に讃 仰せし めた。 工事に 着手され たの は 永泰ニ 年、 
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卽 ち大曆 元年の ことで ある。 道義の 前に 示現され たま、 の 金閣を この 世に 實現 する が爲 めに は 實に莫 

大な 費用 を 要した であらう。 まして、 交通 不便な 五臺の 山中に 鉅 多の 建築 資材 を 運搬し、 そこで 數千 

の 工匠 を 養 ふこと は 想像 以上の 難事で あつたに 違 ひない。 この 大事 業が 官民 一 致で 行 はれた ので あ 

る。 それが 如何に 大規模な ものであった かとい ふこと は、 次の 話に よっても 窺 はれる ことで あらう。 

卽ち、 當 時の 宰相で 金閣寺の 建立に 非常に 努力した 人で ある 王 縉の傳 記が 「舊唐 書」 に 載って ゐ るが、 

それに は 次の 如く 見える。 「五臺 山の 金閣寺 は、 銅 を 鑄て 瓦と なし、 その上に 金 を 塗った ので、 日が 照 

ると 山 谷に 耀き、 その 莊嚴な こと は限リ がない。 これに 要した 費用 は 實に互 億 萬に 上った。 王 縉は宰 

相であった ので、 特に 中 書 省から 寡 財 許可 證を 出して、 五臺 山の 僧數十 人に 全國 を分擔 して 巡歷、 遊 

說 せしめ、 寄附 金 を 集めさせた。」 又 「宋 高僧 傳」 の 道義の 傅に は、 代宗 が、 全國十 節度 使に 詔 を 下し 

て、. この 事業に 助緣 せしめた ことが 見えて ゐる。 

不空 三藏 は、 先づ 私財 を 喜捨して 範を 示し、 第一 の 高弟 含 光 を 特に 五臺に 派して、 工事 を 監督せ し 

\  .  な らんだ -  - * 

めた。 直接 その 技術 方面 を擔當 したの は、 天竺 那爛陀 寺の 僧純陀 で、 彼 は 那爛陀 寺の 建築 檨式 を參照 

して 作った ともい はれて ゐる。 かくの 如き 大工 事 も 上下 一致せ る 熱烈な 援助に よって、 早く も 着手の 

翌年た る 大曆ニ 年に は、 略 ミー 應の 落成 を 見た のであった。 不 空の 高弟 含 光 は その後 も、 なほこ、 に 


止まって、 長 安と 密接な 關係を 保って ゐ たやう である。 その後、 大曆五 年に は、 不空自 から 勅命に よ 

つて、 五臺 に上リ こ、 で 功德， を修 したので あった。 

慈覺 大師が、 こ、 を 訪れた の は、 その 落成 後 七十 餘年 のこと であった。 彼の 記述に よると 當 時の 有 

檨に 就いて 次の 如くみ える。 「閣は 九 間 三 層。 高さ 百 尺餘^ 。 壁 簷椽柱 等 丁と して 畫の 描いて ない 所 は 

ぎょう 

ない。 閣の內 外の 莊嚴は 世に ある 限， CN の 珍奇 を衋 し、 頗 然として その 形 を 杉林の 外に 現 はして ゐ る。 

閣 は餘リ に 高い 爲 めに、 白雲 自づ から 下に ぁリ て靉靆 とし、 碧空の み 超然と して 高く 顯 はれて ゐ る。」 

當 時に 於いても、 金 ffl の 装飾 は 完成せ すなほ 續 けられて ゐ たもの らしく、 閣內に 描かれた 諸 尊 曼荼羅. 

の 壁畫に はま だ 彩色が 出 來てゐ ない とのべて ゐる。 金閣の ほかに は、 普賢 道場、 藏 經閣、 持 念 曼荼羅 

道場、 普賢 堂 等の 建築が ぁリ、 何れも 內 外の 莊嚴、 安置せ る寶 物の 立派な ことに 就いて、 最高の 讃辭 

を 放って ゐる。 

さて、 金閣寺 建立に 就いて 非常に 靈 力した 不空 三藏 は、 前に も 述べた 如く 西域の 出身で、 支那 譯經 

ぐ まら じう げんじょう 

史上に 於いて 鳩 摩羅 什 ゃ玄奘 三蔵 等と 並び 稱 せられる 人で ある。 唐の 玄宗、 肅宗、 代 宗の三 朝に 歷仕 

し 國師と 崇敬せられ、 殊に、 安祿 山の 亂 以後の 佛敎 復興 期に 於いて、 國 家の 再興と 佛敎の 復興と いふ 

も >の を 一 致せ しめたと ころ は、 彼の 業績で ある。 蓋し、 安祿 山の 亂は 唐の 天下 を 一 度び 覆滅せ しめた 
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とい はれる 程の 大變亂 である。 その後 も トル コゃ チべッ トを 始め 相繼ぐ 夷狄の 入寇が あう、 內には 軍 

閥が 割據 して、 朝廷の 命令 を 奉せ す、 亂 後の 社會は 頗る 不安定な 狀 態であった。 それに も增 して 唐の 

朝廷 自身 は、 その 頹勢 を挽囘 すべき 必要に 迫られて ゐ たのであった。 この 時に 當っ て不空 は國 家の 安 

寧と 佛敎 の 興隆と の 合致す る こと を 信念と したので ある。  . 

當時、 貴族 社會に 於いて は、 この 情勢に 乘 じて、 佛 敎崇拜 は益ミ 盛んと なリ、 莫大な 私財 を 投じて 

造 寺 法要に 力める ものが 少 くなかった。 かくて、 能 ふ 限リの 功德を 修め、 その 善 因に よって、 現世に 

於いて は 生活 上の 幸福 を 願 ひ、 来世に 於いても また 果報 を 得ん こと を 期した ので ある。 この 因果 應報 

の 思想 は、 t§ の 社會の 上下 を 通じて 廣く行 はれた ところで、 時の 宰相 元 載が 代宗 皇帝に 述べた 言葉 

の 中に よくこれ をう かゾ ふこと が 出来る。 

「國舴 の 平安 長久 は、 過去の 善業に よって 定まる もの なれば、 たと へ 小 災ぁリ とも、 終に そこな ふ 

こと 能 はす。 安 a 史等國 に叛き 逆ら ひ、 賊の勢 熾ん なリ しとい へど も、 みな子の ために 禍を 受け に 

ウイグル チベット 

き。 僕 固 懷恩は 逆 軍 を 率ゐて 我が 國土を 侵略せ しも、 途中に て 病死した リ。 囘鵲、 吐蕃 は大擧 して 京 

畿に 侵入し たれ ども、 また 戰 はすして 返き たリ。 これ、 人力の 及ぶ ところに あらす。 因果 應 報の 定む 

ると ころに よる Q み 0  |  Z 


か、 る、 國家 的な 災難 を 因果 應 報の 思想から 說明 する 傾向 は、 貴族 階級の みならず、 天子に よって 

も 深く 信せられ たので ある。 從 つても し、 不測の 災を 生じた 際に は、 朝廷に 於いて は、 禁中に 僧 を 招 

くこと は 勿論、 全國 の諸大 寺に 命じて 護國 仁王 綏の如 さ、 國難 消滅、 國家 安泰 を 說く經 典 を 誦せし め 

た。 しかし、 平素に 於いて 、か、 る 惡杲を 生じない 爲 めに その 豫防策 を 講じねば ならぬ。 それ は、 現 

世に 於いて 善根 を 積む ことであって、 卽ち佛 門に 歸 依し、 僧侶 を 尊敬し、 佛事を 盛んにす る ことに 外 

ならなかった。 中で 舢 特に 佛 寺の 建立と いふ こと は、 最も 大 なる 善 因であって、 これ は當 時の 貴族 階 

級の 趣味と も 一 致して 盛んに 行 はれた ので ある。 

この 時、 最も 朝廷の 尊崇と 寵遇を 獲て ゐ たの は、 前記の 不 空 三蔵であった。 彼 は 新たに、 「護國 仁王 

般若 波羅蜜 多經」 や 「密 嚴經」 を飜譯 して、 それ を轉讀 して 國祚 長久と 國富民 安と を 祈願した ので あ 

つた。 この 時、 たまく 侵入して 来た 囘鵲、 吐蕃 軍の 返 散、 或は その 統率者た る 僕固懷 恩の 死が あ 

タ， それ 等の 出来事が これらの 經 の功德 による ものと 信せられ、 不空の 地位 は 益々 確固不動なる もの 

となった ので ある。 時に 永泰 元年の ことであった。 - 

慧眼なる 不空 はこの 機 會に乘 じて 叉、 かって 道義に よって 請願され、 玄宗が これ を 許して 勅額まで 

賜 はった にも 拘ら す、 未だ 着手 さ へされて ゐ なかった 金閣寺 建立の 實 現に 全 精力 を 傾けた ので ある。 
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當時、 怫敎の 興隆に 際して、 五臺山 もまた その 機運に 應じ、 文殊 信仰 は 翁々 强 固と なリ 一般的に な 

つた ものと 考 へられる。 不空は 彼の 有利なる 地位と 勢力と を 利用して、 文殊 信仰 を 天下に 廣め、 五臺 

山 佛敎の 全盛期 を來 したので あった。 それ は、 金閣寺の 建立と いふ こと を以 つて 中心とする、 國家 的. 

な 大事 業で もあった ので ある。 彼 は 大曆九 年に 七十 歲を以 つて 入寂した， ので あるが、 永 泰ニ年 以後、 

死に 至る まで、 如何に 金閣寺の 造營に 精力 を 傾倒し、 文殊 信仰の 普及に 力 を S した か、 そのこと は 「不 

空 表 制 集」 とい ふ 彼の 上 * 文 を 集めた 書物 を 通じてみ てもう かが はれる ので ある。 

金閣寺の 建立に 際して、 自から 喜捨し、 天子の 援助 を 求めた こと は 前に も 述べた。 これが 落成す 

る や、 清涼 • 華 嚴. 玉 華 • 大曆 及び 法 華 寺の 五 寺と 共に、 國家的 道場と なし、 「仁王 護 國經」 • 「密 嚴經」 或 

は 「法 華經」 等 を 常に 國 家の 爲 めに 念誦せ しめたの である。 慈 « 大師に よれば、 金 閣內に 安置され た 諸 

佛像 や、 その 內 壁に 描かれた 諸 尊 曼荼羅な どに 就いて、 何れも 不空 三藏が 國の爲 めに 造る ところで あ 

ると いふ こと を 特記して ゐる。 また、 持 念 曼荼羅 道場に 就いても、 これ は不空 三蔵の 弟子 含 光が 李 

家、 卽ち 唐の 皇室の 昌運 をして 長久なら しめんが 爲 めに、 勅 を 奉じて 持 念せ しと ころで あると 記し、 

その 中に ある 修法 壇の 豪華な こと を 次の やうに 述べ てゐ る。 「修法の 道 壇に は 一 面 每に三 つ の 肘が あ 

る。 白檀の 汁 を 泥に 表せて 塗って あるので、 風が 吹く 每に その 香氣が 遠くまでに ほひ わたる。 壇の 上 


に は 多 數の金 銅の 道具が 一 面に 竝べ られて ある。」 

なほ、 不空三 藏は長 安に 於いて は、 大曆の 初め 化 度 寺に 五臺 山に まねて 文殊 師利 護國萬 菩薩 堂 を 建 

造し、 同 七 年に は 更に 天子に 麦 請して 天下の 著名なる 寺院に、 文殊 師利 菩薩 院を新 建せ しめた。 更に 

また、 その 翌年に は 自分の 居住せ る 長 安の 大興善 寺に、 大聖 文殊 鎭國 の閣を 建てた。 その 時には 天子 

が自 から 施主と なリ、 その他 多數の 宫嬪、 公 主が これに 讚し、 國 庫より 三千 萬 金 を 寄進した。 その上 

楝 式の 場合に も、 一 切の 費用 はみ な 宮廷よ リ支辨 され、 その他 數々 の 下賜 品 を 運ぶ もの は 道路に 絡釋と 

して 續 いたと いはれ てゐ る。 これよ リ先、 彼は自 から、 「文殊 師 利佛說 功德莊 嚴經」 三 卷を譯 出し、 ま 

びん づ る 

た 天下 諸 寺院の 食堂の 中に も、 必す 文殊 像 を， 安置せ しめた。 寺の 食堂に は從來 賓頭盧 尊者の 像 を 安置 

する 習慣と なって ゐ たが、 不空は 持に 勅命 を 得て、 賓頭盧 の 上座に 文殊 を 置かし める こと、 したので 

あった。 

當代佛 敎界に 於いて 比肩すべき もの 、なかった 不空 も、 大曆九 年 六月に は 永遠の 靜 かさに 歸る 可き 

死が 待って 居た。 彼 は 七十 歳の 高 齡を以 つて その 華やかな 一 生 を 終った ので ある。 その 遺書に よれば 

彼の 私財 一 切 を 擧げ て、 大興善 寺の 文殊 閣 及び、 五臺 山の 金閣ノ 玉華兩 寺に 施 入 せんこと を 記して ゐ 

る。 思 ふに、 文殊 信仰と 五 臺佛敎 の 興隆 こそ は、 不空 終世の 念願であった ので ある。 彼の 入寂の こと 
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が 一 度 上聞に 達する や、 代宗 はこれ を 悼んで 政務 を 執らざる こと 三日、 司 空 の^を 賜 リ 大辨 正廣. „KE 

三藏 いた。 以 つて、 彼の 信寵の 如何に 篤かった か を 思 ふべ きで ある。 

さて、 不空 は何欤 にかくの 如く、 文殊 を 信仰し、 かつ 國家的 信仰の 對 象にまで 廣 める 必要が あった 

ので あらう か。 何故、 金閣寺と いふ もの を、 五臺の 山上に 新たに 建立して、 豪華の 限リ を盡 したので 

あらう か。 勿論、 これ は 五臺山 信仰と いふ ものが、 一般の 佛敎 復興の 機運に 乘 じて 一段と 盛んにな リ、 

社 會全體 を 風靡す るに 至って ゐ たとい ふ 事情に よる こと はいふまで もない。 しかしながら、 不空 が特. 

に五臺 山佛敎 及び 文殊 信仰と いふ もの をと リ 上げた ことに 就いては、 彼 自身の 立場 をも考 へて みる 必 

要が ある？ 

皮の 宗 とすると ころ は、 いふまで もな く 密教の 弘傳で あつたが、 それ は、 ノ 宗派 的な 排他 性に 終始せ 

す、 その他の 备 派に 對 しても 頗る 寛容な 抱擁 性 を もった ものであった。 一面、 彼 は 儀軌を 守って、 畫像 

ゃ肜 像の 如き を禮 拜の對 象と し、 持咒を 重んじて 特に 陀羅尼 (眞言) の稱誦 によって、 罪業 障滅、 樂土 

往生の 信仰 を髙唱 した。 また 護國 仁王 經ゃ密 嚴經を 誦して、 その 靈 異によ つて 國 家の 安穏 を 計った。 

か、 る 彼の 宗旨 は、 當然當 時の 上層階級に 受け入れら るべ き性賓 の. もので はあった が 殊に 國 難に 際 

して 彼の 秘法が 盡大 なる 効力 を發 揮した と 信せられ たこと は、 益； 彼の 朝廷に 於け る 地位 を强插 なら 


しめる ものであった。 しかし、 彼 はた、、、 これの みに 満足す る もので はなく、 その 抱擁 生に よって、 當 

時の 佛敎界 を 彼の 下に 統率 せんとす る 野心 を 抱く に 至った と 思 はれる。 こ、 に 於いて、 彼 は 現 實の世 

界に 於け る 最大の 信仰の 中心地、 卽 ち五臺 山と 密接な 關係を 結ぶ ベ き 必然性. を 感じ， たので ある。 

いふまで もな く、 五臺山 はしば {. 述べた やうに、 全亞細 亞佛敎 圏に 於け る 有數の 聖地で ぁリ、 東 

亞に 於いて は竝 びな き 神聖の 境地で ある。 しかも、 そこに 住する 文殊 菩薩 は 東方 世界の 絕體の 支配者 

であると 信せられ た。 試みに、 「文殊 室 利 菩薩 八 字 陀羅尼」 卽ち 「^阿 眛 羅郃伕 左洛」 と稱 へれば、 そ 

の功德 は、 一 切 十 善の 國王を 擁護し、 得る ところ 意の 如く、 壽命長 遠、 福德 無比に して、 兵 甲 木 息し、 

國土 安寧た る を 得る と說 かれる 。これによ つても わかる やうに、 密敎で 重ん する 陀羅尼の 中には、 文 

殊の 力に よって、 國 家の 安泰 を 祈る 手段 もぁリ 得た わけで ある。 また、 不 空の 唱導す る 密敎と 五臺山 

との 關係 を考へ るなら ば、 五 臺山を 中心として 尊 勝 陀羅尼の 信仰が 非常に 盛んであった とい ふこと も 

擧 げられ るで あらう。 これ は、 前に も 述べた やうに 佛陀波 利が 五臺 山に 於いて 文殊の 靈驗を 得て 印度 

から 將來 した ものであって、 尊 勝 陀羅尼の 流行 は 唐 代に 於いて、 五臺山 文殊 信仰の 隆盛と 表裏 ー體を 

なして ゐ たので ある。 不空 がその 宗 とする 密敎に 於いて、 ゃはリ この 尊 勝 陀羅尼 を 尊重す るの は當然 

のこと であって、 彼が その 根 木 道場 を五臺 山に 建立 せんとした， のに は、 か、 る 事情が 大きな 條件 とな 
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つたこと も、 また 見逃し 得ないで あらう。 

さて、 不空が 長 安の 朝廷に 於いて 次第に， 勢力 を 得る と共に、 更に 一 層の 擴大を はからん が爲 めに、 

長 安 佛敎と 五 臺山佛 敎とを 彼の 手に よって 統一 せんと 試みた こと は當 然と 云 はねば ならぬ。 卑近な 言 

葉を以 つて 云ひ換 へるならば、 彼の 率ゐ ると ころの 長 安佛敎 をより 莊嚴 化する 爲 めに、 五臺 山と いふ 

奥の院 を 必要と したので ある。 彼 は 宗敎界 の 大御所と して 長 安 を 動く ことなく、 しかもな ほ 一層の 尊 

嚴を 保たん とした。 しかし、 古い 傳統の ある 五臺 山に 對 して は、 不空 といへ ども、 長 安に ゐ ながらに 

して これ を 自已の 勢力下に 抱擁す る こと は 困難であった であらう。 かくて、 彼が とリ 上げた の は、 玄 

宗の 御代、 道義に よって 唱 へられ、 勅額まで 賜はリ ながらい まだ 着手せられ ざる 金閣寺の 建立と いふ 

こがであった。 彼 は、 當 時の 支配階級に みなぎれる 崇 佛の氣 運に 乘じ、 何等 傳統の 制 肘 を 受ける こと 

のない この 新しい 寺院に 鉅 萬の 資を 投じ、 これ を國 家の 根 木 道場と なした。 そして 全國の 主要なる 大 

寺院に、 その 支院 ともい ふべき 文殊 閣を 造らし め、 この 金閣寺 を以 つて 全 國佛敎 の 中心と なさう とし 

たので ある。 かくて 自から は、 長 安に あって、 朝廷と 結び 益-その 現實 的なる 勢力 を擴 大した もので 

あらう と考 へ られ る。 


第 四 節 竹林 寺の 五會 念 怫 

唐 代に なつてから 新たに 建てられた 寺院に 叉、 竹林 寺が ある。 慈 « 大師が 五臺に 入って 先づ詣 でた 

のま 竹林 寺であった。 彼 は、 こ、 に、 律院、 庫院、 華 嚴院、 法 華院、 閣院、 佛殿院 の 六院が ぁリ、 す 

ベて 四十 人ば かリの 僧侶が ゐ たと 述べて ゐる。 貞元 戒律 院、 卽ち律 院の樓 上に は、 綵畫の 精妙なる 國 

家功德 七十 二 賢 聖諸尊 曼荼羅が ぁリ、 こ、 に はまた 萬聖 戒壇が あった。 この 戒壇 は 純粹の 白玉 石造 リ 

であって、 高さ 三尺に して 八 角、 香 泥を以 つて 壤底 を築塡 してあった。 壇の 上に は、 ゃはリ 八角形の 丁 

度 これに 合った 一 枚の 五色の 絲で 編んだ 絨毯が しいてあった。 この 壇 は 天下に ニ箇處 しかない 公式の 

授戒 壇の 一 つで、 その 當時も 各地から 集って 來た數 十 人の 沙彌が 受戒の 順番 を 待って ゐ るので あつ 

た。 大形 こ， 隨 つて 行った 二人の 弟子、 惟正、 惟嘵 はこの 壇で 具足 戒を 受けた ので ある。 華嚴院 では、 

金剛 界 曼荼羅 を拜 した。 同 院內に は、. 般舟 道場が あった。 こ、 は、 むかし 法 照と いふ 大德 が念佛 三昧 

を修 した 堂で、 內には その 影像が 安置して あった。 その 歿した の は 二 年 前の ことで、 その 時 大悟 和尙 

とい ふ 勅諡を 賜った と 述べ てゐ る。 
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この 法 照 こそ， 竹林 寺の 開山であって、 代宗の 時代、 淨土 念佛を 提唱して 上下の 尊敬 を 集めた 育 名 

な 僧侶な ので ある。 彼が 靈驗 によって 竹林 寺 を 見た の は、. 旣に大 曆ニ年 ほ だ 南嶽に をった 頃で ある。 

傳 ふるところに 依る と、 食事 中 粥 鉢の 中に、 先づ佛 光寺が 現 はれ その 東北の 谷間に 「大聖 竹林 寺」 と 

題した 石 門の ある 寺 を 見た の であった。 その 

後、 大曆五 年 五 *1 山に 詣で、 佛 光寺に 宿した 0 

すると その 夜. 一道の 光が 現 はれ、 これに 導かれ 

て 東北に 向 ふと、 一つの 山の 下に 谷が ぁリ、 そ 

の 北に 一 石 門が 立って ゐる。 その 門前に は 一 見 

八九歲 ばかう の 容貌 端正な 二人の 小 坊主が 待 つ 

てゐ て、 彼. を 見る と 非常に 喜んで 挨拶す るので 

,  < ヒ1 【： あった。 案內 される ま、 に、 門 を 入う 暫 らく 行 

くと 一 つの 黃金 造^の 樓 門が 見えた。 近づく と、 それに は 大金 膀に 「大聖 竹林 寺」 と 琶し てあつ， こ。 

し 力 も 力って、 南嶽で 鉢の 中に 現 はれた ものと 寸分 も變ら なかった。 その 寺の 廣大な こと は 格別で、 

周圑 二十 里に 及び その 中に 一. 百 二十 院が ぁリ、 どこに もみな 寶塔 があった。 その 池 はすべ て 黄金で、 


1 渠華樹 が 中に 充満して ゐる。 講堂の 中に 入る と、 文殊 は 西に、 普賢 は 東に ゐて、 何れも 獅子座の 上 

に 坐して 說 法して ゐ るので あった。 文殊の 左右に 萬餘の 菩薩が ゐ 並び、 普賢 もまた 無數の 菩薩に 圍繞 

せられて ゐた。 法 照 は ニ聖を 禮拜 し、 疑問 を發 して 敎へを 請うた。 二 聖は敎 ふるに 念佛と 三寶を 供養 

すべき を以 つてし、 西方 極樂 世界 阿 彌陀佛 を 念 すれば、 その 願力に よって 往生す る こと を 得る と說ぃ 

たのであった。 法 照 は 疑 綱 悉く. 除かれ 歡 a 踴躍 した f さう して 諸 菩薩 院を 巡拜し 七寶果 園に 至った。 

その 果實 はま さに 熟した ばか リで、 大きさ 盌の 如く、 これ を 食へば 心身 共に 泰然たる ものが あった。 

二 聖に暇 を吿げ 二人の 小坊主に 送られて 門 を 出た 時、 ひょっと 頭 を 上げて みると、 すべての もの はか 

き 消す が 如く なくなって ゐ たとい ふ。 これが、 法 照の 竹林 寺 を 建てる に 至った 緣 SS! である。 彼 はこの 

靈驗を 石碑に ほりきざんで 久しく 記念と した。 

現在、 竹林 寺 は 臺懷鎭 の 南から、 淸水 河の-木 流 を 離れて、 西の 谷間 を 上る こと 約 二 里ば かりのと こ _ 

ろに ある。 そこ は 中臺の 中腹に 當る や、 廣ぃ 平地であって、 六 院の立 竝んで ゐた唐 代の 肚觀を 想像せ 

しめる に 足る 廣さを 持って 居る。 今 は 頗る 荒 廢に歸 し、 かっての 面影 を 見るべき もの もな く、 たゾ倒 

壤に頻 した 數楝 の佛 殿の 他に、 明の 萬曆 年間の 築造になる 五 層 八 角の 甎 塔が 山門の 滂に 聳え、 佛 殿の 

前に 北 宋天聖 三年の 銘記 ある 陀羅尼 經 幢が存 する のみで あると いふ" 
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さて、 法 照 は、 四川 省の 人であって、 出家 後、 江 蘇 地方に 行き、 のち 慧 遠の あと をした ひ廬 山に 入 

つたが、 更に 永泰の 初め 南 嶽の承 遠 を 訪ねて その 下で 念佛 三味 を 修めた。 こ、 にゐる 間、 彼 は 淨土敎 

の 研究に 精進し、 五 會念佛 法と 稱 する 音樂 的な 唱名 法 を 創始した のであった。 大曆五 年、 文殊の 聖迹 

を 尋ねて 五臺 山に 上タ、 靈驗 によって 文殊、 普賢に 接する ことが 出来、 その 結果、 益，， 彼の 念 佛に對 

して 自信 を 得る に 至った。 五臺 山で は、 主として 佛 光寺と 大華嚴 寺と に 住した が、 また 太 原 地方に 於 

いて 念 佛を廣 めた こと も ある。 大曆の 末年よ リ長 安に 出て、 朝廷から も 尊崇 を 受け 次第に 勢力 を擴張 

する に 至った。 竹林 寺 を 創建した の はま さに この頃で、 恰も 貞元 時代に なつてから のこと である。 

唐 代に は、 因果 應 報の 思想と、 輪廻 轉 生の 信仰と が 一般に 盛 行した。 これに 伴って 死後の 地獄 極樂 

の 世界の 如き も 普く 信せられ、 前世に 善業 を 積んで 死後 極樂淨 土に 住かん こと を 願 ふとい ふ、 この 誰 

にも 理解され 易い 敎 へが 流行した。 それに は佛の 微 名を唱 へる 念佛 とい ふ 平易な 方法が 提唱され て、 

上下 を 通じて 非常な 流行 をみ たので ある。 法 照の 創めた 五 會念佛 と は、 一 口にい へば、 極樂淨 土の 妙へ 

なる 音樂 にも 譬ふ ベく、 五つの 變 つた 調子に よって 彌陀の 名 號を唱 へ、 幷 せて その 功 德を稱 へる、 い 

は、、、 一種の 御詠歌で ある。 その 調子 は 如何にも 美しい ソズム を もった もので、 その 抑揚 緩急よ ろしき 

を 得た 微妙な 音調 は唱ふ もの をして、 また 聞く もの をして、 さながら 極樂の 境に ある ffifa を覺 えしめ、 


この 世に あって、 ゐ ながらに して 極樂淨 土に 往生す るが 如く 感 せしめた もので あらう。 從 つて、 これ 

がむ しろ 貴族 階級よ リも 平民 階級に 行 はれる ベ き 性質 を もって ゐた こと は 容易に 想像 せられる。 

この 五 會念佛 は 法 照の 死後 も、 なほ 竹林 寺 を 中心 道場と して 盛んに 行 はれた のであった。 慈覺 大師 

はこ 、 に 於いて この 念佛法 を學び 我が 國に もたらした ので ある。 彼 は比歙 山に 常 行 堂 を 建て 、 この 念 

佛の 普及 を はかった のであって、 これ は、 「常 行 堂 念佛」 「不斷 念佛」 「引聲 念佛」 など、 稱 せられ、 京都 

を 中心として 全 國に弘 通した。 やがて、 我が 平安朝 時代の 空 也念佛 とな リ、 或は 法然 上人の 淨上宗 開 

宗 となって、. その 影響す ると こ ろ は 頗る 大きかった ので ある。 今日、 なほ 京都の 眞如 堂に 傳 へられて 

ゐる 「聲 明」 は 直接 この 系統 を 引く ものである とい はれて ゐる。 

, 第五 節 五 臺山圖 と • 普 通院 ， 

以上、 述べた ところに よって、 唐 代に 於け る五臺 山が 如何に 盛大であった かとい ふことの 一端 をう 

かゾ ふこと が 出来る であらう。 この 聖 境に 對 して は、 僧侶 はいふまで もな く 一般の 俗人 も 深い 渴 仰の 

念 を 抱いて、 こ、 を巡歷 する こと を 念願と した。 從 つて、 五臺 山に 上る 道路 は 大いに 開け、 * 詣 人の 
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爲 めの 設備 も 頗るよ く 整って ゐ たので ある。 これに 就いて、 述べなければ ならぬ の は 普 通院の 設置で 

ある。 普 通院と は、 一 般 の參詣 者の 爲め に參臺 の 沿道 上、 或 距離 を 置いて 設けられた 寺院であって、 

そこに 於いて は參詣 者の 爲 めに 僧俗の 別な く、 食事 を 施し 宿泊の 便を與 へたので あった。 俗人の 中で、 

財 ある もの は、 そこに 對 して 相 應の 寄進 をな したで あらう。 或は 山上の 諸大 寺に 財物 を 寄進す るば か 

リ ではなく、 これ 等 各 沿道 普 通院の 維持の 爲 めに 多大なる 錢物を 布施して 廻， るの を、 每 年の つとめと 

して ゐる 奇特な 人も少 くなかった ことが 傳 へられて ゐる。 慈 « 大師 も、 河北 省の 正 定を發 つて 行唐縣 

をへ、 更に 阜平駱 に 赴く 途中、 始めて 普 通院に 出あった。 これに 就いて、 「普 通院に はいつ でも、 飯 粥 

の備 へがあって、 僧俗 を 論せ す 何人も 來リ 宿泊す る ことが 出来る。 飯が あれば これ 等の 人に 與へ るが、 

若しなければ 與 へない。 僧俗の 區別 なく 誰でも 宿泊す る ことが 出來 ると いふ 意味で これ を 普 通院と い 

ふので ある」 と 述べ て ゐる。 

かくの 如く、 五 臺山巡 禮の爲 ^に は 交通 上に 於いても、 幾多の 便宜が 與 へられた ので あつたが、 一 

面當 時の 旅行の 困難 は、 今日 想像し 得る 程の なまやさしい ものではなかった。 今日に 於いても、 五臺 

山の 巡 禮には 非常な 不便 を 伴 ひ、 雨期 ゃ嚴 冬に は 殆んど 交通が 杜絕 する ことが 稀で はない ので あるつ 

從 つて 何人と いべ ども、 こ、 に參詣 する 便宜に 惠 まれた わけで ない こと はいふまで もない。 こ、 に詣 


でる ことの 出来ない もの は、 地方 寺院に まつられた 文殊 像 を 禮拜 し、 例へば、 不 空の 麦 請に よって 建 

てられた 各地の 文殊 閣の 如き は、 その 地方の 信仰の 中心と なった であらう こと は 想像に 難くない。 ま 
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た五臺 山繪圖 が、 各地に も 

たらされ、 それが 佛寺ゃ 或 

は 個人の 邸宅に 於いて 禮拜 

された のであった。 五臺山 

圖が已 に 唐の 高宗の 時代、 

長安洛 陽に 流行した こと は 

前に も 述べ た 通リ である。 

舊唐 書の 吐 蕃傳を 見る 

と、 穆宗の 長 慶四年 九月の 

こと、 吐 蕃の王 は 朝廷に 使 

を 遣して、 五臺 山の 繪圖を 

いた、 ゾき たいと 申し出た こ 
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とが ある。 この こと は、 五臺 山の 信仰が 唐の 內 地の みならす、 異 民族で ある 西 蔵の 方にまで 深く 及ん 

でゐ たこと を 物語る。 それば かリ ではなく、 五 臺山圖 とい ふ ものが、 廣く、 塞 外の 僻地にまで も傳は 

リ、 それが、 彼等の 地に 於いて 禮 拜の對 象と なって ゐ たとい ふこと は、 この 二 事に よっても 如何に 五 

臺 山の 信仰が 深く、 且つ 廣汎な ものであった か を 知らし める ので ある。 現に、 支那の 西陲 たる 甘肅、 

I 煌の 萬佛 洞の ー窟 (ペリオ 番號 第一 一七) に は、 その 壁面に 五臺 山の 圖を 描いた ものが ある。 この 窟 

は、 內 部の 各 壁に 五臺 山の 圖を 描き、 天井に は 一 萬の 文殊の 眷族 菩薩 を あら はす、 多 數の佛 像 を 描い 

てゐ る。 これ 等 は 何れもみ な 見事な 極彩色が 施されて ゐる。 中央に は、 コの字 型の 基 壇の 上に 丁字 型 

の 光背が 造られて ゐる。 壇上に は 今 は 佛像は 失 はれて しまって ゐ るが、 恐らく こ、 に 文殊 像が 安置し 

てあつた こと、 推測され る。 この 窟の 壁畫は 明らか • に 北宋の 初期に なった ものであるが、 その 內容は 

唐 代の 狀態 を寫し 出した ものに 相違ない と 思 はれる。 これ は 實に五 臺山窟 とも 名づ くべ き石窟 であつ 

て、 唐 代に 於け る 神秘的なる 五臺山 信仰の 盛況 を 物語る 重要な 記念物で ある。 その 圖を 見る と、 馬が 

行き 駱駝が 行き、 絡繹 として こ、 に詣 でる 人が 描かれて ゐる。 一 き は 高く 五箇の 臺が 聳え、 臺の 上に 

は 鳥が とび、 或は 人が. 攀ぢ 上る 有檨が 描かれ、 草花に も 似た やうな 樹木が、 峯 から 峯に續 いて ゐる。 

臺と臺 との 閬 に^、 大華嚴 寺 を 始め、 金 M 寺、 竹林 寺、 或は 佛 光寺、 清涼 寺 等の 名刹が、 谷 を 埋めん 


ばかりに 堂塔 伽藍の 美 を 競って ゐ るので ある。 臺上を 覆うて 景雲が あら はされ、 合掌した 一 萬 菩薩が 

この 雲上に 坐して 文殊の 說 法に 耳 を 傾けて ゐる。 この 圖 によって、 唐の 大曆、 貞元 時代の 五 臺山最 盛 

期の 面影 を髪髴 としてう かゾ ふこと が 出来る。 

しかしながら、 かくの 如き 盛況 を呈し てゐた 五臺 山に も、 やがて 超 るべき 大きな 嵐が 待って ゐ たの 

である。 それ は ほかで もない 會昌 の廢佛 とい ふ 大事 件であった。 會昌 の廢佛 とい ふの は、 俗に 三武ー 

宗の 難と 稱 すると ころの、 支那 四 大廢佛 事件の 一 である。 

唐の 朝廷で は國 初から 特別に 道敎を 尊崇した。 それ は、 唐の 天子の 姓が 李 氏であって、 道敎の 開祖 

と 目せられ る 老子の 姓と 同一 であると ころから、 歷代 老子 を 尊び、 道敎を 國敎と 認め、 道士 は往々 に 

して 僧侶よ リも 上位 を 許される 場合が 多かった ので ある。 また その 敎理の 上で 佛敎 と道敎 との 論爭が 

行 はれた やうな こと もあった。 會昌の 廢佛の 直接 原因 もまた、 ニ敎の 軋櫟に 基く ので ある。 卽ち、 こ 

れは 道士の 趙歸眞 が 道士 鄧. 元 超と 共に 宰相 李 德裕の 援助 を 得て、 武宗を 動かした のであった。 

當時、 佛敎界 は 已に極 盛期に 達し、 僧侶 は 朝廷に よって 容認され た 特權を 濫用し、 時に 國家 社會に 

對 して 害毒 を 流す こと も少 くなかった。 寺院 は 納税の 義務 を 免せられ てゐ たので、 豪族、 富 商に して 

自 からの 田產を 寺院に 寄進す る 形式 をと つて 納税 を 忌避し、 或は 一 族の 中よう 僧侶 を 出して 納税 力役 
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を 免れる 等、 國 庫の 收 入に も 影響を及ぼ すに 至った。 寺院 自身に 於いて は、 盛んに 伽藍 を 建造し 佛事 

を 修めて、 徒らに 國 家の 貴重な 財 を 消費す る ことが、 一般から も 指摘せられ る やうに なった。 か、 る 

こと ま、 純粹 な信卬 生活に 於いて はもと よ リぁリ 得ない ことであって、 信仰 そのもの 、墮 落とい ふこ 

とが、 佛敎界 全般に 認められ るので， あった。 

かう いった 弊害 は 一 部の 識者の 間に 於いても 已に 非難 せられて ゐ たこと である。 これが 遂に 道敎徒 

の乘 すると ころと なリ、 彼等 は佛 敎に對 して こ、 ろよ からざる 朝廷の 有力者 を 動かし、 廢 佛を斷 行す 

る こと、 なった ので ある。 會昌五 年 八月、 廢佛の 勅 は 降った。 長 安、 洛 陽に 各-四 箇寺、 諸 州に 各纟 

一箇 寺 を 留める ほか、 全 國の寺 四千 六 百 を 毀ち、 僧尼 二十 六 萬 餘人を 強制 還俗せ しめたの であった。 

翌年、 武宗の 死と 共に、 この 禁令 は 次第に 緩やかに はなった けれども、 かっての 華やかな 佛敎の 全盛 

期 は 再び 出現し なかった ので ある。 卽ち、 この 會昌 の廢佛 以前の 盛期 を絕 頂と して、 支那の 佛敎界 は 

漸次 衰微 凋落の 傾向 をた どった。 勿論、 時に 時代 的 叉 は 地方 的に は 消長 こそ あつたが、 それ は全體 か 

ら 見れば、 到底 唐 代の 盛時に は 及ばなかった ものと 思 はれる。 

五臺 山の 如き は、 逸早く この 廢佛の 目標と なった こと は 想像に 難くない。 珠玉 をち リば めた 華麗な 

堂荅 が、 見る く 破壤 され、 財寶が 掠奪され て 行く の を目擊 しながら、 僧侶 達 は 命から ぐ 山 を 逃れ 


たこと であらう。 さながら 極 樂淨土 を \」 の 世に うつし 出した かの 如き この 聖境 も、 一朝に して， 荒廢 

目 を 被 はしむ る有檨 となった であらう。 當 時の 記錄 によれば、 多數の 僧侶 は 各地に 四散し、 中に も幽 

州、 卽ち 今の 北京 地方 を さし そ 逃れて 来る ものが 多かった。 しかも、 彼等 はこの 地に 入る こと を 許さ 

れす、 辛うじて 居庸關 まで 來 たもの、、 こ、 で戍 卒の爲 めに さしとめられ、 憐れな 最後 を 遂げた もの 

も 多かった と傳 へられて ゐる。 しかし、 また この 聖境を 捨てる に 忍びす、 山 谷の 中に 隱れ ひそみ、 迫 

リ來る 饑餓に 耐 へながら、 やがて 時運の めぐ リ來 るの を 待って ゐ たもの もあった ので ある。 
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第三 章 宋元 時代の 五臺山 

第一 節 齑然ゃ 成 尋の頃 

唐朝が 亡んだ 後、 支那の 天下 は 統一 を 失って、 約 半世紀の 間、 動亂の 時期が 繽 いた。 その 間、 北支 

那に は、 主な 五つの 王朝が あわた、 > しい 興亡 を 繰り返へ した。 それ は、 梁、 唐、 晉、 漢、 周の 五 朝で 

この 期間 を歷 史上 は 五代と 稱 して ゐる。 

この 時代の 末、 漢が 周に 滅 される と、 漢の 一 族であった 劉崇 とい ふ ものが、 晉陽 (今の 山 西 省 太 原 

縣) によって 北 漢國を 立てた。 その 勢力が 及んだ の は、 晉陽を 中心とする 極く 僅かの 範圍に 過ぎなか- 

った が、  兎も角も 一 小 獨立國 として、 約 三十 年間の 命脈 を續 けたので ある。 

この頃、， 今の 満洲 國 から 蒙疆の 方面に かけて は、 契 丹と いふ 遊牧民 族が 漸次 勢力 を 得て、 政治的 活 

動 を 始めて ゐた。 さう して、 支那 風に 倣って 國名を 遼と號 し、 今の 興 安西 省の 林 東に 都を奠 めた。 五 

代の 第三 番目の 王朝た る 晉國の 始祖、 石敬瑭 はこの 契 丹の 援助に よって 國を 立てる ことが 出来た， ので 

ある。 それで、 その 恩に 酬いる 爲 めに、， 所謂る 北 邊の燕 雪 十六 州の 地 を 割譲した のであった。 それ は、 


今の 北京 地方から 蒙 疆の晉 北 一 帶 にかけ ての 區 域であって、 その 結果 契 丹の 疆域は 今の 內長 城の 線に 

まで 達した ので ある。 從 つて、 恆山 山脈と 僅かに 滹沱 河の 谷 を 隔てた 五臺山 は、 殆 んど國 境地 帶に位 

置して ゐ たとい ふ も 過言で はない。  - 

さて、 上述の 北漢 も、 契 丹の 後援に よって 國を 維持す る ことが 出来た ので、 やはり 歲幣 として 每年 

みつぎもの 

の 貢物 を 奉らなければ ならなかった。 北漢は 元來、 地域 も狹 く物產 にも 乏しかった ので、， この 每 年の 

貢物 は大 へんな 負擔 であった。 そこで、 色々 と 財源 を 探し 廻った 擧句、 目 をつ けたの が、 五臺 山の 銀 

山であった。 この 銀山 は、 東臺の 北に 當リ、 繁峙縣 の 方から 北 道 を 上， ^華厳 水 を 溯る と、 左手 程近い 

ところに あって、 今日、 寶 山と 呼ばれて ゐる。 

五代の 歷史を 書いた 「新 五代 史」 を 始め その他の 記録に よると、 北漢 では 五臺 山の 栢 谷と いふと こ 

ろに 銀 冶 を 置き、 人夫 を 募集し、 山から 鑛石を 採掘して、 銀 を 精煉した。 北漢の 天子 は その 銀 を取リ 

上げて、 契 丹に 奉った が、 年々 その 額 は 一 千 斤に 上った。 その 冶の ある 場所 を寶興 軍と 名附 けて 特別 

行政 區 としたと ある。 

こ、 に栢 谷と いふの は、 とリ もな ほさす 今日の 華嚴 谷の ことで ある。 今 この 谷 中の 寶 山の 西南に 當 

つて 野子廠 とい ふ 部落が あるが、 こ、 が寶興 軍の 役所の あつたと ころで ある。 野 子と いふの は、 或は 
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冶 子の 轉 音で、 ゾも あらう か。 元来 この 銀山 は、 唐 末から 知られて はゐ るが 大して 産額が あった わけ は 

ない。 それが 北漢に 至って 盛に 採掘され、 更に 北漢が 宋に滅 された 後 も、 引繽 いてな ほ 採掘が 行 はれ 

てゐ たやう である。 その後 次第に 産出が 減じた 爲め であらう か、 間もなく 廢 止される に 至った。 

しかし、 我が 成 尋が宋 の 神 宗の熙 寧 五 年 (我が 後三條 天皇 延久四 年)、 五臺 山に 詣 でた 時には、 寶興 

軍 を 通過した ことが、 その 日記 「參 天台 五臺 山， 記」 に 見える から、 その 當時 はま だ 銀 鑛の產 出が あつ 

たかとも 思 はれる。 

北漢が 亡んだ の は、 宋もニ 代 目の 大宗の 御代で、 太平 興國四 年、 太宗自 から 親 征の軍 を 出して これ 

を 討った のであった。 その 新たな 征服 地に 對 する 文化 政策と いふ 意味 もあった であらう、 太宗は その 

翌年から 早速 五 臺山諸 寺院の 保護と 修理 を 行って ゐる。 菩薩 頂 眞容院 を 重修 し、 藏經等 を 寄進した の 

はこの 時であった。 さう して また、 寺院 所有の 土地 田畑 は 一 切税を 免せられ、 僧尼 は 官役を さし 許さ 

れ たので ある。 「佛祖 統紀」 などに よると、 この 年、 金 銅の 文殊 萬 菩薩 像 を 鑄 造して、 R 容院に 奉安 

し、 また 勅 を 出して 五 臺十寺 を重修 せしめ、 沙門の 芳 潤と いふ もの を 十 寺の 僧正に したと いふ ことが 

見える。 當 時に 於け る 十 寺と して は、 眞容 • 華嚴 • 壽寧 (もとの 王子 燒身 寺) • 興國 • 竹林 • 金 閣 • 法 

華 • 秘密 ，靈镜* 大賢の 諸 寺が 擧 げられ てゐ る。 こ、 にい ふ興國 寺と は、 今 も樓觀 谷に ある 太平 興國 


寺 (五 郞廟) のこと である。 この 寺 は旣に 北漢の 時、 睿諫 (又は * 見に 作る) とい ふ 僧が 創建した もの 

で、 初めは 白 鹿 寺と 稱 したが.、 大宗が 北漢を 征伐した 時に、 睿 諫に對 して 太平 興國の 寺號を 賜った の 

である。 宋の 三代 目の 天子 眞宗 も、 また 大いに 五臺 山に 意 を 用 ひ、 景德四 年に は內 庫の 錢を 出して 

再び 菩薩 頂 を重修 し、 二 層 十三 間の 大閣を 新 建して こ、 に 文殊 像 を 安置した。 四 代 目の 仁宗 もや はり 

父祖の 意志 をつ いで 五臺の 興隆に 頗る 意 を 用 ひた。 かくて、 臺中諸 寺の 外觀は 全く 面目 を 一新し、 そ 

の 莊嚴崇 奉の 狀態 ははる かに 前代の 域 を 越 ゆるに 至った とい はれる。 これらの 記述に は 誇張され て 居 

る 部分が ぁリ、 尠くとも 唐 代の 最盛期 以上の 繁榮を 現出した と は 到底 考 へられな いが、 この 時代に は 

なま 相 富の 殷盛であった ことが 首肯 せられる。 「水 滸傳」 に は 有名な 魯智 深が、 五臺山 文殊 院の 大檀越 

であった 趙 員外の 紹介に ょリ、 この 山に 入って 出家した が、 大酒 を くらって 散々 暴れた 末、 終に 追 出 

された とい ふ 話が のって ゐる。 これによ つても 宋代、 天下の 代表的な 大寺 として、 五臺 山の 名が あま 

ねく 人々 に 知れ 亙って ゐ たこと が 知られる ので ある。 

けいぎょう 

五 により 宋 代の 初めに かけての 名僧と して は、 降 龍 大師 誠惠、 超 化 大師 匡嗣、 僧統 大師 繼顒 などが 

あら はれて ゐる。 中に も繼瓯 は、 今の 北京 地方に よって ゐた もとの 燕 王 劉 守 光の 子で、 燕が 亡んだ の 

ち i 曰と なって 五臺に 入った 人で ある。 旣に、 晉の 朝廷に 仕へ て 信任 厚く、 その 助成に よって、 眞容院 
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ゃ華嚴 寺の 大增築 を 行った。 ついで、 五 臺山十 寺 都監を 授か リ、 廣 演匡聖 大師 鴻臚鄕 め 號を賜 はった。 

彼 は 北漢の 朝廷から は 特別の 信任 を 受けた やうで ある。 とい ふの は、 繼顚は 僧侶で ぁリ ながら 商才が 

あり、 殖財の 術に たけて ゐた爲 めに、 北漢の 劉崇は 頗る その 手腕に 侬賴 したので あった。 彼 は 「華厳 

經」 の 講義が 最も 得意であって、 多數の 信者 を惹 きつけ、 四方よう. の 布施 は 莫大な 額に 上った。 彼 は 

その 財力に よって、 北. 漢の 財政 を 援助し、 政治的に も 勢力 を 扶植した ので ある。 また、 面白い ことに 

は、 この 五 臺山は 前述の 如く、 契 丹との 境界に 當 るので、 彼 は 契 丹 頜內の 馬 を かすめて 朝廷に 獻 上し 

た。 これ は 添 都 馬と 稱 せられた が、 その 數は 年々 數百匹 を 下らなかった。 この 馬が 北漢の 軍隊に とつ 

て 必要 缺 くべ からざる ものであった こと はいふまで もな く、 これによ つ て 編成され た騎 兵隊 を もつ 

て、 南方の 步 兵を壓 迫す る ことが 出来た ので あらう。 先に も 述べた 銀山の 採掘 も、 や はう 繼 R によつ 

て計畫 された ものな ので ある。 從 つて、 彼 は 北漢に 於いて は 種々 の 方面に 於いて 最も 重要な 人物で あ 

つたわけ で、 五 +量 山管內 都僧統 とな リ、 更に 功に よって 大漢國 都 僧 統撿校 大師 兼 中 書 令 を 授けられた 

のであった。 

先に も 述べた 睿諫 はこの 繼 願の 弟子で ぁリ、 有名な 楊 五郎の 師 である。 楊 五郎の こと は 確かな 史實 

かどう か 疑問で あるが、 宋 初の 忠臣 楊 業の 子で、 傳說 によると 楊 氏 一家 は 大宗の 危難 を 救って 殆んど 


討死 を 遂げた が、 一 人生き 殘 つた 五郎 は 世の 無情 を 感じ 睿諫 に從 つて 出家した とい ふ。 猶、 * 諫 以後 

の 名僧と して は 慧悟禪 師ゃ戍 覺禪師 等が 擧 げられ る。 

さて、 我が 齎然は 太宗の 朝に、 遲れて 成尋は 神宗の 時に 五臺 山に 詣 でた。 齑然は 我が 圓融 天皇の 永 

觀 元年 (宋の 太平 興國八 年) に入宋 して、 天台 山、 五臺山 等に 詣で、 四 年の 後、 花 山 天皇の 寬和ニ 年 (雍 

熙 三年) に歸 朝した。 彼 は 京都の 西北 、愛宕山 を以 つて 支那の 五臺 山に なぞらへ、 そこに 淸涼寺 を 建て 

ん とした。 しかし、 志を杲 さすに 死んだ ので、 弟子の 盛 算は栖 霞 寺 (今の 二 尊院) に 一堂 を 建て、 脔然 

將來の 栴檀釋 迦像を 安置した。 これが、 今の 嵯峨 の釋迦 堂淸涼 寺の 59 原で ある。 成尋 は、 先に も 述べ 

たやう に、 「參 天台 五臺 山， 記」 とい ふ 旅行記 を殘 して ゐる。 彼が 五 臺に詣 でた 第一 の？ n 的 は、 皇太后の 

思 召に よって 先帝 後冷泉 天皇の 御 親筆になる 「法 華經」 八卷を この 山に 納めて、 供養し 奉らん が爲め 

であった。 彼 はこの 「法 華經」 を 供養し つ 、眞 容院の 文殊 寶 殿の 中で 一 夜 を 明かした。 時 恰も 厳冬の 

候であった 爲 めか、 山上に ある こと 僅か 四日で 山 を 下った。 彼の 日記の 中には、 五 i 山 十 寺 f 正兼眞 

容 院主 勾當の « 證 大師 順行の 名が 見える。 今 この « 證 大師の 舍利 塔が、 j* 薩 頂の 東北 方、 衍慶 寺の 南、 

道から 稍 i 離れた 斷 崖の 上に 殘 つて ゐる。 それ は 上に 傘の ある 八 角の 石柱で、 前に 尊 勝 陀羅尼 經を、 

その後に 大師の 傅が 刻して ぁリ、 元豐 三年の 年 號が讀 まれる。 成尋 はこ ゝで また、 前 五臺十 寺の 副 僧 
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正で あ^、 當時 大華嚴 寺の 壇 長であった 「廣淸 涼傳」 の 著者 妙濟 大師 延 一に 會ひ、 新 摺リの 「廣淸 涼 

傳」 一木 を 寄贈され たので ある。 

なほ 宋代、 僧侶で はない けれども、 五臺 山の 靈驗說 話と 關係 しで 忘れられない 一 人の 人物が ある。 

それ は元祐 年間の 宰相と して 有名な 張商英 である。 彼 は 元 祐ニ年 河 東提點 刑獄 公事と いふ 地方 官 とな 

つて、 今の 太 原 地方に 赴任し、 翌年 五臺 山に 登って、 至る ところで 數 纟の靈 異に 接した。 その 翌年に 

もまた 入 山して 同檨な 靈驗を 感得した のであった。 それ 等の こと を 詳細に 記録した ものが、 「續淸 涼 

傳」 として 現在 も殘 つて ゐ るので ある。 この 續傳が 世に 行 はれる と共に これに 刺戟され て 五 臺を訪 

れ、 同様な 靈異を 見た 人も少 くなかった。 その 中には、 侍 其瓖、 錢蓋 などい ふ 人が あるが、 それ 等の 

人の こと も、 この 「續淸 涼傳」 の 中に 收 めら れてゐ る。 

宋の 朝廷で は、 契 丹に 陷 つた 燕 雲 十六 州 を奪囘 せんとして、 盛んに 失地 囘復 をば 叫んで ゐた。 しか 

し、 それ どころ ではなく、 やがて 契 丹の 背後から は女眞 とい ふ 新興 民族が あら はれて 金と いふ 國を立 

てた。 彼等 は 契 丹の 遼國を 滅すゃ 瞬く まに 宋 をも壓 迫し、 遂に 北 支那 を 席捲し 盡 した。 さう して 漢民 

族の 國家は 遠く 江 南に 返いて、 僅かに 餘喘を 保つ に過ぎない 狀態 になった。 從 つて、 五 臺山も 今度 は 

いよく 完全に 夷狄の 手中に 沒 したので ある。 しかしながら 北 支那が 金の 領土に なった と は いって 


も、 漢人が 悉く 北 支那から 追 ひ 立てられて しまったと いふ わけで はない。 た、、"、 支配者が 代った とい 

ふだけ である 。もちろん、 その 間に は 夷狄の 支配 下に 屬 する こと を 潔し とせす、 宋の 朝廷 を 慕って 中 

南支に 遷 つて 行った もの は多數 あつたし、 最後まで 自己の 鄕 里に 踏みと^ まって 祖先の 墳墓 を 守リ、 

夷狄の * の錡 となった もの も少 くなかった。 それ 等 は 今に 至る まで 殉國の 美談と して 傳 へられて ゐ 

る。 浮世 を 離れた 僧侶の 中に もや はリ かう した 物語が 殘 つて ゐる。 五臺 山の 太平 興 S 寺の 僧眞寶 は、 

北宋の 最後の 天子、 欽 f から 特別の 歸侬を 受けて ゐた。 金の 兵隊が 五臺に 侵入した 時、 彼 は 捕虜と な 

リ、 投降 を勸 めら れたが 頑として 應せ す、 「自分 は 宋の皇 常に 生命 を 捧げて ゐる。 一 たん 佛 弟子と なつ 

た 以上 はどうして、 僞を いふ ことが 出来よう」 といって、 喜んで 死につ いたと いふ。 

金 は 北 支那 を 支配す る やうになる. と共に、 しきりに 支那 文化 を取リ 入れた。 さう して 佛敎の 如き も 

^こ ，上層階級の 間に 於いて は 盛 行 を 見た のであった。 もとよ リ、 か、 る 傾向 はた ゾ金 だけに 見られる 

ので はなく、 その 前の 遼 にしても 同檨 である。 遼 金の 時代、 北 支那に 於いて 彼等の 手に よって 創建 さ 

れ、 或は 重修 された 寺院が 多かった こと は、 記録の 上で も 十分に 知られで ゐる。 現に、 我々 が 接する 

遺蹟 や 遺物で、 この 時代に 屬 する もの は 非常に 多い。 例へば、 碑碣ゃ 梵鐘の 如きが それで あるが、 こ 

れ のみで はなく、 當 代の 完全なる 木造建築物の 如き も 十指に 餘 るので ある。 佛 塔に 至って は 一 層 多く 
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の實 ！s ガ存 する。 最近、 山 西の 趙城縣 から、 金 代の 印刷に 係る 大藏 經が發 見され たこと など は、 殊に 

著しい W である。 

しかるに、 五臺 山に 就いての 金 代の 歷史は ブランクに 近い。 手許に ある 「清涼 山 志」 を 見ても、 た 

だ數 人の 僧侶の 傳 記と、 この 時代に 創建せられ たとい ふ 幾つかの 寺 名 を 認める に過ぎないの である。 

た ^我々 は、 山上で この 時代に 屬 する 二つの 陀羅尼 經幢を 見出す ことが 出来た。 一 は、 泰和ニ 年の 

「故 恩 公 唯 識鈔主 功 德幢」 で、 普壽 寺の 前に ぁリ、 他 は梵仙 山の 北 谷に ある、 正隆ニ 年の 「尊 蔡邑衆 功 

德 之幢」 であった。 關野貞 • 常 盤 大定兩 博士の 「支那 佛敎 史蹟」 に は、 古 清涼に ある 金 代の 二 基の 石 

塔 を 紹介して ゐる。 一は 正隆六 年の 年 記 ある 「清涼 山 論主眞 « 大師 塔」、 二 は 「清涼 山 僧正 宣秘 大德 塔」 

で、 その 年號は 「大朝 ロロ丙 午」 と ある。 この 宣秘大 德とは 「淸涼 山 志」 に 見える 善慧 のこと であつ 

て、 宣秘 大師の 號は その 生存 中天 德 年間に 勅 賜され たもので あるから、 この 丙午の 年 は 金の 世 宗の大 

定ニ 十六 年なる こと は 疑がない。 古 碑 類の 少ぃ 五臺 山に 於いて、 しかも 我々 の 狭い 見聞の 範圍內 でも . 

旣に 四つの 金 代 の 遺物が 認められ る 。 

されば 今後の 確實 なる 調査に よって、 なほ 一層 多數、 こ ひ 種の もの， 發 見が 期待され る わけで あ 

る。 さう した 文獻 上に 於け る 研究の 進步と 相俟って、 當 代の 歷史も 更に 明らかにされ 得る ものと f す 


るので ある。 

第二 節 麻 哈噶剌 の 示 顯 

奉 天の 城外に 實勝寺 (俗 稱黃 寺) とい ふ 有名な 喇嘛 寺が ある。 この 寺に は、 淸 朝の 天聰八 年太宗 

が 察 哈爾の 林 丹 汗 を 征伐した 時に、 墨爾根 喇嘛が はるぐ 携 へて 来た 護法 麻 哈噶刺 像が まつられて ゐ 

る。 この 像は傳 へに よると、 元の 世祖忽 必烈の 時に、 八 思 巴が 千金 を 費して 鑄 造し、 五臺 山に 奉祀し 

たもので あった。 それが、 いつの 頃から か 沙漠に 移され、 更に そこから 沙爾巴 呼 圖克圖 と いふ もの 

が、 察哈爾 にもたら した ものと いはれ てゐ る。 

八 思 巴 は、 いふまで もな く 元の 世祖忽 必烈の 厚い 歸依を 受けた 西藏の 高僧で ある。 彼 は 帝 師と仰が 

れて 一 朝の 尊信 を 集め 蒙古の 敎界に 最高の 地位 を 占めたの みならす、 また 世祖の 命に ょリ、 西藏 字に 

工夫 を 加へ て、 蒙古 大字、 俗に 八 思 巴 文字と いはれ る 新字 を發 明して、 文化史 上に 於いても 不朽の 功 

績を殘 して ゐる。 八 思 巴が、 世祖の 招きに 應 じて はるぐ 西藏 から 蒙古の 王廷 にやって 来たの は、 世 

祖卽 位の 中統 元年の ことで あるが、 彼 は當時 若く して 已に西 蔵に 於け る 喇嘛 敎權の 首長と して 名聲 を 
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博して ゐ たのであった。 思 ふに 元に 於いて 喇嘛教が 正式に 國敎 として 取リ 入れられる や うにな つた 

の は、 專ら 彼の 力に よる ものである。 しかし、 蒙古と 西藏 喇嘛との 關係 はこれ ょリも 古く、 巳に 太宗 

ヲ ゴ タイ  I  サヅカ バンデ イダ  ク 

窩濶台 は、 八 思 巴の 伯父に 當る薩 迦班抵 達との 間に 或 種の 交渉 を もって ゐ たやう である。 次の 定宗貴 

ュク  モング.  ナマ 

由、 憲宗 蒙哥の 時代に は、 厨賓國 の那麻 (蘭 痲) とい ふ 喇嘛が 王廷に 仕へ てゐ た。 

一 體、 喇嘛 敎 とはいっても、 從來の 佛敎と 全く 異 つた 持 別の 佛敎 とい ふわけ ではない。 喇嘛と いふ 

文字 も、 无來 は西藏 語の 高僧 知識と いふ 意味で あるが、 一般に は 普通の 僧侶の 意味に 使 はれて ゐ る。 

支那で 喇嘛と いふ 漢字が 行 はれ 始めた の は、 さう 古い ことで はなく、 喇嘛と はた ゾ 漢人が 西 藏人 や、 

蒙古 人の 僧侶 を さしてい ふ 言葉に 過ぎない ので ある。 歐米人 はか 、 る 喇嘛の 信奉す る佛 敎を稱 して、 

時に ラマ イズム (Lamaism) とい ひ、 特に 日 木 人 は 喇嘛 敎と いふ 言葉 を 使 ふけれ ども、 支那に はか > 

る 言葉がない。 近時、 これと同じ 意味で、 「蒙藏 佛敎」 とい ふ 語が 行 はれて ゐる。 それ は 元来、 西藏に 

發 達した 一派の 佛敎 であって、 從來の 支那 佛敎 に比べて 異る ところ は、 た、 >  幾分 ユキ ゾチッ クな 香^ 

が ある ことで ある 。卽 ち、 その 經典は 主として 西藏 文で ぁリ、 時に 蒙古 文で ある。 彼等の 奉す る儀軌 

や 法式 は、 一見 特異で は あるが、 その 敎義 等に 至って は從來 の密敎 など、 餘^ 異る ところがない。 從 

つて、 所謂る 喇嘛 敎が從 來の佛 敎と區 別せられ るの は、 むしろ 地域的、 民族的な 點 にある のであって、 


漢民族と 對立 する、 西藏、 蒙古、 満洲 等の 民族 間に 信仰 せられる 佛敎 とい ふ意昧 であらう。 

抑〜 佛敎が 西藏に 始めて 入った の は、 普通 支那の 唐 代の 初期の こと、 いはれ てゐ る。 これ はやが て 

西藏に 古来 行 はれて ゐた、 原始的な ボ ン敎を 巧みに 調和して 一 般の 信仰 を 集め、 政治 上に も 非常な 勢 

力 を 獲得す るに 至った。. この 西藏の 佛敎が 蒙古に 輸入され たの は、 上述の 如く 蒙古 民族 勃興 期の こと 

であるが、 それまで は、 彼等の 間に はま だ 専ら 原始的な シャ ー マ 二 ズムが 行 はれて ゐた ので ある。 西 

ッ オン 力 

藏 では 喇嘛 敎は その後 極度に 墮 落し、 十四、 五 世紀の 頃、 一 大 改革 運動が 起った。 それが 卽ち、 宗喀 

ぼ によって 始められた 新 敎黄帽 派で、 現在 行 はれて ゐる 正統の 喇嘛教 はいふまで もな くこれ である。 

さて、 八 思 巴 は 上述の 如く 世祖 忽必烈 の絕對 的な 信任 を 得て、 國內の 佛敎を 統率す る 地位に 立って 

ゐた。 從 つて、 今 奉 天の 實勝 寺に ある 麻 哈噶剌 の 像が 八 思 巴に よって 作られ、 先 づ五臺 山に 奉祀され 

たとい ふこと は あ リラる ことで ある。 彼が、 この 東亞に 於け る 佛敎の 聖地に 着目し なか つた 箬 はな 

い。 蒙古の 所傳 によれば、 八 思 巴 は 文殊 尊者の 住所た る五臺 山に 上リ、 衆人に 迎 へられて、 大 供養 を 

受けた とい ふこと である。 たゾ しこの 所傳が 果して 事實 であるか どうか はい まだ 疑問に 屬 する。 また 

このぎ i ロ噶 刺の 像 は、 或 時代に 五臺 山から 蒙古に もたらされた ことが 事實 であると しても、 これ 力 「ノ 

思 巴に よって 作られた もの かどう かとい ふこと も遽 かに 斷定が 出来ない。 しかし、 たと へ 八 思 巴 は 五 
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臺 山に 行かなかった としても、 少く ともこの 時代 かき、 に 喇嘛教が 入リ 始めた とい ふこと はいへ る 

であらう と 甲 5 ふ。 

A 思 巴に は 三 哲と稱 される 三人の 有名な 弟子が あった。 一 は、 とい ひ、 二 は、 ^l^y 貝, と 

いひ、 三 は、 沙羅 巴と いふ。 何れも、 師の 道を傳 へて 喇嘛 敎の弘 通に 努力した が、 中に も 膽巴は 後に 

國師 となう、 金剛 上 肺と いはれ た 人で ある o「 佛祖通 載」 とい ふ 木に は 次の やうに 記されて ゐ る。 

それによ ると、 膽 巴が 西藏 から 元に 来たの は、 世 祖忽必 烈の至 元 初年の ことら しい。 初めは、 詔に 

よって 五臺 山の 壽寧 寺に ゐた。 壽寧寺 はむかし の 王子 燒身 寺の ことで ある。 至 元 九 年に 大都 にやって 

来て、 弘法に 從ひ、 王公 達 は みなこれ に從 つて 戒を 受けた。 これよ リ先、 至 元 五 年 元の 大 軍が 南下し 

て 今の 湖北 省の 襄陽を 圍んだ 時の ことで ある。 城 中の 居 民 は 「眞 武神」 とい ふ戰の 神様に 敵軍 返 散 を 祈 

禱 した。 すると この 神のお 告げが あって、 「大黑 神^ T を 率ゐて 西北の 方よ リ來る び 吾 もまた まさに 避ぐ 

ベ し」 とい ふこと であった。 流石の 眞 武神 も、 大黑 神の 威力に はかなはなかった ものと みえる。 自分 

の 方から 先に 逃げ出さ うとい ふ、 折角の 御 祈禱の 甲斐 もない 情ない お告げであった わけで ある。 こ、 

に 於いて、 附近の 城 は 次ぎく に、 蒙古 兵の 風 を 望んだ ゾ けで 戰意を 失って 降參 した。 蒙古の 軍 は^に 

血 ぬらす して 至る ところ 城 を 降し、 揚子江の 沿岸 を 下って、 江 蘇 省の 常 州まで 行った。 すると、 そこ 


第七圖 麻 哈噶剌 像 一 北京 雍和宮 一 


で 多くの 人々 は、 眞黑な 神檨が 家々 に 出入 リ して ゐ るの を 見た。 その 地の 人々 は、 何が何だかよ くわ 

からなかった が、 實 はこれ が 麻 哈噶剌 神で こ、 にい ふ大黑 なので ある。 麻哈噶 刺が この 檨に靈 驗を現 

はした のは赡 巴の 七 代 前の 祖先が、 この 神 を 非常に 崇 信した ことがある からであった。 それ 故 彼が 忽 

必烈の 請に よって 戰 勝の 祈 禱を すると、 早速 靈驗 

を あら はして 國を 助けた ので ある。 至 元 十二 年、 

彼 はこの こと を 上 麦した ところが、 勅旨に よって 

河北 省の 涿 州の 南に この 祌の廟 を 建てる こと を 許 

された。 その 廟の 結構 は 壯麗で その 祌像は 頗る 威 

嚴 があった とい ふ。 

今 普通 の 喇嘛 廟 に みられる 麻 哈噶剌 像 は 牛 面、 

多臂、 手に は 諸々 の 寶器を とリ、 脚 を ふんばって 

足下に は 鬼 類 を ふみつけ、 陽物 を あら はして、 一 女神の 手 をと リ、 まさに これ を 引きつ けんとす る 姿 

を 示して ゐる。 この種の 秘佛を 普通人々 は 歡喜佛 と總稱 して ゐ るが、 精密に 區別， すれば、 これに は 五 

種類が ある。 卽ち 所謂る 五大 金剛が これで ある。 北京の 雍和宮 で 聞いた ところでは、 その 名 は、 ャ マ 
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ン タカ、 マ ハカ ラ、 バンデ-ヌハ モ、 チヱ ル- (-、 ナムス ルと いふ ことであった。 中で もャ マ ン タカと 

マ ハカ ラは 喇嘛 敎に 於いて は 特に 威德 高く、 靈驗 あらた かな 神と 信せられ てゐ る。 

我が 國の 胎藏界 曼荼羅な どに も あら はれる 麻 哈噶刺 神 は、 黑身 三面六臂の 忿怒 形 を 示した， で あ 

る。 一 に大黑 天、 大黑 神な ど、 も譯 され、 毘盧 舍那の 化身と いはれ る。 良賁の 「仁王 護國 般若 波羅蜜 

多經」 の疏 によれば、 「大黑 天神 は 戰鬪の 神な リ。 若し 彼の 神 を 禮祀 して 其の 威 德を增 さば、 事 を擧ぐ 

るに 皆 勝つ」 と 記されて あって、 これによ つて、 麻哈噶 刺が 武神と しての 靈威を そな へて ゐる ことが 

わかる。 しかるに ー說に は、 この 神 は 食 厨の 神と いはれ、 その 信仰の 方が 早く 支那に 傳は リ、 それが 

更に 我が 國 にも 傅った。 我が 國 では これが 轉 じて 福の 神と して 信仰され、 七福神の 一 ともなう、 更に 

大黑 神と 大國 主命と が 混同して、 今日 見る が 如き 一 般 的な 信仰の 對象 となった ので ある。 . 

以上 述べた やうに、 痲哈噶 刺 は 非常に 威力が ぁリ 武神と して 信仰 せられた。 これが、 東亞の 天地 を 

席捲し、 全 支 を 支配 せんとし つ、 あった 世祖 忽必烈 に、 靈 驗を與 へその 鴻 業を援 ける ものと 信せられ 

てゐ たこと は、 上記の 記載に 依っても 推知す る ことが 出来る であらう。 世祖が 死んで 成 宗が卽 位する 

が、 そのと き、 西域 を 治めて ゐた海 都が 大叛亂 を. 起し、 一時、 元の 朝廷 をも危 くす るかと 思 はれる 程 

の 大事 件と なった。 これに 關 して、 「元 史釋 老傳」 やつ 佛祖通 載」 に は 次の やうな 話が みえる。 成宗 ま、 

.  f  了 


早速 帝 師膽巴 を 召して，' この 靱敵を 返 散せ しめる 怫 事が あるか ど う^を 聞いた。 その 答へ によると" 

た、 リ、 麻 哈噶剌 を祈禱 すれば、 自 から 靈驗が あら はれる とい ふこと であった。 さう して、 高粱 河の 西 

おう  ふさ は  - 

北， 甕 山に 寺が ぁリ、 土地 僻靜 にして 習禪に 適しき 地なる， が 故に、 こ、 に 壇 を 建てるべき を 麦 聞し 

た。 高 梁 河 西北の 甕 山と は、 今日の 北京の 西 北郊、 萬壽 山の ことで ある。 膽巴 は、 成宗の 宸翰 を 賜 は 

リ、 甕 山に 壇 を 建て、 麻哈噶 刺に 朝敵 返 散 を祈禱 したので あった。 すると、 幾ら もた、 ない 中に 戰勝 

の 報知が 来て、 成宗 は満悅 したと いふ。 

これ 等の 話 は、 た、 ゾ 麻哈噶 刺に 關し たもの、 みで あるが、 しかし、 これ は 喇嘛 敎全體 とい ふ ものが 

蒙古の 朝廷^ 密接な 關係を 有する に 至った 事情 を 暗示す る ものと 思 はれる。 卽ち、 喇嘛教に 於いて 重 

ん すると ころの 加持 祈禱の 行事 は、 國家 安危の 際に 十分なる 効力 を發 揮し、. 個人の 病氣 等の 場合に も 

その 秘法に よって 災厄 を 除いた ので ある。 先に も 述べた 如く、 元来 喇嘛 敎は 西藏の 原始的 宗教で ある 

ボ ン敎 の， 要素 を 多分に 含んだ 佛敎 であ リ、 從っ. て 蒙古 在来の シャ ー マン 敎と 共通す 可き もの を 多分に 

もって ゐ るので ある。 かく 喇嘛教が、 蒙古 人 一 般の 信仰生活に 適した ものであった とい ふこと は、 從 

來 支那に 行 はれた 佛敎の 難解な のに 比べ て、 彼等に とって は 容易に 近づき やすかつ たので ある。 一 面、 

蒙古 民族 は、 支那 を 征服し 終る 前に 西方の 文物に 接し、 それに 對 して 或 程度の 理解 を もって ゐた。 從 
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つて 支那 文明の みが、 世界に 於いて 彼等の 學 ぶべき 文化で はなく、 西方に はな ほ 優秀な 文化の ある こ 

と を 知って ゐた。 この こと は、 元の 朝廷 をして 支那 文化に 對し 特に 冷淡な 態度 をと らしめ、 むしろ 排 

斥せ しめたの であって、 前代の 北方 民族た る遼ゃ 金と は 大いに 異る ところであった。 か、 る 事情 はま 

た、 蒙古の 朝廷 をして 西 藏佛敎 を 信奉せ しめた 一 原因と も 見られる であらう。 

しかも、 當 時の 喇嘛 僧 は、 現在の 如く 無學 文盲な ものが 多かった わけで はなく、 彼等 は 知識階級の 

代表者であった。 たぐに 宗敎 的な 知識の みならす、 その他 全般の 科學 にも 通じ、 醫學 的な 知識 を も 有 

して ゐ たと 思 はれる。 そこまで 考 へす とも、 當 時の 西藏と 蒙古と を 比較 すれば、 前者 は 巳に 古くから 

印度 や 支那の 文化 を 輸入して 或 程度の 文物 を 有して ゐ たが、 蒙古 はま だ龃け 出しの 遊牧民 族で、 文字 

さへ 持って ゐ なかった。 世祖忽 必烈の 時、 八 思 巴が 西藏 文字に 倣って 蒙古 文字 を 作 ひた ことな ど は、 

彼等 喇嘛 僧の 有能 を 物語る 例で ある。 彼等 は 已に西 藏國內 に 於いて 宗敎 上の みならす、 政、 t 上に も大 

きな 役割 • を 務めて ゐ たのであって、 彼等の 行動が 外交 上に も關 係す ると ころが あつたの は 想像す るに 

難くない。 蓋し、 蒙古の 朝廷に とって、 東亞 制覇の 爲 めに は、 西藏の 歸趨は 甚だ 重大な 問題で あつ 

た。 從 つて、 その 懐柔策と して 喇嘛 敎を 利用した こと も、 また 看過す 可き ではなく、 この ことが、 蒙 

古 朝廷の 間に 喇嘛教の 信仰せられ るに 至った 一 原因であった わけで も ある。 


さて 1 蒙古 は 中原に 君臨す る こと 約 百年 間で あつたが、 明の 勃興と 共に 支那 木 土から 追 ひ はら はれ 

力 リンチ ユン  C  、 

てし まった。 」兀 の 滅亡に 就いては、 その 最後の 天子 順 帝の 帝師 となった 喇嘛 僧伽 璘眞の 淫靡な 修法 

それに 溺れた 天子の 淫亂 無道 振りが 一 つの 原因に 數 へられる。 勿論、 喇嘛教に はさう いふ 風に なり や 

すい 傾向 もない わけで はなく、 時に 邪教 的な 妖術 を 弄する 僧侶 も 出ないで はなかった。 しかし、 木來 

の 喇嘛教 は 決して 一 部の 人々 が 想像して ゐ るが 如く、 そんなに 淫靡な もので はない ので ある。 

元が 亡ぶ と、 蒙古 民族 は 一 たん 沙漠の 彼方に 返いた。 すると 彼等の 信仰生活 は 再び 昔の シャ 〜マ 二 

ズ ム 的な 信卬 にか へ つた やうで ある。 それ は 元 代の 喇嘛 敎と いふ ものが、 元來 一 部の 朝廷 を 中心と 1 

る 上層階級に のみ 行 はれた のであって、 蒙古 民族 一般に は 及ばなかった からで あらう。 現在、 蒙古 人 

の 間に 於け る 喇嘛教の 信仰 は、 元 代に 直接 系統 を 引く もので はなく、 明の 中期 以後 行 はれる に 至った 

ものと されて ゐる。 

第三 節 萬 聖祐國 寺の 創建 

さて、 元の 皇室の 五臺 山に 對 する 崇敬 はや はリ忽 必烈の 時から 始 つて ゐ る。. 八 思 巴が 親しく 五臺山 
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に 至った かどう かとい ふこと は 疑問で あるが、 その 高弟た る膽 巴が 忽必烈 の 詔に よって 五 臺の壽 寧 寺 

に 住した こと は 巳に 述べた 如くで ある。 膽巴 はこの 山に 住し 親しく 聖境を 踏んで 感激し、 かって、 こ 

こに 寺 を 謹 せんこと を 申し上げた ことがあった。 忽必烈 は 晩年に 至って、 そのこと を 思 ひ 出し、 臣 

下に 命じて 山形 を相視 せしめ、 これ を圖に 描かせて 膽 巴に 見せた。 膽巴は 早速、 造 寺を實 現されん こ 

と を 申し上げた ので あつたが、 未だ、 志を果 さない 中に 帝 は 崩 じたと いはれ てゐ る。 また 忽必烈 は 生 

前五臺 山に 五 寺 を 建立した とい ふ 傳說も ある o この こと は遽 かに 信せられ ない が、 しかし 、「清涼お 

志」 によると 已に至 元元 年、 彼 は 詔 を 出して、 五臺 聖地の 保護、 寺院 僧尼の 安全 を はかう、， 翌年に は 

藏經 一部 を 菩住院 に 寄進し、 十二 箇寺 を重修 したと 述べて をう、 元史 にも 彼の 五 臺山娣 寺重修 のこと 

は 見えて ゐ るので あって、 とも 角 も、 忽必烈 が五臺 山に 對 して 何等かの 賈獻 があった こと を 思 はしめ 

るに 充分で ある。 

忽必烈 の 次に 位に 卽 いたの は、 その 孫の 成宗 であった が、 彼 は 祖父の 志を繼 いで 五臺に 寺院 を 建立 

した。 これが、 元の 皇室に よって 當 地に 建てられた 最初の 寺で あらう。 それ は 皇太后の 福壽を 祈る 目 ■ 

的で、 卽 位の 翌年た る元貞 元年に 起 ェ し、 大德 元年に なった ものと 思 はれる。 「元 史」 によれば、 この 

時、 前ェ部 尙雷寶 とい ふ もの を 將作院 使に 命じ、 五臺に 特別の ヱ 事 監督 所 I け、 宋德 f ぃュ 


もの を ェ部尙 書と して 共に その 事に 當 らしめ た。 さ うして 大都、 保定、 眞定、 平 陽、 太 原、 大同、 河 

^ 大名、 i、 羣の 河北、 山 西方 面の 十路に 命じて その 墓に 入用な もの 塞へ させ？ ある。 

その 如何 こ大 かぎで あつたか 塞す るに 足る であらう。 落成 卷げ ると 寺號 |聖祐 國と稱 し、 天 

下大 寺の 中に 加へ た。 さう して 帝 師¥ ^の 推薦に よって、 I 白馬 寺の 住持、 眞覺 大師 文才 を 寺 

主 こ 命じた のであった。 この 時、 皇太后 は自 から 五臺 山に 臨幸 せんと 欲した が、 臣下の 諫止す ると こ 

ろと なつた。 ー說 lij ニ年講 自か |臺山に幸 したと いふ 傳へ I るが、 これ は 疑問で ある。 

次 こ 立った 5 もま S 太后の 爲め こ、 に 一 寺 S. 立した。 それ は 至大 元年 十月の ことであって、 

兵 象 六 千 五 百 人 基して その 響に f しめたの であった。 「元 fi はこの 前後に I 數の 兵隊 ゃェ 

匠 を I して 五臺 の 寺院 I つたこと が 見え、 當時佛 寺 建立が 盛んに 行 はれ た有檨が う 力、 はれる。 

この 工事 S 來 上る i 太后 I 屋 I へて i 山 S しち 寺 SS 奪と 名 づけら れ、 當時 

學惠の 雷 5£敎 大師 了 性 霧の 住持に 命じな これ は 今の 匿 寺の 前身で ある。 弘敎 大師 はぎ 

節の あつ； 雲の 門 E?、 ま SI 方 S 侶 S 寵 f れ その 權威| 侯に も 比する 程 

であった にも か、 はらす、 敢 てこれ に 屈しなかった とい はれて ゐる。 その後、 仁宗 が卽 位する と、 五 

臺 山に 於け る 臨時の 工事 蕃 所が 廢 止され、 大規模な 工事 は 一たん とまった f つで ある。 しかし、 「元 
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史」 によれば、 その 次の 英宗は 至 治 二 年 五月 六月の 二度に 亙リ自 から 五臺 山に 幸した。 その 寺 文殊の 

化身に あって 感激し、 王子 寺 等 を重葺 し、 また 普 門 寺 を 建立した と傳 へられて ゐる。 この 王子 寺 は、 

宋 の景德 年間、 壽寧 寺と 改められ たこと は 前に 述べた 通リ であるが、 成 宗の頃 こ， に 順行と いふ 高德 

が あ^、 世に 華嚴 菩薩と 稱 せられた。 皇太后よ リ屢ミ お 召 を 被った けれども 赴かす、 五路總 aQ 榮載 

を 授けられ たが、 固辭 して 受けなかった とい はれて ゐる。 次の 泰定 帝の 三年に は、 殊祥 寺が 創建され、 

寺 田 三百 頃 を 賜った。 これね 現在の 殊像 寺の 前身で ある。 

元で は、 西方の 文化 を 尊重し、 西方の 人々 の 地位 を 認めて、 社會 上、 政治 上、 彼等 を 漢民族よ リも 

上位に 置いた。 か、 る こと は 前の 何れの 時代に も 見られない ところであった。 それで 西方の 僧侶が 勢 

力 を 得る こと 著しく、 宮殿に 出入す るに も 騎馬 を 許され、 その 儀仗の 盛んな こと は 王公に も 劣らな か 

つた。 或 もの は 赤 毳峨冠 を 戴いて、 傲然と 構へ、 天下の 名 德諳師 とい はれる 人々 もこれ に對 して 禮を 

靈 さなければ ならなかった。 衣 を か、 げて足 もとに 近寄 リ、 彼等に 顱を なで、 もら ひ、 頂 を さすって 

もら ひ、 これ を攝 受と稱 して 光榮 としたと いふ。 さう いふ 時代であった から、 この 五臺 山に も 西方の 

僧侶が 多數に 住し、 元の 皇室の 庇護の もとに 一 大勢 力 を 得る に 至った こと は 想像す るに 難くない。 皇 

室に よって 創建 せられた 新しい 寺に は 彼等が 威張って 住まった であらう し、 舊來の 寺 も 西方の 僧呂こ 


ょクて 占められて. k2 であらう。 しかし、 彼等に よって 建てられ S 院 X 「曰 知られて ゐるき 

は 比較的 少ぃ。  , 

例へ ま、 碧山 寺 前方の 山の 上に、 S て 存在した 法藏 寺の 如きが ある。 今 も その 址に殘 つて ゐる石 

碑に よると、 それ は I 帝の 時に、 It 来た tssff いふ ものが、 勅命 臭け て 創建 

しこ ものであった。 右の 碑 は、 「五 臺山大 善法 奪 記」 とい ひ、 至 正 四 年の 建立になる ものである。. そ 

れ から、 「佛醫 載」 に は、 奮の 舍藍々 とい ふ 比丘尼が、 仁宗の 時、 皇太后の 歸依 霧て、 こ、 に 普 

明 寺 を 建て 大藏經 一部 を 置いた とい ふこと が 見える 程度で あぞ 

i  、「清涼 山？ ま、 元 代に 建立され た 寺と して、 重寺义 I 寺丄 |望海 寺 a 石塔 寺 •  S 

寺. 薦 f 等の 名 を 上げて ゐ るが、， 詳しい I は 不明で ある。 たぐ 霧 寧 寺の 開山と せられる、 璧 

I 師は、 元 末 明初 QSK 元 S 言 霞 圓明 大師 SIS こと、 か t、 明の 太祖に 南京に 

召されて 佛 法を說 いた ことがあった。 

以上、 ，こ 於け る 五臺 山の 狀態 を槪觀 した。 これに よれば、 疆佛敎 が 深く 元の 朝廷に 尊崇 さ 

れ、 それと 共 lii 山に 於いて は、 成宗、 豪 二 代 £? 驚くべき 大規模な 佛 寺の 大造營 が 行 はれ 

た。 霞の 寺院が 重修 保護せられ たの は 勿論で あるが、 新たに 寺院の 造營 された 數も少 くな レ 殊 
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に、 萬 聖祐國 寺 や 大普寧 寺の 如き は 天下の 大寺 として 互 億の 費を惜 まなかつ たので あつ こ。 かぐて、 

五 臺山は 唐 代に も 比すべき 盛況 を呈 したと 考 へられる。 しかも、 この 時代 は、 唐 代よ リ頜 土も廣 く、 

交通の 如き も 自由であって、 漢人 は 勿論の こと、 或は 西藏、 印度から も 或は 高麗 地方から も、 こ、 を 

訪れる もの は 夥しい 數に 上った ことで あらう。 今曰殘 つて ゐる 記錄 によると、 新 建の ニ大 寺の 住持、 か 

漢人であった とい ふこと を 始め、 その他の 傳 記を殘 して ゐる 名僧 も 多く は 漢人で あるが、 しかし、 そ 

の 他の 諸 民族の 僧侶に して、 こ、 に詣で こヾに 住する もの、 多かった こと はいふまで もない。 さう し 

て 從來の 支那 佛敎と 新 セに傳 へられた 西 藏沸敎 とが、 この 五臺の 地に 於いて 混然と 行 はれた ものと 忍 

はれる。 

しかるに、 今日 こ、. を 訪れて 見る と、 確實 なる 元 代の 記念物と して は 僅かに 二 基の 碑と、 二 基の 墓 

塔と を 認めた に 過ぎなかった。 その他、 あちこちに は 無數の 喇嘛 塔が 林立して はゐ るが、 これ は 概ね 

明 或は 淸に屬 する ものであって、 その 形式 上 元 代の もので は あるまい かと 思 はれる の はた 、、、の  一 二 基 

に過ぎない。 かくの 如く、 當 代の 遺物の 少 いこと は、 文獻を その ま、 信す ると すれば、 頗る 奇異の 念" 

を 禁じ 得ない ので ある。 從 つて、 一面 上述の 如き 文獻 からみた 元 代五臺 山の 盛況に は 若干の 割引 をし - 

て考 へる 必要が あつたの ではない かと^ はれる。 他面に は、 當 時の 佛敎 がた.、、 支配階級に のみ 結びつ 


いて、 その 保護に I して ゐた 結果、 一 たん 蒙古 S 力が 支那から 返く と、 從來の 檀徒と しての 響 

人 は、 明の 朝廷か|く 隔 f れ、 元 代の 遺業 臭ぐべき も S なくなつ たので あ f とい ふこと も 

考 へられる。 か、 る こと は、 元の 大都、 卽ち 今日の 北京に 於いても 同様であって、 當時 霞した？ 

こして、 なほ 今日まで 命脈 を 維持して ゐる もの は 甚だ 少 いので ある 

次に I すべき こと は、 唐 代 Q 五 S 佛敎 I 時の 首都で あつ £ 安の 佛 fi 接な 糧を もつ 

てゐ こ。 しかし、 元 代に は 今の 北京が 都と 奠 めら れ たので、 五臺の 佛敎は 北京 佛敎界 と 不可分の 關係 

I する に 至った とい ふこと である。 それ は、 金 以来 漸く あら はれる 傾向で ある。 特に 元の 天子 は、 

寺 候の よい 時 は 北京に すみ、 暑 期に は 上 都 (今日の 多 倫 諾爾の 東南) に 居を遷 したので、 そ の^者 力ら 

さ 程遠く もない 五臺 山の 宗敎的 活動 を 容^なら しめた こと は 想像に 難くな" 
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第 一 節 淸涼山 志  ノ 

五臺 山の 歷史 として は、 古く は 唐 代に なった 「古淸 涼傳」 が あ リ、 それに 次ぐ ものと して 宋の 「廣 

淸 涼傳」 が ある こと は、 已 にしば - 引用した ところで ある。 その後 これに 續 くものと して 明^に な 

リた 「淸涼 山 志」 が ある。 

. この 書 は、 萬曆 二十 四 年、 五臺 山の 獅子 窩に 住した 鎭澄 とい. ふ 僧侶の 編纂した ものである。 これよ 

リ先、 正德 年間に 秋 崖 法師と いふ ものが、 古今の： 記錄傳 聞を搜 集して 五臺 山の 歷史を 編し、 一 たん 二 

十 卷の稿 木 を 作った ので あるが、 それ はい まだ 充分な ものではなかった とい はれて ゐ る。 その後、 萬 

曆の 時に 至って 帝の 生母 李 太后が 五臺 を崇拜 し、 その 寄進に よって 有名な 釋迦寶 塔の 大 修理が 行 はれ 

た。 塔院 寺の 住持 圓廣 法師 はこれ に 感激し、 この 盛事 を傳 記に 書き留めて 永く 後世に 傳 へんと 欲し、 . 

この こと を鎭 澄に 依賴 したので ある。 鎭澄は 巳に 出来て ゐた秋 崖 法師の 原稿 を改. 訂增 補して、 新たに 

「淸涼 山 志」 十卷を 作った。 これが 今日 普通に 行 はれて ゐる 「淸涼 山 志」 なので ある。 


J とい ふお、 北京、 西 山の 廣 奪の 僧で、 舊十年 五臺 山に 入り、 獅子？ 六禪院 にあ. つて、 

じ  一 sit した。 その 間 李 太后に 招かれて 北京に，、 千 福 寺 I 因 寺で 經 を 講じ 

III 一 座墓當 して II、  II 

〕こリし た。 萬曆四 十五 年 七十 一 歲を以 つて 殁し、 その I 竹林 寺の I にある とい はれて ゐる。 

さて、 この 書 勿 二よ つて H 廣凊 涼傳」 以後、 卽 I 以後の 五臺 山の 歴史が 大體 はわ S ので ある。 

元来、 これ は覺 的の I に 乏しい 五臺 山の 上で 霞され たもので あるから、 口 傅の 類に よっ^? 

れた f が 多く、 古い 時代の こと、 なると 眞 Is く 場合が 多い。 しかし、 "代 は 

，はない 1 あって、 從？ こ 五臺山 si め ほやず 最も I 

うるで あらう。  ：， ， vru  、 

こま 十ぎ) 分れて ゐて、 先づ 五臺 山の 槪說、 iff 山中の 醫、 寺 sf 

このお if る S. の 籠、 文殊の 纏に 關す I 響 述べて ゐる、 それから 歷代 帝王の 通崇拜 

の 歷史、 著名な 保護者の 雲、 一般の s 奚談 意げ て、 義に 五臺 山 S じ SS して ある。 この 

霧 は 望の 如く 萬曆 年間 S 來ま のまる t  、それ 以後の 置が 全く  る S いふまで 

もない。 
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この 書 は、 完成す ると 共に、 板 刻され て 直ぐに 世に 行 はれた が、 原刊 木の 今日に 傳 はる もの は 非常 

に少 い。 淸朝 になって から、 順 治の 時に も、 康熙の 時に も、 幾分の 改訂 增 補が 行 はれた。 後の 康熙三 

十三 年の もの は、 老藏丹 巴に よって 纂修 され、 特に 「清涼 山 新 志」 と稱 して 康熙帝 御製の 序文 を附し 

武英 殿に 於いて 刊 せられた。 その後 更に 乾隆 五十 年 勅命に よって これ を 重 編し、 新たに 二十 ニ卷 木の 

「清涼 山 志」 が 作られた。 これが 刊行せられ たの は嘉慶 十六 年の ことで ある。 これ 等 は 何れも 勒板本 

であって その 體裁 頗る 壯麗な ものであるが、 刊行 部 數も少 かった 爲 めに 容易に 手に する ことが 出来な 

レ。 しかし、 これ 等に 系統 を 引く 町 板 • 寺 板と もい ふべき もの は 數種行 はれて ゐて、 五臺 山の 上に も 

その 板木が 一 揃 ひ 保存され、 今 もこれ によって 印刷され てゐ るので ある。 なほ、 民國ー 一十一 一年^ W の 

弘化 社と いふ 佛敎々 團で 作られた 活字本の 「重 修淸涼 山 志」 ニ册は 最も 便利であって、 これ は 重遂と 

いふ 程の こと はない が、 乾隆 以後の 清朝に 關 する 記事 を も 幾らか 補って ゐて內 容が豐 富で ある。 

さて 、「清涼 山 志」 を 見る に、 明の 朝廷と 五臺 山との 交涉 は、 永樂 帝の 時から 密接と なって ゐる。 尤 

も、 前に も 述べた 璧峯 禪師の 如く、 已に 太祖の 召 を 受けて 南京に 赴いた 人 もあった が、 大體、 明が 南 

京に 都を奠 めた 時代 はま， だ國初 草創の ことで も ぁリ、 叉 地理 的な 關 係から いっても、 五臺 山の 保護な 

どに は 積極的に 乘リ 出す 餘裕 はなかった こと、 思 はれる。 それが 永樂 帝の 時、 國 都が 現在の 北京に 遷 


される と共に 自然 规 分の 醞係を 生す るに 至ク たので ある。 しかし 1 寺院の 造營 とい ふやうな ことに 就 

いて は殆ん どい ふべき こと もない のであって、 この 時代に はた、 ゾ 阿育 王 塔と 顯通 寺との 修理が 行 はれ 

こと 傳 へられて ゐる に過ぎない。 その 際從來 の華嚴 寺と いふ 名が 顯通 寺と 改められた のであった。 こ 

の 他、 特記すべき こと、 して は、 顯通 寺に 僧綱 司と いふ 僧侶 取締 リの 役所 を 設け、 或は また 全山の 僧 

に國 家の 安泰 を 祈らし め、 僧侶の 給 與は每 月 代 州の 衙 門よ リ 支給す る こと、 定められた。 これ 等の こ 

とから すれば、 明の 朝廷の 五臺 山に 對 する 保護の 程度 は、 前代に 比して 餘程 見劣りがするの を感す 

る。 その 以後に 於いても 特記すべき ことがら は 殆んど 見當ら ぬ。 

成 化 年間に 至る と、 憲宗の 生母 周 太后の 佛敎 信仰に よって、 や、 寺院の 重 修が行 はれた。 この頃、 

碧山 寺に は 孤月 禪師 とい ふ 高僧が あって、 代 王の 歸依を 受け、 伽藍の 營建を 行って ゐる。 降って、 武 

宗の 正德ニ 年に 廣宗 寺が 勅 建され たが、 これ は 明の 皇室に よって 建立され た 最初の 寺であった。 木 殿 

の 屋根 は 銅 瓦を以 つて 葺 いたので 一に 銅 瓦 殿の 稱が ある。 この 寺 は 現在 も 菩薩 頂の 東側の 斜面に ある 

が、 規制 も それ 程大 なる もので はない。 

明 は 元を滅 した けれども、 その 當初 なほ 蒙古 民族 は 彼等の 故 地に あって 勢力 を 維持し、 屢纟 明の 北 

征 軍を擊 破した。 韃靼と は 卽ち明 人が 彼等 蒙古 人 を總稱 していった 言葉で ある。 その後、 永樂 帝が I 
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度 親 征の軍 を Si して 彼等の 勢力 を 沙漠の 彼方に 驅遂 して 以来、 北邊 はや、 安寧 を 保つ こと を 得た。 し 

オイ ラト 

かるに 直接 打擊を 被った の は 主として 東部の 蒙古 族であって、 西方 外蒙古に をった 瓦 刺 部 は 却って 東 

蒙古の 衰 頹に乘 じて 勢力 を 得、 英宗の 時になる と、 也 先 汗と いふ ものが 現 はれ 諸 部 を 統一 して 覇業 を 

うち 立てた のであった。 彼 は その 勢を以 つて 明の 北邊 に侵寇 し、 大擧 して 北京 を 襲 はんとした。 英宗 

はこれ を擁擊 せんが 爲 めに 親征を 決行した が、 遂に 今日の 察 南 土木 堡に捕 へられ、 蒙古の 軍勢 は 遂に 

北京 城下にまで m る有檨 であった。 也 先が 死ぬ と、 今度 は 東部 蒙古 韃靼 部に 英雄 達延 汗が 現 はれ、 そ 

の 祖成吉 思 汗の 覇業 を 再 靈ハ せんと 試みた。 時に 明で は弘治 正德の 間であって、 うち 續く 北邊の 侵略に 

警 烽の絕 舞る 暇がなかった。 その後、 土默特 部の 俺 答 汗と いふ 英雄が 全 蒙古に 威を恣 にし、 嘉靖 年間 

に は 連年 明の 邊境を 掠奪し、 猖獗を 極めた ので ある。 否、 それ はた^ 北方の 邊 疆地帶 のみなら す、 河 

北、 山 西、 陝 西の 內部 さへ も 彼等の 馬蹄に 蹂躪され ると ころと なった。 殊に 嘉靖 二十 一年の 如き、 山 

西 省の 南部にまで 侵入し、 今日の 汾陽ゃ 沁縣、 襄垣 方面にまで も 達した ので ある。 大同 を 始め、 今の 

晉北 地區は 殆んど 例年の 樣に 彼等の 掠奪して 廻る ところであった から、 それと た、、、 內長城 一 つ を 隔て 

た 五 臺山も 直接 間接 その 影響 を 受けた であらう こと は 想像す るに 難くない。 當 時の 明の 靳廷 にと つて 

は、 かくの 如く 北虜の 侵入が 激しかった ばか ク ではなく、 東南の 海岸 地方で は 海賊の 侵入が あって、 


南北の 防禦に 國カを 消耗し、 國の 存亡 さへ 問題と なる に 至った。 從 つて、 五 臺山佛 寺の 造營の 如き は 

顧る 暇 もなかった こと は當然 で、 元 代に 建立され た 豪華な 建築の 如き は 修理 さへ 殆んど 行 はれぬ 場合 

が 多く、 次第に 荒廢に 赴いた ことで あらう と 思 はれる。 從 つて 此の頃 は 五 臺山は 未曾有の 荒廢 時代、 

喑黑 時代 を呈 する ので ある。 

y 謹ぶ H, 第 二-節. 聖地 の 荒廢  ■  ■ 

しかも その反面、 嘉靖 時代に は 朝廷で は 深く 道敎を 信奉し、 道士の 邵元 節、 陶仲文 等 を 重んじて、 

遂こ， は 佛敎を 排斥す るに 至った。 嘉靖 元年に は 大能仁 寺の 資財 を沒收 し、 同 九 年の 如き は、 宮中の 文 

華 殿の 東 室に 安置され た 釋迦像 を 撤去した リ、 更に 十五 年に は 禁中の 佛殿を 取り除き、 同時に そこに 

ある 佛像、 佛 具の 類 を 一 萬 三千 餘も 毀って、 宮中の 佛敎を 徹底的に 打破し 去って ゐる。 か、 る 風潮 は 

また 五臺山 衰微の 積極的な 原因と なった。 「清涼 山 志」 によれば 次の 如き 話が みえる。 

嘉靖の 初め、 僧侶 は 何等 國に勞 なくして 國 家の 穀を 徒食す る 無用の ものであると いふ 理由 力ら 當 

局 者の 意見に よって 五臺の 僧侶 は 悉く 一  括して 軍役に 從事 させられる こと、 なった。 數 年も經 なし 中 
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に 寺は廢 毀し、 僧 は. 非常な 苦痛 を 嘗め、 全山 殆んど 廢墟の 如く 變 つた。 その 時、 兵 部 侍 郞の葛 縉は宣 

大總督 となった が、 五 臺の荒 廢の狀 をき、、 山 西 道に 命じて 僧侶の 從軍 をと リ やめさせた。 しかし、 

葛縉 がその 官を 返く と、 再び 僧侶 は 軍役 を强 制される こと、 なった。 そこで 釋楚 峯は總 督宣大 都御史 

の 李 文 進に ぎへ て 役 を 免じ、 納税 を 許しても らふ ことが 出來 たとい ふ。 これ は嘉靖 四十 年頃の ことで 

あるが、 これによ つて その 頃の 五臺 山の 寺院^ 税を 納めて ゐ たのであって、 永樂帝 の^に 定められた 

僧侶に 對 する 持 別 給與の 如き は 全く 行 はれて ゐ なかった ことが わかる。 しか. るに、 萬曆九 年に 至つ 

て、 また 政府で は 財源に 窮 し五臺 の 諸 寺院に 税を かけんと した ことがある。 この 時に も、 五臺は 土地 

瘠 薄に して 物産に 乏しく、 山に 居る 僧侶 も殆ん ど瞿麥 ばか リ 食って ゐる狀 態で ある、 この 山に 籍のぁ 

る 僧 は 百 人ば かリ に過ぎない、 餘は みな 四方から やって来た 一 時 的の ものである、 だから 山の 僧侶 を 

一 般 人民と 同 檨に籍 に 編しても、 必 すみな 逃亡して しま ひ、， 國 家の 財政に S すると ころがない ばか^ 

でな く 百姓に 害 を 及ぼす であらう、 とい ふ 理由で 漸く 納税 を 免せられ たので ある。 この 時の 免税に 關 

する 通牒 は、 今日 猶 石碑に 刻され て 二三の 寺に 殘 つて ゐる。 

また、 從來 林木 欝蒼 だる 天下の 幽邃境であった 五臺 山の 樹木が 大量 的に 伐採され、 全山 殆んど 立 木 

を 見ない 現在の 如き 狀態を 早： す るに 至った の も 主として この頃からの こと で あ る 。 古來、 五臺山 ま 五 


峯內 外、 茂林 森聳 として、 飛鳥 も 渡らなかった と傳 へられる 程 樹木の 多い. 深山であった。 それ は 明の 

國 初に 於いても ゃはリ 同檨 であった。 しかるに、 その後 山に 近い 諸 州の 人民が 木材 を 伐採して 生計 を 

營 むに 至った。 その 數は 日に 月に 多く、 次第に 伐リ靈 されて 來た。 川 沿 ひの 林が なくなる と、 また 谷 

に 入リ、 彼等 樵 人 は 千 百と 群 をな して 山野 を蔽 はんば かう、 斧の 音 は 雨の 如く、 彼等の 叫ぶ 聲は山 谷 

を 震 はした。 巌窟に 隱れて 修業して ゐる もの は 皆驅逐 され、 その 居所 を 奪 はれ、 食物 を 食 はれても、 

爭 ふわけ に はいかなかった。 この 時に 於いて、 清涼 勝 境 は荒廢 しっくした。 これ は 「淸涼 山 志」 に 見 

える 記載で あるが、 或は 稍〜 誇張の 言が あるか も 知れぬ。 しかし、 「元 史」 などに よると、 元 代に は 勅 

命を以 つて 五臺 山の 樹木 伐採 を 禁じて ゐ るので あって、 この 山林 もまた 歷代 政府に よって 特別の 保護 

を 加 へられて ゐ たので あらう。 それが 明 代に 至って 十分な 保護の 行き 屆 かなかった 結果、 樹木の 濫伐 

が 行 はれた こと、 思 はれる。 萬 暦 八 年、 山 西巡撫 高文薦 等の 上茇 によって、 この 樹林 伐採が 嚴禁 せら 

れる こと、 なった とい はれる； か、. 果して どの 程度まで 行 はれ たかはな ほ 疑問で ある。 その上 麦 文に よ 

れば 次の やうな ことが 見える。 山 西の 北部 は 重要な 地であって、 東 は 都 城 北京 を 保護し、 西 は 蒙古の 

W 果窟 と隣リ あって ゐる。 一 口にい へば この 一 山地 帶を以 つて 華 夷 を 限って ゐる やうな ものである。 幸. 

に 北方、 北樓、 寧武の 間に は 欝蒼たる 樹林が あって 外敵に 對 する 障害と なって ゐる。 さう して、 この 
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五 臺山は 深山で 樹林が 多かった 爲 めに、 これ を以 つて 內 側の 固めと して 恃む ことが 出来た ので ある。 

かって は、 この 北と 南と に 連る 兩 山の 樹木 は、 靑靄相 接し 一 目 千里の 間に 亙って ゐた。 そこで、 蒙古 

の 騎兵が やって来ても、 この 密林の 間 を馳驅 する ことが 出来す 逃げ去つ たので ある。 しかるに、 今日 

の 如く 殆んど 伐リ盡 してし まひ、 存 すると ころ 僅かに 百 分の 一 とい ふ狀 態で は 國防上 憂 ふべき ことで 

あ. る 云々。  ， 

嘉靖 から 萬曆の 初年に かけて、 かくの 如き 五臺 山の 衰微 時代 を 現出した の は、. 一方 明の 朝廷 內に於 

ける 佛敎 排斥の 影響と、 他面 蒙古の 俺 答 汗の 北邊 侵略に よる ものであった。 しかるに、 俺 答 汗 は その 

晩年に 至って、 喇嘛教 を 信仰した。 彼が 喇嘛教 を 信じ 始めた 確實な 年代 は 不明で あるが、 一 說 による 

と 明の 萬曆 元年 彼の 六十 七歲の 時、 西藏を 征服した 際の こと、 いはれ る。 或は また その後、 萬 曆四年 

オル ドス  セ ツエ ン ホン タイ ヂ 

に 至って、 蒙古 鄂爾 多斯 部の # 長であった 徹辰 鴻台吉 が、 彼に 勸 めて 歸 依せ しめたの だと も いはれ 

る。 その 時の 言葉に、 「汗 は 已に齡 高く、 干戈の 間に 一 生の 大半 を 過され たので ある。 その 間 支那 をし 

オイ ラト 

て 奉 賈の議 を容れ しめ、 瓦 刺 部 を 征服した。 兵馬の こと はこれ で 十分で ある。 ことの 今 世 未来に 益 あ 

る もの は 宗教の 他 はない。 今、 西の方 雪 多き 地方に、 大慈大悲 觀世音 菩薩が 出現した とい ふ專ら の嚓 

が ある。， 使を發 して これ を迎べ 給うて は 如何」 と ある。 そこで、 迎請使 を 遣し、 西藏 の達賴 喇嘛に 蒙 


古 巡錫 を 懇請した のであった。 これ は、 蒙古の 傳へ による ものであるが、 支那 側の 記錄 によると >  こ 

れょリ も 早く、 隆慶 年間、 已に 明の 朝廷に 佛典を 求め、 かねて 喇嘛 僧に 經義 を傳 習せ しめん こと を 願 

つて ゐる。 この頃、 俺 答 汗 は 巳に 老齡に 達し、 往時の 如き 懔悍な 戰意を 失 ひ、 明と も 平和な 關係を 結 

びたいと いふ やうな 氣分 になって ゐた。 それと 共に 喇嘛 敎に歸 依し 始めた とい ふこと は、 なほ 一層 こ 

の 傾向 を增 した こと 、 思 はれる。 

かくて、 隆慶五 年に 至って、 明で は 俺 答 汗 を 封 じて 順義 王と なし、 互に 通商 關係を 結ぶ こと、 なつ 

た。 俺 答 汗の 子 丙 兎が 靑 海に 喇嘛 寺 を 建立 せんこと を 請 ひ、 帝が これ を 許可して、 仰 華 寺の 額 を 賜つ. 

たの もこの 頃の ことで ある。 これ 以来、 北 邊の寇 が やみ、 國內に 於て は 穆宗の 善政 ぁリ、 神宗の 革新 

が ぁリ、 平和な 時代 を 現出した。 これに 就いて、 功績が あった の は、 當 時の 有名な 宰相、 張居疋 であ 

つた。 

ごの 國內が や 、静謐 を 告げた 時に 當 つて、 神宗の 生母 李 太后 は 熱心な 佛敎 信者であった。 太后の 發 

願に よって 北京の 內 外に は 早く も 數區の 寺院が 建立せられ、 更に 五臺 山の 寺院 を も重修 せんとした。 

しかるに 五臺 山の 重 修には 諸種の 不便が あった、 め、 直ちに 着手の 運びと ならす、 その 代リ として 萬 

曆六年 北京の 西郊に 堂塔 を 建て これ を 慈壽 寺と 名 づけた のであった。 慈壽寺 は 今日 全く 廢址 となって 
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しまったが、 塔の みは、 今 もな ほ 八 里 莊の畑 中に 巍 然として 聳えて ゐる。 しかし、 太后 は 初志 を枉げ 

す、 翌年に は 遂に、 五臺 山の 大 塔の 重 修を行 ふこと、 なった。 これ は、 重修 とい ふよ リは 再建と もい 

, .  ,  ふべき 大工 事で あつたと 見え 
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て、 萬曆七 年の 春、 工事に 着手 

してよ リ十 年の 秋に 至る まで、 

三年 半の 歲月を 費して ゐる。 現 

在、 臺懷 鎭を壓 する 大塔院 寺の 

白 塔が. 卽ち これで ある こと は 今 

更 いふまで もない。 その他 佛殿、 

經藏 等、 塔院 寺に 附屬 する 一 切 

■ の 建築が 整備され た。 この 時、 

張 居 正が 勅命 を 受けて 碑文 を 作った が、 これ は、 「勅 建 五 臺山大 塔 院寺碑 記」 とい ひ、 今 もな ほこの 境 

內に 立って ゐる。 これによ ると 次の やうに みえる。 

李 太后が 五臺の 寺院 を重修 した こと を遙 かに ffl い た 俺 答 汗 は そ の 部 衆 を 率ゐ て、 山に 至リ 禮拜 する 
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こと を 許して もら ひたいと 願 ひ 出た。 元來、 醜虜が 殺人 を 好む の は その 天性で あるが、 突如 その 区惡 

な 精神 を 改めて、 我が 朝廷の 恩を懷 ふやう になった。 この こと を以 つてす ると、 佛敎の 信仰と しふ も 

の は 朝廷の 政治 を 陰に 助ける ものであって、 我が 皇太后の 慈. 悲心は 如何なる 遠方で も 及ばない ところ 

はない。 その 功 德の廣 大無邊 なること は、 恆 河の 沙 といへ ども 比較に ならない 程で ある 云々。 

その後 も、 萬曆 年間に は、 皇室から 屢ミ 使者 を 遣して、 寺院の 修理 を 行った リ、 大藏經 を 下賜した 

リ して ゐる。 また この 時代に は、 さう いった 原因 もあって、 五 臺には 名僧の 來リ 住する ものが 少 くな 

かつ， JX" でも、 妙峯、 摩  1 力の 二 大師 は 最も 有名で ある。 皇太后 はこの ニ師に 厚く 歸 依し" 皇 儲の 誕 

生 を； ^ら せた とこ. r 早速 その 効果が あった ものお 翌年 皇子が 誕生した。 卽ち これが 後の 光宗で ある。 

顯通 寺の 銅 殿 は、 妙 * 大師の 勸進 によって なった もので ぁ>、 また、 同 寺の 無 梁 殿な ども ゃはリ この 

時代に 建築され たもので ある。 

抑 ミ明代 は、 漢民族が 復興した 時代であって、 殊に 永樂 帝の 如き は、 數度 外征 を 行って 蒙古 族を驅 

逐し 花々 しい 武功 を 立てた ので ある。 しかし、 その後 次第に 積極的な 精神 を 失 ひ、 その上 外部に は、 

北虜南 倭を以 つて 通稱 される 外患が 絕 えなかった。 それ 等の 防禦の 爲 めに 北 邊には 長 城の， 大 修築 を 行 

ふな ど、 消極的な 方面に 財力 を 費消し、 また 朝廷の 中には 中葉 以後に なると 宦官の 跋扈が 著しく、 國 
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力 は 次第に 振 はなくな つた。 宦官 自身 は 彼等 特種の 思想から、 未来の 安心 を 得ん がた めに、 蓄財 を發 

して 盛んに 寺の 建立 を 行って ゐる。 しかし、 それ 等の 寺院 は 殆んど 北京 附近に 限られ、 五臺 山にまで 

及ぶ ものはなかった。 また、 明の 國 初に は、 西 藏懷柔 とい ふやうな 國 策からで あらう か、 西藏 との 交 

涉は 比較的 頻繁で、 喇嘛 僧の 朝廷に 来って 僧位 を 授けられ たもの も少 くな く、 また 朝廷 自身に 於いて 

も 或 程度の 信仰 はして ゐ たやう である。 しかし 彼等の 中、 五臺 山に 住した もの は少 く、 何れも 北京 附 

近の 寺院と 關係を もって ゐた に過ぎない。 これ はや はリ 蒙古 族の 侵入に よって 北邊 にある 五臺 山の 治 

安が 保ち 難く、 種々 な危險 にさら される ことが 多かった 爲め であらう。 か、 る 事情 はまた、 こ、 に 有 

力な 名僧 を 居住せ しめす、 叉 輩出せ しめる に 至らなかった 理由で ある。 その後 萬曆 時代に 入って 蒙古 

の 侵入 はやみ、 俺 答 汗の 佛敎崇 信に 依^ 一般 蒙古 人 もこれ を 奉す る やうに なった けれども、 彼等に は 

五 臺山を 復興し、 こ、 を 聖地と して 保護す る こと は 欲しても 不可能な ことであった 。とい ふの は、 彼 

等と 五臺 山との 間に は 長 城と いふ 大きな 障害が ぁリ、 漢民族が 彼等の そこに 来る こと を 欲しなかった 

の は當然 であって、 五臺 山と 蒙古 人との 結ばれと いふ こと はま だ S! ら なかった ので ある。 明の 方で は 

この頃に なって 漸く、 五 臺山佛 寺の 修建 等に 意 を 向け 始めた けれども、 この 時 旣に國 勢 は 傾き 始めて 

ゐ たのであって、 さした る 事業 も 出来なかった わけで ある。 


しかし、 今日、， 我々 が この 山 を 訪れる と、 建築 を 始め 種々 の 遺物に、. 清朝の ものが 最も 多 いのは 勿 

論で あるが、 これに 次いで 明 代の ものが 少 からす 目に付く。 これ は、 元 代の 遺物が 非常に 少 いのに 比 

して、 一考 を 要する ことで ある。 明 代の. 五 臺山は 上述の 如く、 文獻 上より すれば、 朝廷の 保護と いふ 

こと は 元 代に 比して 著しく 少 かった。 それに も拘ら す、 明 代の 遺物が 多く、 今な ほ 明 代の 傳統 が殘っ 

てゐる こと は、 當 代に 於いて 五 臺山は 朝廷の 保護が たと へ 稀薄で あらう とも、 むしろ 民間の 信仰が 强 

く 働き、 それによ つて 維持され てゐ たので はない か、 かくて こ、 に 五臺山 信仰の 根强 さが 認められる 

ので はない かとい ふこと を考へ しめる ので ある。 
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第五 章 淸 代の 復 . 輿 • 

冒 龍き. 「： 第，. 一, 節 文殊き. 利 皇， 帝 •.  ■、  ： .、 ， 

清朝 以後に つた 五臺 山の 著しい 變化 は、 喇嘛 敎の 色彩が 非常に 濃厚に なった とい ふこと である。 

前に も 度々 述べた やうに 喇嘛 敎は その 教義の 上に 於いて 古来の 密教と 深い 關 係が ある。 從 つて、 唐 代 

不空 三藏 によって 盛んに 行 はれた 密敎 が、 已に その 素地 をな したと いふ こと は ー應考 へられる が、 し 

かしこれ は 直接の 原因で はない。 更に、 元 代 喇嘛教が 朝廷に よ， り國敎 として 信仰せられ、 國 家の 保護 

によって 勢力 を 得た 結果、 五臺 山に 於いて は、 肚麗な 寺院が 勅 建せられ、 そこで 喇嘛教が 公然と 行 は 

れ たこと は 認められる。 しかし、 元 代に 於いても、 こ、 に 於いて 住持と な トソ、 或は 名僧と 稱 せられた 

人 も、 文 獻の傳 へる ところでは 多く 漢人 種な のであって. - 西 蔵の 僧侶が どれ 程の 實 勢力 を もった かと 

レ ふこと は 疑問で ある * 恐らく、 今日 我々 が こ、. を 訪れて 見る が 如き 濃厚な 西 藏佛敎 の 色彩 は甞時 こ 

於いても 到底 これ 程に は感 せられなかった であらう。 さう して 元が 漢民族の 明に よって 打 到され、 蓑 

古人の 勢力が 遠く 返いて しま ふと、 S 々その 色彩 は 薄弱と なって 行った こと、.^ 1 はれる。 足って、 現 


在の、 五臺 山に 於け る 喇嘛教 的なる もの は、 元 代の それとも また ー應 切り離して 考 へる 必要 力 あら 

う • 蒙古 民族の 周に 喇嘛 敎が 信せられ る やうに なった のに、 前に も 述べた やうに やう やく 明の 萬曆の 

初年から であって、 俺 答 汗の 如き は、 忽ちに して 熱心な 信者と なったら しい。 しかし、 五 臺山は 彼等 

の 手に よって 喇嘛 敎 化された ので はない。 五臺 山が 現在の 如く 喇嘛 敎 化された の は 實は淸 朝 以後の こ 

となので ある。 

s ほ^で は入關 以前 已に 早くから 喇嘛 敎を 信仰して ゐ たので あるが、 更に これ を 通じて 對蒙藏 政策 を 

實 ほせんと した こと は、 喇嘛 敎の 隆盛 を 来した 大きな 原因で ある。 喇嘛教 は 蒙古に 入って 以後、 間 も 

なく、 その 東 隣なる 満洲 民族に 輸入 せられた。 今日、 遼 陽の 蓮華 寺に ある 清の 天聰四 年の 「勅 建 大金 

喇痲 法師 寶記」 などに よると、 西藏の 僧侶が 蒙古の 諸 部に 布教し、 そ. こから 滿 洲に來 たり 太祖の 崇敬 

を 受けて 黃敎を 宣揚した ことが 知られる のであって、 清朝で は已に 太祖の 初年に 於いて、 喇嘛 敎カ輸 

入せられ てゐ たので ある • 

さて、 淸の 台祖、 太祖 奴 爾哈赤 は、 蕞爾 たる 満洲の 部落よ リ興 リ、 また、 く 間に 諸 部 を 統一 しゅの 

遼 東に 於け る 勢力 を驅遂 した。 さう して 東 は 朝鮮と 結び、 西 蒙古の 諸 部に 對 して は、， 或は これと 婚姻 

を 結んで 同盟し、 或は 武力 を以 つて 降し 漸次 善 カを擴 張し つ  >， 明 をう か^ふ 機會の 熟する の を 待つ 
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た。 この 時 蒙古の 諸 部 は、 満洲と 結ぶべき か、 または 重 賂を以 つて 誘 ふ 明に つくべき か、 その 去就の 

態度 頗る 瞹眛な ものが 多 かひた。 蒙古の 歸趨 とい ふこと は、. 満洲に とっても 明に とっても 重大な 問題 

であった ので ある。 太祖の 子、 太宗 はこ、 に 於いて 彼等 を懷柔 する 方法と して 喇嘛 敎の 利用に 着目し 

た。 彼 は 前に も 述べた 如く 林 丹 汗 を 減した 時、 察哈爾 から 歸來 した 墨爾根 喇嘛の 爲 めに、 奉 天に 實勝 

寺 (黄 寺) を 建て、 自から これに 三 跪 九 叩頭の 禮を 行って ゐる。 その後、 察罕 喇嘛 等を遙 かに 西 藏に遣 

して 達賴 喇嘛に 書 を 送リ、 聖 僧の 派遣 を 請うた。 これに 對 して 達賴ゃ 班禪は 使者 を 奉 天に 遣 はした の 

であるが、 太 宗は自 から 城門の 外にまで これ を迎 へる 程の 禮を靈 した。 太宗 がかくまで、 喇嘛 僧 を 憂 

遇した の は、 喇嘛 敎が 蒙古 人の 間に 深く 信仰され、 喇嘛 僧の 地位 は 政治 上に 於いても 絕對 的であった 

からで ある。 太宗の 時、 內 蒙古 諸 部 は 殆んど 満洲に 服した が 、外 蒙 喀爾喀 部 は 最後まで 屈しな かづ 

た。 そこで、 蒙古 人 は 喇嘛の 言なら ば無條 件に 聞き入れる から、 達賴 喇嘛 を 東方に 召して これに 說き 

伏せて もら はう とい ふこと が議 せられた ので あつ， た。 

太宗が 急逝す ると、 その 第 九 子 福 臨が 僅かに 六 歲で卽 位した。 卽ち これが 世 祖順治 帝で、 有名な 叔 

父の 睿 親王 多 爾袞に 輔翼され つ 、征 明の こと を 決行 せんとし たが、 山海 關の 防備 は 案外 固く 容易に こ 

れを 突破す る こと は 出来なかった。 恰も この 時流 賊李自 成が 北京 を 陷れ、 崇 M 帝 は 憐れな 最後 を 遂げ 


明 室 は 亡んだ ので ある。 この 時 山海 關を 守って 居た 明の 大將吳 三 桂 はこれ を 聞いて 直ちに 潇汧と 和睦 

し、 北京に 引返へ す や、 睿 親王 も 亦 逆賊 を 討伐す る を 名と して 踵 を 接する 如く 北京に 入城した 力く 

て、 北京 は睿 親王の 力に よって 秩序 を囘復 し、 順 治 帝を迎 へて、 そ. の 冬に はこ、 が 清朝 三百 年の 都と 

奠 めら れ たので ある。 

順 治 帝の 時になる と、 いよく 太宗 以来の 懸案であった 喇嘛 敎 による 喀爾喀 部 懐柔策が 實 行され る 

こと？ よった。 頃 治 元年 山海 關入關 に 先立って、 使 を 西藏に 遣して 第五 世達賴 喇嘛 を訪 ひ、 その 東方 

1 錫を勸 請して ゐ るので ある。 入關後 は、 同 五 年に もまた 七 年に も 同様な 使者 を發 して 達賴に 入朝 を 

，めた。 その 度に 勿論、 達賴 喇嘛 も 答 禮使を 遣して 方 物 を送リ などして はゐ るが、 いまだ 東方 巡錫 を 

實 行しょう と はしなかった。 この 時、 清朝 は 巳に 入關 後であった けれども、 抗満の 餘勢は 未だ 强く、 

果して 全 支那 を 征服し 得る かどう かとい つた 見 透し が 充分つ かなかった。 達賴 がその 態度 を 明らかに 

しなかった の も 恐らく かう した ことが 原因. であらう。. しかるに 順 治 八 年、 清朝で はまた 使 を 遣して そ 

の 入獻を 促した。 その 結果、 遂に 翌年に 至って、 達賴 喇嘛 ははる ぐ 北京 を 訪れた ので ある。 これに 

對 する、 順 治 帝の 優遇ぶ リは、 全く 驚く 可き 程のお 祭 ^騒ぎであった。 今日 北京の 北郊に ある 東、 西 

黃 寺の 如き は 彼の 駐錫 所と して 特に 建てられた ものな ので ある。 
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か、 る 交渉 は、 西 藏札什 倫 布の 班禪 喇嘛 額爾德 尼、 或は また 外蒙古 庫 倫の 第一 世^き ま 丹 e>lit 

圖に對 しても 同 樣に行 はれた。 殊に 後者に 對 して は康熙 帝の 時代に なつてから 愈 ミ關 係が 密接と な 

リ、 その 禮遇は 鄭重 を 極めた。 喀爾喀 部が 清朝に 服屬 する に 至った の は、 この 呼 圖克圖 の 力に よるの 

である。 上に も觸れ たやう に 康熙の 初期まで、 清朝の 政治的 勢力 はま だ 充分 外 蒙！ n 方面に 及ばな かつ 

た。 しかるに、 康熙 二十 七 年、 西方 蒙古 別 部の 準噶爾 部の 酋長 噶爾 丹が 外蒙古に 侵入して 來た とき、 

喀爾喀 部で は それに 抵抗す る ことが 出来す、 露 西亞に 保護 を 求むべき か、 淸 朝に 藩屬 して これに 侬噴 

すべき かとい ふこと が 問題に なった。 この 時 佛敎を 信奉せ る 淸朝を 奉戴すべき こと を說 き、 喀爾喀 部 

をして 淸 朝に 內屬 せしめる 動機 を 作った の は、 哲布尊 丹 巴 呼 圖克圖 なので ある。 その後、 この 呼圖克 

圖は每 年の 如く 北京に 入朝し、 康熙 帝との 關係 は益纟 密接の 度 を 加へ、 帝 崩御の 翌年 北京の 黃 寺に 於 

いて 歿して ゐる。 以後 淸朝歷 代の 天子 も、 外蒙古 統御の 政策 上から、 歷 代の 哲布尊 丹 巴 呼圖克 圖に對 

して 種々 の 持 權を與 へた。 

チャン 卞ャ 

この 他 特に 康熙 帝の 崇信を 受けた ものと して 章嘉呼 圖克圖 を擧げ ねばならぬ。 彼 は 第五 世 達賴喇 

.嘛 の 着 十で、 第 十四 世章嘉 呼圖克 阖と稱 せられる • 康熙ニ f 六 年に 始めて 北京に 來リ、 その後お 

達 喇嘛の 職 を 授けられ、 殆んど 東方に 止って 平生は 北京に 45、 夏期 は 多 ぎの 彙宗 寺に， y いた。 


彼の 北京に 於け る木據 は嵩視 寺で" この 寺院 は康熙 五十一 年に なゥ たもので ある。 第 十五 世の 章嘉 呼 

圖克圖 は、 世宗の 雍疋ニ 年、 召 を 受けて 始めて 北京に 来たが、 まだ 八 歳の 幼 S であった。 雍疋九 年に 

は 彼の 爲 めに 多 倫に 善 因 寺 を 建立した。 彼 は 世宗の 特別の 知遇 を 得、 それ 以後 殆んど 北京に 止まって 

絕 えす 宮中に 出入し、 第 四 王子、 後の 乾隆 帝と は 共に 机 を 並べて 學問 をす る 程であった。 彼 は、 乾隆 

元年、 管理 京師 寺廟 喇嘛 札 薩克達 喇嘛と なう、 かくて 章 嘉呼圖 克圖の 地位 は 次第に 確立し、 兼ねて 內 

蒙、 満洲 方面の 喇嘛 敎を 總宰 する こと、 なって、 東方に 於け る敎界 最高の 權威を 獲得す るに 至った。 

さう して 外蒙古に 於け る 哲布尊 丹 巴 呼 圖克圖 と 相 並んで、 清朝の 對 蒙古 政策に 於け る 最も 重要な 地位 

を 占めたの である。 

清朝が 喇嘛 敎を 保護した 結果、 喇嘛 廟は內 外蒙古の 各地に 建立せられ た。 さう して、 それに 住し 敎 

界を 統率す る呼圖 克圖、 卽 ち活佛 は、 內 外蒙古 を饼 せて 七十 六の 多數に 上った。 その他、 北京、 靑海、 

甘肅 等の 各地の もの を 合せれば 百數 十を算 する ので ある。 これ を 統べる もの は、 勿論 西藏の 達賴、 班 

禪の兩 喇嘛で あるが、 殊に 章 嘉呼圖 克圖の 如き は、 駐京 喇嘛と 稱 せられ、 朝廷との 關係 最も 密接で あ 

つたこと は 上に 述べた 通^で ある • かくて、 喇嘛 敎 による 淸 朝の 蒙古 懷柔 政策 は 非常な 成功 を收 めた 

とい ひうる。 外蒙古の 如き は、. 喇嘛教の 仲介に よって、 清朝の 皇帝に 屬 したので ある。 しかし、 準噶 
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爾の やうに、 最後まで 清朝に 反抗した 懔悍な 蒙古 族 もあった。 淸朝 はこれ に對 しても、 た ゾ單に 喇嘛 

敎を « つてす る 懐柔 政策の み を 用 ひた わけで はない。 康熙帝 は その 三十 五、 六兩 年に 亙って 親征軍 を 

起し 實 力に 訴 へて 征服した。 それ は 兎も角と して、 清朝が 蒙古の 懷柔に 成功 を收 めた こと は歷 史上 頗. 

る 重大な 意義 を 有する のであって、 この ことによ つ て 漢民族 を制壓 し、 三百 年の 國 家の 基礎 を 確立し 

得た ともい ひ 得る ので ある。 

さて、 太宗の 崇德七 年、 第五 世達賴 喇嘛の 使者が 奉 天に 来た リ、 非常な 優遇 を 受けた こと は、 前に 

も 述べた 如くで あるが、 その 時 使者の もたらした 達賴の 書中に、 太宗を 尊んで、 曼殊師 利 皇帝と 稱し 

たとい ふこと が傳 へられて ゐる。 この 曼殊 とい ふ稱號 はこの 時西藏 から 初めて 奉られた も ので はな 

く、 古くから 彼等 女眞 民族の 間に 於いて、 有力な 酋長に 對 する 尊號 として 行 はれて ゐ たので ある。 大 

マン ヂュグ ルン 

祖奴爾 哈赤は 部族の 人々 から 満 殊と稱 せられ、 自から その 國を満 殊國と 呼んで ゐた。 この 名稱 を達賴 

は 大宗 自身に 對 しても 用 ひたので ある。 曼 殊は卽 ち、 満洲と いふ 地名の 起原で ぁリ、 文殊の 音の 轉化 

した ものな ので ある。 元來、 東方 諸 民族の 間に 於け る 文殊 信仰 は 相當に 古くから 根強く 行 はれて ゐる 

のであって、 史書 中の 人名に も満住 或は 曼殊 など、 いふの がいくら か 見出される。 これ は、 文殊 菩薩 

なる ものが、 東方 世 I を 支配 するとい ふ佛 典の 說 からすれば、 東方の 有力者が 自から 個人の 名稱 とし 


て、 或は 部族 名と して 文殊と いふ 名 を 用 ふること は考へ 得る ことで ある。 

東方 民族の 間に 於け る 文殊の 信仰が どの 程度にまで 行 はれた もの か 明らかで はない が、 しかし 以上 

のこと が 果して 誤リ ない とすれば、 古来の 文殊の 靈 地た る五臺 山が 彼等の 間に 知- られ てゐ なかった 箬 

がよ い。 特に、 かって は自 からの 國名 を満殊 とさへ 稱し たことの ある 清朝が、 この 靈 場に 對 して 特別 

の 注目 を拂 つ. こで あらう こと は、 自づ から 想像せられ るので ある。 しかし、 この 點に 就いてはい まだ 

確かな 證據を 擧げる こと は 出来ない のであって、 一 の 假定說 として 記す に 止める。 

若し、 この 假定 が事實 であった としても、 從來の 如く 塞 外の 民族 は 長 城に よって 隔 絡せられ、 これ 

を 踏み越えねば 內 地に 入れなかった 時代に あって は、 五臺 山參拜 の 如き は 實際上 不可能の ことで あつ 

た。 しかるに、 淸 朝の 入關 以後、 か、 る 障害 は 取り除かれた。 しかも、 清朝 は 早くから 喇嘛 敎を 保護 

し、 また 自か らも これ を 信じた。 從っ てこの 古い 靈 場が、 彼等 北方 民族に よって 復興 せらるべき 機運 

が 開けて 來 たこと は 一 應 認め 得る と 思 ふ。 

第二 節 康熙 ノ乾隆 帝の 尊崇 
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これ は、 世祖が 早く も、 順 治 十二 年 及び 十四 年の 二度に 亙リ、 五臺 山に 使者 を 遣し、 視國祐 民 道場 

を 建てし めて ゐ ると いふ 事實 によって 裏書き される。 十六 年に は 漢人の 大 喇嘛、 阿 王老藏 とい ふ もの 

が * 漢の學 に 通じて ゐ ると いふので、 詔に よって 五臺 山に 住し 蕃漢の 事務 を總理 する こと、 なった。 

翌年に は 蒙古 人の 大 喇嘛、 老藏丹 巴が 入 山した。 淸 初に 於け る五臺 山の 復興 はこれ 等の 人に よって 行 

はれた もの、 如くで ある。 

康熙 帝に 至って は、 親しく こ、 に參詣 し、 その 在位 中 巡幸の 囘數は 五 度の 多き に 及んだ。 その 最初 

は康熙 二十 二 年 二月で、 その 時の 事情 は、 帝に 隨 行した 高士 奇の 「扈從 西 巡 日録」 に 詳しい。 東路に 

よって 長 城嶺を 越えて 山に 入リ、 菩薩 頂に 駐蹕 して、 山中の 諸 寺を禮 し、 自 から 五臺の 頂上 を 極め 

た。 同年の 九月に は 太 皇太后 を 奉じて 再び 入 山した。 その 時 太 皇太后 は 長城嶺 まで 行った が、 道路が 

餘リ險 阻な 爲 めに、 遂に 途中より 引き返へ したので、 帝 だけが 登った ので ある。 帝 は 或は 御製の 書 を 

各 寺に 頒ち、 僧侶に 物 を 賜 ひ、 また 內帑金 を 出して 諸 寺 を重修 せしめた。 この 年に 重修 された 寺 は、 

顯通 寺、 菩薩 頂 文殊 院を 始め、 廣宗 寺、 東 臺望海 寺、. 西 臺法雷 寺、 北 臺靈應 寺 等の 多數 に 上って ゐ 

る。 最初の 巡幸の 歸途、 長城嶺 西の 溪 谷に 至った とき、 叢林 中に 猛虎の 伏在して ゐ るの を 認め、 帝 は 

一矢で これ を 射と めた。 その 地 はこれ を 記念して、 以後、 射 虎 川と 名附 けられる こと、 なった が、 二 


十四 年に 至って >  こ、 に臺麓 寺が 勑 建せられ た。 淸朝 では 五 臺の諸 寺 を 保護し、 莫大な 金 を 投じて 建 

築の 重修に 力めた が、 勅命に よって 創建され たの は、 たゾ この 臺麓 寺の みで、 寺の 格式 も 特別 高 かつ 

こので ある。 また 寺院 を 守護す る爲 めに 臺懷鎭 に 警備隊 を 設け、 把總の 下に 若 千の 兵隊 を 置く やうに 

なった の もこの 頃からで ある。 二十 三年に は、 五臺五 頂の 碑文 を自. から 作って 山に 送ら しめたが、 こ 

の 文 を 侍臣に 示して 忌避す る ことなく 自由に 添削せ しめんと した。 そのと き、 今の 人 は 自分の 作った 

文 を 他人が 勝手に 點竄 する の を 喜ばない 傾向が あるが、 これ は 文章が 上達し ない 理由で あると いった 

の は 有名な 話で ある。 その後、 囊 帝の 肇は、 三十 七 年、 四十 一年、 四十 九 年の 三度に 亙った。 そ 

の 他、 使者 を 派遣して 物 を 下賜し、 或は 太 皇太后の 延壽 無疆を 祈る 爲 めに 道場 を 建て、 また、 皇太子 

や 皇太后が 人 を 遣して 皇帝の 萬壽を 祈願した ことな ど は 数へ るに 遑 がない。 康熙 三十 七 年に、 碧山 

寺、 殊象 寺が 重修 せられた の を 始め、 康熙 年間に 重 建せられ た 寺 は、 棲 賢 寺、 湧 泉 寺、 普濟 寺、 中臺 

演敎 寺、 羅喉 寺、 白雲 寺 等の 名が 擧 げられ る。 次の 世 宗雍疋 帝の 代に は 巡幸の ことはなかった。 しか. 

し、 帝 は康熙 四十 一年、 四十 九 年の 二度、 父 帝に 從 つて 入 山して ゐ るので ある。 

. 乾隆帝 は、， 康熙 帝よりも 更に 多く、 巡幸の 囘數は 六囘に 上った。 卽ち、 乾隆 十一 年、 十五 年、 二十 

六 年、 四十 六 年、 五十一 年、 五十 七 年で、 前の 三囘は 何れも 皇太后 を 奉じて 詣 でた。 乾隆 帝の 五臺巡 
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幸の 度數は 多かった けれども、 帝の こ、 に對 する 賈獻 は康熙 帝に 比べ ると 餘程少 かった とい はざる を 

得ない。 この 時代に 救命に よって 重 建せられ たと 傅へ られる 寺院 も殆ん どなく、 今 山上に 殘 つて ゐる 

碑 額の 類に しても、 帝の 御 筆になる もの は少 い。 しかし、 こ、 が國初 以來、 帝室 釐 祝の 道場と して 上 

下の 尊信 を 集め、 持に 皇帝の 行幸と いふ ことが、 如何に 寺院に 對 して 活 氣を與 へた かとい ふこと は 想 

像に 難くない。 國內に 於け る 平和の 繼續 と、 もに、 こ、 に巡禮 する 人々 の數は 益-多き を 加へ たこと 

であ ふう。 さう して、 寺院 は國 家の 保護に よってい よ-^ 繁榮 し、 僧侶 は 裕福な 生活 を 送る ことが 出 

來た であらう と 思 はれる。 たと へ乾隆 帝の 巡幸に は 積極的な 意昧は 認められない としても、 その 度に 

沿道 や 山上 は賑 ひ、 著しい 盛 况を呈 したで あらう。 いふまで もな く、 沿道に 當る 地方 官廳 では 道路の 

修理 や 警備の 爲 めに 要する 費用 は少 くなかった であらう が、 皇帝 は その 年の 税陚の 幾分 か を 免す る こ 

と を 忘れな かつお。 また、 巡幸の ある 每に 寺院に 對 する 賜 與が行 はれた こと はいふまで もない。 とも 

角 も、 乾隆の 時代に あって は、 國初 以来の 傳統 によって、 寺院に 對 する 國 家の 保護 は 充分に 行き 屆 

. き、 恐らく、 唐 代 を も 凌駕す る 盛時 を 現出した こと、 考 へられる。 實に、 唐 代と いへ ども 皇帝が こ、 

に 行幸す るな ど は、 考へ もっかない ことであった。 しかも 世界の 歷 史上 稀に 見る ところと いはれ る、 

康熙、 乾 隆の盛 世に 當 つて、 画家の 深い 歸依を 集め、 十數 度に 上る 皇帝の 行幸 を 見た 五臺 山の 繁榮は 


察す る に餘リ あ る ものが ある。 

次の 仁 宗嘉慶 帝の 代に は、 二十 五 年の 治世 を 通じて 一度の 巡幸が あるの みであった。 巡幸 は 嘉慶十 

六， に 行 はれた ので あるが、 その 前々 年に 降され た 詔勅に よると 次の やうに 見える。 「五 臺山は 山 西の 

聖 境であって、 佛 敎の靈 地と して 周く 知れ 亙って ゐる。 聖祖、 高 宗のニ 帝 は屢， ；」、 に 行幸され たが、 

朕 は 今まで 行く 機會を 得なかった の は 遺憾で ある。. 五臺は 蒙古 王侯の 尊崇 頗る 厚く、 年々 彼等の 參禮 

する もの は絡釋 として 絶えない。 朕 は 明後年 を 期して 巡幸 せんと 思 ふが、 山中の 特別な 寺院 はよ ろし 

くこれ を重修 すべき も、 徒らに 沿道の 寺廟を 修飾して、 民力 を 消費して はならぬ 云々。」 こ 、に は、 も 

早 ゃ五臺 山に 對 する 熱烈な 憧憬の 念 は あら はれて ゐな いのであって、 た、 ゾ 祖先の 先例 を 追って 行って 

みたい とい ふ 消極的な 希望し か 認められない。 嘉慶帝 はこの 巡幸 を 記念 せんが 爲 めに、 帝の 五 臺山駐 

蹕 中の 出来事 を 記録して、 「西 巡 盛典」 を 編纂 せんとい ふ 臣下の 乞 を 許した。 それに は、 五臺 山中の 勝 

蹟、 寺廟、 それから 沿道の 行宮な どに 關 する 詳密な 揷圖 が多數 納められて ゐる。 清朝の 皇帝の 五臺巡 

幸 は， この. 嘉慶帝 を 最後と しても 早 や 行 はれ なくなった。 た、、、 に五臺 巡幸と いふ ことが なくなつ たぐ 

けで はなく、 全般的に 皇帝の 天下 巡幸が やんで しまったの である。 嘉慶の 「西 巡 盛典」 は 色々 な 意味 

に 於いても、 五臺 山の 最 盛時の 狀 態を傳 へた 貴重な 記錄 とい はねば ならぬ。 行宮の 如き も、 道 光 以後 
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次第に 廢 止された ので、 たゾ この 書に よっての 

みその 面影 をう かゾ ひ 得る ので ある。 

かくの 如く 皇帝の 巡幸 は 度々 行 はれた ので、 

參臺の 道路 は その都度に 改修され、 橋梁 舟 車 等 

の 如き 交通 施設 も 前代と は 比較に なら ぬ 程 完備 

した ことで あらう。. 沿道の 寺廟 もこの 機 會に重 

修 された もの も 多く、 皇帝 は 名勝、 寺觀を 見て 

至る ところ 興の 趣く ま、 に 或は 詩を賦 し、 文 を 

作って 賜 はった ので、 その 地に 御製の 碑が 建立 

せられる こと も少 くなかった。 さう した 事情 は 

また 民間の 五 臺巡禮 熱 を あ ふった ことで も あら 

う。 皇帝の 巡幸 路は、 殆ん どいつ も 河北 省の 正 

定から、 行 唐、 曲 陽、 阜平 をへ て 龍 泉關を 越え 

る 道 を 往復す るの が 常であった 。しかし、 山上 


から 五臺縣 をへ て 太 原の 方に 出る 南 道 を も、 巡幸の 鹵簿が 通過した ことが 幾度 かあつた ので ある。 こ 

れ 等の 巡幸 路には 要所々々 に 行宮が 設けられた。 就中、 正 定城內 の 大佛寺 及び 臺麓 寺、 菩薩 頂の 三 行 

宮 は五臺 巡幸の 爲 めに 設けられ たもの 、中で は 最も 大きかった。 後の 二者 は乾隆 二十 五 年の 創立に か 

かると 傳 へられて ゐる。 しかし、 道 光 以後、 皇帝の 巡幸が 廢 止されてから、 各地の 行宮 は 或は 行 所と 

なリ 或は 民家と なって、 清朝の 末期に は 旣に地 志の 上に も その 名 を 留めない ものが 多い。 

さて、 清朝の 時代に は 一 般の 常識と して、 喇嘛 敎界に 於け る 僧侶の 勢力 地位に 就いては 次. の 如く 信， 

せられて ゐた。 先づ 第一 はいふまで もな く達賴 喇嘛で、 その 次が 班禪 喇嘛、 それに 次いで 哲布尊 丹 巴 

呼圖 克圖、 章 嘉呼圖 克圖、 それから 北京 雍和 宮の大 喇嘛、 第 六が 五臺山 菩薩 頂の 大 喇嘛で ある。 從っ 

て五臺 山の 大 喇嘛 は その 地位が 非常に 高く、 特別の 尊敬 を 集めて ゐ たこと が 想像され る。 元来、 この 

大喇 S は 掌 印札薩 克と稱 し、 西藏 の達賴 喇嘛の 指揮 を 受けて をって、 菩薩 頂に 住し 所管の 寺院 を 監督 

する。 なほ、. 五臺 山に は章嘉 呼圖克 圖に屬 する 寺院 もあって、 その 代表者 は鎭海 寺に 住し、 章 嘉も時 

にこ、 にやって 來 るので ある。 しかし、 その 勢力 は遙 かに 前者に は 及ばなかった と 思 はれる。 五臺の 

諸 寺が 繁榮 し、 喇嘛が 大きな 勢力 を 得る に 至った の は、 上述の 如く 清朝 皇室の 熱心な 保護に よる こと 

は 勿論で あるが、 むしろ 蒙古 王侯の 熱烈な 信仰 を 得た ことが 重要な 原因で ある。 さきの 嘉慶 帝の 詔勅 
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にも 見える やうに、 彼等 は 夏から 秋に かけて 多 數の部 衆 を 率 ゐて入 山した。 或は 得 勝堡に 於いて 或は 

殺 虎口に 於いて 長 城 を 越し、 大同に 出た 上、 代 州に 通す る 北 道 を、 彼等の 行列 は絡釋 として 續 いたの 

であった。 彼等の 寺院に 寄進す る 財物 は 莫大な 數に 上った.。 五 臺山は 蒙古 人に とって 無上の 靈 地と 考 

へられて ゐ たので ある。  ： 

かくの 如き 蒙古 人の 五臺山 尊信 は、 恐らく 淸朝 以後の ことで あらう。 かっても 述べた やうに、 蒙古 

人 一 般が 喇嘛 敎を 信仰す るに 至った の は 明 末 以後の ことで あるが、 明 代に あって は 彼等 は 長 城 を 越え 

て 支那 內 地に は 容易に 入リ 得ない 狀態 にあった。 從 つて 當時、 五臺 山に 於け る 喇嘛教 的な 色彩 は 如何 

なる 點 から 考へ て も 頗る 稀薄で あつたと いはざる を 得す、 これと 西藏 との 直接 關 係の 如き は殆 んど認 

めら れな いので ある。 か、 る 時代に 於いて、 蒙古 人が 五臺 山に 對し 聖地と しての 憧憬 を懷 いた ものと 

は考へ 得ない。 勿論、 萬曆 十年大 塔が 重修 された 時、 俺 答 汗 は 部 衆 を率ゐ て參拜 したいと 願 ひ 出た こ 

とが 傳ハ ら れてゐ るが、 これ は五臺 山に 對 する 特殊の 關心 があって のこと では あるまい。 ただ、 大塔 

の 重 建と いった ことが、 當時內 蒙 各地に 喇嘛 廟を 造リっ 、あった 彼の 好奇心 を惹 いた もの ^過ぎない 

と 思 ふ。 

それで は、 後世に 於け る 蒙古 人の 熱烈なる 五臺山 信仰 は 如何にして 生れ 出た もので あらう か。 これ 


は、 康熙帝 等の 熱心な 保護 尊崇の 結果に 歸 する ほか はない。 或は また、 長 城 線に 立って 南 を M める 

と、 常に 白雪 を 戴いて 天空 高く 聳える 靈 山の 姿が、 蒙古 人に は限リ なき 崇高な 感じ を與へ たからで あ. 

らう。 見渡す 限り 涯 もない 草原と 沙漠の 中に 生活す る 彼等に とって は、 文殊の 住する と傳 へられる 力 

かる 高山 こそ 自づ から B 仰の 對象 になった であらう こと も 想像せられ る。 

しかし、 前に も屢 i 述べた 如く、 清朝 初期の 皇帝に とって は、 蒙古の 向背と いふ こと は國 家の 存亡 

にも 關 する 重大な 問題であった。 蒙古 統治の 方策と して、 喇嘛教 を獎勵 し、 有力な 喇嘛 を 懐柔 せんが 

爲 めに 非常な 努力が 續 けられた。 しかも、 それ は康熙 帝の 治世に 完成 を 告げて、 蒙古 諸 部は殆 んど淸 

朝に 服屬 する こと、 なった ので ある。 それで は、 蒙古の 懐柔、 喇嘛教の 獎勵 と五臺 山との 間に は 如何 

なる 關 係が あるで あらう か。 かって は 自己の 國 號を満 殊と稱 し、 その 祖先 は達賴 喇嘛から 曼殊 師利皇 

帝と いはれ た 清朝が、 文殊の 住所た る五臺 山に (大靈 場 を 定めん とした こと は、 先づ 一 應は考 へられ 

る。 この こと は旣に 述べた 如くで ある。 なほ、 また 重要な こと は五臺 山の 地理 的 位置で ある。 こ、 

は、 國都 北京よ リも 程遠から ぬ 所に ぁリ、 また 蒙古 諸 部よ リの 參禮 にも 都合が よい。 し 力 も 古 來ょリ 

東亞 佛敎界 に 於け る國 際的靈 場であった。 喇嘛 敎に 於け る 最高の 靈場 はもと より、 西 藏の拉 薩ゃ札 什 

倫 布で あるべき 箬 である。 しかし、 康熙帝 はもつ と 都に 近く 靈場を 持ちたかった ので あらう。 帝 はこ 
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こに 拉薩の 出張所 を 設けた ので ある。 さう して その 在位 中 五 度 もこ、 に 巡幸した。 これ は必す や、 五 

臺 山の 地位 を碓固 不動の ものと した ことで あらう。 

かくて 清朝 を 宗主と 仰ぐ 蒙古の 諸 王侯 は爭 つて こ、 に參禮 する に 至った。 彼等 は、 五臺 山が 古来の 

文殊の 道場で あるかな きかに 拘ら す、 た^これ を佛 敎の靈 場と して、 喇嘛 敎の靈 場と して 肓 目的に 信 

仰す るに 至った ので あらう。 

一 八 七 〇 年始め て 支那に 渡リ、 死に 至る まで 二十 餘 年の 半生 を 蒙古 人の 傳 道に 捧げた イギグ ス宣敎 

師、 ジ エイ ムス • ギルモア (James  Gilmour) 師は、 その 布敎記 Agong- the  jMong.o】s の 中に 於いて、 

特に 五臺 山なる 一 章 を 設けて ゐる。 彼 は 音に 聞く 五臺山 信仰の 實情を 見ん として、 自ら 山に 上つ ヒの 

であった。 常に あらゆる 困苦 缺亡を も 顧みす、 ひたすら キジ ストの 道を以 つて 未開なる 異敎徒 を敎へ 

導かん とした 彼の 情熱の 前に も、 彼等の 五臺 山に 對 する 熱烈な 信仰 は、 たビ 驚歎すべき 以外の 何物で 

もなかった ので ある。 曰く、 

ュ ダャ 人の ィヱ ルサ レム、 囘敎 徒の メッ 力、. これと 同様に 蒙古 人に とって 五臺 山で ある。 蒙古 は 

いふに 及ばす、 北 支那 到る ところで 會ふ 蒙古 人 は、 常に この 地 を 口にする。 蒙古 人が 巡禮の 熱意 を 

有して 他の 多 數寺廟 に 赴く こと は事實 であ リ、 その 內には 有名に して 參拜 者の あと を斷 たぬ 所 も あ 


る けれども、 その 一として 五 臺に比 一 屑すべき もの はない。 冬の 嚴寒、 夏の. 酷暑、 一年中 四季 を 通じ 

て、 S 禮、 僧侶、 俗人、 男女、 老幼、 貧富、 或は 孤獨に 或は 圑體 をな し、 或は 徒步 で、 或は 馬上に、 

遠近よ^ この 地に 往来す る ものが 見られる。 洵に 蒙古 佛敎 徒の 世界最大の 聖地で ぁリ、 生 ある 者の 

宗敎的 熱情の 對象 であ >、 死す る や 已れの 遺骨 を 埋葬 せんと 欲する 場所で ある。 蒙古 人 はこの 地 を 

以て 神聖 • 淸淨 • 永遠 • 不滅、 現世の 終末に 臨んで 超る ベ き 全世界の 滅亡 後に も殘存 する 祝福され 

こき-と 稱 して ゐる。 彼等 は、 この 地の 草 を 喰み、 水 を 欽んだ 畜生 は 必す來 世に 於て 一段と 高い 生 を 

享け ると 言 ふ 。巡禮 をな して 一度 この 地に 詣 でれば 爾後の 生命の 一生の、 二度 訪れ、 ば 二 生の、 三 

度 なれば 三 生の 幸福 必定と 傳 へられる。 かくて 信仰の 篤い 蒙古 人 は 生 ある 內に少 くと も 一度 は當山 

に參罕 せんとし、 》ミ 訪れる 者 も 多く、 中には 每年 * 詣 する 人々 も ある。 (Among 二  he  Mongols, 

Chap.  XIII  w?T~ai  Shan  P.159-—161. 譯文は 後藤 富 男 氏 「蒙古 人の 友と なりて」 に從 ふ) 

第三 節 普 濟和尙 とその 敎圑 

a 上述べ たこと によっても 明らかな やうに、 勿論 今日の 五 臺山は 一 千數 百年の 傳統の 上に 立つ もの 
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であるが、 直接 その 基礎 を 置いた の は康熙 時代で ある。 いま、 その 地 を 訪れる と、 如何に 康熙 帝が こ 

の 五臺の 興隆の 爲 めに 力 を 用 ひた かとい ふこと が、 各種の 遺物の 上から うか^ はれる のであって、 現 

在 御製の 碑 記 を 始め、 匾額 にせよ、 將た叉 建築物 も 重要な もの はこの 時代に なった ものが 多い。 しか 

るに、 嘉慶 以後、 內外 漸く 多事と なリ、 清朝 も 巳に 衰頹 期に 向 ひ 始めた。 また、 朝廷 內 部に 於いても 

爲政 者の 態度 は 次第に 因循姑息と なう、 積極的な 精神に 缺 くやう になった。 

從 つて 清朝 末期に なると 喇嘛 敎對 策に 就いても、 また その 初期と 違って 愼 重さ を 缺 くに 至った。 臂ー 

光 以後、 喇嘛教に 對 して 朝廷で は 次第に 冷淡と なった のみなら す、 開國當 初に 於け る 喇嘛 敎 保護の 眞 

意義 を 忘れて、 むしろ これ を 打倒 せんとす る 傾向と なった。 彼等 は淸 朝の 全 疆域內 に確實 なる 政、 台 上 

の 自主 獨立を 樹立 せんとして、 その 邊疆 地方が 喇嘛の 勢力に 左右され る こと を 好まな くな つた。 それ 

は、 近代 西洋 思想の 影響に よる ものであって、 蒙古 人 や 西 藏人を か、 る 迷信 的な 宗敎 から 開放して や 

リ、 これに 近代的な 敎育を 施さん とする 方針に よる. ものであった。 しかし、 蒙藏 人の 間に 於け る 熱烈 

な 宗敎的 信仰 は 一 朝 一 夕に して 衰退すべき もので はなく、 この 現實を 無視した 政治 方針 は 要するに 失 

耿 であった。 か、 る 議論が 邊疆の 官吏の 間で も眞 面目に 取リ 上げられ、 光緖の 末年に なると r 一  層 積 

極 的な 喇嘛 敎壓 迫の 態度に 變 つた。 これ は、 却って 接壤諸 外國の 巧みに 利用す る機會 とな 5、 西 蔵が 


英國に 保護 を 求め、 外蒙古が 露 西亞の 傘下に 走った ので ある。 

それ はと も 角と して、 清朝 末期に 於け るか、 る 風潮 は當 然五臺 山の 盛衰の 上に 現 はれる こと は 勿論 

である。 嘉慶帝 以後、 皇帝の 行幸 は 絶えて なくな リ、 朝廷の 寺院に 對 する 保護の 如き も 殆んど 行 はれ 

なくなった。 勿論、 內 外蒙古の 王侯 はな ほ、 この 聖地に 憧れ を以 つて、 多 數の部 衆 を 率 ゐて入 山す る 

ものが 年々 絡えなかった。 しかし これ とても、 後になる と 次第に 減少して 來 たこと は爭 へない 事實で 

ある。 かくて、 行宮 はさ びれ、 寺院 は 修理 も行屆 かないで 荒廢 する もの も 多く、 五 臺山は 漸く 沈滯期 

に陷 つたので あった。 

この 時、 新たなる 敎圑を 組織して、 五臺の 復興に 乘り 出した 傑 僧が あった。 これが 卽ち 1 普 濟禪師 

その 人で ある。 彼 は、 俗に 五 痴和尙 とも 云 ひ、 河北 省 寧 普縣の 人で、 姓 を 李と い ふ。 咸豐 元年に 生れ、 

十二 歲の 時、 五臺の 日照 寺に 入って 修業し、 六 年の 後 更に 南山 寺に 移リ 敎心大 肺の 敎を 受けた。 民國 

元年、 六十 ニ歲 を以 つて 歿した が、 その 墓 塔 は 五 臺山九 龍崗の 麓に あると いはれ る。 彼 は 殆んど その 

全生涯 を 五臺 山の 復興に 捧げた。 當時 黃廟は 蒙古の 衰微と 共に 次第に 荒廢に 向った が、 それに 反し 

て、 I 磨の 諸 寺 は、 彼の 熱心な 敎化 力と、 それ を繼 いだ 敎團の 力と によって 驚くべき 活 氣を呈 する ぶ 

至， るので ある。 
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彼の 五臺 山に 於け る 木據は 南山 極樂 寺であって、 これ は 古く 祐國 寺と いはれ たが、 光緖 帝が 彼に 對 

して 極樂 寺の 號を 賜った ので ある。 普濟は 光緖十 年先づ これ を 重修 したが、 その 死後 また 今日 見る が 

如く、 新たな 大重修 が 行 はれ、 その 工事 は 最近に 至る まで 續 けられて ゐ たやう である。 さて、. 彼は傳 

へに よれば、 幼時よ リ讀書 を 好ます、 寺に 入っても 經 卷を學 習し なかった、 しかし 經 義に關 して は 問 

はれる こと あれば、 必す 答へ ると ころ ぁリ、 彌勒の 化身と して 崇敬せられ たとい ふ。 蓋し、 彼 は學僧 

とい ふよ リは 非凡の 教化 力 を 生れながら にして 具へ てゐた 僧と いふべき であら， つ。 光緖 十四 年、 三十 

四 歲で臨 濟宗第 四十 一 代 をつ ぎ、 法名 を杲 化と 稱 した。 教化の 爲 めに、 屢ミ山 を 出で、 河北 • 山 東 は 

勿論、 遠く 満洲 方面に も 巡錫の 足 をのば した。 北京に 於いて は、 西 單牌樓 の 慶壽寺 (雙塔 寺： r 阜 城門 

外の 圓廣寺 \ 天津で は 白衣 大寺、 奉 天の 萬壽寺 等が 駐錫 地であった。 從 つて、 その 信仰者 は 非常に 多 

く、 朝廷の 大官の 中に も 有力な 歸依者 を 得た。 有名な 人と して は、 協辦 大學士 徐邨、 禮部尙 書 啓秀、 

直隸 提督 馬金敍 等が ある。 光緖 二十 五 年に は、 大藏經 を 下賜せられ た。 

彼が 満洲 方面から 絶大な 支持 を 受ける に 至った の は、 奉 天 省 台安縣 (現在 錦 州 省に 屬す) の王鴻 超の 

歸侬を 受けて 以來 のこと である。 王鴻 超 は 普濟に 深く 敎 化され、 五臺を 復興す る こと を以 つて 自己の. 

任務と 考へ、 財力 を 喜捨す るを惜 まなかった。 五臺 山中に 五戒 弟子 會を 創立し、 各 都市に 普 化 怫敎會 


を 設立した Q も 皮^ 衋カ による ものであって、 これ を 足場に して 廣く 資金 を 募集し、 佛 寺の 建築 を始 

めた。 その 會， の 勢力 は 全 支那に 廣く、 信者 は、 河北、 山 東、 満洲 各地 は 勿論、 山 西、 蒙疆 ょリ、 河南、 

湖北、 湖南、 江 西、 江 蘇、 浙 江に 及んだ。 更に この 會の 分派と して、 五臺 にかた どり、 東、 西、 南、 

北、 中の 五會が 結成され た。 東會 は張國 文、 西 會は邢 福、 南 會は王 春暄、 北 會は胡 某、 中會は 楊德斌 

の 主宰す ると ころで ぁリ、 會員は 殆んど 満洲 人が 大部分 を 占めて ゐ たやう である。 その後 民國 十七 年 

こ 至って、 中會 は普濟 佛敎會 と改稱 され、 現今 會員數 は 最も 多く、 且つ また 最も 活動的で ある。 これ 

は 信者が 主として 支那 木部の ものである。 次いで 民國 二十 三年に 至り、， 王春暄 の南會 は、 向 善 普化佛 

敎會 と改稱 して 北京に 辦事處 を 置き、 満洲に は 別に 満洲 大同 佛敎會 を 設ける に 至った。 王春暄 は、 先 

にも 述べた 王鴻 起の 子であって、 父の 遺志 を繼 いで この 會を 經營 し、 熱心なる こと は 父 を 凌いだ 程で 

ある。 每年自 から 寄附 金の 募集に 當リ、 五臺 山の 佛 寺の 建築に 費した だけで も 七 百 萬圓を 突破す ると 

いはれ てゐ る。 これ は殆ん ど、 満洲 方面の 信者の 食擔 したと ころであって、 その 盛況に は 驚くべき も 

のがあった。 南山 寺、 普濟 寺、 蛇 溝 寺、 日照 寺 は 巳に 普濟の 在世中に 重修 された ので あるが その後 

龍 泉 寺、 九龍崗 は東會 の張國 文に ょリ、 海 會庵は 西 會の孤 福に ょリ、 普 化 寺 は 南會の 王春暄 によって 

重修 或は 創建され た。 その他、 中臺 頂、 金閣寺、 清涼 寺、 尊 勝 寺の 如き もや はり 南會の 復興した とこ 
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ろで ある。 北會 では 南山 下の 普 渡 寺 を、 中會 では、 古佛 寺、 南山 寺、 文殊 殿 等 を や はう 重修 して ゐ る。 

それから、 萬佛 洞、 靈峰 寺な ども この 會 によって 最近 重修 された。 靈峰 寺の 如き は、 我々 が 訪れた 時 

は、 いまだ 木の香^も 新たな 境內 で." 職人 達が 頻 i に 補修 工事 を 急いで ゐる ところであった。 

しかし、 この 盛んな 普濟 派の 佛敎會 による 復興 も、 満洲 事變の 勃發、 満洲 國の 成立 以後、， 頓 に活氣 

を 失った やうで ある。 それ は、 この 會の 信徒が 満洲に 重要な 勢力 を 占めて ゐた爲 めに、 資金の 枯渴を 

来した からであった。 なほこの 佛敎會 に 於いて は、 寺院 復興の 外、 ^善事 業な ど を も 行って ゐる。 

一 體普濟 の佛敎 とい ふ もの は、 その 眞髓 はい まだよ くわから ない けれども、 佛敎を 中心とし てこれ 

に 儒道 ニ敎を 加味した 混合 宗敎 である。 しかも、 彼の 行動に は 一 面 神が： リ 的な 點が 多かった やうに 

思 はれる。 また、 この 敎會は 一種の 秘密結社 的な 性質 を もって ゐて、 その 詳しい 內容は 勿論、 實 際の. 

活動 狀况に 就いても、 今日 十分な こと を 知う 得ない。 これ は、 支那の 最近に 於け る敎團 結社，， の 代表と 

して、 重要な 研究題目と ならう。 しかした 、ゾ こ、 に 一 言 注意せ ねばならぬ こと は、 普濟 佛敎會 が、 淸 

朝 末期、 朝廷の 保護が 殆んど 行 はれ なくなった 五臺 山の 衰頹 期に 當 つて、 民間から 勃然と 起って 大復 

興を實 行した とい ふこと である。 この こと は五臺 山史の 上に 於いても 1 從來 表面に あら はれなかった 

特筆す ベ き 傾向で あると いはねば ならぬ。 . 


• 第 一節 三つの 巡 禮 路 

北京から 鐡道を 利用して 五臺 山に 上る に は、 大體 三つの コ ー スが ある。 一は、 京. 包 線に よる もので 

あって、 大同から 更に 同 蒲 線に 乘リ かへ て 崞縣で 汽車 を 下リ、 代縣、 繁峙 をへ ていよく 山に 入る。 

また 大同から パスに よって 南下し、 雁 門關を 越えて 直接 代縣に 出る 方法 も ある。 二 は、 京漢 線に よう 

定縣で 下車し、 曲 陽、 阜 平兩縣 をへ て、 龍 泉 關で太 行 山脈 を 越え 山の 東南よ リ 入る。 三 は、 や は > 京 

漢線を 更に 南下し、 石 太 線に よって 太 原に 赴き、 同 蒲 線に 乘 換えて 忻縣に 至、 り定襄 をへ て河邊 村に 達 

する。 これより 五臺縣 をへ て 山に 入る ので ある。 

これ 等の 道 は、 今 もむ かし も殆 んど變 化の ない 五臺山 巡禮の コ ，ス である。 むかし、 長 安 や 洛陽方 

面に 都の あった 時代に は、 山 西 省の 南から 太 原 を 通. 過す るコ ー スが 盛んに 利用され たで あらう。 北京 

に 都が 奠 めら れる やうに なつてから は、 河北 省から 太 行 山脈 を横斷 する 道に、 巡 禮の杖 を ひく ものが 

續 いたので ある。 北方から 大同 をへ て 入 山す るコ ー スは、 主として 蒙古 人 や 満洲 人、 はたまた 西藏ゃ 
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靑 海から はるぐ 聖地 を 訪れる 人々 の 巡禮路 なので ある。 

更に、 山麓に 近づけば、 四つの 道が 通じて ゐる。 これ を 普通、 東西南北の 四 道と 呼んで ゐる。 北 道 

,「\  , .  は 繁峙縣 城から、 滹沱 河に 沿って 溯リ、 南峪 口の 附近で その 支流 

たる 華厳 水の 溪 谷に 入る。 さう して、 野 子廠、 太平 溝 等 をす ぎ 東 

0 臺望海 峰の 裾 をへ て 臺懷鎭 に 達する ので ある。 これ は、 現在の ト 

リ -フッ ク 道路で あるが、 古道 は それよ リ もや、 西の 北臺に 近い 華嚴 

嶺を 通過す るので ある。 我が 成尋 は、 宋の熙 寧 五 年 十 一月、 この 

翁  . , 

m 道 をへ て入臺 した ことが、 その 紀行た る 「參 天台 五臺山 記」. に 見 

§ える。 

^ 西 道 は、 繁峙縣 城、 叉 は代縣 城から 峨ロ鎭 に 向 ひ、 滹沱 河の 支 

流た る峨 水に 沿って 東南に 溯る。 岩 頭 村、 臺峪ロ をへ て 獅子 窩嶺 

に 出で、 それよ リ中臺 の 裾 を 降って 竹林 寺に 至^、 更に 谷間 を 降 

つて 清水 河に 達し、 南山 寺 を 右に 見て 臺懷鎭 に 至る。 この 道 は、 古来 蒙古 人の 最もよ く 利用す る參臺 

路 である。 明治 三十 五 年、 我が 伊東 忠太 博士 もこの 道 を 通った のであった。 その 「見學 紀行」 に は 次 


ひやう に 見える。 「一行 は 五臺の 五峯が 見えた ので まに 元 解か ゥ いた" W 喊 して 峠 (獅子 窩嶺) を 下る 

と 一 つの 古寺 (竹林 寺？) があった。 爰に 一基の 五重塔が あるが 四重 目が 異常に 延びて ゐる。 叉 進む と 

三重 塔が あった。 なほ 谷川に 沿って 進む と 清水 河畔に 出る。 此の 河 杯 五 * の 川の 水の 集った もので、 

摺 鉢つ 一方 を 破って 南に 流れ 落ちる 河で ある。 河に 沿って 溯る こと 數里 にして 臺懷鎭 が ある o」 博士 

は 恐らく 明治 以後 この 聖地 を 訪れた 最初の 日 木 人で あらう。 この 時 は、 日露 戰爭の 前で、 カ^ 哈爾賓 

城 頭の 露と 消えた 志士 横 川 省 三 氏な ども 同行した のであった。 

南 道 は、 五臺縣 城より 閣 道嶺、 陽嶺を 越え、 醬房村 をへ て 非常に 深い 溪 谷に 入リ、 こナ I 次第に 

上って 淸涼 寺に 達する。 佛 光寺 はこの 道路から は 山 一 つ 西に あるので、 こ、 に 赴く に は 醬房村 附近 力 

ら東 おに 向って 廻^ 道 をせ なければ ならぬ。 淸涼 寺から 金閣寺まで 行けば あと は 下りと なう 自づカ 

ら淸水 河に 達する ので ある。 以上 は 大體舊 道であって、 我が 慈覺 大師 も歸途 はこの 道 を 通^、 清朝に 

於いても、 乾隆 帝の 如き はかって こ、 を 通って 入 山した ことがある。 この 南 道 は 最も 古くより 開 カオ 

たもので あって、 M 陽嶺、 佛 光寺、 清涼 寺、 金閣寺の 如き 名跡、 古刹 は 何れも この 沿道 叉 は そこから 

程遠から ぬと ころに ある。 太 原 方面からの 交通路と して は、 この 道が 最も 普通な ので ある。 現在で は 

五臺縣 から 臺懷鎭 まで 通ず る 非常に 廣ぃ トラック 道路が 出来て ゐる。 これ は、 かって 閻錫 山カ獨 逸人 
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の 技師に 測量 させて 建設した ものであるが、 皇軍の 占镇 後、 五臺 聖地 保護の 目的から 更に 改修され、 

堂， たる ものに なった ので ある。 この 道路 は 五臺縣 城から や、 西北に 向って 黃土曆 の 丘陵の 斜面 を 通 

K 東 馬 村、 大王 村な ど をへ て 次第に 上りと なリ大 石嶺に 達する。 それから 焉陽 河の 上流. を 漸次 下流 

に 向 ひ、 下會村 をす ぎ 一 4 村鎭に 至る。 M 村鎭 から はまた 上リ となり、 大峪ロ 附近から 南臺の 尾に かヽ 

る o- さう して 少軍 梁、 閻家嶺 等 を 通過して 物凄い 切リ 立った 溪谷を 眼下に 看 下し、 頭上に は 被ひ沪 ぶ 

さる やうな 懸崖 を 見上げながら、 南臺の 肩を迂 廻す る。 左手に 谷 を 隔て 金閣寺が 見下される あた リか 

ら、 急轉 直下、 非常な 急勾配 を 滑る が 如く 下リ ると 淸水 河の 畔に 出る。 そこが 卽ち 黃土咀 で、 こゝ か 

ら溪谷 を 溯って 臺懷鎭 に 達する ので ある。 

東 道 は、 河北 省の 阜平縣 城 を 出て 西に 向 ひ、 沙 河に 沿うて 溯. る。 兩岸は 漸く 迫って 峽谷 となり 道 も 

從 つて 險 阻と なる が、 栗園堡 附近から 益 i 峻嶮の 度 を 增し道 はいよ/^ 急坂と なる。 下關を 過ぎ、 龍 

泉關を 越え、 更に 急坂 を攀ぢ ると 長 城 線に 行き 當る。 こ、 を 長城嶺 とよぶ のであって、 太 行 山脈の 脊 

である。 龍泉關 は、 娘 子、 倒 馬、 紫荆、 居庸 等の 諸關 と共に 太 行 山脈 中に 於け る 著名な 關 門であって、 

明 代に 於いて は 特に 軍事的. に 重要視され てゐ たもので あった。 こ、 から 道 はや、 下リ とな リ、 川に 沿 

つて 羊應 たる 道 をた どれば、 射 虎 川に 達し、 黃臺村 をへ て 石 嘴に 至り 淸水 河の 本流に 出 遇 ふので あ 


る C この 道 は、 慈覺 大師の 入臺の 道であった。 淸靱に は 康熙、 乾 隆の兩 帝が しばく 通過して、 或は. 

沿道の 寺廟を 修理し、 或は 要所に 行宮 を 設けたり したので ある。 

I 第二 節 五. 臺山， の^ I 然景觀 

抑 ミ五臺 山系 は 太 行 山脈の 一 支脈であって、 しかも、 この 太 行 山脈 中の 最高峰 を 占めて ゐ るので あ 

る。 太 行 山脈 は 黄河の 北岸に 起リ、 河北 山西兩 省の 境界 をな して 北に 走リ、 居庸關 附近に 至づて 終つ 

てゐ る。 この 山脈 を 分って 西から 東へ 流れ出す 河 は 幾つか あるが、 河北 省の 靈壽. - 平 山 附近で 太 行 山 

脈 を 突き破って、 平野に 流れ出す 滹沱河 こそ は、 この 五臺 山， 系 を區 切る ものな ので ある。 この 河 は 蒙 

疆の 靈邱縣 附近に 源を發 し、 恆山 山脈と 五臺 山系と を 分つ 溪谷 をな しつ、 西 流し、 更に 西南に 向 ふ。 

繁峙縣 をす ぎ 代縣の 盆地に 至づて 急に 南 折し、 崞縣、 原 平の や、 廣ぃ 盆地 を灌跃 しつ ゝ南 流す る。 さ 

うして 忻縣ひ 定襄の 盆地 をす ぎれば、 漸く 山間に 入リ、 河邊 村の 附近から は 入 I く 太 行 山脈の 中に 沒す 

る。 卽ち 河流 はこの 山脈 を開析 しつ、 ほ、 ゾ東 東南 流して 河北の 平野に 出る ので ある。 この 北、 西、 南 

を滹沱 河に よって 圍 まれた 山系が 五臺 山系な ので ある。 これによ つて、 北は恆 山山 脈が 分 たれ、 その 
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間に は 靈邱の 盆地が 開けて ゐる。 その 西に は、 代 盆地の 北 を 限る 句 注 山山 脈が あって、 これ を 通過し 

て 北に ぬける 關 門が 雁 門關 なので ある。 これに 續 いて 西に は 雲 中 山脈が ぁリ、 南に はや はリ太 行の 一 

支脈と みなす ベ き 繋 舟 山脈が ある。 

五臺 山の 最高 峯は. 北臺 頂であって、 海拔 (塘沽 海面) 三 一 四 〇 米と 稱 せられる。 この 標高 は、 ほ、、、 日 

木 アルプスの 諸 高峰と 一 屑 をなら ベる。 太 行 山脈の 平均 高度 は 千 七 八 百 米であって、 二 千 米 を 越える 峯 

はさ 程 多く はない。 しかも 五臺 山に 於いて は、 最高峰 北臺は 三千 米 を 越え、 その他の 各 峰 も 三千 米以 

上 或は これに 近いので ある。 以 つて、 五臺 山が 如何に 群 « をぬ いて 高く 聳え 立つ 山で あるかと いふ こ 

と を 推測せ しめる であらう。 しかるに、 河北の 平原に 於いて は、 この 山 は重疊 たる 太 行の 峯々 にさへ 

ぎら れて、 直接 その 頂 を 仰ぎみ る ことが 出来ない ので ある。 また 山 西の方 面に 於いても、 その 條件は 

同じ ことであって、 や. は リ重疊 たる 山嶽が つらなって ゐる爲 めに、 一般に は餘 程近 寄らねば その 靈姿 

を 望む ことが 出来ない。 レ ダレ， 晉北 から 長 城 線 を 越えて、 繁峙 方面に 向 ふなら ば、 滹沱 河の 峽谷を 

隔て 、遙か 南方に 峨々 たる 五 臺の峯 を 望む であらう。 こ ゝ に また 伊東 博士の 紀行文 を 引用し でみ よ 

う。 博士 は晉 北の 應縣 から 南して、 茹越 口で 內長城 を 越え、 繁峙縣 城に 赴いた ので あるが、 その 途中 

鐡吉嶺 の 上で、 始めて 五臺の 全貌に 接し、. 「こ、 から^ を 顚れば 大同の 大 平野 銀な く、 南 を 望めば、 萬 


S 谷 塞て、 五臺 山が 見 上ぐ るば？ に屹 立して ゐる 勢、 實に i くもまた 美しい。 谷の 底に は滹 

沱河絲 の 如く 流れ、 繁峙城 は S の 如く 其の 傍に 見える」 と 述べて ゐる。 しかし、 已に山 西の 高原 は 

河ヒの 平野に 比べれば、 千 米 も 高い わけで ある。 從 つて、 若し 假 りに 河北の 平原に 立って これ を 望む 

ことが 出来る とするならば、 その 五臺 山の 姿が 如何に 高峻 であるか とい ふこと は 想像に 餘り ある もの 

が あらう。 

さて、 五臺 山系 は 如何にして 形成され たもので あるか、 少し 地史學 的な 說明を 加へ てみ よう。 この 

山系に あって は、 連 》 の 頂上 は 近寄って みると、 非常に 緩やかな 隆超を 示して ゐる。 谷に 就いて いへ 

ば 頗るな だら かな 傾斜 まつ S が あるかと 思へば、 或 部分に 於いて は、 S 風の 如く 切 4 つた 物凄 

い 峡谷 がきれ る。 各臺頂 は 何れも 比較的 闘い 平地と なって？、 龍の 如 S 霧 §? てゐる 

が、 これ はこの 附近 一 帶に 存在した かっての 準 平原 時代の 名殘 をと ぐめ てゐ るので ある 

この 山系 をお 造って ゐる 地層 は 所謂る 五臺 系と 稱 せられる が、 これ は 劇しく 褶曲し す片 岩、 片 r 

岩、 叉 I 石な どの 岩石よ リ なる 下部 原生 代の 地層で ある。 大體、 备舊需 は 結晶 片岩 S 解して 

なった 赤昧 霧び た 砂 質 粘土で 蔽 はれて ゐる。 その上 は 一面の 靑草が 茂リ、 時には 頂上 近くに 清水が 

I 出して ゐる 所も少 くない。 この 地形の 準 平原 S 白 謹に 行 はれた ものと 推定され、 この 輪 廻を 
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「北臺 時期」， と稱 して ゐる。 しかるに、 かくして 出来た 廣ぃ準 平原 面 は、 第三紀に 至リ、 斷 層と 拗曲 

とに よって 隆 超し、 その 末期に は 河川の 開析 によって 峡谷 は 深く 切り込まれ、 壯 年期の 地形 を呈 する 

に 至った と考 へられて ゐる。 しかし、 第四紀 まで は、 今日の 如き 

-  高度 を 有する に 至らなかった のであって、 現在の 地钐を 形作った 

の は、 より 新しい 拗曲 によ， CN 大山 脈と 廣ぃ 盆地と を 生じた 結果で 

ある。 凝って、 今日の 地形 はい まだ 輪廻が 開始され て 以来 間 もな 

いのであって、 數多 の 切り立 つた 深 い 溪谷は その こと を證 明して 

ゐる。 五 »1 山の 地質に 就いては、 早く 一  八 七 〇 年獨 逸の リヒト ホ 

—フ ェ ンが これ を 調査し、 その後 一. 九 〇 四年ァ メジ 力の ウイ ジ ス 

が 調査して、 何れも 報告書 を發 表して ゐる が、 今日で は クイ リス 

の說が 一 般に行 はれて ゐる やうで ある。 

この 山， 系の 最高 峯は 前に も 述べた 如く 北臺 で、 普 通 「叶 斗 峯」 と 

呼ばれ、 その 東に 位する 柬臺 「望 海峯」 と共に、 何れも 海 拔三ー 四 〇 米に 上る。 北臺の 西に 位する 一 

峯 は中臺 「翠嶺 «」 で、 その 高さ f  二 〇ニ〇 米で ある。 西臺 「掛月 I」 はい ま 明確な 數字を 示す こ^ま 


55 來な いが、 やはり 三千 米 前後 は あるで あらう。 これに 對 して、 南臺 「錦繡 峰」 は 最も 低く，  二 六 三 

〇 米 にすぎない。 しかるに、 このほか にも 東臺の 東南に 當る 一峯の 如く、 地圖 上に 山 名 を 見出し 難い 

が、 二 七 一 〇 米に 及ぶ もの も ある。 

以上が、 今日 五臺 の五峯 として 數 へられる ものであるが、 これ 

は 宋の延 一 、の 「廣淸 涼傳」 にい ふところの ものと 一 致す る。 さう 

して 廣淸涼 傅に は、 古の 五臺に 就いて 「古 圖に據 るに、 今の 北臺 

は卽ち 古の 中臺な i。 中 臺は卽 ち南臺 な^ C 大黃尖 は卽も 北臺な 

リ。 栲栳山 は 是西臺 なリ。 漫天石 は 是東臺 なり」 とい ひ、 更に 註 

して、 「唯 北 臺中臺 のみ、 古時異 ぁリ。 東西の ニ臺は 古今 異なし」 

といって ゐる。 これに よれば、 東 臺漫天 石、 西 臺栲栳 山の 位置 は 

古來變 化が なく、 北臺 と中臺 とに 變遷が 認められる。 卽ち、 かつ 

て は、 今の 北臺 が中臺 で、 今の 中臺 が南臺 であ リ、 北臺は 更に 北 


方の 大黄 尖であった ので ある。 

しかるに、 北、 中、 南の 三臺が 南に すれて、 

穿. k-ぁ 五 1 の嶽覿 


つの 頃から か、 南臺が 現在の 位置に 移った。 それ 
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就いては、 こ、 に屢 5 靈異が 現れ、 文殊が 姿 を 現した こと もあった ので、 これ を 南臺と 定める に 至つ 

たとい ふ 傳說も ある。 慈 * 大師 は、 今日の 菩薩 頂に 於いて、 北よ^ 北東 ニ臺を 望見し、 南遙 かに 南臺 

を 望み、 た、、、 西臺 のみ 中臺に 隔てられて 見えなかった と 述べて ゐる。 また 大師 は歸 山の 途、 金閣寺 か 

ら南臺 によった のであって、 それが 今日の 南 臺に當 る こと は 疑 ひがない。 以上の ことから すれば、 「廣 

清涼 傳」 に 見える 如き 臺 名の 變 遷は旣 に 唐の 中期 以前に 溯る ことが わかる。 いな、 「古 清涼 傳」 に 見え 

る五臺 も 種々 の點 から 考 へて、 今日の それに 一 致す る 如く 思 はれる ので ある。 しからば、 いにしへ の 

五臺 とい ふの は餘 程、 古い 時代の もので あらう。 . 

今日の 五臺は その 位置から して、 臺懷鎭 特に 菩薩 頂 を 中心として 定められ たもの ヽ やうに 思 は 4 る 

のであって、 こ、 が 五臺聖 境の 中心と なった 以後の もので あらう。 しかるに、 いにしへの 五臺 はか、 

る 意味に 拘ら す、 自然の 地形に 基いて 定められた ものであると 思 はれる。 これ は、 神仙 道の 盛んで あ 

つた 時代に 早く 行 はれた ものであって、 かくの 如く 現在の 北臺を 中心とし、 これ を 廻る 四つの 高峯を 

五臺 とする こと は 地理 的に みても 甚だ 自然に 合 ふので ある。 

五臺 山系よ リ 流れ出る 河 は、 北に 向 ふ ものと、 南に 向 ふ ものと に 大別され、 何れも 滹沱 河に 注ぐ。 

臺懷鎭 の 東 を 流れる 淸水河 は、 源 を 東 臺望海 峯に發 し、 その 名の 示す が 如く、 淸洌な 水が 潺涓 として 


せ、 らいで ゐる。 これ は 臺懷鎭 の 南で， 北臺 から 出て 菩薩 頂の 北 をめ ぐって 来る 一 支流 を饼 せ、 更に 南 

して 棲 賢 谷の 溪流を 併せ 黃土咀 に 至って、 西から 来る 一 水 を 合する。 それよ リ 東南して、 射 虎 川と 合 

した 以後 はま. こ柬 南に 大きく 迂 廻して、 靈境寺 附近より 来る 一 水 を 併せ、 更に 西南 流して M 陽 河と 合 

する ので ある。 後者 は、 源 を 大石嶺 に 發し東 流す る もので、 清涼 谷よ リ 西南 流す る 一 水 を 醬房村 附近 

で 併せ、 やがて 東南 流して 清水 河に 注ぐ。 

ヒ i する^ こ 二つ ある。 一 は 華 K 水で ニは峨 水で ある。 前者 は東臺 と北臺 との 中間、 華嚴谷 附近に 

原を發 し、 正北に 向って 流れ、 南峪ロ 附近から や、 西 屈して 滹沱 河に 注ぐ。 峨水 は、 中臺 附近から 出 

て 西 流し、 更に 西北 流して 峨ロ鎭 附近で 盆地に 出、 北 流して 滹沱 河に 入る。 旣 にこの 河に 就い て は 

「水經 注」 にも その 名が 見える ので ある。 五 臺の巡 禮路も 大略 以上の 四 河に 沿って 出来た もので あつ 

て、 そのこと に 就いては 旣に 述べた 如くで ある。 • . 

さて 一 たび、 五臺 山に 足 を 入れ、 ば、 我々 日 木の 靈 山に 想像す る やうな、 鬱蒼たる 樹林の 如き は片 

鱗 だ も 見られない。 此處に 於いても また 北 支那 至る ところ、 何處へ 行っても 同じ やうな、 樹木に 乏し 

い 風景に 接する ので ある。 しかしながら、. 草 は 比較的 豊富であって、 夏の 日、 夕立の 後に でも、 谷間 

に 立って 周圍の 山. を 眺めるならば、 一 面 水苔に 蔽 はれた やうな つや/ \ しい 綠の 世界 を 見る であら 
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う。 樹木に 乏しい といっても、 もとよ リ 全山 何處 にもない とい ふわけ ではない。 ところどころ 澍 木が 

ぁリ、 例へば、 鎭海 寺の 如き、 鬱蒼たる 樹林の 間に、 美しい 伽藍が 隱顯 する。 こ、 では、 松柏 楊 

の 類が、 矗々 と 生長して ゐ るので あって、 この 土地が 樹木の 成育に. 充分 適して ゐる こと を 思 はせ る。 

それ どころ ではなく 古代に は 繁茂せ る 樹林が 至る ところに あったら しい。 慈 « 大師 は、 初めて 五臺 

r  なま ， 

U に 入った とき 「峯 上の 松林， 谷 裏の 樹木、 直く して 且つ 長し。 竹林 麻 園も喩 となす に 足らす 云， J  、- 

としって 感歎して ゐる。 また、 中臺に 登って 四方 を 見渡し、 「五 臺周圍 五百里、 外 はすな はち、 高峯の 

重々 たる ぁク。 谷 を 隔て、 高 超して 五 臺を遶 リ、 f 壁. の 勢 をな す。 その 峯參 差と して、 樹木 鬱 茂た 

リ。 たゾ五 頂の み 中腹 以上 は 一 も 樹木な し」 とも 述べて ゐる。 されば 唐 代に は、 まだ あちこちに 尉 林 

力 繁茂して ゐ たこと を 想像す るに 足る であらう。 五臺の 頂上の みが 樹木な く、  I な、 一 面の 綠草こ i ま 

れてゐ ると いふ こと を、 古い 記 錄には 特に 注意して 指摘して ゐる ところから すれば、 古く は 恐らく 中 

腹 以下に は 全面的に 樹木が 生長して ゐ たもので あらう。 

これが 現在の 如き、 狀 態とな つたの は、 ごく 近世に なつてから のこと である。 前に も 「清涼 山 志」 

を 引用して 述べた ごとく、 この 濫伐 は 主として 明の 嘉靖、 萬曆の 頃で あつたと 考 へられる。 また、 五 

臺の 材木 は、 山 西の 崞、 代、 忻 等の 諸 縣ゃ、 河北 省の 近接 地方に どし く 運搬せられ、 その 利^ は莫 


大 であった ので、 五臺 山を稱 して 寶山 といった とい ふ 話が ある。 これによ つても 當 地の 樹林が 如何に 

濫 K せられた か. を 知る に 足る。 しかも 人々 はかく 濫伐 を恣 にしながら 植樹の 觀念は 全然 持 合せな かつ 

たので ある。 

五臺 山の 植物に 就いては、 巳に 「廣淸 涼傳」 に 於いて 注意せられ、 幾 種類 かの 異草、 藥 草の 名が 擧 

げられ てゐ る。 特に 日 菊花、 五鳳 花と いった ものが 五名 花と して 記されて ゐる。 「淸涼 山 志」 に は 八 名 

K とい ふ ものが ある 。五臺 山で は 春 夏の 候、 非常に 美しい 花が 色と リぐに 咲き 亂れ るので ある。 古 

く 大華嚴 寺の 前に 花園が あって、 それ は 北 魏の孝 文 帝が 作った ものと いはれ てゐ た。 「古 清涼， 傳」 に 

は、 寺の 南に 二、 三 頃ば かりの 花園が あって、 土地が 肥へ て ゐる爲 めに、. 草花が よく 繁茂し、 百 品 千 

名、 光彩 晃曜と して その 狀は 恰も 錦 をし きひろ げた 如くで あると 述べて ゐる。 五 臺山は 高山と いふ 程 

ではない が、 氣候は 平地と は 平均 二 箇月 も 違 ふ。 從 つて、 下界で は 最早 や 花の 咲く 季節 はすぎ て 炎暑 

の 夏が 來てゐ るのに、 山上の 靈場 では 今 を 盛リと 咲き誇る お 花 白 田の 美観が 見られた ので ある。 

山中に は、 各所に 幾多の 部落が 散在して ゐ るが、 何れも 數戶 乃至 數十戶 の 小 部落に 過ぎない。 その 

ふところ  ん 

中、 ft も 大き いのはい ふまで もな く 臺懷鎭 である。 この 部落 は、 中臺 下の 山懷 につ、 まれた、 淸水河 

の溪谷 中の 狹ぃ 盆地に ある。 顯通寺 を 始め 主な 大寺院 は、 何れも この 中に あるので あるが、 むしろ こ 
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の 部落 はこれ 等の 大寺院 を 中心として 發達 した、 內 地に 於け る 寺の 門前町に 當る わけで ある。 民家 は 

三百 戶 前後、 人口 は 凡そ 二 千を數 へる。 町 は 殆んど 南北に 長い 一木 道から なリ、 この 道路 を 南から 太 

平 街、 楊 林 街と 呼んで ゐる。 これ 等の 通リに は、 軒並みに とい ふ 程で はない が、 さ、 やかな 店舗が 開 

かれて ゐる。 そこで は、 勿論 日常 必要な 雑貨 類を賣 つて ゐる ものが 多い が、 特に 目につく の は、 僧侶 

や 參詣者 を目當 てと した 銅 や 眞鍮の 佛像ゃ 佛具類 を賣る 店であった。 店 さきに、 僅かな 品物 を 並べた 

かなとこ 

奥で， 職人が、 火花 を 散らして 鐡床を 叩いて ゐる ところが 三 軒 程 見受けられた。 それ 等の， 佛像は 大抵 

喇嘛 式の ものである。 

百姓 達 は、 多く は 小作人で、 寺院の 田畑. を 耕作し ほそぐ と 生活 を營 んでゐ る。 また 牧畜 を 行って 

ゐる もの 、中に も、 寺院 所有の 牛 羊 を 飼養して ゐる もの も ある。 彼等 一 般の 風俗 は 甚だ 純朴で あ つ 

て、 質素な 生活に 甘んじて ゐる。 けれども、 門前町に ぁリ 勝ちの 「人 すれ」 といった 惡ぃ點 が ある こ 

とも 見逃して はならない。 時に 五臺の 風俗 は 淫靡で あると して、 非難され る こと も あるが、 これ は 彼 

等と は關 係がない。 廟會の 時な どに、 近隣の 都會 から 上って 来る 特種の 職業 者が、 僧侶 や 參詣者 を 相 

手に 風俗 を亂 すので ある。 それ 等の 中に 蒙古 婦人な ども あると いふ ことが、 特に 支那 人の 興 眛を惹 く 

ものと 甲〕 はれる。 


* 產物 として は、 &耐 が 主要な もので" その： i は豌 一口 六 大豆の 如き 數 a の 雜穀ゃ 蔬菜が あるに すぎ 

ない。 耕作地 は 平地が 非常に 狹 いので、 山の 斜面に 畑 を 作って、 高く まで 耕して ゐる。 もとよ リ、 土 

地 は磽确 で、 のみなら す、 氣 候の 關 係から 耕作 期間が 短いた めに、 二毛作の 如き は 不可能で ある。 山 

中 は 冬が 非常に 隄く、 早い 時 は、 八月の 終リ から 已に 山頂に は 降雪 をみ、 翌年の 六月 頃まで 消えな 

。。 氣羞ま 曰 零下 五十 度に も， 降り、 眞夏は 時に 日中、 七 八十 度 位に 上る ことがあっても、 夜間 は 十 

-度& にまで 下る。 七月の 盛暑と いへ ども、 雨が 降る と、 火鉢で もなければ やり切れない ことがある。 

羊 飼 ひが、 上半身 は裸體 でありながら、 下に は ダブく の 綿入れ 褲子を はいて ゐる のが 興味 溧く思 は 

れた。 冬が 来れば 住民 は 、特種の 職業に 從事 する もの を 除けば、 殆ん どみ な 長い 冬眠の 生活に 入らな 

ければ ならない。 

こ、 に 居住す る 住民 は、 彼等 自身の 食糧 も足リ ない 位で、 到底 外地に 移出す る ことな ど は 思 ひもよ 

らな いこと である。 た、 ゾ、 毛皮 ゃ藥 草な どの 類が 僅かに 移出され る 位で、 その他の 日用品 は 悉く 他に 

卬 がねば ならぬ。 從 つて、 彼等の 生活 は 全く 寺院に 依存す る わけであって、 寺院の 盛衰 は 彼等の 生活 

を 左右す る。 
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第三 節 寺院の 生活 

さて、 從來 この 山の 寺院 は 各所に 散在す る もの を 併せて、 臺中 合計 一 百箇 寺と 稱 せられて ゐた。 し 

かるに、 最近に 於いて や、 確實 なる 調査が 行 はれた。 その 範圍 は靑廟 四十 六箇 寺と 黃廟 二十 箇寺 とで 

ある。 この 他、 未 調査の ま、 に殘 されて ゐる もの、 中に も、 なほ 重要な ものが 少 くない。. これ は、 昭 

和 十五 年、 山 西 省 特務 機關 による 調査で あるが、 いま、 これ を もと、 して 若干の 補足 を 加へ ながら 各 

寺院 現状の 槪略を 述べ る こと ゝ しょう。 

五臺 山に 於いて は、 俗に 靑廟 と黃廟 とに 分って 寺院 を區 別して ゐる。 靑廟 とい ふの は、 支那 在来の 

僧侶が 住む 寺院であって、 彼等が 一般に 青藍色の 法衣 を 着して ゐ るが 故に かく 呼ぶ ので ある。 これに 

對 して、 黄廟 とい ふの は卽ち 喇嘛 寺院の ことで ある。 喇嘛 僧 は 平生 黄色の 衣服 を 着る も のが 多い の 

で、 この 稱呼を 生じた ので ある。 しかしながら、 この 區別 は必 すし も嚴 格な もので はない。 普通 靑廟 

とい はれる もの、 中に も、 その 境內に 喇嘛 僧の 住する 場合が 往々 にし. て 認められる のであって、 要す 

るに この 區別 は、 その 住持が、 靑、 黃 何れに 屬す るかに よってき まる ものと 甲 fl ふ。 


靑廟ま 主 こ禪宗 で、 普通 臨濟禪 を宗 とするとい はれる。 しかし 臨濟 とはいっても 支 S の 佛敎は 我 

が國の 如き はっき リ とした 宗派-の 區別" はない のであって、 この こと は五臺 山に 於いても 同檨 である。 

きて、 宗派 的 區別は 甚だ 不明瞭な ので あるが、 俗に は 主な 二つの 區 別が あると 云 はれて ゐる。 それ 

は 住持の 繼承 のし 方に よる ものであって、 その 一が 子弟 派と 稱 せられ、 これ は 師弟 相承け て 住持の 地 

位を專 ふるもの である。 他が 十 方 派で、 それ は必 すし も その 寺に 於いて 修行した もので なくと も、 學 

德 ある もの を 他よう 聘す るので ある。 子弟 派に 於いて は 專ら讀 經念佛 に 重き を 置き、 十 方 派 は 戒律、 

參^ その他の 行事が 甚だ 嚴袼 である。 顯通寺 を 始め 山中 主要な 寺院 は槪ね 前者に 屬 する。 後者 は、 最 

も 禪宗 の 色彩 が 濃厚な 碧山 寺 を 主として ゐる。 

この 他、 特に 注意すべき ものと して、 普 濟派叉 は 佛敎會 とい ふ ものが ある。 これ は 南山 極 樂寺を 中 

心と して 十 五箇 寺 を その 傘下に もち、 現在 最も 活動的な 宗派で ある。 その 敎義 は、 佛敎の 他に、 儒 

敎、 道敎、 喇嘛 敎等を も取リ 入れて 頗る 異色 を 放って ゐる。 これに 就いては 已に 述べた ところに よつ 

て、 その 槪略を 明らかにし 得た と 思 ふ。 

黃廟 ま、 大體 西藏の 拉薩に 於け る達賴 喇嘛に 直屬 する ものと、 北京の 章嘉 呼圖克 圖に屬 する ものと 

の 二つに 分れる やうで ある。 前者 は、 掌 印 札薩克 がその 最高の 地位 をお め、 菩薩 頂が 中心と なって ゐ 
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る。 後者 を 代表す る もの は、 たゾの 札薩克 で鎭海 寺が その 中心と なる。 

僧 n 匕の 數は、 現在 調査され たと ころ だけで も、 總數は 靑廟が 七 九 七 名、 黃廟は 三 九 四 名に 上る。 そ 

の 他 各 寺院の 中で ぼ 役に 從事 する 寺男の 數も少 くない。 

f 尼の 资行 訓育の 方法 は、 靑廟に 於いて は、 顯通寺 ゃ塔院 寺に 沙彌學 堂と いふ ものが ぁリ、 七歲乃 

至 十五 歲の 幼少な もの を敎 育す る。 更に また 顯通 寺に は漢藏 佛學院 とい ふ、 十五 歲 乃至 二十 五 歲のも 

のを敎 育す る 機關が ある。 碧山 寺で は 坐禪ゃ 念佛の 他に、 「華 嚴經」 などの 經 典の 講義が 行 はれる。 黃 

廟に 於いて は、 菩薩 頂に 黃廟 佛學院 とい ふ ものが あって、 喇嘛の 敎育を 行って ゐる。 黃廟の 喇嘛の 中 

に は、 拉薩 の佛敎 大學を 卒業した やうな もの も ぁリ、 靑廟に 於いても 碧山 寺の 如きに は、 相 當の敎 養 

ある 僧侶が 住して ゐる。 しかし、 一 般 にば 彼等の 知識の レ ベ ルは 甚だ 低く、 山 を 出て 遊學 する もの は 

少く、 太 原 や 大同 すら 知らない やうな ものが、 大部分 を 占めて ゐる狀 態で ある。 

現在、 寺院の 經濟 状態 を 見る に、 生活の 根據 は、 寺院 所有の 田畑からの 所得の 他に は、 參詣 者の 寄 

進と いふ ものが 重要な 部分 をな して ゐる。 しかし、 近年 は 田畑の 所得 も 漸次 少 くな リ、 信者の 寄進 も 

著しく 減じた。 元来、 清朝 は對 喇嘛 敎 政策の 立場から 五臺 山に 對 して は 常に 少 からぬ 保護 を 加へ てゐ 

た。 これが 清朝の 滅亡 以後、 か、 る 保護 を 期待 出来 なくなった のみなら す、 その他 種々 の 事情から 五 


臺山 寺院 は經濟 的な 根柢 を危 くされる に 至った。 殊に、 外蒙古の 難 立：^ 來 その 地方の 有力な 王侯の^ 

詣が 杜絶した こと は 大きな 打擊 であった。 從 つて. 民國 成立 以後、 黃廟の 方 は 財政 的に 次第に 窮乏 を吿 

げ、 伽藍の 修理の 如き も 行き 屆か す、 往々 にして 荒 廢に頻 した もの もあった。 

靑廟に 於いても、 この 傾向 は ほ ゾ同檨 である。 た、 ゾ注 意すべき は 清朝 末期 以後に 於け る 普 濟和尙 を 

中心、 とする 一派の 活動で、 彼等に よって 着々 として 寺院の 重修重 建が 行 はれた ので ある。 しかし、 我 

我の 眼に 觸れ たと ころで は、 參詣 者の 中で も 漢民族よ リは 蒙古 人の 方が すっと 多く、 叉 禮拜の 如き も 

, 眞摯 である。 そこで 供養 を侬賴 した リ、 それに 對 して 金 錢を 布施した リ して ゐる もの も、 蒙古 人の 方 

が遙 かに 多い やうに 見受けられた。 靑廟に 於いても、 喇嘛が ゐ て讀經 して ゐる 有檨 は、 一 見異 樣に感 

せられる ので あるが、 蒙古 人の 布施と いふ ものが 寺院の 重要な 財源と なること を 思へば、 自づ から 頜 

かれる であらう。  , 

一 面 寺院に 於いても、 自から 積極的に 人 を 派して 各地の 信者から 寄進 を 募った こと はいふまで もな 

い。 かって は 年の 慕から 正月に かけて、 黄廟 では 溫布 喇嘛と いふ 募 財 僧を內 外蒙古の 各地に 出して、 

王侯 を 始め 一 般の 信者から 淨財を 集めた。 靑廟 では 特に 普濟ー 派で あるが、 その 僧侶 達が 募 財に 行脚 

した 地方 は、 河北、 山 東の 兩省を 始めと して、 満洲 國の 範圍 にも 及んだ。 我々 は、 山からの 歸途、 棲 
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賢 寺の 溫布 喇嘛と いふの が、 満洲へ 寄附 を 集めに 行く のに 出 遇った。 聞けば、 彼 は遼陽 生れの 蒙古 人 

とい ふこと であった が、 棲 賢 寺 は靑廟 である。 こ、 にも、 また 靑廟に 喇嘛が ゐ ると いふ 奇妙な 事實を 

確め 得た ので あるが、 靑廟 もまた 彼等 を 利用して 各地の 蒙古 人から 寄附 を 集める 必要が あるので あら 

う 。かくして 集められた 淨財 によって、 寺で は 田地 を 買び、 佛像、 建築の. 修理 を 行 ふこと はいふまで 

もない。 

喇嘛の 寄附 募集に 就いて、 先に も 紹介した ギ k モア 師は 次の やうに 記して ゐる。 

五臺 山の 喇嘛 は 凡ゆる 機 會を捉 へて、 草原の 蒙古 人との 關係を 鞏化擴 張しょう とする。 時として 

一 圑の香 客が 徒步で 五臺に 到着す るが、 すつ かリ 道中で 弱り果て、、 到底 家に 歸れ ない と 思った リ 

する。 彼等の 泊って ゐる 寺で は 一 雨 名の 喇嘛 をつ けて 家に 送る が、 喇嘛 はかう して 世話 をした 巡禮 

, の 家族よ- リ已れ の 寺に 供物 を 受ける ばか リで なく、 その 助けられた 巡禮が 恩人と 言って 近隣の 信 似 

篤い 人々 に 紹介す るので、 これから も 布施に 預る。 困苦す る 善男善女の 一 圑を 助ける こと は、 多く 

の 場合 優 に 引合 ふ 投資で あ る 。 

五臺 山の 諸 寺 はこれ のみに 止まらす、 年々 喜捨 を 集めに 廻國 する 習慣が あるが、 數 名の 喇嘛より な 

る ー圑は 春に 出 發し車 や 天幕 を 以て 夏の 間 旅行し、 冬に 先立って、 時には 信者の 獻げる 多額の 淨財 


を懷 中し、 家畜 を 追 ひながら 歸 つて 来る。 かう した 托鉢 は 數に、 叉 繰返し 行 はれる ので あ ひて、 

蒙古の 東半 部 全域に 亙って、 每年 か、 る總 代の 訪問 を 受けざる 張 幕 は 貧富 を 問 はす、 恐らくないで 

あらう。 これら 托鉢の 僧 は 支那 帝國の 外に すら 赴き、 蒙古 人に 較べて 富裕な ブジャ ，卜 族から 豊富 

なお 布施 を 持って来る。 食料品 *茶* 毛皮 • 牲畜 • 金錢、 凡ゆる ものが 喜んで 受 入れられる。 人々 

をして 新 かる 喜捨 を 行 はしめ る 一 つの 誘因 は、 寄進 者の 名前が 奉加帳に 記入され るからで ある。 彼 

らは 力う して 或る 意味に 於いて 寺の 檀那と なリ、 五 臺と關 係ので きた こと を 喜び、 爾後 この 聖地 を 

訪れた 際に は 初めての 者と して 扱 はれす、 沙漠に 於いて その 厚遇 をう け、 寄進 をう けた 者から 舊知 

として 待遇され るので ある。 (J.  Gumour,  P. 168—169. 譯文は 後藤 富 男 氏に よる： 

寺院の 一 年間に 於け る 行事 は、 もとよ^ 舊曆 によって 行 はれる。 今、 左に 靑廟の 例と して 顯通 寺の 

ものと、 黄廟の 例と して 菩薩 頂の ものと を擧げ てみ よう。 

顯通寺 

一月 一日 至 八日 萬 聖法會 (祈 禱國泰 民 安) 八 曰 八仙會 及び 祭星會 

二月 十九 曰 觀 音法會 

四月 二日 至 五日 文殊 菩薩 誕曰 法會 (十大 寺 聯合) 
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六日 至 九日 釋迦誕 日法會 (十大 寺 聯合) 

六月 三日 韋駄 菩薩 誕曰 法會 

七月 十一 日 至 十六 日 盂蘭盆 會 三十日 地藏 菩薩 誕日 法會 

八月 十五 曰 仲秋 節法會 

十月 一 曰 地藏 幽冥 節 二十 五 曰 宗喀巴 燃燈會 

十二月 八日 釋迦 成道會 

菩薩 頂 

一月 一 曰 文殊 菩薩 二 • 三日 財 神 八 -九* 十日 淸靜 道場 十四日 長壽佛 十五 曰 文殊 菩薩 

十八 曰 五 文殊 菩薩 十九 曰 千 手 千 眼觀音 菩薩 二十 二日 天 公佛. 二十四日 宗 喀巴佛 

二十 五日 宗 喀巴佛 徒弟 二十 七 • 八 • 九日 大剛素 五部 

四月 八日 至 十日 啓 建 道場 八日 至 十八 曰 觀世音 菩薩 

五月 五日 至 十日 釋迦佛 

六月 六日 至 十五 曰 勝會 道場 十四日 送祀 跳鬼轉 道， 二十 七日 宗 喀巴佛 

七月 十四日 藥王 十五 曰 釋迦佛 

A 月 十日 釋迦佛 


九月 二十 二  n= 天公佛 

十月 二十 三日 至 二十 五日 宗喀巴 降誕 吉祥 道場 

十 一 月 冬至 吹迦怫 ， 

十二月 二十 九日 送 祀跳鬼 (斬 鬼) 

この 中で、 特に 注意すべき は、 黄廟の 六月 勝會 道場で ある。 これ は 一 に大 誓願 會 ともい ひ、 文殊 菩 

薩を 供養し、 併せて、 天下 泰平 や、 除災 招、 福 を 祈る ので ある。 これ は五臺 山に 於け る 諸行 事 中 最も 盛 

大 であって、 時恰 かも 下界 は 酷暑の 候で あるから、 この 淸涼境 を 目 ざして 詣 でる ものが 多い。 

殊に この 機會 に、 蒙疆、 西藏は 勿論、 満洲 や 北支 各地から も 牛、 羊、 馬、 驢、 騾 等の 家畜 を 率ゐて 

入 山し、 これが 買 付け を 目的に 漢人が 多數 にやって 來 るので、 かって は その 賣買は 繁盛 を 極めた。 も 

とより その 時には 漢人の 市 も 立って、 西 藏人ゃ 蒙古 人 は 家畜 を賣 つて、 その代りに 茶 を 初め 日用 雜貨 

や 食料品な ど を 買って 行った であらう。 その 交易 場ば、 いつも 臺懷鎭 の 東、 清水 河の 河原と 定められ 

てゐ た。 これに 對 して 課せられた 我 金の 額 だけで も 莫大な ものと 稱 せられる から、 その 交易の 總額. は 

また 推して 知るべき ものが ある。 これ は事變 以後の 調査で は あるが、 その 盛時に 於いて は 六月 大會中 

の 家畜 取引 數 及び 産地 は 次の 如くであった とい はれる。 
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牛 ( 一 萬 頭) 蒙古 • 西藏 馬 (七 千 頭) 各地 鱸 (一 一 萬 頭) 各地 騾( 一 萬 頭) 各地 羊 (一 一十 萬 

頭) 蒙疆 駱駝 (千 頭) 蒙疆 a 陝西 豚 (七 萬 頭) 鷄 (九 萬 羽) 以上 山 西 

但し これ 等の 數 字が 容易に 信用し 難い ものである こと は 一 見して 明らかで あらう。 しかしと も 角 そ + 

れ と共に、 諸 寺院が 潤され、 部落の ものが 餘惠を 受けた こと はいふまで もない。 この 家畜 市場 もや は 

^六月 大會と 同時に 開始され たものと 傳 へられ、 事變 前まで 引 續き行 はれて 來 たので ある。 

第， 四 節 新たなる 復興 

從 つて、 民國 以後の 五 臺山は 外 蒙の 獨立 以来、 蒙古 王侯の 潮 山す る ものが 激減した 結果 著しく 衰微 

し、 また 満洲 國の 建國 によって 普濟 派の 佛敎會 の 活動が 制限され、 淸末 以後 大いに 復興に 向 ひつ、 あ 

つた 靑廟の 方 もまた 活氣を 失 ふに 至った。 今囘の 支那 事變に 於いて は、 皇軍の 入 山に よって、 幸 ひに 

も 各 寺院 僧侶 は その 保護 を 受けて、 日々 の 生活に 安堵し 得る やうに なった けれども、 なほ 種々 の狻雜 

なる 問題が あって、 その 復興と い ふこと に は 前途 幾多の 難關が 横た はって ゐる。 

さて、 五臺 山の 屬 する 五臺縣 は、 山 西 王國の 主宰者た る閻錫 山の 出身地で ある。 從 つて 彼 は その 鄕 


里に 對 して、 率先して 諸種の 新しい 政治的、 經濟 的な 施設 を實 行した。 元来、 五 臺縣は 山地が 多く i 

地 は磽确 で物產 にも 乏しく、 その上 縣內の 第 六區は 殆んど 全て 五臺 山の 寺 頜に屬 するとい はれて ゐる 

程で、 一般人 民の 生活 程度 は 甚だ 低い。 しかし、 事變 前に 於いて は、 縣全體 に 流れ込む 金 は、 年に 百 

三十 萬圓と 概算され、 これに 對 して、 縣 外に 流出す る 金 は 八十 萬圓、 差 引き 五十 萬圓の 入超であった 

とい はれる。 その. 入超の 中には、 閻. 錫 山に 附隨 した 同地 出身 官僚の 送金と いった もの も 含まれて ゐる 

ので あらう が、 大部分 は、 五臺山 寺院に 對 する 各地よ リの 寄附 金であった ので ある C 

しかるに、 昭和 十二 年 支那 事變 勃發、 皇軍の 山 西 省 進擊に 際して、 國共 合作して 抵抗す る こと、 な 

つた 错果、 汆 翳の 八路 軍が こ、 に 入り込み 閻錫 山の 牙城 を 占據 したので ある。 卽ち その 秋、 忻ロ鎭 の 

激戰で 皇軍に 敗れた 朱德 が、 みづ から 八路軍 を率ゐ てこの 五臺縣 城に 竄 入し、 こゝ を木據 として 太 行 

. 山脈 一 帶に亙 リ、 河北 省の 阜平縣 方面に もまた 根據を 設けで 猖獗を 極める こと、 なった。 その 年の 十 

月に は 早く も、 五臺縣 民族 革命 戰爭 戰地總 動員 委員 會を 創設し、 恣に縣 長ゃ區 村長の 任免 を 行った。 

% 翌年の 一 月に は、 その 指導に よって、 晉察 冀邊區 政府 を 設置し、 同年 十月、 皇軍の 入城に 至る まで 

こ、 を 中心として 活潑な 行動が 行 はれた。 彼等 は先づ 軍事的に は 抗日 宣傳を 行って 民衆の 抗戰 精神 を 

煽動し、 政治 工作と して は共產 思想に よる 袅村 民衆の 組織化と いふ ことに 努力した。 卽ち、 彼等の 標 
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語と すると ころ は、 小作料 及び 高利の 輕減、 梟 村 政治の 民主化と いった ことであった。 しかし、 この 

際、 民心の 獲得と い ふこと が 最も 重大問題であった から、 舊來 の蕞村 秩序な どに 急激な 變化を 加へ る 

に は 至らなかった やうで ある。 その 一 面、 彼等 は 抗戰繼 續の爲 め、 軍事費の 徵 收を强 行し、 農民の 搾 

取 を 行った の は 勿論であって、 一般 農民が か、 る 軍費 負 擔の囘 避、 ひいては 戰爭の 忌避と いふ 傾向に 

向 ひつ、、 あった こと は自づ から 想像され る。 その 影響 は當 然五臺 山に も 及び、 山上の 寺院 は 臨時 敫税 

を强 要せられ 財產 ある もの は その 提出 を强 迫され るに 至った。 八路 軍で はまた、 晋察冀 邊區 銀行なる 

もの を 設立し、 不換紙幣 を發 行して その 使用 を强 要した。 その 流通す る區域 は卽ち 彼等の 勢力 範圍を 

示す わけで あるが、 か、 る經濟 工作 はまた 農民 怨蹩の 的であった こと はいふまで もない。 もとよ リ、 

彼等の H 作に 就いても、 その 施設 等に は 一 部分 進歩的な 點が 認められない ではない が、 要するに、 そ 

の企圖 すると ころ は 抗日 精神の 徹底と 袅 村の 赤化と い ふこと であって、 これが 及ぼす 害毒 は 甚大な も 

のが ある。 

さて 彼等 は、 太 行 山脈に 侵入す る ゃ五臺 山を以 つて 軍事的 根據 としたの である。 蓋し これ は、 もと 

ょリ、 五臺 山が 太 行 山脈 中に 於いて 地理 的に 有利な 位置 を 占める こと、 要害 堅固なる ことな どに もよ 

るで あらう^、 この 山の 宗敎的 聖地と しての 特殊性 を 利用し、 これ を 確保す る ことによって 民心の 次 


攬を 計った とい ふこと も 見逃し 難い。 その 臨時 徵税が 山中の 寺院にまで 及んだ こと は 先に も 述べ た 

が、 寺院の 建築が 彼等に とって 格好の 宿營 所と なリ、 一部の 寺院が 甚だしい 破壤を 被った こと はいふ 

まで もない。 かくて、 あたら 千數 百年の- 傳統を 誇る 佛敎の 聖地 も 日なら すして、 共産軍の 墓地と 化し 

去る 狀 態に 至った。 

こリ 寺、 昭和 十四 年の 春、 皇軍の 山上 進駐に よって、 その 保護の 下に、 聖地 復興の 機運が 漲って 來 

こつで ある。 さう して 翌 十五 年に は、 早く も 復興 後 第一 囘の 六月 大會が 花々 しく 擧 行せられ た。 かく 

て、 東亞 新 秩序の 旗幟の 下に、 この 聖地 五 臺山も 新たなる 出 發點を 見出す こと を 得た. ので ある。 

しかし、 なほ 前途に は 幾多の 殘 された 問題が あるので ある。 例へば、 內部 的に は、 傦 侶の 覺醒、 寺 

院の 整理の 如きが あり、 外部 的に は先づ 交通問題 或は 通貨 問題 等が 考 へられる。 僧侶の 覺醒 はもと よ 

り 五臺 山の みに 限られた ことで はなく、 東亞 全 體.， の 佛敎界 の 改革と いふ 大 問題と 連 關 して 考 へらる ベ 

きこと であらう。 交通に 就いて いふなら ば、 直接 治安 問題と 關 係し、 また 通貨 問題に 至って は、 華北 

と 満洲 國、 蒙古 聯合 自治 政府の 區 域內、 また 華中との 間に 於け る 障害 等が 存 する。 これ は、 國際 的な 

寄進に よって 維持せられ る五臺 山に とって は 重大な 問題で ある。 更に、 喇嘛 敎圈內 に 於け る五臺 山の 

地 &は單 に宗敎 問題に 止まらす、 一 の 政治問題 としても 重要な 役割 を 持つ ので ある。 猶 これらの 外に 
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卑近な 問題で は あるが、 こ、 に取リ 上げられるべき ものと して、 五臺 山の 植林と ハ ふやうな 課 S も考 

へられる。 これ とても、 その 成果 を擧げ るに は、 五十 年 或は 百年の 歲月を 要する であらう。 

千 五 百年の 間 幾多の 變遷を 繰り返へ して 來 たこの. 靈 山に は、 今な ほ 脈々 として 盡 きぬ 生命の 存在が 

認められる。 五臺 山の 新たなる 復興が 如何なる 形に 於いて 行 はれる かとい ふこと は、 將 來に俟 つと し 

て も、 我々 は 目前に 橫 たはった 現實の 問題に 對 して は 進んで これに 晉處 しなければ ならぬ。 - 

思 ふに この 五 臺には 悠久 千 五 百年の 傳統が 流れて ゐる。 この 傳統 に對 して、 如何に 新たなる 息吹 を 

與 ベる f とい ふこと は、 我 々日本人に とっても また 深き 關心を 持って 對處 せねば ならない 重要な 問題 

なので ある。 


五臺 山^ 行  一 i 凡 

北京から 太 原へ 

七月 七日 

夕方の 汽車で 疋 陽門站 を出發 する。 北京の 夏 は實に 日が 長い。 八 時と いふのに まだ あた リは 明る か 

つた。 我々 の乘る 列車 はこの 一 日から 開通した 京晉— 卽ち 北京 太 原— 間の 直通列車 なので ある。 

寢臺 車の 座 K から 窓外 を のぞむ と、 左手に は 城壁が ま 近 かに 迫リ、 右手に は 護 城 河の 水が 靜 かに 流 

れ、 岸の 楊柳の 綠 がかす かに 搖れ てゐ る。 河 邊には 三々 五々 男女が 佇んで、 しきりに 何 か 話し こんだ 

リ、 列車の 通る の を 眺めた リ して ゐた。 

汽車が やがて 方向 を かへ ると、 重く 垂れた 雲間から 夕暉 がさして、 紺 黑の西 山が いつもよ リ はっき 

リ としか も 遠い。 天 壇の 森の 間から は 紫紺の 瓦に お ほ はれた 祈 年 殿の 屋根が そびえて ゐる。 その 圓錐 

形の 屋根が、 四 邊を壓 して 堂々 と 見えた。 

鐡道 近傍の 農作物 は靑々 と 茂^、 遲れて 我が家に 歸る 農夫の 姿 も 見受けられる。 夕闇が 静かに あた 

^を 閎ぢ こめ はじめた。  ， 


永 定門站 をす ぎて 暫 らくす ると、 右手の 革 窓から からう じて  一 a の 土阜が 見える。 これが 遼金 時代 

の 北京の 城壁で ある。 今の 北京 城 は 元の 時に 築造され た大 都に もとづいて、 明初に 縮少 され、 その後 

更に 外 城が 附加 された ものである。 それ 以前 遼ゃ 金の 時代の 都 城 は、 今の 外 城の 西部から 西 南郊に か 

けて 築かれて ゐ たのであった。 當時こ \ は 南京と か 燕 京と か 或は 中 都と かよ ばれ、 元の 大都 がその 東 

北に 新しく 築造され た 後 は、 南 城と よばれた。 さう して 漸次 衰頹 し、 明の 時に 現在の 外 城が 設けられ 

てから は、 その 城壁 も 追々 とリ のぞかれて しまった。 今 車窓から 見える の は その 南 城の 南 壁の 僅かな 

名殘リ なので ある。 

豊臺 につく。 ホ— ムで賣 つて ゐた トマト を 一 籠 買った。. 新鮮な 香^が 鼻 をう ち、 その 昧は なかく 

うまかった。 こ、 は 北京 近郊の 野菜の 產地 としてむ かしから 有名な ところで ある 0 

あた^の 空氣は 濕氣， を 含んで 重い。 北支の 雨期で ある。 車內 はべら ぼうな 暑さだった 0 故 國を思 ひ 

起こさせる 浴衣の サ ー ビスに 感謝して 早速に 着換 へたが、 しぼる やうな 汗の ために、 やがてべ ト/, \. 

になって しま ふ。 車 內の溫 度 は、 華氏 百 二十 度。 寢 苦しい 一 夜だった。 

七月 八日 

石 家莊に 着く と、 夜 はすつ か^ 明け はなれて ゐた。 眠^た リ ない 目 を こす リ ながら、 我々 は 隣リの 

北京から 太 原へ ，  一 五 九 
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客車に 荷物 を 運び こまねば ならなかった。 とい ふの は寢臺 車が こ、 で取リ はづ される からで ある。 二 

等 車の 方に 行く と、 旣に 非常な 混雜 で、 やう やく 座席 を 見つけた けれども、 身動き もなら ない 程で あ 

つた。 

汽車が 進む に從 つて 次第に 山が 近づき、 桃 河の 流れに そふ。 韓 信が 背 水の 陣を 布いた とい ふ微 水の 

驛を 通過して 娘子關 附近に 来れば、 山 はいよ く 迫ク、 溪谷は 深くなる。 俯瞰 すれば その 底に は淸洌 

な 急流が 岩に 激して ゐる。 ところぐ に 水車が 架せられ、 叉 絕壁を さいて 迸リ 出る 水 は、 大小の 瀧 を 

/  • ... .  一  こ ひと  . 

なして 溪 流に 注いで ゐる。 數丈も あらう、 この 中 最大の 瀧 を 邦人 は 鯉 登の 瀧と 名 づけて ゐる。 これ は 

事變當 初、 この 娘 子關の 要害 を擊 破した 鯉 登 部隊長の 名 を 記念す るた めにつけ たもの なので ある。 こ 

の逯は 風景 緞 佳で、 北支の 鐡道 沿線 中 その 右に 出づ ると ころ はない。 しかし 難 嶮な點 から いつでも 亦 

北支 屈指の 場所であって、 こ、 に戰 つた 皇軍の 苦心が 察せられる のであった。 

石炭で 名高い 井陘 をす ぎて しばらく 上れば、 太 行の 嶮は旣 に 通過して、 河北 山西兩 省の 境と なる。 

この 邊 から 景色 は單 調と なリ、 流水 も いつしか 方角 を かへ てゐ る。 處々 砥石の 如き 巖 床が 現 はれて ゐ 

るの が 目についた。 

乘車以 來旣に 二十 時間に 近く、 昨夜の 睡眠不足と、 疲勞も 加って、 車 外の 景色 もさる ことながら、 


陽 泉、 壽 陽と 驛の名 を 聞く たびに、 ひたすら 太 原 着が 待ち遠しかった。 同 蒲 線との 分岐 點 になって ゐ 

る楡 次に 着いた の は、 そろく 黄昏に 近い 頃で、 もうこ、 から は 一時間 足らす である .o 太 原に ttr つく 

と、 右手の 丘陵に 高く 聳え 立つ 雙 塔が、 夕闇の 中に ほのかに 白く 光って 見えた。 

八 時、 いよく 太 原に 着いた。 我々 は 北京から 一 晝夜 乘リ續 けた わけ だ。 華北 交通 鐡路 局の 厚意に 

よって、 自動車で 亞細亞 ホテルに 案內 された。 

「レ ノ 北 支那の 雨 期ン .  /ぶ 

太 原と 忻縣 

七月 九日 

朝から 憂欝な 雨が 降リ續 けて ゐる。 小 やみ を 見計らって、 鐡路 局へ 挨拶 かたぐ 連絡の ためこ 

けた。 實は 今度の 旅行 は、 華北 交通 會 社から 派遣され. た 人々 と 行 を 共に し、 色々 と 便宜 を 得た からで 

ある。 

午後に なって、 雨 もやんだ ので、 舊 知の 東 木 願 寺 を 訪れた。 寺 は 新 民 公園の 西南に あって、 その 南 
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に は 放 生 池と いふ 池 も ぁリ、 境 內は廣 くて、 ゃはリ 以前 もこ、 が 寺院であった らしい。 庭に 大小 ニ箇 

の鐡 鐘と 大きな 鐡の 香爐が ある。 鐘 は 小さい 方 は 明 頃の 作と 思 はれる が、 大きな 方 は 高さ 二 米 半、 t 

徑約ニ 米 も ぁリ、 龍 頭の 形が よく 全 體の形 も 豊かで 頗る 堂々 たる ものであった。 元来、 今 は壤れ てし 

まった が、 城內 の鐘樓 にあった もの、 やうで ある。 これに は 銘文が あって 次の やうに 讀 まれる。 

太 谷 縣郭下 萬安禪 院奉爲 

白 # 萬歲臣 千秋 新 鑄洪鐘 一 顆 普 願 法界 有情 同霑. 勝利 …… 

時 大金 正隆四 年歲在 已卯閏 六月 癸 a 朔十 六日 戊辰 □ 

その他 寄進 者 や 工匠の 名前、. 或は 經文 などが 二 段に 装 裟櫸の 部分 一 面に 鑄 出されて ゐた。 なほ 香爐 

もまた 高さ 二 米許リ で、 臺 部に は 二 層の 欄干が ぁリ、 八 木の 脚に は 各； 獸面を あら はし、 盤に は蓮瓣 

を周圍 にか ざった ものである。 銘文な ども あるに はあった が、 旣に 磨滅して しまって 讀み 得る 部分 は 

少 かった。 しかし これ も 或は 金 頃に 溯る かと も考 へられる。 

こ、 を辭 して、 傅 公 祠に車 を 急がせる。 傅 公祠は 城內の 西北に 近く、 明末淸 初の 學 者で ぁリ、 叉醫 

者と しても 有名であった 傅 山 (靑 主) を祀 つた 祠堂 である。 彼 は 書家と しても 當時ー 派 をな した 人で あ 

つたが、 平生 古 碑 を 好んで 自 からこれ を 蒐集した。 こ、 に は 現在 その 遺愛の もの を もと、 して、 後人 


が 順次 集めた 古 碑の 覲を 多數陇 剣して ゐる。 その 中で も 西 i の大紘 十三 年の 鉻文 ある 四面^ 像ゃト 東 

魏 天平 元年の 程哲 神道 碑、 唐の 大曆 十三 年の 妮神頌 碑 (李 譜の撰 文) などが 注意され た。 殊に 程哲 神道 

碑. の兩 側に あら はされ た 線 刻の 晝像 は、 頗る 自由な 筆致で 面白い ものであった。 なほ 周圍の 壁面に は 

明の 弘治 三年の 晉王府 の大寶 賢堂帖 と、 清の 康熙 年間の 小 寶賢堂 帖の刻 石が 嵌入され て ある。 

- 今後の 日程が 氣 にか、 るので 早めに 宿に 引き上げた。 五臺 山の 道路に 關 する 状況 は 甚だ 不確實 であ 

つて、 果して 行ける もの かどう かも 曖昧で 判 斷に 迷った。 しかし、 思 ひ 切って 今夜の 臨時列車で 發っ 

ことに 決定され た。 これ は 午前 一時 太 原 北 站發の 貨物列車で、 今次の 五臺山 六月 大食の 期間 中 特別に 


第一 三圜 天 平 元年の 線 刻祌像 
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旅客 を 扱 ふ ものであった。 この 汽車で 一緒に 出發 する 人々 は、 北京から 同行した 軍 報道 部、 北京の 放 

送 局、 華北 交通、 それから 新聞記者 等で 三十 人 餘リの 同勢であった。 列車が 動き 出して 相當 たって か 

らも、 電氣 のない 喑ぃ 車中で、 人々 は 皆元氣 には^き リ、 高い 聲 で 話しあって ゐた。 

七月 十日 

目が 覺め ると、 旣 にあた リは 明るくな つて ゐた。 昨夜、 ふと 目 を * すと、 汽車 は 崖の 間 を 通って ゐ 

きん 

たが、 あの あた リが 石嶺關 であったら うか。 間もなく 忻縣に 到着。 丁度 七 時 頃であった。 しかし 空 は 

どんよ^と 曇って 重苦しかった。 

普通 はこ 、 で 河邊村 行きの 輕便鐡 道に 乘り換 へねば ならない ので あるが、 特別の 便宜で その ま、 河 

邊 村へ 行く こと、 なった。 汽車が 動き 出して、 しばらく すると、 雨が 降リ 始めて 次第に 激しくな つて 

行った。 約 二 時間で 河邊 村に 着いた。 こ、 で 始めて、 五臺山 行きの トラ ッ ク 道路 は處々 で崩壤 して、 

絕對 通行 不可能で ある ことが わかった。 若し 雨が 上った としても こ、 數 日間 は 開通の 見込が つきさう 

なんどき 

にもない。 しかの みならす 降リ しきる この 雨で は、 果して 今 我々 の乘 つて 來た 汽車 さへ、 いつ 何時 事 

故が 超 つて 不通になる かも 知れない 有檨 であった。 河 邊村は 小 部落で、 この 三十 數 名の 一 行 を 宿泊せ 

しむべ き 場所 もない。 それで 一 步も 車から 出る ことなく、 ， び忻縣 まで 引き返さねば ならなかっ^。 


途、 窓から 頸 を 出す と、 線路の 枕木の W から 列車の 重みで g 水が 押し出されて 流れ出る のが 見 

え 列車 は 著しく 左右に 動搖 する ので、 今にも 脫 線し はしない かと 屢々 膽を 冷した リし. こ。 この， -、 

太 原に 引き返す か、 或は 忻縣 でしば らく 待機す るかと いふ ことが、 皆の 間で 賑 はしく 論議され た。 雨 

が 上れば 簡單に 山に 上れる だら うとい ふ檨 な樂觀 的な 議論が 勝 を 占めて、 一 歩で も 近い 忻縣で 寺 « し 

ようとい ふ ことにき まった。 

忻縣に 着く と 丁度 雨 は 上って ゐた。 縣 城は驛 から 一 籽 ばか^ 離れて ゐて、 西北の 丘陵の はし を 利用 

して 築かれた 大きな 城で ある。 城 內には 日 木 宿が 二 軒 あるが、 我々 は ほまれ 旅館に とまった。 

まだ 雨 はすつ かリ 晴れた わけで はない が、 慢 然と 宿に ゐ るの も 返 屈な ので、 城內を 見物す る こと、 

した。 大通^の 兩側は 一段と 高く、 舗石 を しきつめた 步 道と なリ、 立派な 構への 商店が 軒 をなら ベて 

ゐた。 興味 ある ことに は、 大 商店 は 前に 門 を 構へ て、 すっと 奥に あう、 門 脇の 表側ば 別の 小さな 商店 

力 品物 を 陳列して ゐる。 これ 等の 門 や 店の 簷 下に は 何れも、 簡單 ながら llg が 組んで ゐ た。 これ は殆 

んど 他に 見受けられな いもので 珍しく g は マ た。 

大通ク から 右に それる と、 東嶽 廟ゃ關 帝廟が あった。 關 帝廟 はこ、 では 主として 財 神と して 信 W さ 

れてゐ るら しく、 財神廟 とも 稱 して ゐる。 殿 前に は 非常に 肜 刻の 込み入った 石坊が ぁリ、 その 前に は 
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石の 獅子な どが あった。 石坊の 額に 道 光二 十九 年の 年號 があって、 新しい もので はあった が、 出来ば 

え は 甚だ 美事で、 この 時代の ものと して は、 他の 地方で は决 して 見受けられない ものである。 文廟に 

行った が、 境內 はすつ かり 荒廢 し、 雜 草の 中に 驢馬が 放 たれた ま、 になって ゐた。 廟の前 はすつ と 開 

けて ゐて、 一面の 畑 や 沼地であった。 

東門 を 見る と、 門樓 はく づれ かゝ リ、 遙か 彼方に は峨々 たる 山な みが、 雪の 切れ目から 美しい 紫紺 

の 肌 を あら はして ゐた。 右に 一 き は 高 いのは 讀書 山で、 左に 見える のが 七巖 山で ある。 この 山脈 は、 

北、 定襄 盆地と 南、 太 原 盆地と を 分つ もので、 滹沱 河と 汾 水との 分水嶺 を も 兼ねて ゐ るので あるつ 

沼地 を 横切って 城 隍廟に 向 ふ。 こ、 は 昔 は廣ぃ 境內を 持ち、 數楝の 建物が あつたの であるが、 今 は 

後部が 學校 とな リ、 前面 は淨土 寺と いふ 寺と なって ゐる。 木 殿の 建築 は 五 間 四面の 入母屋 造リ で、 二 

手先 枓拱を 用 ひて あった。 中に 入る と 天井の 楝 板に は 

大明成 化 五 年 歲次已 a 七月 吉旦知 太 原 府忻州 事 胡 朱 等 重 建 

とよ まれた。 なほ 境內 にある 鼓樓、 鐘 樓の簷 下に は、 寶 瓶の 代り-に 塑像の 小 神 像 をと リ つけ、 それに 

簷を支 へさせて あった。 その 古い 形式が なほ う か く は れる 點で尠 からす 興味 を 直 い お。 


車中の 籠城 

國  - 

七月 十一 日 ，  ， 

昨夜 崞縣 からの 連絡が あって、 一 行 は 一 刻 も 早く 河邊 村まで 至る ベ しとい ふこと であった ので、 我 

我 も 早朝 五 時に 床、 大急ぎで 食事 をす まして 驛へ 向った。 さて 着いて みると、 昨日 河邊村 行きの 列 

車が 脫 線して、 汽車 は 不通 だとい ふ。 たった 驛 と城內 との 間の 連絡 もこん なに とれて ゐな いの かと、 

尠から す 不快であった。 かれこれして ゐる 間に、 空 模檨は 益々 險惡 となって、 やがて 篠 つく 雨が 降^ 

始めて 来た。 

き はま -, 

かうな ると 進 返 谷った 形で、 再び こ、 で 待機す るよ リは ほかに 方法がなかった。 一 行の 中には 雨の 

中 を 城 內に歸 つて 行った 人 もあった が、 我々 は 殘リの 人々 と共に 車中で 籠城す る こと、 した。 

城內の 宿屋から 晝と晚 との 辨當が この 籠城 組に 運ばれた。 時々 汽車の 窓口に、 雨 をい と はす 物賣リ 

が やって 來 ると、 返 屈 まぎれに 人々 は爭 つて それ を 買 ふので あった。 茹で 玉子の 如き は 忽ちに して 賣 

れ衋 してし まふ。 我々 は 夕の 辨當を もって 来た、 ポ ー ィに、 特別の チッ プを つかって 葡萄酒 を 二 瓶ば か 
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り 買って 来させた。 これが 晩飯の 唯一 つの 慰めであった。 太 原の 南の 淸源縣 が この 葡萄酒の 產地 なの 

である。 アル コ ー ル 分が 比較的 少く 甘い 酒だった。 

暗くな つても、 雨 は 相 變らす やみ さう にもな く 降り 繽 いて ゐた。 體の 疲れの みならす、 氣 疲れ も 加 

つて、 誰い ふ ともなく 太 原に 歸 つて ゆつ くリ 天候の 囘復を 待た うとい ふやうな 空 氣が 支配した。 そし 

ては^き つて ゐた强 硬 論者 もす つか リ おとなしく なり 別に 反對 もしなかった。 

七月 十二 日 

車中で 一 夜 を 明かす。 時々 蚊の 来襲が あつたが 大した ことはなかった。 目を覺 ますと、 雨 は 上って 

ゐた が、 まだ 降リ 足^ない 雲行きであった。 九 時半 頃、 忻縣 をた つて 再び 太 原に もどる。 意地 惡 くも 

沿道の 空 は 所々 雲が 切れて、 曰 光 さへ もれて 來る。 そんな 時には 引き返した ことが 何だか 殘 念に 思 は 

れ るので あった。 

しかし、 太 原に 着く 頃、 再び 空 は 曇^、 やがて 糠雨が 降リ 出して 来た。 我々 は 疲れ切って 宿に たど 

リ ついた。 


七月 十三 日 

晝 近くまで ぐつ すリと 眠る。 天氣 もどう やら 囘復 したので 町に 出た。 夕方 近く 崇菩 寺に 至る。 この 

寺 は 明の 洪武 十五 年 明の 太祖の 子晉恭 王が 母后 高 氏の 爲 めに 創建し、 一 一十 四 年に 至って 落成し. こもの 

である。 それ 以前に もや はリ 寺が あって 寺 名 を 白馬 寺と か延壽 寺と かいった が、 一時 荒廢 してし まつ 

てゐ たらしく、 明初 その 舊基 によって 建てられ たのが、 卽ち この 崇善 寺で ある。 この 再建に よって 寺 

院は 舊觀を 一新し、 九 間の 大雄寶 殿、 七 間の 大悲閣 等が 太 原の 町を壓 し、 こ、 に 僧綱 司が 置かれた。 

その後 成 化 十六 年、 正德 十二 年、 嘉靖 三十 九 年 等に 重 修が行 はれて 来たが、 清朝に なつてから 境內の 

前部が 文廟 となって しまった 爲 めに、 現在で は 大悲殿 を 中心として 一 廓 を 留めて ゐる に過ぎない。 

門前に 蓮華座の 上に 坐った ー對の 鑄鐡の 獅子が あ^、 雄勁な f に 見る 立派な 作であった。 臺 座の 側 

面に は 洪武辛 未 (二十 四 年) の 銘が讀 まれ、 明初の 作で ある ことが 明らかで ある。 我々 は 支 W 二 来て か 

A 處々 に 於て 獅子の 肜刻を 見る 機會が 甚だ 多 かつ. た。 しかし、 北京 や 南京 地方で 見る 近代の もの 
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は、 槪ね 装飾的な 表現 をと リ、 寫實 的な 精神が 返 化して ゐる。 さう して 內 部から 盛リ 上る 檨な 力強 さ 

を缺 いて ゐる 半面、 形式的な 誇張 を ことさら にあら はして ゐる。 しかるに、 山 西方 面で は 時た ま、 か 

うした 傾向に 狳リ墮 して ゐ ない 佳作 を 見受ける ので ある。 太 原で は 新 民 公園に ある 嘉靖ー 一十 七 年の 鐡 

/  , う  獅子の 如き も、 その 年代の 新し さに 似す、 比較的 立 

派な ものであった。 更に この 崇善 寺の 鐡 獅子の 如き 

は、 類似した 何れの 作品に もま さった 見事な 出来ば 

えで、 明初の 傑作た る 資格 を 失 はない。 

脇の 門 を 入る と、 左右に は 鼓樓、 鐘 樓が竝 び、 正 

面に は 重 簷七間 四面の 大悲 殿が 立って ゐる。 殿內に 

入る と 中には 三 丈 も あらう か、 見上げる やうな 三钵 

の 塑像が 立ち 竝ん でゐ た。 中央が 千 手 千眼觀 世音菩 

薩で、 左右が 僧侶の 說明 によると 普賢と 大勢 至 だとい ふこと である。 向って 右は圓 光背 を脊 にして ゐ 

るが、 左 は 四 本の 手 を もった 菩薩 像で しかも 光背 も 無數の 手から なう、 中央の 像と その 形式 を 同じく 

して ゐる。 た 、ゾ 中央の ものに 於いて は、 手の 數が 一 層 多く、 すべ て 三十 一 一木 ぁタ、 面 もまた 十 一 であ 


誦國隱瞧 


る o 

この 三 尊 は 頗る 均勢が とれ 力 强さを もった 作品で、 我々 はこれ を  一 a する や、 その 優秀なる に 驚嘆 

したので あった。 勿論、 近世の 作で 明 以前に は 溯^ 得ない もので あつたが、 この 土地に 於いて かくの 

如き 佛像 を拜 しょうと は 思 ひがけ もしなかった ので ある。 

大悲殿 西側の 僧院の 一 隅に ある 明の 成 化 十六 年の 重修碑 記に よれば、 この 千 手 大悲殿 も洪武 二十 四 

年に 建立され たと ある。 しかし 實 は大悲 殿の 簷 下の 科 拱な どの 檨式 から は、 それが 創建 當 初からの ま 

まだと は考へ 難い ふしが ある。 從っ てこの 像 もた、、、 ちに 洪武の 作と は 決定 出来ない が、 遲く とも 明の 

中期 を 下る とは考 へられぬ ものであった。 

殿內の 西側に は 幾つ もの 大きな 經箱 があって、 その 一 つ を あけて みると、 宋 元の 磧砂版 大藏經 がー 

杯に つまって ゐた。 これ もまた 一 つの 驚異であった。 我々 は 埃 まみれの 中から、 一 二の 經文 をと リ出 

して その 刊 記を寫 してみ たが、 その. 中の 一 つに 次の やうな のがあった。 

「佛說 一 向出 生 菩薩 經」 に 

大宋 國兩浙 西路平 江府長 洲縣樂 安上 鄕楝木 巷 街 北面 南 居住 奉佛 弟子 顏汝 欒謹自 親書 此經 仍施淨 

財 恭入磧 砂 寺大藏 經坊刊 …… 

北 支那の 雨期  一七 一 
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淳祐貳 年 十 一 月 日 弟子 顏汝 燮謹跋 

一 體、 磧砂版 大藏經 と は、 今の 蘇 州の 東南、 ^直 鎭 にあい 磧 砂の 涎 聖院に 於いて、 南宋 理宗 の紹定 

. 四 年から 元の 英宗の 至 治 二 年に 至る まで、 九十 一年間に 亙って 刊 刻され たもので ある。 ー說に 南宋の 

端 平 二 年、 旣に その 目録が 出来て ゐ るので、 その 年に はも 早 や 完成して ゐ たの だと もい はれる が、 さ 

うで は あるまい。 この 藏經 は、 我が 國 では、 京都の 東 寺 ゃ南禪 寺の 經 蔵に" 一 部分 保存され て を リ、 大 

&. &版 株式 會 社に、 もと 久原家 所蔵の ものが 割合に 多く 藏 されて ゐ るが、 もとよ リ 完全な もので はな 

い。 支那に 於いても、 從來 これが 出現 は絕 望と されて ゐ たので あるが、 民國 十九 年、 遇然 の機會 から 

西 安で 略ぶ その 完璧に 近い ものが 發 見され た。 意外の 發 見に 驚喜した 支那の 佛敎界 では、 早速 これ を 

上海で 影印に 附し、 民國 二十 四 年 一般に 頒布した のであった。 我が 國 にも 數 部が 購 はれて 來てゐ るの 

で、 その 全貌 をう か、 ゾ ふこと が 出来る。 全部 六 千 三百 六十 ニ卷、 西 安木の 不完全な 部分 は、 北京 北海 

の 松 坡圖書 館 の 湖州 思 溪版そ の 他を以 つて 補 はれて ある。 

いま さきに 刊記を 掲げた 「佛說 一向 出生 菩薩 經」 は、 卽も この 影印 木で は思溪 版を以 つて 補 はれた 

部み なので ある。 從 つて、 この 經は西 安木に はなく、 從來 知られなかった もので あらう。 なほ 全體に 

亙って 詳しい 調査 を すれば、 更に 西 安木に ない 部分が 發 見され て、 完全な 磧砂扳 大藏餒 を 得る ことが 


出來 るか も^れない。 この 崇善寺 木 は 大きな 廚子檨 の 木箱 四つに ぎっし^つ まって ゐ るので、 量と し 

て も 相當な もので は あるが、 恐らく 完全な もので は あるまい。 中には 思 溪版も 二三 見受けられた。 し 

かし、 古經 類の 少ぃ 支那で、 宋 版の 藏經が 多数に 殘 されて ゐ るの は、 この 上 もな く 珍しい ことに 思 は 

れた。 それが、 見たところ 傳來 など も 明らかで なく、 今まで 人に 手 をつ けられた やうな 形 S もない の 

は 更に 嬉しかった。 いくら 戰亂の 多い 支那で も、 山 西の 山奥な どへ 行く と、 もっと 人に 知られない 新 

鮮な發 見が ぁリ はしない かと 樂 しい 希望が 湧く のであった。 

この 他に も、 明の 正統の 大藏經 や、 また 寺院に は 珍しく もや はリ 正統の 道藏 などが ぁリ、 何れも 殆 

んど 完全に 近い やうであった。 〔それから 約 半年の 後、 再び こ、 を 訪れた 時には、 この 正統の 藏經と 道 藏とは 

見當ら なかった。 寺 僧に きくと 省 長が 運び出し たの だとい ふこと である。〕 

七月 十四日 

午前中 は 快晴で、 この 分なら 天氣 も囘復 した かに 思へ たが、 午後に なると 叉 曇って 来た。 しかし、 

この 二日 間 はどう やら 雨 も 降らなかった ので、 恐らく 五臺 山の 方 も 道路が 囘復 した^ら うと、 とに 角 

今夜 再び 出發 する こと、 なった。 夜中 1 時の 貨物列車 にの リ こむ。 
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驢馬と トラ ッ ク 

五 臺 縣城 

七月 十五 日 

忻縣の 近くで 目が « める。 七 時 近くであった。 空が 美しく 朝 やけして、 天氣も 今度 こそ は 木 調子に 

なった と 思 はれた。 忻縣で 汽車 を乘ク 換 へる。 

車窓から 眺める と兩 側に は 遠く 峨々 たる 山脈が 連って をリ、 その 間に はかな リ廣ぃ 盆地が 髮 開して 

ゐた。 土地 は 肥沃ら しく、 雨 上リの 後と て 穀物 は靑々 と 茂リ、 ところぐ に は 早く も 農夫が 營々 とし 

て 働いて ゐる のが 見受けられた。 畑の 中には 彼方、 此方に 累々 た. る 土饅頭が あった。 それ は 勿論 墓な 

ので あるが、 盛土の 上に 寶珠 形に きざんだ 石 を 飾 つて ゐる のが 注意 を惹 いた。 

定襄縣 の驛に 着く すぐ 手前で" 古い 土 城址が 望まれた。 その ー邊を 越えて 驛に 着く と、 驛 は^も こ 

の 土 城の 中間に 位し、 城壁の 一 邊は 各々 一 籽程も あるかと 思 はれる 廣大な ものであった。 驛の附 5ニ 

はと ころぐ 土器な ども 散らばって ゐて、 それ 等 は 漢ゃ六 朝の ものである ことが わかった。 我々 は苷 


し 歸途に 餘裕が あれば、 是非 こ、 に降リ て 調査して みたい と 思った。 

鐡橋を 渡って しばらく すると、 河邊 村に 着く。 河邊 とい ふの は、 滹沱 河邊の 意味で、 河の 右 学 二位 

し、 定襄 盆地の 東北 端に 當リ、 行政 上で は五臺 縣に屬 して ゐ#。 こ、 は閻錫 山の 故郎 として 知られ、 

そこに は 彼の 華やかな リし 頃を傯 ばし める 堂々 たる 邸宅 も殘， つて ゐる。 鐡 道が わざく この 邊 鄙な 盆 

地の はしまで 敷設され たの も、 全く その 爲め なので ある。 

下車す ると、 道路の 復舊は 未だしく、 今日は 到底 トラックが 出ない とい ふ。 こ、 から 五臺縣 城まで 

は 日 木 里に して 八 里 は たっぷり， あると いふ ことで、 重い 荷物 を か >  へて 再び 途方に くれてし まった。 

この 時 丁度 運よく も、 五 臺驟に 向って 糧秣 を 運ぶ 皇軍の 馬車 隊に 遭遇した。 早速 わけ を 話して、 それ 

に 荷物 を 載せて 行っても らふ ことにな つた。 しかし 雨 上リの カンく と 照う つける 太陽の 下 を、 これ 

から 八 里餘^ も步 かねば ならぬ かと 思 ふと、 いさ、 か 閉口だった？ 

しばらく 河の 右岸に 沿うて 進み、 やがて 濟勝撟 を 渡る。 この 橋 は滹沱 河に か、 つた コンク ジ ー ト製 

の 立派な もので、 この 邊には 見かけない しっか^した ものであった。 これ もまた 閻錫 山の 全盛時代 を 

物語る もの 、 一 つで あらう。 

車馬 慢行。 槐蔭 村の 附近に 來 ると 路は 益々 惡く、 泥土 を こねる が 如く 車 は 一 層遲々 として 進まな か 
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つた。 河邊 村から 槐蔭 村まで は 恐らく 一  里 位で あらう。 日 は旣に 正午 

に 近く、 我々 はこ、 で晝食 をした、 めねば ならなかった。 この 邊は瓜 

かま ぼ, 


畑が 多く、  丁度 桑 瓜の 出盛^で、 畑の 隅に は處々 に 蒲 鋒 形の アン ペラ 

小屋 を 作って、 百姓が 見張 リ をして ゐた。 食後う まさうな の を 三つ 四 

つ 買 ひ 求めて 食って みた。 水氣は 多い が、 味 は 一 向 感心した もので は 

なかった。 馬車の 故障な どの 爲 めに、 案外 時間 を 食って、 こ、 を 出た 

の は 一 時半 頃で ある。 あと まだ 七 里と 思 ふと 氣 がいら だった。 

, 滹沱 河の 支流、 小營 河の 淺瀨を 馬に 鞭う つて 渡る。 . 東 冶鎭に 近づく 

と 道路 は 漸次 上^に なって 來る。 兩側 はき リ 立った 黃土 層の 斷 崖で、 

坂 は 益々 急に なった。 東 冶鎭は 道路から はや、 離れた 右手に あって、 

甎造リ の堡 門な ど が 見え て をリ、 定襄縣 と 五 臺縣と の 間で は 最も 大き 

-  な 部落で ある。 「大淸 一 統志」 ^ど を 見る と、 康熙乾 隆の兩 帝 は 五臺山 

參詣の 歸途こ 、 に 立ちよ つて ゐ るので あって、 乾隆の 時には 行宮 を 建てた こと も 知られる ので ある。 

後から トラ ッ クの音 がする ので、 ふリ 返って みると、 それ は 運よく も 華北 交通の 車で、 道路の 下撿 
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分の 爲め にこれ から 五臺縣 まで 行く とい ふので あった。 あわて、 乘 せても らふ。 坂道に かかる と、 兩 

側 は 岩石 ゃ黃 土の 斷 崖が 見上げる やうに 迫^、 俯瞰す ると 遙か 谷底に は溪 流が 光って みえる。 時々 I 

を 冷す やうな 難所に か、 る。 この 邊は 雨が 降ったら 到底 通れる 道路で はない のであった。 恐らく 事變 

以後、 部隊長の 名 を 記念す る爲 めにつけ たもので あらう、 木 下 橋と 呼ぶ 木 橋 を 渡って 暫 らく 亍 くと、 

視野 は 漸く 展開して もう 五 臺縣に 近づいて 来た ことが 威せられ た。 

五臺縣 城は峯 山の 尾の 東南 端に あ^、 城壁 は 東、 南、 北 三面の 懸崖に よって 築かれて ゐる。 遠く か 

ら 眺める と 見上げる 檨に 高い 城壁で ある。 驚くべき 要害 堅固な 所であった。 西 門から 乘り 込む。 正 こ 

三時 十五 分。 空氣 がさら リ として 肌に 涼しく、 初秋 を 思 はせ る やうな 感じであった。 中央の 大通り ま 

意外に せまく、 頗るせ、 こまし かった が、 それでも 路には 一 面に 石が しき 詰められ、 立ち 竝ぶ 牌樓な 

どが 町の 古めかし さ を 物語って ゐた。 

城內の 中央に 近い 警備隊の 附近で 車 を 下^た。 近所に 水が 流れて ゐる とい ふので、 早速 顏を洗 ひに 

亍っ こ 0 

メイ \  / 

力ね ぐ 五臺の 水の よい こと を 聞いて はゐ たが、 それ は 思 ひも よらぬ 素晴らしい 泉であった。 泉 ま 

大通リ に 面する 汲 古 園と 名附 けられた 場所に あって、 潦々 と 湧き出 づる その 水 は、 淸洌で 身 を 切る， 


五 臺 山 紀行  一 七 八 

リに 冷たかった。 これ を 掬して 喉 を 潤した 時 は、 一日の 疲れ も 忘れて 蘇った 穩な思 ひがした。 雅名を 

沁芳泉 i よんで ゐる。 城內に はな ほ 一箇所 噴水の 出て ゐる 所が ある。 それ は 文廟の 東側で、 そこに は 

大きな 池 も 出来て ゐる。 この 地が 縣城 としての 地位 を 占める やうに なった の は、 これらの 地下 泉に 負 

ふ もので あらう。 

宿舍 がき まった ので、 城 內を步 いてみ る こと、 した。 東の 城壁に 行って みると、 そこに は 城門が な 

く 最近 修理され たらしい 形迹が 認められた。 城は斷 崖の 上に 築かれて ゐ るので、 城壁 は內 部から 見る 

と 殆んど 身の 丈 程の 高さ もない が、 その上に 立って 下 を 見る と 數丈も あるので ある。 前の 谷に は 河が 

流れて ゐた。 これ を 慮 M 河と いふ。 遙か向 ふの 山 あ ひ、 うねく とうね る 道路の 盡 きる 所に 關 門が 望 

まれた。 これが 閣道 嶺の關 門で 五臺 山の 最初の 入口な ので ある。 あれ を 越えれば 恐らく 憧れの 聖地が 

拜 せられる のかと、 心と きめく のを覺 える のであった。 

南の 城壁の 方に 步を うつす と、 西南の 角で は 人々 が 盛に 城壁 を 修理して ゐる のが 見受けられた。 聞 

けば、 八路 軍が 逃げ去る 時に、 城壁 を 悉く 破壤 したの ださう である。 城 を ー廻リ してみ たが、 遠く か 

らの 眺めに も 似す、 意外に 小さい のに 驚かされた。 ー邊 僅かに 三百 米 も あらう かと 思 はれる。 なほ、 

裏 通 リを步 いてみ ると、 大通リ が 割合に 賑やかで 商店な ど 立ち 竝ん でゐ たのに 比べて、 こちら は 非常 


に 荒廢 し、 壤れた 土壁 の ro に は 夏草が 茫 々 と 生え 茂 ゥてゐ た ひ 

西 門內の 北側に 廣濟 寺と いふ 寺が ある。 山門 は 大通リ に 面し、 中 は 前 殿と 後 殿の 二 層から なって ゐ 

る。 殿 內の佛 像に はこれ といった 特徵 もなかつ たが、 建築 は 元 頃まで 溯リ はしない かと 思 はれる もの 

で、 枓 拱の 間に 飾られた 董 子の 像が 後の もので は あるが 珍しかった。 境內に は、 明の 正統 ゃ弘 治の 碑 

の 他、 三箇 ばか リの 經幢 など もあった。 その 中の 一 つ は 年號は 認められなかった けれども、 高さ 三 米 

近く 大理石の 完 好な もので、 その 正面に は 次の やうに 讀 まれた。 

爲 國敬造 佛頂尊 勝 陀羅尼 幢」 所 云々  . 

更に 幢身 上部に は 小さな 佛 龕な ども 刻され てゐ て、 全體 によく 安定し、 しかも 質實な 感じの する もの 

であった。 恐らく これ も 宋代を 溯る 製作で あらう。 

寺の 横に 人 だか リ がして ゐ るので、 何事で あらう かとの ぞいて みると、 そこで は 賭場の 開かれて ゐ 

る 最中で、 十數 人の 人々 が 二 組に 分れて さわいで ゐた。 出が けに ふと ふリ 返へ ると、 頭の 上に 「五臺 

倶樂 部」 とい ふ貼リ 紙が してあって、 これが 公認の 賭場 だとうな づ かれた。 


一 七 九 
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驢馬の 背で 

七月 十六 日 

五臺縣 城から 先の 道路 は、 數日來 の 晴れで 殆ん ど囘復 したら しく、 た 、ゾ  一 二箇所 や、 不通の 所が あ 

る 力 も 知れない とい ふこと であった。 警備隊の トラ ッ クをー 臺借リ る ことが 出.^ れ ばと 思った けれど 

も、 運惡 くどうしても 都合が つかなかった。 しかし、 隊の 厚意に よって 一行の 爲 めに 驢馬が 準備 せら 

れ、 叉 特に 護衞の 兵隊が つけられる ことにな つた。 

宿舍の 前に は旣に 驢馬が 集められて ゐた。 木の 荷鞍の 上に 大きな 秣袋 をつ けた、 ゾ けで、 ない。 

荷物 は 荷物 だけ 集めて、 數 頭に 縳リ つけた。 自分 達 も 夫々 適當 なの を 選んで 跨った。 ぼつく 步き出 

した 時 は、 豫定の 九 時よ リニ 十分 過ぎて ゐた。 

一 頭の 驢馬に は 一 人づ、 馬子が 鞭 を もってつ いて 来た。 それに は 相當の 老人 も をれば、 十歲 位の 子 

供もゐ るので、 驢馬の 速度 も從 つて 想像され る わけで ある。 護衞の 兵隊さん 達の 馬 はみ な 見事な 日が 

馬な ので、 見る， /^その 距離 は ひらいて 行く。 


南門 を 出、 城壁に 沿うて 坂 を 下^、 東に 廻って しばらく 行く とき I 河 を 渡る。 今の 五臺 縣は漢 代に 

は、 この 河の 名 をと つて 慮隳縣 とよ ばれた。 北魏の 時代に はき 务 とも 書かれた が、 や は， cv この 河の 名 

にち なんだ ものである。 河の 東の 岡の 上に 故城 村と いふ 部落が あるが、 これが 昔の 靡 城で あらう とい 

はれ、 今の 縣城は それよ リ後、 北魏の 時に 始めて 築かれた ものと 傳 へられて ゐ る。 

河 を 渡って、 黄土 層の 斜面に 新しく 切 5 聞かれた 廣ぃ路 を 進んだ。 この 道 は 昔の 五 臺山參 道と は 違 

ひ、 昨日 城壁の 上から 見た 關門は 遂に 通らない の. である。 路は 次第に 上^と なリ、 馬の 脊の上 も だ レ 

だんと ゐづ らくな つて 来た。 秣 袋が 左右に づれ て、 今にも おっこちさう になった リ、 木 鞍で すれて 股 

が 痛み 出しず した。 路の兩 側の 畑に は、 大麻、 S などの 類が f れ てあった。！^ 

の 花 は 旣に盛 i を 過ぎて ゐ たが、 まだ あちらこちらに 白 や 紫の 美しい 花が 見受. けられた。 丁度 袅夫達 

が 阿片 を 採集して ゐる所 もあった。 

叉 畑の 傍で 數 人の ものが 鉦ゃ簫 など を かなで、 ゐる 所があった。 その 音 は 道士 や 僧侶な どの ものと 

格別 相違して ゐ ないやう に 思 はれた が、 畑の S たぶつて 流れて 來る その！！ び S 子 は、 實に のど 

やかな 風情であった。 馬子に 尋ねる と、 彼等 は 乞食の 一種で 畑の 畔に 立って、 田畑の 豐饒を 祈^、 か 

ねて 働いて ゐる梟 夫を樂 しませる 爲 めの もの だとい ふこと である。 彼等 はかう して 村から 村 を 渡う き 
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いて、 百姓 達から 僅かな 錢を 得ながら 生活して ゐ るの ださう だ。 かう した 田舍の 風俗に、 恐らく 古い 

田樂の 遺風が 傳 へられて ゐ るので あらう かと 思 はれた。 

大王 村で しばらく 休憩した のち、 再び 山の 傾斜面 を 上って 行った。 道 は どこも 非常によ かった。 驢 

馬に のっても よし、 叉 ぶら/,^ と步 いてみ るの も 面白かった。 驢馬から 降リて 口 紐 を 引いて 歩く 人 も 

あった。 空氣 はから リ として 殆んど 汗 も 出ない 程で ある。 大 (代) 石嶺に 着いた の は旣に 一 時 過ぎで あ 

つた。 大 石の 名に そむかす 突兀 たる 岩層が 表面に あら はれ、 黃 土の 中から 露出して ゐ るの は 甚だ 奇觀 

である。 こ、 は 丁度 峠に なって ゐて、 その 峰に 立てば 前 を 望む も、 ふり 返って 後 を 見る も、 視野 は廣 

廣と 開けて 頗る 雄大で ある。 谷 を 隔て、 向 ふの 山の 中腹に は、 一 むらの 黑 松の 林が ぁリ、 附近に は 草 

が靑々 と 生えて ゐた。 石に 腰 を 下す と、 そよ風が 汗ばんだ 肌に こ、 ろよ く 當リ、 彼方の 岡から はかす 

かに 松籟が 聞え るかの やうであった。 

五臺縣 から 来て 吳れた 護衞の 兵隊さん はこ、 で 引き返へ し、 その 代リに M 村鎭 から 別の 兵隊さん が 

迎 へに 来て 吳れる ことに 打ち合せが 出来て ゐた。 我々 はこ、 の 警備隊で 晝 飯の 御馳走に なリ、 豆 村鎭 

からの 人達 を 待った。 やがて 上手の 方から、 二三 人の 兵隊さん に 引率され て 十 名ば かりの 支那 兵が や 

つて 来た。 


大石嶺 から やう やく 下リ とな リ、 展陽 河に 沿うて 進む。 下會 村の 附近から 路は 全く 平坦と なる。 豆 

村鎭の 手前で 河 を 渡^、 右に 折れて 田家 莊 につく。 こ、 の 警備隊が 今日の 宿泊 地と 定められて ゐた。 

正に 五 時半、 僅か 六 里の 行程に 一 日 を 要した わけで ある。 

疲れ を 休める ひ まもなく、 あわた ゾ しい 中に 日が 慕れ た。 夕食後 外に 出る と、 泠氣旣 に 肌に 迫^、 

夕 燒の雲 は 蒼 空に 數條の 火 焰の帶 を 引き、 この 山 ふところの 部落に は 他所よりも 早く 夕闇が 訪れる や 

うに 思 はれる のであった。 東方に 向へば 遙か 彼方に 蜿蜒と 連なる 山な み を 望む。 その 高峰の 一 つ を 指 

さして 問へば. - 卽 ち南臺 だと 答へ るので あった。 遂に 五臺山 下に 達した のかと、 そ、、 、 ろ に 感慨 を覺ぇ 

しめる o 

夜  襲  . ： ， 

この 夜 一 時 頃 突然の 銃聲に 目を覺 ます。 續 いて S を 煎る 榡なチ ェ ッ コ の 響。 匪賊の 夜襲で ある。 間 

を 置いて 近距離から 一 發銃聲 がした。 我々 は 消燈して ぢ つと 耳 をす まして ゐ ると、 彼方此方に 走る 靴 

音が 聞え る。 しかし、 やがて、 もとの 靜寂 にかへ つた。 そっと 頭 を 擧げて 窓 を 見れば 十日の 月が 射し 
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込んで ゐた。 - 

七月 十七 日 

旣に 臺懷鎭 への 道路 は復舊 して、 いつでも トラ ッ クが 通行し うると いふ ことが 明らかと なって 来た 

が、 何故か トラ ッ ク は運轉 されなかった。 南臺を 目の前に 望み-ながら、 今日は 一 日 を こ、 で 慕さねば 

ならなかった。 

我々 の 五臺山 巡歷の 一 つの 大きな 目的と しで 期待して ゐ たの は、 佛 光寺の 調査であった。 この 寺 は 

こ、 から 東北 僅か 一 里餘 うの 山麓に ある。 我々 の豫定 では、 この 田家 莊に 泊るな ど 、は考 へても ゐな 

かった ゾ けに、 偶然の 好機と 心祕 かに 喜んだ のであった。 朝、 隊長に あって、 佛 光寺 護衛の 件 を依賴 

したが、 昨夜の こと もあって、 まあ 見合せ た 方が よいだら うとい ふこと である。 我々 は落膽 せざる を 

得なかった。 折角、 ま 近 かに 來てゐ ながら、 しかも 最も 期待 を かけて ゐ たこの 寺に、 行けない ことが 

如何にも 殘念 でなら なかった。 

抑 i 佛 光寺 は、 俗に 「佛 光寺 ぁリ て、 のち 五臺山 ぁリ」 とい はれる 古刹で、 北 魏の孝 文 帝の 創建と 

傳へ ら れてゐ る。 我が 慈覺 大師の 巡禮行 記に もこの 寺の ことが みえる。 臺內の 寺院の 中には 數 へられ 

てゐ ない けれども、 五臺 きっての 名刹で、 今な ほ 附近 民衆の 深い 信 卯 を 得て ゐ るので ある。 かって こ 


, こ を 訪ねた 人の 報告に よると、 その 怫 像に は、 唐 代の 年號 ある 玉石 釋迦像 を 始め、 宋 代の ものと 考へ 

られる 塑像 も ぁリ、 佛 殿の 建築 もまた 宋 代の 檨式を 具へ てゐ ると いはれ る。 五臺 山に は 元来、 その 歷 

史の 古さに も拘ら す、 碑碣の 類に 古い ものが 頗る 少く、 唐 代の 年 號を存 する 經幢 も、 知られて ゐる範 

圍 ではた、、、 こ、 にある のみで ある。 

警備隊で は、 古參の 兵隊が 明日 は 愈ぶ 晴れの 歸還 だとい ふので、 高聲 朗唱、 なかく 大 へんな 賑ひ 

であった。 

村內を 一 巡して みたが、 別に これと いふ 程の もの も 見當ら なかった。 部落の 周圑に 土壁が めぐらさ 

れ、 主な 通リ には鋪 石な どが 施されて ゐる のが、 小さい 田舍の 部落と して は 目につく ものであった。 

西 門外の 貧弱な 關 帝廟に 來 ると、 その 前に は 香 爐の臺 として 古い 陀羅尼 經幢が 利用され てゐ た。 それ 

に は 、「負 元 二 年 歲次甲 戌」 とかす かに 金 代の 年 號が讀 まれた。 

隊に歸 つてから 裏庭に 行く。 すると そこに は 昨夜 捕虜に なった とい ふ 二人の 共產 兵が ゐた。 糧食の 

運搬 中 木隊を 見失った 爲め 一 頭の 驢馬と 共に 捕 へられた ので ある。 驢馬に 積んだ 荷物 を 見る と 粟と 唐 

辛子、 鹽漬 大根と 煙草の 葉と であった。 

驢馬と ト ラック  一入 五 


メ 


五臺山 紀行  一 A, 六 

聖地に 入る 

七月 十八 日 

今日は トラ ッ クが十 時 頃 豆 村鎭に 到着 するとい ふので、 一 行 は 少し 早目に 荷物お 背負つ て 出かけ 

た。 S 村鎭と 田家 莊とは 五六 町の 距離で ある。 部落の 入口の 廣 場に 荷物 を 下し、 トー フッ クを 待ち 合し 

た。 しかし 急に は 来さうな け は ひもない ので、 S 村鎭の 部落 を步 いてみ た。 こ、 は數百 戶の鎭 市で、 

中央の 大通^に は鋪 石が しき 詰められ、 町 幅も廣 く、 小 ざつば^ した 感じが した。 大通リ に は 大道 商 

人達が、 僅かな 品物 を 陳列して 客 を 待って ゐた。 しかし. <通 うは 極めて 閑散だった。 

ふと 農家の 土壁の 陰から ゴ と 音が 聞え るので、 何で あらう かと 行って みると、 それ は躔 足の 

女が 子供達 を 相手に 石臼 を ひいて ゐる ところであった。 子供達の 姿が 如何にも 可憐な ので 寫眞機 を 向 

ける と、 脅え て 逃げて しまった。 

三臺の トラ ッ クが 着いた の は 漸く 十 一 時半 頃で、 一 同 は 急いで これに 分乘 した。 醬房村 #j5 までの 

^は 坦々 たる 道路であった が、 これ を 過ぎる と少 しづ、 上リ にな リ、 やがて 高い 塔の ある 部落に 達す 


第一 六圖 大峪ロ 塔の 遠 


望 


る。 卽ち こ、 が大峪 口で ある。 ここに 着いた 時にはもう 十二時 を 過ぎて ゐ たので 食事 をと る こと、 な 

つた。 その 間に 我々 は 急いで 塔 を 見に 行った。  . . 

塔は甎 築で 八 角、 現在 は 十一 層で あるが、 かって は 更に 幾分 か 高 

かった もの、 檨 である。 繞 つて 登攀の 出来る 構造で、 外面 は 上層に 

到る に從 つて 各層の 間隔 は狹 くな つて ゐる。 第 一 と 第一 一層との 簷下 

に は 二手 先の 枓拱を 用 ひて ゐ るが、 それから 上 はた ゾ 持ち 送 リ とな 

つて ゐる。 これと いった 持 色 も 認められす、 年代 を 明らかにする 銘 

文な どもなかった けれども、 恐らく 金 頃の 建造で あらう と 解せられ 

た。 しかし 用 甎には 普通 遼 代の 甎 とい はれて ゐる、 條線を 印した も 

のな ども まじって ゐ るので、 多少 は 更に 古く 溯る かも 知れない。 塔 

の 前は關 帝廟と なリ、 戲臺 など も 造られて ゐた。 遺憾な ことに 碑 記 

は 全然 見當ら す こ の 寺の 來歷に 就 い て は 何事 も知リ 得な か つた。 大 

急ぎで、 上に 馳け 登る。 第三 層 目に、 明の 正德八 年の 墨書の 題名な 

どが あった。 頂上に は 興 亞興國 軍の 兵士が、 日の丸の 旗 を 立て、 機 
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關 銃を据 ゑつけ て 周圍を 監視して ゐた。 なかく 見晴 しがよ かった。 

〔聞く ところに よれば、 この 塔 は 間もなく 八路 軍の 爲 めに 破壞 されて 舊形を 止めない までにな つて るるとい ふ。 

圖 版の 寫眞は 恐らく 唯一 の もので あらう。〕 

大峪ロ を 過ぎれば、 漸く 急坂と なリ愈 i 山路に か、 つたこと を 思 はせ る。 後 を 見れば、 遙 かに 視野 

が 開け、 前 を 見れば 道路 は 羊腸と してう ねって ゐる。 更に 上れば、 突如え して 數百 尺の 足下に は 河床 

白く 光リ、 仰視 すれば、 頭上に は危岩 まさに 墜 ちんと してし ば/^ 膽を 冷す。 前に は 紺碧の 空 を 背景 

に綠 草に 被 はれた 山々 が a 々として 高く、 後に は 紫紺の 萬 岳、 層々 として 鋸齒の 如く 連って 見える。 

蒼 空 は 澄んで 愈-高く、 眺望 は 益 ミ壯大 となる。 

ところ -急 勾配が あって、 卜-フックが 登リ 切らない。 人々 は降リ て あと 押し をして ー臺を 上げる 

と、 あとの 車 を 口 ー プ でつな ぎ 順次に 引き上げる のであった。 と ある 難所で 叉 かう した 作業 をして ゐ 

る 最中、 突然 一 發の 銃聲が 聞え た。 す は 敵襲 かと はっとして 一 同顏を 見合せ た。 しかし これ は 心なき 

い たづら 者が 拳銃 を 放った のだった。 か、 る輕 率な 行動に 對 して、 一行の 中から 非難す る聲が あち こ 

ちに 聞え た。 

囘龍 梁、 少軍 梁、 蒲 洲營を 過ぎて、 閻家嶺 に 至る。 部落 を 過ぎれば、 路は 山の 肩 を迂囘 し、 今まで 


右手に 流れて ゐた 細流 は、 旣に路 を 離れ、 新たな 大溪 谷が 左下に 展開す る。 この 邊が 五臺山 自動車^ 

中、 最高の 箇所で、 海 拔七八 千 尺 を 超える であらう。 遙 かに 見下す と 谷の 底. 二. は 白い^ 床が うね リ、 

その ふちに は點々 とした， 部落 や、 これ を 結ぶ 絲の檨 に 細い 一條の 道路が 見える。 これが 昔の 參臺の 道 

路 である。  ： * 

南臺が 目前に 見える。 こんな 高地に も 耕作が 行 はれて、 莜麥ゃ 胡 痲ゃ豌 S などが 作られて ゐた。 菜 

の 花 は 丁度 盛^で、 平野の 春が 今やう やく こ、 にも 訪れて 来たので ある。 車が とまると あた^ は不 f 

に靜 寂に か ヘリ、 時た ま 雲雀の さ. へ づる聲 がき こえて 来る。 山の 斜面の 草原の 間に は、 白 や 黃ゃ紅 や 

紫 や、 名 も 知らぬ 美しい 花が 咲き 亂れ、 中には 百合 や 龍赡ゃ などの 內 地で 見慣れた 花 も 目に とまつ 

た 。この間に は 馬 や 牛 や 羊な どが 幾 組 かの 群 をな してし き リに草 を はんで ゐた。 牧人 を 見る と、 上半 

W  すまん 

身 は 裸で も、 褲子は 厚い 綿入れと いふ 不思議な 服装であった。 日が 落ちてから の 涼し さが 思 ひやら え 

る ので ある。 

路が 再び 迂囘 すると、 突如 前方が 開けて、 遙か 彼方に は壘々 たる 山並みが 連って みえる。 左手の 高 

いのが 中臺 で、 右手に 聳える のが 東臺 であらう。  - 

遂に 金 閤嶺に 達した の だ。 谷 を 隔て、 向 ふの 山の 斜面に 一 廓の 寺院が 望まれる。 これが 卽ち 金閣寺 

驢馬と トラック  - \t 


五薹山 紀行  一 九 〇 

で、 自動車 道路から は 約 半道ば かリ 離れて ゐる。 前に 牌樓 がぁリ 一 群れの 楊柳、 堂々 たる 佛閣 などが 

見える。 あた リには 何も 遮る もの もない 山の 中腹に、 美しく もこの 大きな 伽藍 を 構へ てゐ るので あつ 

この 邊か ら、 道 は 漸く 下リ となる。 右手の 頭上 を 仰げば、 なだらかな 山の頂 上に 白く 光った 塔が 見 

上げられる。 これが 南臺の 頂上で ある。 一面の 靑 草に 被 はれた 恰 かも 奈 良の 若草 山 を 思 はせ る この 姿 

は、 何となく 意外であった。 と あると ころから、 さ、 やかな 泉が 湧き出して、 道路の かたはら を 潤し 

てゐ た。 そこで 車 をと、 ゾめ、 人々 はこれ を 掬して 渴を いやした。 同行の 兵隊さん が、 これ を 隊長 淸水 

と 呼んで ゐ ると 敎 へて 吳れ た。 

道路 は 南 臺のー 屑の あたう から 滑る やうに 下る。 深い 谷の 底に は、 河床が 白帶の 如く 見え、 對 岸の 山 

は突兀 たる 岩肌 を 露出し、 岩層 は 隆起して、 物凄く 曲う くねった 褶曲 を 示して ゐる。 岩肌の 間に 生え 

た 綠草は 恰も 水苔の 如くつ や、 かに 見え、 紫 褐色の 岩の 色と 相 映えて、 この 上 もな く 美しい。 たゾ大 

自然の 創造した 雄大なる 美の 神祕に 今更の やうに うたれ るので あった。 風光 は 愈々 奇 であるが、 しか 

し 道路 もまた 殊に 難嶮 で、 若し 一 步 あやまれば 忽ち 千 丈の 谷底に 落下す る わけ だ。 

黄土 咀と いふ 所に 到って、 つ ひに 底の 谷に 達する。 向 ふから 流れて 來る溪 流に 沿うて 溯^、 北に 進 
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む。 この 流れが 淸水 河であって、 源 を 東 臺に發 し、 

雁 陽 河 や 慮 K 河 を 合せて、 つ ひに 滹沱 河に 注ぐ ので 

ある。 

路に 沿うた 岩壁に は、 ところぐ に 喇嘛 式の 佛像 

I  いろどり 

が 刻され てあつた。 それに は 原色に 近い 色彩が 施さ 

れ、 下に は西藏 字で 咒 文の やうな ものが 刻され て あ 

ると ころもあった。 別に 巧みで もな く 雄大で もない 

が、 珍ら しかった。 

谷が 次第に ひらけて 來 ると、 行く手に は ぼつ. （- 

と 寺院が 望まれる。 同乘の 人の 說明 によれば、 沐浴 

堂、 明月 池、 鎭海 寺、 南山 極樂 寺、 萬佛洞 等々 或は 

左、 或は 右と 送迎に 忙しかった。 この 附近 もまた 殆 

んど 樹木 はない けれども、 左手の 山懐に. つ、 まれた 

鎭海 寺と、 右手の 山の頂き にある 南山 極樂 寺と は、 

1 九 一 
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樹林の 間に 彩 どられ た 建物が 隱顯 して 畫の やうに 美しかった。 

梵仙 山の 鼻 を 曲る と、 突如、 向 ふに 大きな 白い 喇嘛 塔が 出現す る。 寫 眞ゃ畫 などで 旣に 見慣れた 五 

臺 山の 白 塔で ある。 その 少し 手前に はさ、 やかに も萬國 旗が ひるが へ つて 我々 一 行を迎 へて ゐる。 

遂に 臺懷鎭 に 到着した ので ある。 

五 臺 山 六 月大會 . 

菩薩 頂 へ ■ 

さまぐ の 困苦 を 經て來 た、 > けに、 さすがに 嬉しかった。 車 は輕ろ やかに 楊 林 街の 門の 中に 滑リ込 

んだ。 時に 四時 四十 分。 

遽 だしく とび 下リ てみ ると、 太 原から 行動 を 別にした 軍 報道 部 や 放送局の 人々 は旣に 三十 分 前に 繁 

峙縣 から 北臺を 越えて 到着し、 菩薩 頂で 行 はれて ゐる跳 鬼 を 見に 行った とい ふこと がわかった。 僅 

か 三十 分の 差で はあった けれども、 後の 烏が 先にな つた 形で、 いさ、 か 拍子 拔 けがした。 

新民會 の 世話で 羅堠 寺が 我々 の宿舍 とき まった。 そこに 先づ 荷物 を 置いて 早速 菩薩 頂に 向った。 石 


を 敷き詰めた 坂道 を 一 氣に馳 け 上る と、 石段の 前に 出る。 上 を 仰ぐ と 「靈 * 勝 境」 と ある 牌樓が 立つ 

てゐ て、 近づく とそれ が康熙 帝の 御 筆であった。 これ をく、 V つて 叉 石段 を 登リ、 山門 を 人る と 境內は 

參詣の 人で 賑 つて ゐた。 跳 鬼 は 奥の 文殊 殿の 前で 行 はれて ゐる 最中であった。 

丁度 菩薩 舞が すんだ ばかう で、 鹿 面の ものが 奇 しき 身 振う で 踊う 始めた。 あた リを 見廻す と、 有名 

な 康熙御 筆の 「五 臺聖 境」 の 石坊は 文殊 殿と 向 ひあって 立って をリ、 その 蔭に 札薩克 喇嘛が 高い 臺の上 

に 北面して 坐って ゐた。 侍 御 
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の 諸 僧 は 彼 を圍ん で念經 し、 

一 丈 近くの 長い 喇叭 やその 他 

の樂 器が、 絡え す 鈍重な 音樂 

を 麦で、 ゐる。 前の 香爐 から 

は悠 2 と 煙が 漂って ゐた。 

菩薩 頂 は中臺 の 尾が 東南 に 

のびて、 その 端に 至って や ヽ 

高く や はら かな 膨らみ を もつ 

一 九 三 
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た 小山で、 「廣淸 涼傳」 に 「岡 巒特 超 して 高臺に 類す る ぁリ」 と 形容して ゐる 所で ある。 この 寺 を眞容 

院 と名附 ける の は、 唐 代の 昔 文殊 菩薩が その 眞容を こ、 に 現 はした からだと 傳 へられ、 明の 時には 寺 

名を大 文殊 寺と もい つた。 現在 は 五臺山 喇嘛教の 木 山で、 掌 印 札 薩克が こ、 に 住して ゐる。 伽藍 は黃 

や 藍の 瑠璃 瓦を以 つて 葺 かれ、 康熙 年間の 重 建に か、 る 堂々 たる ものである。 

間もなく 鹿 面が 返く と、 こ、 での 儀式 は 終った と 見えて、 參詣 人達 は どっと 側 門の 方へ なだれ 出て 

行く。 その後から 今まで 踊つ でゐ たらしい 色々 の 面 を 被った 喇嘛 達 や、 法衣の 喇嘛 達が 次々 に佛 殿の 

中から 姿 を 現 はして 行列 を 作り、 最後に 札 薩克が しづくと 步み 出した。 すると 突然 若い 一 人の 婦人 

がと び 出して 行って." 行列 中の 威德 金剛の 前に 立ち ふさが リ、 輕く 抱擁され て 接吻す る やうな 恰好 を 

した。 それ は 蒙古の 婦人であった。 一瞬の 間の 出来事で あつたが、 我々 は 眼を瞠 つて 眺めた。 

それにつ いて 側 門の 方へ 行って 見る と、 外 は 一 段と 低い 廣場 になって ゐて、 旣に そこに は 善 男 信女 

の 群が 長い 一 列 を 作って 跪いて ゐた。 喇嘛の 行列が 分れて 兩側を 通る と、 彼等 は 皆 頭 を 下げた。 最後 

に 四 人の 喇嘛が i の 上に 赤い 蠟の やうな もので 造った 四角 錐の 火焰 型の もの を、 支へ ながら 彼等の 頭 

上 を徐々 に 通過 させて 行った。 彼等 は 皆 低頭した。 さう して 盆の ふちに 額 をす りら. けたリ 、 錢ゃ 絹布 

を それに 喜捨す る もの もあった。 遅れて 来た 者の 中には、 列の 外から 首 だけつき 出して、 をれ に 頭 を 


ふれた。 

北京の 雍和宮 では 打 鬼の fr、 これと同じ 火焰 型の もの 4! 赤い 紙で 作リ、 上に 頭蓋骨^の もの を 飾 

その 下に 薷麥 ゃ麥 粉で こねた 食物 を 置いて ゐて、 それ を 祟兒と 呼んで ゐる。 さう して この ものが 

鬼の 木體 であるから、 儀式の 後 燒き拂 つてし まふと 說 明して ゐる。 「水 曹淸 假錄」 とい ふ 木に は 雍和宮 

の 打 鬼に 關 した 記述の 中に、 これ を 胡郞八 令と 稱レ 鬼の 食物 だと 解して ゐる。 しかし さう ではなく、 

意味 ははつ き^しない けれども、 衆生の 罪障、 煩惱ゃ 災難な ど を 燒拂ふ 義を寓 する もので あらう。 

後門 かも だら- (^下 リの坂 を 下って、 小川 を 渡る と、 綠 草に 被 はれた 廣 場が ある。 その 眞 中に 枯草 

が 山の やうに 積まれて ゐた。 菩薩 頂から 行列 をつ くって やって来た 喇嘛 達 は その 前に 至って 讀經 し、 

麦樂 した。 やがて それが 終る と枯 草に 火を點 じた。 これ は 見る く 猛烈な 勢で 燃え 上リ、 眞 赤な 焰は 

夕方の 靑く 澄んだ 空 を 焦 がした。 

參詣の 人々 は 散リく になリ 、 喇嘛 達の 姿 もい つと はなしに 消え去った。 我々 は あとに 殘 つて ぼん 

ゃリ 立って ゐ たが、 日が かげる と 谷間 は 夏服で は耐 へられぬ 程 冷え./^ と 感じ 始めた。 そこから 小川 

に 沿うて 普壽 寺の 方へ 步 いて 行った。 寺の 手前に は、 半ば 草の 中に 隱れ てゐ る經幢 があった。 それに 

は 大字で .  _ 

五^山 六月 大會  一 九 五 


故 恩 公 唯 識鈔主 功德幢 . 

と ぁリ、 他の 面に は 尊 勝 陀羅尼が 刻され てゐ て、 泰和ニ 年 歲在壬 戌 七月と いふ 年 號も讀 まれた。 

羅喺 寺に 歸 うつく と、 丁度 銅鑼の 合圖で 喇嘛 達の 夕の 讀經 が始 つた。 故國の ものに 何處 となく 似た 

調子が 叉と なくなつ かしまれ た。 

大 會 の * 來 

七月 十九， ， 日 

早朝の 戶 外の 温度 は 攝氏十 度 を 示した。 寺から わざく 河原まで 下リて 行って 顏を 洗った。 

泠氣が 身に 浸み て、 手先が 凍える やうであった。 部落の 人 はこの 川 水 を 用水と して 使って ゐ ると 見 

え、 歸途 水汲みの 人々 に 行きあった。 五臺縣 城の 泉に は 比すべく もない が、 清水 河の 名に 背かす、 淸 

ら かな 流れで ある。 

今日は 舊曆 六月 十五 日で、 五臺山 六月 大會の 最後の 日， である。 六月 大會 とい ふの は 舊曆の 六月 六日 

から 十日 間、 こ、 で 行 はれる 大法 會で、 大 誓願 會 とい ふの がその 正しい 名稱 である。 この 行事 は 文殊 


菩薩 を 供養し、 普く 一  切の 衆生が 正 « を 得ん こと を 願 ひ、 兼ねて 諸 厄 を祓ひ 風雨の 順調 や 五穀の 豊饒 

等、 諸々 の 吉祥 を 得ん こと を 祈る ものである。 西藏の 黃敎の 改革者 宗喀 巴が 拉薩に 於いて、 この 行事 

を 始め、 それ を 第五 代の 達賴 喇嘛の 時に 五臺 山で も 行 ふやう になった のが、 この 大法 會の 起原 だと 傳 

へられて ゐる。 

蓋し、 第五 代達賴 喇嘛と いふの は、 法名 を阿旺 羅桑嘉 錯と稱 し、 明の 萬曆 四十 五 年に 轉 生し、 淸の 

康熙 二十 五 年に 示 寂した 人で ある。 彼と 清朝との 間に は太宗 時代から 交渉が ぁリ、 崇德七 年 (西紀 一 

六 四 二〕 に は、 書 を 盛 京 (奉 天) に 送って、 天下 統一 の I 兆と 方 物と を獻 上した C その 書の 中に 大宗 を 

尊んで 曼珠 師利大 皇帝と いったの は 有名な 話で ある。 この 曼珠師 利と いふの は、 卽ち 文殊 菩薩の こと 

で、 この 尊號は 新興 國 家の 帝王の 權 威と、 東方の 靈界を 司宰 する 文殊 菩薩の 理想と を 巧みに 結合した 

ものである。 この こと は淸 朝が 初め 自から の 國名を 満洲と 稱 したの は、 文 (曼) 殊の 名に 墓いた もの だ 

とい はれて ゐ るのと も 深い 關 係が ある。 

彼 は その後、 順 治 九 年 世祖の 招きに よって 自 から はる < ^北京に 到った。 世祖は 彼の 爲め 新たに 北 

京の 北郊に 黃寺を 建立し、 屢ょ彼 を 宮城の 太 和 殿に 招して 宴 を 張った。 康熙 帝の 時代に も、 兩 者の 間 

に はな ほ 密接な 關係 を持續 して ゐた。 五臺 山の この 大法 會が 始めて 開かれた のが、 彼の 在世 時代の こ 
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とで あると すれば、 確實な 年代 は 不明で あるが、 か、 る關 係から 考 へて それ は 明 代で はなく、 恐らく 

淸の順 治 以後の ことで あらう。 

我々 の 今度の 旅行 はこの 六月 大會の 開催 を 機 會に入 山した ので あつたが、 惡 天候に 阻まれて、 その 

森 

終リ がけに やう やく 間にあった わけで ある。 この 大法 會は 菩薩 頂 を 中心として 行 はれる。 

今日は 菩薩 頂から 羅喉 寺へ 札薩克 等の 行列が ぁリ、 行列 は 十 一 時 頃、 法會 は羅餱 寺で 一 時 頃から 始 

まるとの ことであった。 朝の 間 は トラ ッ クに乘 つて 臺懷鎭 の 著名な 寺院 を巡拜 する 豫定 だとい ふの 

で、 我々 も その 仲間に 加 はって 行く こと、 なった。 ， 

章 嘉呼圖 克圖と 鎭海寺 

先 づ鎭海 寺に 到る。 これ は 臺懷鎭 から 南 一 里 許り、 淸水 河に 面した 山の 中腹に あり、 楊、 松、 柏、 

衧 等の 樹林 鬱蒼たる 中に 立った 寺院で ある。 昨日 この 前 を 通った 時、 その美し さに、 唐の 李昭 道の か 

いた 九成宮 避暑 圖を 聯想した ところで ある。 

叛を 上って 寺內に 入る と、 遠望に 背かす よく 整った 立派な 寺院であった。 木 殿の 前に は康熙 五十 年 
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の 「御製 鎭海寺 碑」 が ある。 この 寺 は 「清涼 山 志」 などに は その 創建の ことが 記されて ゐな いが、 俗 

に佛 殿の 下に 泉 眼が あって そこに. は 多量の 水 をた 、えて ゐ るので 鎭海 寺と 名 づけた の だとい はれて ゐ 

る。 隣接の 一 廓 を 永樂院 とよび、 こ ゝに は乾隆 五十 一 年に 示 寂した 第 十五 世 章 嘉呼圖 克圖の 豪華なる 

墓 塔が 立って ゐる。 この 塔 は 欄杆を 廻らした 方 壇の 上に 立てられた 喇嘛 塔で、 臺 座の 部分に は 佛傳圖 

を 刻し、 覆 鉢の 部分に は 佛像を あら はし、 雙 輪に は 金色の 装飾 を 施して ゐる。 その 規制 は 北京の 西 黄 

寺の 班禪 喇嘛 塔に 似て、 雕琢 頗る 佳麗で は あるが、 や、 繁 縟な感 を與 へその 手法 も 後者に 比べる と少 

からす 劣る。 後樓に 上れば 數 鉢の 眞鍮 製の 歡喜佛 が 硝子 棚の 中に 安置され てゐ た。 これに は槪 ね大淸 

乾隆年 製の 款が 見受けられる。 客室に 至って 茶 を 供され た。 この 寺 は 歷代章 嘉呼圖 克圖の 避暑地で、 

北京 の 高級 住宅 にも 見られな いやう な聱澤 なし つらへ がして あった。 最近まで 第 十九 世章嘉 呼 圖克阓 

が こ 、 に 住して ゐ たが、 事變 と共に 八路 軍の 爲 めに 拉致され たの ださう である。 

.. チャン キヤ  -, 

抑 i 章 嘉とは 〔Lcafi-skya〕 とい ふ西藏 語-の 音譯 で、 今の 西康 地方の 地名で あると いふ。 呼 圖克圖 と 

は 喇嘛教に 於いて 政敎上 最高の 地位 を 占める 達賴 ゃ班禪 等の 喇嘛に 次ぐ 權威を 持つ 僧侶で、 達賴 など 

と 同じ やうに 普通 は活 佛と譯 され 轉生 によって その 地位 を 獲得す る。 卽ち、 ある 呼 圖克圖 が 示 寂す る 

と、 それと 同時に 或る 場所に 於いて 新たに 彼の 身代リ が 生れる とする ので ある。 章嘉呼 圖克圖 はか ヽ 
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る 喇嘛 的 信仰に よって 政 敎界を 支配す ると ころの 一 人な ので ある C 

この 章 嘉呼圖 克圖の 第 十四 世に 阿 噶旺羅 布 桑 却 拉丹巴 拉森波 (み ag.-dbafl  b】o-bzal-  chos-ldan  dpal, 

bzal--po) なる ものが 出た。 彼 は 順 治 九 年、 清の 世祖に 招かれて 北京 朝觐の 途上に あった 第五 世達賴 

喇嘛に 謁し、 頗る その 信任 を 得る に 至った。 康熙 二十 六 年始め. て 北京に 至 リ康熙 帝の 崇敬 を 受け、 三 

十二 年 帝の 召に よって 再び 北京に 來リ、 札 薩克達 喇嘛の 職 を 授けられた。 淸 朝と 章 嘉呼 圖克圖 との 關 

係が 淤接 になった のは實 にこの 時からで、 康熙帝 は 第 十四 世の 才幹 を 利用して 靑海 方面の 蒙古 諸 王 を 

招撫 したので ある。 それと 共に 彼 も 亦 自已の 東方に. 於け る敎 線の 擴 張の 爲 めに、 清朝の 政治的 勢力 を 

背景と する こと を 忘れなかった。 彼 は 在世中、 北京と 多 倫との 間 を， 往復し、 多 倫 を 始め 蒙古 各地に 盛-. 

に 寺院 を 創建し 東方に 於け る敎界 に隱然 たる 勢力 を 確立した ので ある。 彼に 次いで 轉 世した 第 十五 世 

は、 乾隆 帝から 管理 京師 寺廟 喇嘛 札 薩克達 喇嘛の 印 を 授か リ、 北京 を 始め、 多 倫、 五臺 山、 西 寧 等の 

喇嘛 諸 寺 を 總轄す る 實權を 認められた。 彼の 示 寂 の 後、 その 墓 塔が こ の 鎭海寺 の 境內に 建てられて 今 

に殘 つて ゐ るので ある。 以後 歷 代の 章 嘉呼圖 克圖は 上記の 印を淸 朝から 授けられて これらの 地方の 敎 

界 を總宰 して 來 たの. である。 現在の 章 嘉呼圖 克圖は 第 十九 世に 當^、 灌頂 普善廣 慈宏濟 光明 因 蘭化綜 

持黃敎 淨覺輔 敎大國 師と稱 する。 中華 民國 以後、 歷 代の 政府 を^ 持して、 蒙古 民族 宣撫 の爲 めに 奔走 


した。 今次 事 * に 際して 八路 軍に 拉致し 去られた とい はれる が" その後の 消息 は 明らかで ない。 

淸 朝の 時代、 北京に 於け る 喇嘛の 職制 は、 最高に 總管 喇嘛 班 第 札 薩克大 喇嘛が ぁリ、 次に 副 薩克達 

ス ラ  デ ムチ  ゲス グ オイ 

喇嘛、 札薩克 喇嘛、 達 喇嘛、 副 達 喇嘛、 蘇拉 喇嘛、 得木奇 喇嘛、 袼斯貴 喇嘛 等が ある。 し 力し、 實際 

に 於. いて は载は 僧侶の 位階と 混同され てゐ る。 章嘉呼 圖克圖 は歷代 この 最高の 職で ある 總管 となる 例 

であるが、 總 管と はあくまで 職であって 朝廷から 印 を 授かって 始めて その 地位が 公認され る わけで あ 

る。 章嘉は 北京で は 嵩 祝 寺に 住する ので あるが、 五臺 山で は鎭海 寺に 辦事處 を 設けて ゐる。 しかし 五 

臺 山に 於け る 喇嘛 諸 寺の 主宰者 は、 直接 達賴 より 派遣 せられた 掌 印 札薩克 喇嘛で、 その 住所 は 菩薩 頂 

眞容院 なので ある。 章嘉の 勢力. の 及ぶ 所 は 僅かに この 鎭海寺 を 始め 三四箇 寺に 過ぎない。 

碧 . 山 寺 -  .  - 

鎭海 寺を辭 してから、 一 行 は 再び トラ ッ クに乘 り 込んで、 もとの 路を 引き かへ して 碧山 寺に 向 つ 

た。 南山 寺の 下 を通リ すぎて 少し 行く と、 右手に 重修 されて 間 もない 小 ざつば リ した 寺院が ある。 こ 

れが卽 ち 文殊 寺で 一 に廣 安寺と もい ふ。 前 殿に は 塑像の 大きな 歡喜佛 が 安置され て ぁリ、 脇に は 等身 
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大 の眞鍮 製の 觀 音像が あった。 それ は 殆んど 裸體に 近く、 盛 > 上る 乳房 や 手 を 上げて 仰向いて ゐる姿 

は、 ^も ダンス をして ゐる やうで 甚だ 肉感的な ものであった。 

碧山 寺 は 楊 林 街から 約 半里ば か^ 北に ある。 路に 面して 牌樓が ぁリ、 數 級の ゆるやかな 石段 を 上れ 

ば 天 王 殿が ある。 その 簷 下に は 「護國 碧山 十 方 普濟禪 寺」 の 額が か、 つて ゐる。 

この 寺 は 一 に 北山 寺と も 呼び、 明の 天 順 年間に 孤月 禪師が 始めて 留 錫した ところで ある。 代 王が そ 

の德望 をき いて 歸 依し、 彼の 爲 めに 寺院 を 建立した。 それが 落成した の は 成 化の 末年であった。 その 

麦嘉靖 四 年に は 大空 満禪師 なる ものが あって、 伽藍 を重修 した。 明 代 を 通じて 所謂る 藩邸 釐 祝の 所と 

して 榮ぇ、 戒壇 も 設けられた。 今日に 至る まで 臺中 屈指の 靑廟 として、 臨濟 宗に屬 して ゐる。 

天 王 殿 を 過ぎれば 前 殿で ある。 前 殿 は 四 注 造り 正面 五 間で、 簷 下に は 「雷 音寶 殿」 の 額が か、 リ、 中 

に 釋迦三 尊 及び 二 天、 十二 菩薩 等の 塑像が 安置され、 前面に は 小さな 厨子に 入った 白玉 佛 があった。 

後 殿 は 入母屋造りで や はリ五 間で ある。 天井の 楝 板に は 「康熙 三十 八 年重修 云々」 等の 文字が 見える 

けれども、 これ は 前 殿と 共に 明らかに 明 代の 建築で ある。 殿內の 中央に は 石造の 墓 壇が あって、 上に 

沸 像が 安置され てゐ る。. 壇と 佛 像との 大きさが 不 釣合な ので 不思議に 感 せられた。 L 力し 殿 前に 順 治 

七 年の 「五臺 山 碧山 寺 募 造 羅漢 聖像 功德碑 記」 があって、 その 文中に 
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古刹 重 興。 殿閣 五 層。 中 殿 瓶 立 戒壇。. 上 供盧舍 那佛。 云.々 

とレ ふやうな 記事が みえ、 これによ つて この 石 壇の 戒壇であった ことが 知られる ので ある。 なほ 血書 

の 華 嚴經の 一 部が 陳列され てゐ た。 これ は 極く 最近 當 寺の 住、 持 壽怡師 が 自らの 血を较 つて 寫し たもの 

で、 その 供養の 爲 めに 明日から 一 一十 四日まで 圓成 讃仰會 がと リ行 はれる とのこと であった。 

. 右手の 方の 一 殿に 入る と、 そこ は 食堂に なって ゐて、 折から 二十 名 許リの 僧侶が 靜 かに 食事 をして 

ゐる ところであった。 こ、 を通リ ぬける と 古物 陳列 館に 達する。 槪ね明 代の 佛具 類で、 こ、 と ハ つ.. こ 

目 ぼしい もの も 見當ら なかった。 今日 行 はれる 菩薩 頂から 羅喉 寺への 喇嘛の 行列の 時間が 迫って ゐる 

とい ふので、 案內の 人に せき 立てられて トラ ッ クに乘 せられ"」。 

車 を衍慶 寺の 前で 停め、 一行 はこ、 で 行列 を 待つ こと、 なった。 この 寺 は 近年 重修 された ばか リの 

喇嘛 寺で ある。 境內の 木蔭で 休んで ゐ ると、 喇嘛が 黑 砂糖 を 御馳走して 吳れ た。 これ を 一つ まみ づ、 

茶碗に 入れて 湯 を 注ぐ と、 II 茶の やうな 色に なった。 我々 は 疲れて ゐ たので、 矢 次ぎ 早 やに 幾 杯と も 

なく 吞， C た。 し 力し、 この 山中で は黑 砂糖と いへ どもな かく 貴重な もので、 それ は 彼等に とって 非 

常 な 歡待を 意味す るので ある。 

しばらく 待った が、 行列 はな かく 来さう にもない ので、 少し 丘の 方に 步 いて 行った。 往 きに トラ 


跳 


鬼 


靜 かな 空氣を 破って 突然、 茇樂が 聞え 始めて 来た。 我々 は 大急ぎで そこから 普壽 寺の 前まで 馳 けつ 
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ッ クの 上から 經幢の やうな ものが、 山の 斜面に 見えて ゐ たからで ある。 近づいて 見る と、 それに は大 

字で 「歿 故偺 正覺證 大師 功德 之幢」 と ぁリ、 初めに 尊 勝 陀羅尼 經を、 次に その 略 傅が 刻して ぁク、 末 

に は 「時 元 豊三祀 庚申 年 壬 午 月 甲 申 日 丙 時下 事 掩閉訖 謹 記」 と讀 まれた。 « 證 大師 は 法名 を 順行と い 

ひ、 當時五 臺山十 寺 を總頜 した 有力な 僧侶で、 我が 成尋の 「ま 天台 五 1* 山 記」 の 中に も その 名の 見え 

る 人で ある。 これ はこの 地に 於け る 經幢の 最も 

完 好な ものであるの みならす、 我々 の 見た 中で 

は 最古の 記念物であった。 〔後に 友人から 聞いた 

ところに よれば、 こ、 から 一 上り 登った ところに も 

二三の 經幢 があって、 その 中には 元豐 よりも 更に 古 

ぃ大 中祥符 年間の ものが 見られた さう である。〕 
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けた。 行列の 先頭 は 正に そこ を 通り過ぎよう として ゐた。 

. 旗 や 銅鑼 を 先頭に し、 それに 續 いて 假 面の 行列が 過ぎて 行った。 門 神、 道 神、 四天王、 囘々、 白面、 

チヤ ラ  やく 

此拉、 護法、 佛母 伴、 閻王 伴、 鹿、 犁、 菩薩、 閻王 等に 扮 した 行列が 過ぎる と、 經典を 捧げた もの、 

文殊 菩薩の 御輿、 それから 旗纛、 武器 等 支那 風の いでたち をした 一隊、 これに 次いで 喇嘛 偕の 樂隊、 

きらびやかな 服装 をした 喇嘛 僧 達が 行く。 終リに 札薩克 の舆が やって来る。 彼の 前に は、 その 印璽 や 

線香 ゃ繩 など を 捧げた ものが 行き、 後から は 傘 蓋 や、 長柄 扇な どが 續く。 その 行列の 間に は、 菩男信 

女 共が 三々 五々 連って 步く。 黃、 朱、 赤、 褐、 藍、 靑、 綠等、 彼等 は 鮮明な 原色に： 近い 色と り-ぐの 

服装 をして、 鈍重な 麦樂 につれ 悠ミと 小川の ほと リを 進んで 行く。 蒼 空の 下、 綠 草の 間 を 步んで 行く 

有檨 は、 どうしても 季節的な 假装 行列で ある。 實際 若し これに 信仰的な 行動が 認められなかったなら 

ば、 珍しい 假装 行列と 解しても 差 支へ ないで あらう。 

しかし、 人々 が 道路に 待ち受けて ゐて、 文殊 菩薩の 舆ゃ經 典 や、 札 薩克に 敬虔な 禮拜を 行って ゐる 

の を 到る 所で 目擊 する ことが 出来た。 或 者 はこれ 等の 前に 立ちはだかって 額 をす リ つけて 禮拜し 或は 

薄い 絹の きれ を 布施した。 或 者 は 地に 跪いて 幾度 か禮拜 する のであった。 或はた、.、 合掌して、 敬虔な 

まなざしで これ を 見送って ゐる もの もあった。 これら は殆ん ど、 蒙古 人ば か^の やうに 田 5 はれた。 彼 


等 は 首に 卜さな 佛龕 をつ リ 下げ、 手く びに は 珠數を かけて ゐ る。 支那 人の 中に も 美しく 营劊 つて 行列 

の 中に ついて 行く もの もないで はなかった が、 道の 兩 脇に 立って 物見 だかに 眺めて ゐる ものが 多 かつ 

た。 しかも その 眼の 中には、 蒙古 人に 對 する 嘲笑が うか、、、 はれた。 中には 露骨に 蒙古 人の 禮拜を 指さ 

して 笑って ゐる もの さ へ 見受けられた。 

跳 鬼 は 午後 三時 過ぎに なって 羅喉 寺で 始められた。 場所 は 藏經閣 の 前で ある。 諸々 の 準備が 整 ふ 

と、 閣の階 前に 据 ゑら れた臺 椅子の 上に 札 薩克が 坐った。 多數の 喇嘛が 彼の 兩脇を 圍んで 讀經を 始め 

ると、 向 ひの 都剛 殿の 階 前に 竝んだ 喇嘛の 樂隊が 音 樂を袠 する。 一 對の 細長い 一 間餘^ も ある 大喇 れ 

-の 奇妙な 音 を合圖 に、 殿の 裏側の 扉が 開かれ、 二人の 門 神が 飛び出して 来て、 槍の やうな 武器 をと つ 

て 跳る。 次に 二人の 道 神が 現 はれて 一 人づ、 跳る。 彼等 は 白い 毛の ついた 奇怪な 面お かぶって ゐた。 

門祌は 讀んで 字の 如く 門戶を 守る もので、 恐らく 祭事の 先拂 ひの やうな 意味 を 有する もので あらう。 

これ は 支那 固有の 神が、 喇嘛教の 中に とリ 入れられた もの、 やうに 解せられ る。 道祌も 同じく 支那 的 

な 土地の 守護神で、 こ 、 では 跳 鬼 を 行 ふ 場所の 邪 氣を祓 ふ 役目 を もつ もので あらう。 

次に 出て 來 るの は 四天王で ある。 これ は 持國、 增長、 廣目、 多 聞の 護法の 天 部で、 最も 見慣れた 姿 

をして ゐる。 彼等の 跳リ がすむ と、 とても 大きな 金色の 福 面 を かぶった 人物が、 ゆった リと、 六 人の 
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童子 面の 子供 を ひきつれて 現 はれて 來た。 福 面 は 踊る ともなく、 滑稽な 顔 を あちらに むけ こちら こむ 

け、 盛に 愛嬌 を 振^ まくが 如くで ある。 すると 六 人の 小 董子達 は、 圑扇を もって 周圍 からこれ を あほ 

ぐので あった。 この 福 面 は 曰 木で いふ 布袋 檨で、 支那で は 彌勒と 呼び、 何處の 寺院の 天 王 殿に も 正面 

に、 大きな 太鼓腹 を か、 えて 坐って ゐ る佛檨 である。  . 

これに 次いで 四 人の 囘々 が 現れる。 その 面 は 頗る 奇怪で、 頭部が 田螺の やうに 卷き 上^、 面 は各ぷ 

白、 黑、 赤、 黃の四 色 L2 なつて ゐる。 これ は 寒 林 主と も 屍陀林 主と もい はれる ものである。 しかし、 

囘々 と稱 せられる こと、、 その 頭の 形が 田螺の やうな 卷き 上げに なって ゐる こと、 は、 頭に々 1 '、パ ン 

を卷 きつけた 囘敎徒 を表徵 して ゐる 如くに も 思 はせ るので ある。 或は その 頭部が 螺 線形に I つて ゐる 

の を さして、 囘々 といった のか も 知れない。 北京 雍和宫 の 打 鬼に もや はり これと同じ 形の ものが あつ 

て、 黑 鬼と 呼ばれて ゐる。 但し、 その 面色 は 白黑各 二で ある。 囘々 に 代って 現れる の は、 白い 髑髏 面 

をつ けた 白面と：；； はれる 四 人の ものである。 次に 出て 來 るの は 四 人の 此拉 とい ふ もので、 これ も 白面 

と 類似した 髑髏 面 を かぶって ゐ るが、 衣服に よって 女性で ある こと を 表 はして ゐる。 この P 者 ま 共 こ 

護法 〔神〕 の 使者 や 眷屬で あると いはれ てゐ る。 

更に 各〜 紅と 黑の面 をつ けた 二人の 護法 〔神〕 が劍を もって 跳る。 次に 出て 來 るの もまた 二人の 司 じ 


やうな 恰好 をした 一組で ある。 た^ 面の 色が 黃と 朱で ある ことが 前者と 違って を^、 これ は 護法 伴と 

よばれる。 この 四 人 は 所謂る 烕德 金剛の 四 衆な ので ある。 

次に 佛母 伴と いはれ る 二人の 黑ぃ 獅子 面と 綠の象 面が 現 はれる。 この 二人 は威德 金剛に^ かれた 忿 

怒 母の 近親で ある。 〔この 象 面 は 鯨 魚で あると 說 くもの も あるが、 形 は 確かに 象 を かたどって ゐ る。〕 次に 角 

の ある 鷲と 牛の 面が 出て 跳る。 この 二つ は閻王 伴と よばれ、 威德 金剛の 大近 衆と いはれ る。 こ、 で ま 

やく 

た 先の 彌勒 と董 子と が 姿 を あら はして、 その 踊リを 見て ゐ るが 如くす る。 次に 鹿と 犛の 面が 出て 舞 

ふ。 これ は威德 金剛の 王子の 如き 地位に ある ものと いはれ る。 

今度 は 十二 菩薩の 舞が 始まる。 しかし その 總勢は 十二 人で はなく 八 人で ある。 右手に は 獨鈷、 左手 

に は 髑髏 を もって 舞 ふ。 素面で、 陣笠 風の 幛を かぶって ゐる のみで ある。 その上に もや はリ 小. さい 髑 

髏が ついて ゐる。 胸に は 數珠の やうな 纓絡を かけ、 その 眞 中には 轉法 輪が ついて ゐる。 中の 一 人が 比 

較的 長い間、， 無表情な 顔 をして 舞を續 けて ゐた。 そこ へ 先に 姿を隱 した 白面が 叉 あら はれて 来る。 

いよ，， ^威 德 金剛 (閻 曼德 伽) が 出場す る。 これ もや は^ 牛 面で は あるが、 特に グ P テスタな 姿 をし 

て ゐる。 彼が 現 はれる と 白面 は 忽ち 姿を消して しまった。 これ は 喇嘛 敎 では 最高の 權 威で、 その 名の 

示す 如く 威大 なる 神德 と、 金剛 不壤の 通力と を備 へて ゐ ると 信せられ る。 一 に閻 王と も 叉 法王と もい 
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ふ。 これが 支那 や 日 木の 通俗の 地獄 信仰に 於け る 閻魔 大王と 關 係が あると 考 へられる ので ある。 彼 も 

また 獨鈷と 髑髏と を もって 跳る。 しかし 菩薩の それよ リ はすつ と簡單 である。 その 跳リが 終る と、 最 

後に 叉 鹿と 犁 とが 出て 舞 ふ。  . 

これ 等の 跳リは 何れも 單 調で、 抑揚の 少 いものであった。 手 振リ足 振う は 幼稚で はあった が、 頗る- 

自然で わざとら しい 嫌味 は决 して 感 せられなかった。 大きい グ "テス クな面 を や 、 上向きに か. ぶ^、 

强烈な 色彩の 衣服 や 長く 垂れた 纓絡、 槍、 劍、 獨鈷、 髑髏な どの 種々 の 持物、 分の 厚い 深い 蒙古 靴、 

さう した もの 、入れ かはリ 立ち か はる 變化 は、 决 して 見る もの を あかしめ ない ものであった。 

跳 鬼と は 北京の 雍和宮 などで は 打 鬼と いふが、 跳 舞と いふの が 元来の 名稱 である。 これ は佛を 微妙 

なる 舞に よって 供養し、 忿怒の 相 や 怪物の 相 を 現 はし、 その 跳リ によって、 怫敵 を解脫 せしめる こと 

【まだい  - 

を 意味す るので ある。 卽ち、 菩提、 換言すれば 正覺を 成就 せんが 爲 めの 作法で、 その 行 爲は柔 と剛と 

の 兩面を 表した ものである。 

しかし、 我々 はこの 行事 を 見て ゐる 間に、 いろ./^ のこと を考 へさせられた。 それ は 純粋の 佛敎以 

外に 他の 種々 な 要素が とリ 入れられて ゐる とい ふこと である。 先づ 面の 種類に 就いて 感じた ことで あ 

るが、 牛 や 象な どに 對 する 信仰 は 印度教の 影響 を 受けて ゐる やうに 解釋 され、 鹿 ゃ犁の 如き ものに は 


西藏ゃ 蒙古 等に 於け る 土着の 原始的な 信仰 をと^ 入れて ゐる やうに 思 はれる。 跳 舞に も 北方 遊牧民^ 

のシャ ー マユ ズ ム 的 な 影響が 可 な リ顯著 にう か、 ゾ はれる。 勿論 元来の シャ ー マ. 一一 ズ ムは假 面な ど を 用 

ひない ので は あるが。 この 面 を 見て ゐる 中に ふと 奈 良の 正 倉 院の伎 樂の面 を 聯想した。 我々 は 伎樂と 

いふ ものが 如何なる 性質の もので あるか を 知らないし、 伎樂 面に うか、 ゾ はれる あの 幽玄な 藝術性 はこ 

れらの 面に は 殆んど 認められな いので は あるが、 しかし 何處 かに 共通した 何物 か、 ゾ感 せられた ので あ 

つた。  . 

更に また、 これ を 一 の 野外劇と して 見たら どうで あらう か。 紺碧の 澄みき つた 大空の 下、 青草の も 

える 高原の まった、 ゾ 中で、 鈍重な 音樂の 伴奏と、 もに、 悠ミ たる 假 面の 跳 舞 を 想像す る。 その グロ テ 

スクな 動物 面 や 目 を 射る やうな 色彩の 装束 は、 單 調な 自然に 對 してす ばらしい 舞 臺效果 を あら はすで 

あらう。 

お 京の 雍和宮 の 打 鬼 は、 每 年舊曆 二月 一 日に 行 はれ、 その 前日に は 演習の 意味で 演 鬼と いふ もの 

が ある。 この場合 にも 跳 リ方 は殆ん ど同檨 であるが、 假 面に 出入が あり、 その 名稱 もや、 異 つて ゐ 

るので 參 考の爲 め、 次に それ を對照 させて 記す こと、 する。 雍和 宮の條 下に 記した 蒙古語 は、 その 

場 限リの 聞きと リ だから 頗る 自信がない。 
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雍和宮 では、 最初に 白 鬼と 黑鬼 とが 現 はれ、 それから 四 大天王 以下の ものが 出て 舞 ふ。 鬼 以外の も 

の はすべ て 二十 八 あるので、 これ を總稱 して 二十 八 宿 (ド シド) といって ゐる。 俗に 二十 八 宿の もの 

が 白、 黑の八 鬼 を 打って 追ひ拂 ふと S せられて ゐる。 - 
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雍和宫 打 鬼 


、L"  BJ 

ひ ml  I 

S 道 神 

S 四天王 

s 白 面 

5  々 

S 此 拉 

S 紅黑 護法 

S: 護法 伴 

W 嗨母泮 


人 

人 


二人 (象 面と 

獅子 面) 


なし 

なし 

四天王 (ド ルバ ン ランタ) 

面色 は 白、 黑、 紅、 藍 

白 鬼 (ホ ゝ マ) 四 人 

黑鬼 (ァ ス ル) 四 人、 面色 

は 黑白各 一 一 

なし 

なし 

なし 

象 面 (ヂ ャナ) 一 人の み 


二人 (鷲 面と 

牛 面) 

二  人 

八， 人 

一  人 

な • し 

一  人 

六  人 


鷲 面 は大鵬 (？ ). とい ふ、 

牛 面 (チ ェ ルく) 同じ 

鹿 (ク ロス) 一 人の み 

四 人、 菩薩 (ダラ ハ) 

なし 

八 人 (タブ ンド シド) 

八 人 (ヱ ルべ へ) 

一人 (ハ シャン ハナ) 

六和尙 (ジル ガン フフ ダ) 


十二 菩薩 

閻 王 

八 金剛 

蝴 蝶 

彌勒佛 

和尙 (童子) 


この 日、 跳 鬼の 合間 を a はからって 大塔院 寺を訪 うた。 この 寺 は その 名稱 によっても 明らかな やう 

に 境內の 中央に 大寶 塔が 鎭坐 する。 これに 就いては、 後 漢の明 帝の 永 平年 中 印度の 迦葉 摩騰、 竺法蘭 

の 二 菩薩が 天眼 を 以 つて、 こ、 に 阿育 王の 建てた 佛舍利 塔の ある こと を 知った とい， ふ傳說 が ある。 さ 

うして 摩騰は 帝に 麦して こ、 に 大孚靈 鷲 寺なる 寺 を 建てた とい はれ、 この 阿育 王 塔が 卽ち 現存の 大寶 

塔で あると g せられる。 この 漢代 創建 說は、 唐の 道宣の 「三 寶感 通錄」 を 始め、 宋の 「廣淸 涼傳」 の 

說 であるが、 唐の 「古 清涼 傳」 に は、 * 魏の孝 文 帝の 時に 大孚圖 寺 を 建て、 或はた ゾ大孚 寺と 呼び 叉 

大孚靈 鷲 寺と も 呼んだ と 見えて ゐる。 大孚と は 勿論 大孚圖 の 略で、 卽ち大 塔婆 大佛 塔の 義 である。 

慈覺 大師の 「入唐 求 法 巡禮行 記」 に、 「閣 前に 塔 ぁリ、 二 層 八 角に して 莊嚴 珠麗、 底 下に 阿育 王 塔 

を 安置し、 地下に 埋蔵して 人の 見る を 許さす、 これ 阿育 王 造る ところの 八 萬 四千 嗒の 一 なリ」 と 見え、 

現在の 大塔院 寺 は 唐の 時には 閣院 とよ ばれた ものである ことが わかる。 この 塔 は宋の 頃まで その 存在 
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A 影 壁 

B 牌樓 

C 山門 

D 天 王 殿 

E 鼓樓 

F 鐘樓 


G 伽藍 殿 

H  ； W- 師殿 

I 大慈延 壽資殿 

J 釋迦文 佛舍利 賓^ 

K 大 藏經閣 

□ 石獅 


嘉靖 十七 年 「重修 阿育 王寶塔 碑」 

萬 曆十年 「勅 建 五 臺山大 塔 院寺碑 記」 

康熙 二十 八 年 「重修 碑 記」 

宣統 元年 「重 修寶搭 碑 記， K 

紫 文 「重修 碑 記」 


略 

平 

大 
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が 確かで あるが、 その後 如何な 

る狀 態に あった もの か 文 獻の上 

では これ を 明らかにする ことが 

出来ない。 しかるに 明の 永樂五 

年 及び、 嘉靖 十七 年に 重修 し、 

更に 萬曆七 年から 十 年に 亙つ て 

大重修 が 行 はれた 結果、 舊觀を 

一新して 現在の やうな 形 を呈す 

るに 到った ので ある。 この こと 


に 就いては、 現在 境 內に存 する 嘉靖 十七 年の 「五臺 山 大塔院 寺重修 阿育 王 所 建 釋迦文 佛眞身 舍利寶 塔 

碑」 と、 萬曆十 年の 「勅 建 五 臺山大 塔 院寺碑 記」 に 明らかで ある。 

萬 曆の碑 は 有名な 時の 宰相 張 居 正の 撰 文で、 それに よれば 次の 如く 記されて ゐる。 萬曆 帝の 母后 慈 

聖 太后 はこの 塔 を 重修 して 隆慶 帝の 冥福 を 祈らう とい ふ 念願 を 5@ した けれ， ども、 道が 遠い 爲 めに、 萬 

曆六年 北京の 西郊に 寺 塔 を 創建した。 これが 卽ち 現在の 八里莊 にある 慈壽 寺で ある。 しかるに 太后 は 


初 願 を 忘れす、 翌七 年に 大塔院 寺と この 寶 塔と を重修 する ことにな つたので ある。 工事 は 三年 をへ て 

十 年 こ 到って 完成した。 「清涼 山 志」 によれば、 塔の 高さ は 二十 一 丈、 周圍 二十 五 丈、 その 形 は澡餅 

の 如く、 相 輪 は 十三 級、 寶觥は 高さ 一 丈 六尺で 鍍金 を 施し、 覆 盤. (傘 蓋) は 周 圍七丈 一 尺、 その 廻りに 

は帶を 垂らし それに 金 鈴 を 懸け、 更に 金銀 寶玉 等の 佛像ゃ 諸纟の 雜寶を 造って 中に 安置した。 

更に 嘉靖 十七 年の 碑に よるに、 永樂五 年の 重修 のこと を 述べて、 磚百 萬、 墓石 千 塊、 灰 數千石 を 用 

ひて 大 修理 を 行 ひ、 高さ 二百 尺、 濶さ 十二 丈、 圓腹方 基の 制と なした と ある。 永樂 時の 重修 もこれ に 

よって 相當 大規模であった ことが 想像せられ るが、 萬曆 年間 はこれ に 比較す ると 一層 根 木 的な 重修が 

一 了 ュれ、 むしろ 創建と もい ふべき 程に 舊觀を 改めた もので あらう。 

「清涼 勝 境」 の牌樓 をく、 ゾ つて、 石段 を上リ つめる と 山門に 達する。 天 王 殿の 脇の 小 門よ リ入 ると 正 

面に 入母屋 五 間の 佛 殿が ある。 これに は 「大 慈延 壽寶 殿」 の 額が か、 リ、 中に 釋迦三 尊 を 安置し、 左 

右 こ 十八 羅漢 を 配して ゐる。 かの 萬曆十 年の 張 居 正の 碑 はこの 殿 前に 康熙 二十 八 年の 御製 重修碑 記と 

竝んで 立って ゐる。 

塔 はこの 殿の 背後の 一 段と 高い 方形の 基 壇の 上に あ >、 その 裾 は簷を 張り出して 廻廊の やうに なつ 

て をリ、 これ をー循 すると 壁に は 喇嘛 式の 佛畫が 嵌入され て ある。 基 壇の 四隅に は、 六角の 亭を 立て， 
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中に 轉輪を 設けて ある。 西側の 階段 を 上れば 塔 身に 直接す る。 餘リ にも 塔が 大きす ぎて こ、 では その 

全貌 をみ る ことが 出来ぬ。 た^その 腰部に 蓮瓣. 帶が ぁリ、 各 瓣に化 佛が表 はされ てゐ るの が 注意 を惹 

いた。 壇の ふちに 飾られた 葡 製の 韓 輪に そうて 一 廻リ すると、 その 南側に は小佛 堂が 作られて ゐる。 

そこで 二三の 喇嘛が 讀經 して ゐた。 前面の 延壽寶 殿に は靑 衣の 僧侶が をう、 この 塔院 寺は靑 衣の 寺と 

のみ 思って ゐ たのに、 こ、 に 喇嘛 僧の ゐ るの を 見て や、 意外な 氣 がした。 遠くから 塔 を 眺める と、 流 

石に 堂々 たる もので、 北京の 妙應 寺の 白 塔と 共に 喇嘛 塔と してば 雙璧 なる を 思 はしめ る。 しかし 兩者 

を 比較す ると 覆 鉢 部の 肩の 張う や 相 輪の つぼ まリ 具合に 相違が あって、 後者から 安定した 感じ を 受け 

るのに 反しで、 これに はい さ、 か 不安定な 趣きが ある。 北京の 白 塔 は 元 代の 修築に 係リ五 臺の大 塔に 

比べ れば 更に 古い ものであって、 こ、 に 時代の 差が うか、 V はれる ので ある。 

萬曆十 年の 張 居 正の 碑 は 碑 額に 「勅 重 建 大塔院 寺 碑 記」 と あう、 參考 の爲め 碑文 を全錄 すれば 左の 

如くで ある。 

勑建五 臺山大 塔 院寺碑 記 

待 進 光 祿大夫 左 柱 國太傅 兼 太子 太師 吏部尙 書中 極 殿 大學士 知 制 誥經筵 起居 注 總裁國 史會典 張 居 正 

奉 勅撰 


昔 阿育 王。 獲 佛舍利 三千 餘顆。 各 建塔藏 之。 散布 華 夷。 今 五 臺靈鷲 山 塔是其 一 也。 我 聖母 慈聖宣 文 

明肅 皇太后。 前 欲 瓶 寺 於此。 爲 穆考薦 福。 今上 祈 儲。 以道遠 中止。 遂于都 城 西。 建 慈壽 寺。 以當 之。 

居 正業 已奉 勅。 爲之 記。 顧 我聖豫 至誠 精虔。 不忘始 願。 復遣尙 衣 監太監 茫江李 友 輩， 捐 供奉 餘資。 

往事 莊嚴。 勅 建 大塔院 寺。 前. 爲 山門 天 

王殹。 內大 慈延壽 寶殹。 大慈延 壽護國 


I 


に 


庳 

年 

曆 

0 

二 

第 


佑民釋 迦文佛 舍利寶 塔。 大蔵 經閣。 旁 

爲鐘 鈹樓。 祖師 伽藍 殿。 外爲十 方院。 延 

壽堂。 諸 圍廊齋 缶庖。 罔 不悉 備。 復 

賜 園 地。 以供 常住 之需。 ェ始七 年 九月 

十五 日。 成 于十年 七月 二十 七日。 計 費 

金錢。 出自 內帑。 聖母 復命 臣記 之。 臣 

竊惟 聖人 之 治 天下。 齊ー 幽明。 兼綜道 


法。 其粲然 者。 在 古 先帝 王。 垂成憲 著 章程于 世矣。 乃 有 不言 而信。 不令而 行。 次 慈 蔭 妙 雲。 覆湼槃 

海。 饒 S 群生。 則 大雄氏 其 人 也。 其 敎以. 空 爲宗。 以慈爲 用。 爲以 ー性圓 明。 空 不空爲 如 來藏。 卽其說 
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不可知。 然以神 力。 總持 法界 澇漉 沈淪。 闡 幽理。 資明 功。 亦 神道 說敎 者。 所不廢 也。 我 聖母 誕育皇 

上。 爲 億兆 主。 養成 聖德。 澤洽 寓內。 施 及 外方。 日 所 出入。 靡不懷 服。 至 如 寧靜。 次奠坤 維。 建 梁 

以拯 墊溺。 儉素以 式 閬帷。 慈 惠以布 恩. 德。 含 生 之 倫。 有 陰 蒙 其利而 不知 者。 所 種 孰 非 福 田。 所證孰 

非 菩提 哉。 乃 益 建 勝因。 廣資 冥福。 託 象 敎以誘 俗。 乘 般若 以導 迷。 斯可 謂獨持 慈寶。 默運化 機 者矣。 

先是 虜酉陁 答。 欵關効 貢。 請 于海西 建 寺。 延僧 奉佛。 上 可 之。 賜 名 曰 仰 華。 至是聞 聖母 作五臺 寺。 

叉 欲 令 其 衆 赴 山 進 香。 夫 醜 虜嗜殺 乃 其 天性。 一 旦革彼 凶惹。 懷我好 音。 臣以是 益 信 佛氏之 敎。， 有以 

陰翊皇 度。 而我 聖母 慈 光 所燭。 無 遠 弗 被 其功德 廣大。 雖盡 恒河沙 數。 不足 以喩 其少分 也。 乃 拜手稽 

首。 庸記歲 月。 繫 之以詞 曰。 

於 惟 慈 氏。 闡敎金 庚。 以 般若 智。 濟度 群生。 普 天 率土。 莫非化 城。 法雲慧 ぼ。 布 護 流行。 雁 門 之 西。 

亦有靈 鷲。 七 級 浮 屠。 巋然 特秀。 阿育 獲寶。 散布 緇流。 南 飛 一 粒。 永鎭 神洲。 塵 劫 幾更。 山川 不改 Q 

重 建 妙 因。 機 如 有 待。 惟 我 聖母。 天 篤 慈 仁。 總持 陰敎。 覆 育 蒸民。 莊嚴寶 刹。 於玆 靈壤。 龍 象 巍巍。 

人 天 共 仰。 皇穹 眷德。 降 福 穣穰。 旣 右文 母。 亦 右 我皇。 定命孔 固。 寖隆 寖昌。 臣 庸^: 頌。 億載墼 光。 

萬 曆十年 歳次 壬 午 秋 七月 吉旦立 


人 を 刺す 草 

羅喉 寺の 側 門 を 下って 行く と 東側に 宣講 所と 額の 揭 げられ た 門が あった。 元来 こ、 は 十 方 堂と いふ 

寺で、 中に 入る と廣ぃ 庭が ぁリ、 その 南側に は 戲臺を 設け 北側の 建物に は佛 像が 安置され てあつた。 

現在で は 村民の， 集會 所と なって をリ、 宣講 とい ふの も 村民に 對 する 教化 講演と いった 意味で あるが、 

この 五臺 では 何だか 古くからの 佛 敎に關 する 通俗 說 法の やうに 思 はれて ならなかった。 

そこから 少し 北に 進む と、 右側に 一 廓の » をめ ぐらした 墓地が あって、 無數の 喇嘛 塔が 生 ひ 茂った 

雜 草の 間に 林立して ゐる。 こ、 は 明の 成 化 頃から 極く 最近に 至る までの 羅餱 寺に 關 係の ある 僧侶 達の 

賁墓 らしい。 すっと 奥の 北の 塀に 近く 甚だ 古風な 大 塔が ある。 かどが こ はれた リ して 荒れ て はゐる 

が、 正面の 刻 石に は 次の やうな 漢文が あった。 

妙 覺圓通 慧慈普 應祐國 演敎灌 頂弘善 isna 口が 國師 也 失師徒 等。 端爲祝 延大明 皇帝 聖壽。 建 

攝授壽 塔 一座。 內装盛 擦々 幷 無量 壽 阿閎佛 像 十五 萬 有餘。 上視 皇帝 萬歲 萬々 歲。 太平 千秋。 皇圖永 

固。 釋迦敎 法廣興 堅固。 掌 敎者壽 命 延長 □□□□□ 師徒幷 監造內 官奉倍 等 法界. 一 切 衆生。 願 生佛ミ 
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吉祥 如意。 

大 明永樂 十五 年 歲次乙 未 九月 初 一 一日 立  ， 

この 漢文の 左に は これと同じ 意味の こと を 記した と 思 はれる 梵 文が 横書きに して ある。 釋迦也 失 は 

「清涼 山 志」 の卷 八に 略 傅が 見える。 それに 依る と、 也 失 は 天竺の き ,i 國の 人であって 世 尊の 御裔 

である。 その 功德 はき はま^な く、 その 祌用 はは かリ がたい 程であった。 5^1 の 道 をした つて 清涼に 

来遊し、 永樂 十二 年 春 始めて こ、 に 達し 五 臺山顯 通 寺に 住した。 その 冬 十 一 月 この ことが 上聞に 達し 

たので 3 帝 は太監 の侯顯 をつ か はし 詔して 京都に 參內 させた。 彼 は 帝の 厚い 信任 を 得、 翌年に は 金印 

寶誥を 賜 はリ妙 « 圓通慧 慈 普 應輔國 顯敎灌 頂 弘善西 天佛子 大國師 とい ふ、 右の 刻 石に も ある 檨な 長い 

封號. を 下された。 やがて 辭 去して 五臺 山に 入った が、 その後 も 帝 はしば く 制 書 を 下し 使者 を やって 

慰問し でゐ る。 宣宗の 時には もっとも 欽崇を 加へ その 待遇 も 持 別であった。 宣德六 年に 至リ 遂に 西 或 

にかへ つた。 

右 は その 要點 であるが、 この 大塔 は、 永樂 帝の 知遇に 感激した 彼が 五臺 山に かへ る や、 早速 帝の 聖 

壽 無窮 を覦 して 建てた ものである こと はいふまで もないで あらう。 漢文と 共に 梵文 がき ざまれ て ある 


の. も、 也. 失が 逾毘 羅國の 人で ある こと を 思へば 當然 うな づける ことで ある。 

楊 林 街から 太平 街 を 通う 清流 を 渡って 普壽 寺の 方へ 行った。 太平 街に は 二三 軒の 鍛冶屋が ぁリ 眞鍮 

や 銅で 佛像ゃ 佛具を 作って ゐて、 流石に 佛敎の 靈蹟に ふさ はしく 思 はれた。 淸流は 北 臺叶斗 峰に 源 を 

發 する もので、 此處に 架せられ だ 橋 は 珍しく 立派な コ ンクジ ー トの ものであった。 畑の 間 を 行く と異 

檨な 服装の 二人の 蒙古の 比丘尼に 出あった。 彼女 等 はすつ きリ した 黄色の 衣服 を まと ひ、 そろ ひの 蝙 

蝠傘を さし、 はいから な 皮靴 を はいて ゐた。 その 珍しく しかも モダ ー ンな 姿に、 我々 は 思 はす 目 を そ 

ば だてない では ゐられ なかった。 普壽 寺から 更に 川に 沿って 北に 進んだ。 半里ば か^も 行った であら 

うか、 さ、 やかな 部落に 達した。 西灣 とい ふところ であらう。 

谷の 東側の 岩壁に 無數の 四角な 穴が 鑿 たれて ゐ るのに 氣が ついた。 何れも 五六 寸 四方で ある。 或は 

その 穴 を 中央に して 塔 を肜リ きざんで ゐ るの も あれば、 周 圑に西 藏語を 刻して ゐ るの もあった。 これ 

が 所謂る 文殊の 眷屬が 住んで ゐる 穴な ので ある。 華 嚴經に 「東北 方に 菩薩の 所 ぁリ。 清涼 山と 名 付 

く。 過去の 諸 菩薩 常に 中に 於いて 住す。 彼に 現に 菩薩 ぁリ。 文殊 師 利と 名 づく。 一  萬の 菩薩 眷屬ぁ 

リ。 常に 說 法す」 と ある。 卽ち この 一 萬の 眷屬 たちが 文殊の 說法を 聞く ために 住んで ゐる穴 だと すれ 

ば、 無數 にある の も 無理 はない。 この 穴 は 他の 場所に 於いても 時々 見られた が、 この 附近が 特に 多 か 
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つた。 

雜草を かき 分け 乍ら 其處に 近づく と、 時た ま チクリと 目玉のと び 出る 程 何物 かに 刺される。 初めは 

蜂に さ、 れた のかと 思った が.、 よく a ると 麻の. 檨な四 五 尺 も ある 草だった。 此の 草に は 葉に も莖 にも 

刺が あって、 觸れ るが 最後 ひどい 痛み を 感じた。 薄い， 夏服の ス ボン をと ほリ、 また 何氣 なく 草 を 握る 

習慣から、 時々 刺されて 跳 上る 檨な 痛み を 受ける のであった。 その 痕は 紅く 腫れて 三 四時 間 後まで も 

痛んだ。 後で 聞く とこれ は五臺 山地 方 特有の 一種の 毒草で 蝎蔴 とい ふ ものである。 こんな 草で も 土地 

の 人 は 嫩葉を 摘んで 煮て 食 ふの ださう である。 

元 代の 舍利塔 

七月 一 一十 日 

晴。 豫定 もない ので 臺懷鎭 南部の 寺院 巡歷を 行 ふこと、 した。 萬緣 庵、 萬佛 洞、 靈峯寺 等を訪 ふ。 

萬緣庵 は鎭海 寺に 對し 路傍の 東に ある。 これ は靑廟 で相當 に荒廢 して ゐ る，。 前 殿に は 新塑の 大きな 

關 帝が 安置され、 出 來も惡 くない ものだった。 萬 佛洞は 南山 極樂 寺と 河を距 て、 相對 して ゐる。 前者 


よ 山麓 こよ リ 後者 は 山頂に 位する。 足 を 切る やうな 流 を渡リ こ、 に 赴く と、 僧侶 は 甚だ 愛想 好く 迎へ 

て吳れ た。 寺 は 最近の 建築で、 未だ 竣功に 至らない ところ も あつ 

た。 何も 見る 可き ものと てはなかった が、 た^ 五曆八 角の 甎塔 のみ 

が 注意され た。 均勢の とれた 美しい 塔で 一 見宋 代の もので は ある ま 

いかと さへ 思 はれる 程の もので あつ. た。 しかし 題 記 (一行 六 字 九 行) 

に は 次の 如く 讀 まれた。 

特授榮 祿大夫 大司徒 大承天 護 聖寺第 一 代 住持 前五臺 山大紹 聖祐國 

寺 住持 寶雲普 門宗正 □□ 妙辨樹 宗弘敎 大師 寶峯 □ 公靈塔 

これによ つて この 塔が 弘敎 大師の 舍利 塔で ある ことが 知られた。 

弘敎 大師と は 元 代の 名僧で 、「清涼 山 志」 に は 彼の 傳 記が 見える。 諱 

を慧 印と いひ 華 嚴經を 修めて.、 學德 の譽が 高かった。 英宗の 皇慶元 

年 京師に 召されて 帝の 信任 を 得た が、 五臺 山に 入って 萬 聖祐國 寺の 

住持と なった。 至 治 二 年 英宗の 五臺に 幸した 時、 帝の 駕に從 つて 京 

師に 出で 永 福 寺 (今の 北京 阜 城門 內四條 胡 同の 靑塔 寺) に 於いて 藏經を 校正した。 その 時 太子 や 貴人 は 
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大師に 從 つて 菩薩 戒を 受けた とい ふ。 後 文宗は 詔して 司 徒 一 品 銀 印 を 授け、 大承天 寺 (今の 北京 西郊 

靑龍橋 西の 功德 寺) の 住持たら しめんと した。 その 勅使が 屢ミ來 た 

けれども 大師 は固辭 して 受けす、 至 元三 年 六十 七 歲を以 つて 示 寂し 

たとい ふ。 塔の 題 記に みえる 「大承 天 護聖寺 第一 代 住持」 等の 稱號 

は その. 歿後 授けられ たもので あらう。 

「清涼 山 志」 をみ ると、 萬 聖祐國 寺と 祐國 寺との 二つが あって、 

前者 は 交 口の 東 山麓に ぁリ、 後者 は卽ち 南山 寺 だと 記して ゐる。 さ 

うして 弘敎 大師 はこの 萬 聖祐國 寺に 住した と あるが、 墓 塔の 題 記に 

は紹 聖祐國 寺と あって 一 字の 相違が ある。 萬 聖祐國 寺と は 元の 成宗 

が 勅 建した 寺であって、 交 口と は卽ち この 附近な ので あるが、 現在 

では その 確實な 遺址 は 明らかで ないやう に 思 はれる。 紹 聖祐國 寺と 

萬 聖祐國 寺と は 同一 の もので あらう が、 これと 祐國 寺卽ち 南山 寺と 

の關 係に 至って は 頗る 明瞭で ない。 南山 寺が 今日 見る が 如き 盛觀を 

呈す るに 至った のは淸 末の 名僧 普 濟禪師 の 努力の 賜で あるが、 彼 以前 この 寺 は 幾度 かの 盛衰 を經 たら 


淸水 河の ほと り 一白 塔 を 望む- 
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磨 崖の 喇 嘛 沸 


圓照 寺よ ，5 鐘樓を 見る 


靑廟 僧の 讀經 一碧山 寺一 
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殊像 寺の 遠望 
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五郞廟 より 金剛 窟を望 む 

1 上方 は 普 樂院— 
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で, 


金閣寺より 南臺を 望む 


金閣寺 山門 
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靈境 寺の 遠望 


しく、 その 結果 遂に 寺 歷も瞹 味と なった ので あらう。 

そこから 谷に 入って 西北に 向 ふと 丘の 傾斜面に 叉 一 基の 甎 塔が 立って ゐる。 これ は.. 弘敎 大師 塔に 比 

ベ ると や 、 小さく しかも 三曆六 角 であるが、 ゃはリ その 題 記に よって 元 代の ものである ことが 知られ 


メ  r 


r ふ 
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： い マき 


た。 それに は 次の 如く ある。 

宣授鳳 翔 府岐山 縣大壽 聖寺龍 泉 寺 住持 前 五臺等 

處釋敎 都 總攝所 經歷圓 明 普 照 光教 大師 知公靈 塔 

(一 行 六 宇七 行) 

至^ 五 年 五月 日 承 天 護聖寺 法主 □□ 建 

こ の 光敎 大師に 就 いて はい まだ 何等 知る ところが 

ない が、 この 塔の 建立 者が や は リ承天 寺の 關係者 

である ことから すれば、 北京の 功德 寺に 就いて 調 

査 すれば 或は 何等かの 手が、 リを 得る ことが 出来る かも 知れない。 

萬佛 洞の 前 を 過ぎて 谷に 入る 一道が ある。 これが 竹林 寺へ 至る もので、 寺 は此處 から 約 二 里 を距っ 

とい ふ 。この 道が 獅子 窩嶺ゃ 金 閣嶺に 通す る ものと して 古く は 却って 木 道であった 譯 である。 靈峰寺 
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は萬佛 洞の 側に あ、 リ、 後者と は 部落 を距 て、 對 して 居る。 この 寺 も 新 建 中であって 特記す 可き もの は 

なかった が、 傍に 「佛 日圓明 古洲和 尙舍利 塔」 が あるの が 注意され た。 「清涼 山 志」 によると、 元代佛 

曰圓 明と いふ 名僧が ゐ たが、 これが 果して 彼の 舍利 塔で あらう か。 但し 題 記に は 明の 正德ニ 年の 年號 

が讀 まれ、. 別に 銘文 も 嵌入され てゐ た。 しかし これ は 場所 高く して 讀 むこと を 得なかった。 塔 は 八 角 

五 層、 窓 を 附し佛 像 を 現 はし ノ枓拱 を 配す るな ど 手の こんだ もので あつたが、 建築と して はさ 程 優れ 

たもので はなく、 叉 特異と する にも 足リ なかった。 晝 食の 準備 をして こなかった ので、 べらぼうに 空- 

腹 を覺 えた。  畑から 蕪 を 二三 失敬して 食べる。 水氣が 多くて なかく うまかった。 

河 を 越えて 棲 賢 寺へ 行く。 以前に 支那 兵の 宿舍 となった 所と 見えて 非常に 荒れて ゐ た。， 碑に は康熙 

四十 六 年の 「御製 五 臺山棲 賢 寺 記」 の 外に は 何もなかった。 この 寺 は靑廟 で、 前 殿の 釋迦 像の 兩 側に 

孔雀 や 車に のった 塑造の 脇佛 や、 駱駝の 上に 坐った 木造 觀音が あるの が 注意され た。 そこ を 出て 力ら 

谷 リにル 口って 東に 進む と顴音 洞に 達する。 山の 中腹、 斷 崖の 僅かな 平地 を 利用して 築かれた 寺で、 下 

から 見上げた 恰好 は 星 根が 高く 低く 入リ まじって 美しい。 純西藏 風の 寺院 だとき いて 来たが、 さう で 

はなく たゾ 煉瓦 や 石 を 豊富に 使った 支那 式の 建築であった。 正殿に は 眞鍮の 千 手 千 鉢 觀昔を 安置して 

ゐた。 歸 りに 普 化 寺に 寄った。 自動車 路の 東側に ある 新しい 寺で、 民國 以後の 創立ら しく 佛像 も佛殿 


の 塗装 もけば くしい もの だつ； た。 詳しく 聞いた, でもない が" 支那の 居士 連が 避暑 氣 分で 眞夏を 過 

ごす 寺院ら しい。 

我が。 求 法 僧の 迹を 尋ね 亡 

n 金閣寺から 靈境 寺へ I ■ 

七月 一 一十 一 日 

今日は 日 木 求 法 僧 遺蹟 巡拜が ある。 金閣寺、 靈境 寺、 竹林 寺の 三 箇所へ 行く 豫定 になって ゐ た。 

七 時半 ニ臺の トラ ッ クを 連ねて 楊 林 街 を出發 する。 曇リ 勝ちの 空で あつたが、 沿道の 景色 は 初め 來 

た 時に も增 して 更に 美しく すがく しい 印象 を與 へた。 殊に 黃土咀 から 先 は、 嶮 しい 山路と なって 右 

手の 山々 は 粗い 岩肌 を 露出し、 その 間に 生えた 苔の 如く 滑らな 綠草ゃ 左手 脚下の 白く 蜿 曲した 河原 だ 

とか、 千^の 斷 崖の 底 を絲の 如く 流れて ゐる淸 流な どが 他 かす 眺められる のであった。 至る所に 黃、 

白、 紫、 紺色の 草花が 群 をな して 亂れ 咲き、 赤き 山 百合の 花、 或は 罌粟に 似た 黄色の 花な ど 名 も 知ら 

ぬ ものながら、 今 を盛リ と美し い。 

金閣嶺 附近 は 五臺山 自動車 路の 最高 所で、 金閣寺 は 道路から 眞北、 廣ぃ谷 を 隔てた 對 岸の 緩 斜面に 
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ある。 荣 種の 花や 五寸 許う にの びた 莜麥の 中 を 踏み分け、 谷の 一方の はしに 沿って 地 隙 を 上り 下う し 

ながら 進んだ。 二十 町餘リ あったら うか、 目的地 は 目の前に ぁリ ながら 何となく 思 ふ檨に 進めない 所 

であった。 伽藍 は 遠くから 見た 時と 變らぬ 大きい もので あう、 荒れても ゐ なかった。 しかし 建築 は 皆 

近世の もので 我々 の 期待して ゐ たものと は 違って ゐた。 南面に は 「化垂 悠久」 の 額の か、 つた 牌樓が 

ぁリ 前に は 一 對の 石獅を 配す る。 そこから 兩 側に 欄干の ある 爪先 上 リの甎 敷の 甬道 を上リ つめる と 山 

門に 達する。 この間に は 若々 しい 楡 柳が 茂 リ、 道に 蔭 を 落して ゐる。 門前に も 石獅が ぁリ、 それに は 

民國 十四 年の 銘 があった。 山門 は 五 間で 三 箇のァ ー チ. を 開いて 居る。 中に 入れば 正面に 彌勒、 その 背 

後に は 韋駄天 を 安置し、 左右に は 二王 を 配す る。 

木 殿 は 入母屋 二 層 正面 五 間で、 簷 下に は廊を 設けた すばらしく 堂々 たる 建築で ある。 殿 內には 見 上 

げ る許リ 高い 千 手觀音 像 を 中央に し、 左右に 普賢と 文殊と を 配置して ゐる。 可成う 急な 階段に よって 

二階に 上る と 千手觀 音の 御顔が すぐ 目の 近くに 拜 せられる。 この 御 像 は 五 丈 三尺 ぁリ、 傳へ によると 

木造と いふ ことで あるが、 我々 の 見た所で は 塑像の 如く 思 はれ、 叉 製作 も 極く 新しく 拙劣な もので あ 

つた。 しかし 山門 脇に は 明の 嘉靖 三十 七 年の 「五 臺山重 建 金閣寺 造 立 大佛五 丈 三尺 金 身行實 碑」 が あ 

つて、 これによ ると 現在の 千手觀 音像 は 明^の 作と いふ ことになる。 然し どう 見ても、 著しく 後世の 


手の 加づ たものと 考 へなければ ならなかった。 恐らく 乾隆中 この 木 殿が 再建 せられた 時 以後の もので 

あらう。 

我が 靈仙 三藏 はかって こ、 に 住した と傳 へられ、 その後 慈 « 大師 も 亦 こ、 を 訪れた。 「舊唐 書」 に、 

銅の 瓦を葺 きそれ に 鍍金 を 施した とい ふ檨な 記事 も あ^、 唐 代 規制が 如何に 豪華な も. ので あつたか を 

想像せ しめる に 足る が、 現在 は 何 一 つと して 當時を 倨ば しめる，. 遺物 もない。 勿論 令の 寺院 も 堂々 ヒる 

もので は あるが、 餘 ^ にも 悉く 新しい ので、 果して これが 唐 代からの 金閣寺 かと 疑 はしめ る 程で あつ 

た。 巳に 大正 十一 年の 秋、 故 小 野 玄妙 博士 も 唐 代の 佛蹟を 探査 せんとし てこ/^ に 來リ、 永年の 期 寺 を 

裏切られて 落膽 した こと を その 紀行の 中に 記して ゐる。 古文 獻 をた ょリに その 場所に 至ってみ ると 全 

く 昔時の 面影の 失 はれた 姿が 認められ るの はた、、 V こ 、のみで n なく、 支那で はしば く 遭遇す る こと 

なので あるが、 この場合 特に その 威が 深いので あった。 我々 はこ、 に 立って 今更の 如く、 この 國に於 

ける 興亡の あはた、 ゾ しさに 感じ入つ たので ある。  ， 

叉 もとの 路 まで 引き返し 自動車で 小 一 時間、 閻家嶺 を 過ぎて 蒲州營 附近で 車 を下リ る。 水の 殆んど 

ない 石ころ だらけの 河原 を 南に 入リ、 暫くす ると だ 手 山麓の 朱 壁の 寺に 達する。 これが 卽ち靈 境 寺で 

ある。 これ こそ 唐 代の むかし、 有名な 我が 靈仙 三蔵が 悲惨な 最後 を 遂げた 所な ので ある。 彼 は 奈良興 
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1。 田 寺の 僧侶で 我が 光仁 天皇の 寶龜四 年 求 法の 爲 めに 入唐した。 五臺 山に 至って 修行し、 初め 金閣寺に 

ゐ こが、 後 こヽに 移った。 彼の 刻苦 精勵と 深い 學識と 熱烈な 信仰と は 衆 僧を遙 かに 凌駕す る もので あ 

つ こ。 その 爲め也 人の 羨望す る 所と なう、 遂に 怨を 買って この 浴室 院で 殺された。 二十 年の 後 ゃはリ 

こ、 を 訪れた 慈覺 大師 は 先輩 靈 仙の 最後 をき いて、 深く 感激した とい ふこと が 「巡禮 行 記」 に 見えて 

ゐる。 異鄕に 悲劇的 最後 を 遂げた 靈 仙の 逸事が た、、、 彼の 日記の 御蔭で 傳 へられて、 我々 も 亦 今日の 新 

たなる 感激 を 享受した のであった。 

東 則に 開かれた 入口から 寺內に 入る。 天 王 殿の 奥に は 三 間の 木 殿が あって、 中には 釋迦三 尊 を 安置 

し 十八 羅漢 を兩 側に 配して あった。 しかし 建築 も 佛像も 皆 近世の もので ぁリ、 碑 碣の類 も 亦 新しく、 

萬曆壬 子の 昆 粮 碑の 外に は 別に 謂 ふ 程の ものと てはなかった。 たぐ 天 王 殿の 前に 三 筒の 陀羅尼 經幢が 

ぁリ、 文字 は 磨滅して 殆ん ど讀み 得なかった が、 それが 最も 古 かもので あった。 然し 恐らく 唐 代まで 

溯る ものと は 思 はれす、 こ、 にも 我々 の 期待した 唐 代の 遺物 は 殆んど 見出す ことが 出来なかった ので 

ある。 しかし 靈境 寺と いふ 寺 名が 千 何百 年の 間れ ちす、 かう して 殘 つて ゐ たとい ふこと に對 して 矢 張 

リ 不思議な 感動に うたれ すに は 居られなかった。 

■ 閻家嶺 の 分遣隊で 晝 食の 御馳走に なった。 


一行 三十 人に 近い 突然の 来客の 爲 めに、 豫め 連絡 はして あつたが、 それだけの 食器の 準備が ある 箬 

はなく、 兵隊さん 達が 村 中から 借う 集めて 来て 食べさせて 吳れ たのだった。 燒 物の 大きな 碗は宋 代の 

白磁 を 思 はせ る 落着いた 色 澤と古 樸な形 を 持って ゐた。 それが 如何にも 下手物の 骨董と して 通用し さ 

うに 感 せられた。 隊の 薄暗い 部屋に は數 人の 匪賊が 後手に 縛られ 數珠 つなぎに なつで 押し込められて 

ゐだ。 . ^  -  s^^^  き 藝途霸 謹 g 翁 具寶須 零き や 

食事が 濟 むと 一行 は 急いで 車に 乘づ た。 金 閣嶺に 迎> 着く 頃になる と、 次第に 暗くな つて 来た 空か 

らは 俄かに 雲が 下う 始め、 たぐなら ぬ氣 配と なって 来た。 山 を 下リ黃 土咀の 附近へ 来た 頃に は ぼつ リ 

ぼつ リ 落ち 始めた が、 鎭海 寺の あた^から 激しい 雷雨に 變 つて、 みるく 內に 洋服が すぶ ぬれに なつ 

て 行った。 遂に その 爲め 竹林 寺 行き は 中止され る ことにな つた。 竹林 寺 は萬佛 洞よ リ 西方 約 二 里に あ 

う、 慈 « 大師が 五 會念佛 の 法 を 受けた 所で ある。 そこへ 行けなかった の は 如何にも 殘 念であった が、 

雨 は 次第に 強くな リ、 もう それ どころ ではなかった ので ある。 全身 濡れ鼠の 檨 になって 羅喉 寺の 宿舍 

へ歸 ると 早速 寢宋の 中に もぐう 込んだ。 
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法藏 寺の 遺址  ，. 

七月 二十 二日 

晴れた すがく しい 天氣 であった。 昨日の 雨で 清められた 谷の 綠は 特につ やくしく 見えた。 午前 

中に 集 福 寺へ 行く。 碧山 寺に 至る 道から 爪先 上う にの ぼった ところに ある 赤い 土塀の 美しい 寺で、 近 

づ くと 餘リ 大きく はない が 最近 修理され たばか リの 整った 喇嘛 廟 であった。 我々 が 入って 行く と 一 見 

日 木 人の 檨な顏 付きの 喇嘛 僧が 愛想よ く迎 へ、 中央の 佛 殿の 中に 導いて 吳れ た。 そこに は 釋迦三 尊と 

十八 羅漢な どが あって、 如何にも 普通め 寺院と 變リ がない 檨 子であった が、 しかし 後 殿に は 喇嘛 敎特 

有の 歡喜佛 が多數 並んで ゐた。 歡喜佛 は大體 三種の 形 を 示して ゐた。 その 僧の 說明 によると ャ マ ンタ 

力、 ド ム チゴ (シャ ン 口 ウジ ン 力)、 サ ンドィ (ミ イジ イシ ンガ) だとい ふこと だった。 聞き取り 難い 發 

音 を 假名で 現 はした 迄の こと、 果して 正しい のか 否か 疑 はしい。 

その 寺 を 出てから 碧山 寺の 東南、 道路の 右側に ある 墓地に 入って みた。 石 を 積み重ねて 垣が めぐら 

され、 內 には楡 柳が 植は リー 面に 芝が 生えて ゐた。 こ、 は 碧山 寺歷 代僧 侶の 墓地で、 六角、 八 角 の甎 


塔が 多く、 その. 中には 嘉靖 二十 三年の 「勅 賜 普 濟禪寺 大明嘉 靖歲次 乙 未年 甲 申 月 丙 子 日 建立、 圓寂親 

敎 大師 満太 空和尙 « 靈寶 塔、 門徒 開 在 碑 寄」 とい ふ銘を 刻した 八 角 三 層の 塔な ども ぁリ、 形の 立派な 

もの は 大槪明 代の もの 、檨に 思 はれた。 更に 叉 一 墓の 大きな 喇嘛 塔が 立って ゐた。 それに は銘 はな か 

つたが、 や はう 明 代の ものら しかった。 

碧山 寺に 一 寸 立ち寄って 建築な ど を 見てから、 淸水河 を 隔て 、對 岸の 山頂に ある 碑 を 見に 行く。 こ 

こに 元 碑が ある こと を かねて 聞いて ゐ たので 是非 調査して みたい と 思った ので ある。 

河 を渡リ 急な坂 を攀 ぢる檨 にして 上る と 崖の 上に そ. の 碑が ある。 額に は 「五 臺山大 善 法 藏寺碑 記」 

とあった。 卽 ち至疋 四 年の 「大元 勅 賜 西 天 灌頂國 師阿麻 剌室利 板 的 答 建 寺 功德之 碑」 で、 文 は 歐陽玄 

アマラ シリ バ ン、 ディ ダ 

の 撰で ある。 それに 依る と、 この 阿 麻 剌室利 板 的 答 は S 賓國の 人で、 延祐七 年始め て 上 都に やって来 

た。 彼 は 帝の 信任 を 得、 泰定 元年 勅命に よって 五臺 山に 勝會を 開き、 叉 夢のお 吿げ によって こ、 に大 

善 法 藏寺を 建立した。 さう して 灌. 頂國師 の號を 賜はリ 西域 諸國の 僧侶 部族 を總 合する ことと なった と 

いふ o  , 

我々 は 連れて 來たボ ー ィに石 を 集めさせて やう やく 手が 碑 額に 屆 くまでの 足場 を 作った。 慘儋 たる 

苦心 を 重ねた 末、 漸く 拓本 をと リ にか、 つたが 結局 失敗に 終った。 山の 上な ので 風が 激しく、 やっと 
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のこと で貼リ つけた 紙が 乾いて めくれて しま ふやら、 つ ひに は 空が 曇って 雷の 遠鳴リ と共に 雨が 降つ 

て來る やらで、 はう- (^の 態で 引き上げざる を 得なかった。 

なほこの 附近に は 正統 十 年に 大藏經 を 普恩禪 寺に 賜った 時の 聖旨 碑と、 成 化 四 年の 「大通 法王 舍利 

碑 塔行實 碑」、 もう 一つ は 倒れて ゐて よく わからな いが、 同じく 成 化 四 年の 「勅 賜 五 臺山普 恩禪寺 第一 

代 開山 云々」 と 辛うじて 讀み 得る 碑と が ある。 普 恩 寺の こと は 「淸涼 山 志」 に 次の 如く 見える。 普濟 

寺卽ち 碧山 寺の 東 山に あって、 昔 は 西 天 寺と 稱し、 元 代の 創建で ある、 國 朝洪武 年間に 具 生 寶利板 的 _ 

答なる ものが こ、 に 来て 住んで ゐた、 正統 年間に 藏經を 賜った と。 すると 「清涼 山 志」 の 出来た 萬曆 

の 頃に はま だ こ、 に 寺が あった わけで ある。 この 普 恩 寺が 果して 右の 碑の 法藏 寺と 同じ ものである か 

どうか は 疑問で あるが、 しかし 附近に は 元 代まで も 溯る と 思 はれる 檨な 布目 瓦な ども 散亂 して をリ礎 

石 さへ も轉 がって ゐた。 この 上す ぐ 南側に 一基の 喇嘛 塔が ある。 何の 文字 もな， いけれ ども 形が 頗るよ 

く 整 ひ、 一見して 元 代の もので あらう と 思 はれた。 或 ひ はこれ こそ 前記 碑文の 主で ある 灌頂國 師阿麻 

刺 室 利 板 的 答 の 墓 塔な のか も 知れない。 


五臺 根本 道場 

午後 顯通 寺へ 行く。 菩薩 頂へ 上る 坂の 途中から 西へ. それて 鐘樓 をく、 ゾ ると、 已に 寺の 境內に 入った 

こと、 なる。 右手 は 僧院で、 その 一隅に は 三 層の 大きな この 邊 では 見掛けない 倉庫な どもあった。 佛 

堂 伽藍 は その 西側に あるので、 我々 は 僧院の 前の 廣場 を眞 直ぐに 西に 進む。 

伽藍 は 南面して ゐ るが、 入口 は 東側に あって、 顯通 寺と いふ 額の か、 つた 三 間の 大門で ある。 門の 

配置 は 丁度 昨日 行った 靈境 寺と 共通で、 横から 入る の は 他所の 寺に は 見受けられない 特徵 である。 境 

內 は壯大 驚くべく、 殿堂の 配置 は 前後 七 層から なる。 第一 層に は 左右に 鐘 鼓樓を 配した 五 間の 水陸 殿 

が ぁリ、 その 北に 同じく 五 間の 入母屋 造リの 文殊 殿が 建つ。 更に その 北に ある 大殿は 四 注 造リ七 間の 

二 層樓で 前に 抱 厦を備 へて ゐる。 しかし これ はさ 程 古い 建築で， はなく、 一見 じて 乾隆 頃の もの、 檨に 

思 はれた。 大 殿に 入る と 中央に は 三 尊佛を 安置し、 左右に は 十八 羅漢が 配され、 更に 背後に は 獅子 や 

象に 騎乘 した 三體 菩薩 像が 北面して 並んで ゐた。 第 四 層が 有名な 無 梁 殿で ある。 名の 示す やうに 甎を 

以 つて 築いた 七 間ニ曆 入母屋の 建築で、 その 構造 は 蘇 州 開 元 寺 や 太 原雙塔 寺の 無 梁 殿 を 聯想せ しめる 
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山門 (淸) 爾 千 鉢 殿 (淸) 13 銅 塔 (明) 

水陸 殿 (淸) K 配 殿 (明) A 康熙 四十 六 年 「御製 五 臺山顯 通 寺 碑」 

m 鐘樓 (淸) X 同 右 (明) B 同 右 満文碑  . 

w 鼓樓 (淸) w 銅 殿 (明) C 天 順 二 年 勅； i 五 臺潁通 寺 碑 

V 文殊 殿 (淸) M 後閣 (淸) D 萬曆 三十 五 年下 賜 « 經碑 

W 大殿 (淸) M 觀殿 (明) E 崇禎九 年 「重 修永明 寺 七 處九龠 t 殿 碑 記」 

m 無粱殿 (明) 


ものである。 內部 はァ— チ造リ で外觀 

の 堂々 たるのに 似す、 割合に 貧弱で、 

叉 上に 登るべき 階段 も 見當ら す、 中に 

安置され た佛 像の 如き も 近世の 作に な 

る 平凡な 塑像で、 記憶に 殘る 程の もの 

ではなかった。 

殿の 後 は 千 鉢 殿で、 その 北面が 一 段 

高い 月臺 になって ゐる。 石 階 を 上る と 

月 臺には 五箇の 各纟異 つた 形 をした 金 

. 銅の 塔が 立って ゐる。 この 五箇 は 夫々 

五 臺の各 頂上に ある 塔を模 した ものと 

J と、 なる ので ある。 更に 叉 一 段 上る と兩 


いはれ、 この 月 臺の上 を 巡行 すれば 卽ち 五臺を 一 廻リし 

側に 甎 築の ニ曆樓 があって、 その 中央 ！4 は 銅 殿が ある。 それ も 亦 入母屋 造う の ニ層樓 で、 內 部に は喇 

嘛 式の 佛 像が 安置され、 周 圍には 銅の 千佛 が張リ 廻らされて ゐた。 なほ 一段 上に も 長い 後閣が ある。 


これ は 中 を 窺 ふ. ことが 出来なかった が 最近 新築され たもので 矢張^ 黃 廟に屬 して ゐる らしかった。 顯 

通 寺で も 最も 奥の 部分に は 喇嘛 僧が をリ、 前方の 大部分が 靑衣を 着た 普通の 僧侶に 占められて ゐる。 

こ 、 でも かう した 靑廟 と黃廟 との 混合した 不思議な 事情に 接 

して、 いさ、 かなら す考 へさせられ たので ある。 

歸リに 千 鉢 殿の 東方に ある 配 殿が 目に 止った。 五 間の なか 

なかしつ かリ した 建築で 近附 いてみ ると 科 拱の 構造な ども 二 

手先の 堂々 とした 木 割リを 持ち、 疑 ひの ない 明 代の 建築で あ 

る。 西側の 配 殿 も 枓拱は 重 修の爲 め や、 異 るが、 や は リ明代 

前期の 遺構と 思 はれ、 五臺 山で は數の 少ない 當 代の 木造 建築 

である ことが わかった。 大殿 及び その 南面が 何れも 清朝 以後 

の ものである ことから すれば、 乾隆ー 一十 四 年に 寺院が 火災に 

か、 つた 際に は、 幸 ひに もこの 東西 兩配殿 だけが その 厄 を 免 

れ たものと 思 はれる。 

碑 記と して は大 文殊 殿 前に、 康熙 四十 六 年の 満漢 ニ體の 「御製 五 臺山顯 通 寺 碑」 が ある 外、 とリ立 
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て、 いふ 程の もの もない。 た、、、、 無 梁 殿 前に ある 崇賊九 年の 「重 修永明 寺 七 處九會 大殿碑 記」 に 寺 名 

の 沿革に 就いて 記して ゐる のが 注意され た。 それによ ると、 顯通寺 は 漢には 大孚靈 鷲 寺と いひ、 唐に 

は 大華嚴 寺と 稱 した。 宋 代に は大 花園 寺と いはれ 眞宗が 行幸した こと も ある。 〔但し この こと は 疑 はし 

い。〕 明の 成 祖の時 大吉 祥顯通 寺の 名 を 賜った が、 萬曆中 護國聖 光永 明 寺と 改名され た。 無 梁 殿 及び 

銅 殿 は萬曆 二十 四 年 建立され たもので ある 云々 と ある。 再び 現在の 如く 顯通 寺と 稱 する 檨 になった の 

は、 實 は康熙 二十 六 年からの ことで ある。 

. 抑- 大孚靈 鷲 寺が 後 漢の明 帝の 永 平年 中に 創められ たとい ふの は、 唐の 道宣 以来の 說 であるが、 し 

かし、 これ は 諸種の 點か らして 遽 かに 信 をお き 難い。 さう して、 さきに も 述べた やうに、 唐の 慧祥の 

「古 清涼 傳」 に はか、 る說 はなく、 淸涼寺 も、 大孚靈 鷲 寺 も、 佛 光寺 も 悉く 北 魏の孝 文 帝が 創めた も 

のと 記して ゐる。 元 來五臺 山が 古く は紫府 などと も稱 せられ、 神仙と 關 係の 深かった の は 衆知の こと 

である。 また、 支那で 文殊 菩薩の 信仰が 行 はれる 檨 になった のが、 東晉 以降の ことで ある ことな ど を 

併せ 考 へれば、 北魏 創建 說 こそ 據 るべき であらう。 

顯通寺 は 菩薩 頂 附近 諸 寺院の 中心 をな す ものであって、 現在の 伽藍の 規模 も 以上 述べた 如く、 他の 

ものと は 比較に ならぬ 程 壯大. である。 北 魏の孝 文 帝 はこ、 に 十 二院 を 建てた と傳 へられ、 大華嚴 寺と 


改められた 唐 代に 於いても >  や はう こ、 に 十 二院が 鱟 えてみ た。 その 中、 庫院、 湼 槃院、 般若 院、 菩 

薩院、 閣院、 善 住閣院 のに ハ院の 名が 「入唐 求 法 巡禮行 記」 に擧 げられ て を リ、 菩薩 院が卽 ち 現在の 菩 

薩頂眞 容院、 閣院が 大塔院 寺、 善 住 閣院が 顯通寺 自身 を 指す ものである こと は 明らかで ある。 すると、 

唐 代. の 大華嚴 寺 は 菩薩 頂から 南の 大 塔まで を も 含む、 實に 廣大な 地域 を 占めて ゐ たもので ある ことが 

わかる。 その後、 次第に 分裂 じて 現在の 如き 狀態 になった の は、 恐らく 元 頃からで は あるまい かと 思 

はれる ので ある。  ヽ 

大 塔の 西の 丘の 上に、 割合に 大きい 一 基の 甎 塔が ある ことに 前から 氣 付いて ゐた。 それ を 見る 爲め 

に 丘に 上った。 綠 草の 一 面に 生えた 斜面 を上リ つめる と、 上 は 高低 は あるが 廣ぃ 草原と なリ、 あち こ 

ちに 大小の 墓 塔が 一 かたま リづ 、立って ゐる。 目 ざして 來た塔 はつひ この 上に あるの かと 思って ゐた 

が、 更に 低敞を 越えた 西の 丘の 緩 斜面に あった。 附近に は十數 頭の 牛が 放牧され て、 亂れ 咲く 花の 間 

を悠々 と 動いて ゐた。 

塔 は 八 角 五 層で、 星 根に そリを 持ち、 枓拱ゃ 雀替の 手法が 顯通 寺の 無 梁 殿の ものと も 一 致し、 明 代 

後期の 特徵を 示して ゐる。 第一 層に 「勅 封妙峯 眞疋佛 子」 の銘が ぁリ、 前に 萬曆 四十 一年の 「衍 賜眞 

正佛 子妙峯 大師 行實碑 記」 なる 碑が 立って ゐる。 彼 は顯通 寺の 銅 殿 を 作った 當 時の 名僧であった。 そ 
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第二 七圖 妙峯 大師 塔 


の傳 記を讀 むと、 北臺の 下に 居 を 構へ、 惑 

山 大師と 共に 相 競って 華嚴經 を書寫 した。 

憨山は 金泥と 血と を まお へ、 妙峯は 舌の 血 

を 出し 朱に 和して 寫 したと いはれ てゐ る。 

彼の 歿した の は萬曆 四十 年 享年 七十 三で あ 

つた。 生前 萬曆 帝の 母 慈 聖 皇太后の 信任が 

頗る 厚かった ので、 皇帝 は 內帑金 を 賜って 

彼の 爲め にこの 塔 を 建てた ので ある。 

歸途 この 塔の 西北に 當る三 塔 寺 を 訪れた。 山門 を 入る とその 名の 示す やうに 三 基の 喇嘛 塔が 佛 殿の 

前に 竝ん でゐ た。 寺 は 萬曆の 創建 だと 傳 へられる が、 塔 は 割合に 新しい 感じが した。 長い 夏の 日も已 

に 夕 慕が。 迫リ、 この 山陰の 寺 は 早くもう す喑 くな リ 始めた。 境 內には 珍しく も 大きな 松の木な どが そ 

びえ てゐ た。 庫裡 から ひょっこ^ 出て 來た、 乞食の 檨に 薄汚い 喇嘛 僧 を 見る と、 底氣 味の 惡 いやうな 

氣 がして さう，/,^ と 引き上げた。 

谷間に 下リ大 塔院の 外廓に そって 廻る と、 右側 は 黄土の 斷崖 となって ゐて、 そこに は 瓦 ゃ甎が 包き 


されて 層 をな して ゐた。 甎の 古い ものに は、 唐 代にまで 溯る かと 思 はれる ものが 見受けられた。 

五郞廟 と金 剛窟 

七月 二十 三日 

集 福 寺の 附近から 西へ 坂道 を 上って 暫 らく 行く と、 谷間の 向って 左側、 山の 中腹に 一 つの 寺院が あ 

る o 

ゥ I ラン ミヤ ォ 

これ 力 太平 興國 寺で 俗に 五郎 廟と 呼ばれる 寺で ある。 東の 脇 口から 入る と 境 內には 松の木な ど あつ 

て 4 ぎナ いに 整って はゐ るが、 伽藍 はさ ほど 大きく はない。 前 殿と 後 殿との 間にある 西廂 毀に は、 有 

名な 五郎 夫妻の 塑像が 安置され てあつて、 頤髯を 剃った 痕が黑 々と 描かれて ゐ るの は、 丁度 辨慶か 熊 

谷 直 實を思 はせ る やうであった。 なほ そこに は、 五郎が 使った と稱 する、 直 徑ニ寸 餘リ、 5 さ 一間 程 

の 鐡棍が 横た へて あった。 東廂 には關 帝の 像が まつ、 て ある。 後 殿の 中央に は 釋迦佛 を 安置して ゐた 

が、 いふ 可き 程の ものではなかった。 殿 前に 康熙 五ナ 三年の 「重修 太平 興國寺 碑」 が 立って ゐる。 こ 

の 寺 は、 宋の 太宗が 太平 興國五 年、 沙門 * 諫の爲 めに 勅 建し、 この 寺號を 賜った ものと いはれ てゐ 
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る。 五郎 廟と稱 せられる わけ は 勿論 境內に 五郎の 祠が あるから である。 

五郎と は、 宋 初の 忠臣と して 有名な 楊 業の 第五 子で、 出家して 睿諫の 弟子と なリ こ、 に 住した と稱 

せられる。 楊 氏 一 家に 就いては、 古くから 色々 の 物語 5 が傳 へられ、 芝居に も 仕組まれて、 支那 民衆 

の 間 二 は、 廣く 親しまれて ゐ るので ある。 傳, 說 によると、 宋の 大宗の 時、 遼 の天慶 王がん 木の 奸臣潘 仁 

美と 通じ、 大宗が 五臺山 に參詣 した 機會 に、 金沙灘 とい ふ 所で 宴 を 開き、 太宗を 誘致して 捕 へんと し 

た。 楊 業 は その 謀略 を 見破 リ、 長男の 大郞を 大宗に 扮 せしめ、 ニ郞 以下 八郞 まで 七 人の 兄弟^、 その 

護衛と して 宴會に 赴かせた。 席上、 大郞が 機先 を 制し 天 慶王を 一 矢で 射殺した が、 彼 もまた 敵方の 韓 

昌の爲 めに 殺され、 こ、 にー亂 闘が 始 つたが、 結局 楊 家の 敗北と なった。 四郞、 八郞 は生擒 にされ、 

ニ郞、 三郞、 七 郞は戰 死し、 六郞 だけが 豫め 太宗を 守護して、 無事 汴京 (開封) に歸 つた。 五 郞は危 

く 命 拾 ひ をして 逃げ 歸る 途中、 觀音 菩薩の 化身と いふ 道 人に 遇って、 その 手に よって 剃髮 され、 危地 

を脫 した。 後、 睿諫に 弟子 入リ をして こ 、 にゐ たとい はれる ので ある。 

叉 契 丹に 生擒 となった 四郞 は、 蕭 太后に 見込まれ、 その 娘の 鐡鏡公 主と 結婚し、 平和な 日々 を 送る 

檨 になる ので あるが、 木 國にゐ る 母の ことが 忘れられす、 一目 母の 顏を 見る 爲 めに 國を脫 出 するとい 

ふ、 その 一 挿話 は 四^ 柴母、 叉 は 探母囘 令と いふ 名で 現在 も尙演 せられて ゐる 芝居で、 これ は 支那 人 


ならば 誰 一 人知らない もの はない。 もとよ リ これ 等 は 俗說に 基く ものであって、 「宋 史」 の 楊 業 列 傅な 

どに 見える 所と は 大いに 異る。 從 つて、 正しい 史實 とは考 へられす、 楊 五郎の 出家遁世の 話 も、 果し 

て何處 まで 信じて よい か 疑問で ある。 

こ、 から 谷 を 隔て、 北に 金剛 窟が 見え、 その上に 更に 普 樂院が 望まれる。 この 谷が 所謂る 樓觀 谷で 

ある。 こ、 は山懷 につ、 まれた 幽邃境で、 雨上りの 岩間から にじみ 出る 水が 谷 全體に 快い 濕リ 氣を與 

へて ゐた。 靑 草の 間に は 時に 奇岩が 露出し、 苔 蒸す 石 階 も 連って ゐた。 山の 中腹 や 寺の 附近に は 幾 株 

かの 松、 柏、 楡、 柳の 類が 成長し、 その 間から は 朱 壁の 樓閣 ゃ佛 殿が 陰顯 し、 それ は 一 幅の 院畫を 思 

はしめ るに 充分であった。 

ぶつ だばり 

金剛 窟は 文殊の 住所と 稱 せられ、 むかし 印度の 佛陀波 利が 文殊に 導かれて 入った ま、 遂に 出て こな 

かった とい ふところ である。 佛陀波 利 はいふまで もな く、 尊 勝 陀羅尼 經を 支那に 傳 へた 人で ある。 唐 

の 儀 鳳 元年、 文殊の 聖跡 を 慕って はるぐ 五 臺に詣 でた が、 尊 勝 陀羅尼 を もって 来なかった ので、 文 

殊に 入 山 を 許されす、 七 年の 歲月を 費して 印度に 歸リ、 これ をと つて 再び やって 來 たとい はれる。 彼 

は、 文殊の 意に かなって この 窟內に 共に 住む こと を 許された ともい はれ、 或は その 行く 所 を 知らす と 

も傳 へ られ る。 
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こ、 は 木 來の寺 名 を 般若 寺と 稱し、 金剛 窟と はこの 境內の 右手に 當る 場所で あつたと いふ。 今 そこ 

に は 西向きの 重層の 樓閣が 立って ゐて、 その 高い 基 壇に は 正面に ァ ー チ 型の 入口が 開いて ゐる。 若い 

喇嘛 僧に ついて 中に 入る と、 意外に 狹 くて 窟 らしい 形跡 もなかった、 佛陀波 利が 入った 時 は、 その 深 

さ 測る ベから すと 傳 へられて ゐ るが、 彼 は 入って しまった ま、 遂に 出て 来なかった ので、 その 穴 を 塞 

いでし まった とい ふから、 こんなに 淺く なった のか も 知れない。 この 中には 長さ 八 寸許リ の 文殊の 牙 

と傳 へられる 奇怪な もの や、 石に 肜 刻され た 文殊の 手足の 痕と いふ ものな どが 置かれて ゐた。 そのむ 

かし 我が 成尋 はこ、 に詣 で、 窟の中に 香 を 焚き 三 拜九拜 して 隨 喜の 涙 を 流した ところでは あるが、 時 

代 を 異にし、 その上 なまぐさ ときて ゐ たので は 何の 感興 をも覺 えしめ ぬ。 木 殿 は 石の 階段 を 上った 一 

段 高い 所に ある。 石段の 右側に は 形の 非常によ い 明の 嘉靖 十七 年の、 「重 開 第一 代 寶山和 尙功德 碑」 が 

あ^、 左側に も康熙 五十 三年の 重修 碑が 立って ゐた。 階段 を上リ つめて 木 殿に 至る。 木 殿 は 正面 五 間 

の 切妻 造リで 前に 庇 を 出して ゐる。 一見 清朝 初期 頃の 建築と 思 はれた が、 前の 重修 碑に よって 康熙の 

建築 だと 知られた。 內 部 は 新しく 彩色 を 施して 間 もない らしく、 意外に 小 綺麗であった。 中央に 三 尊 

佛を 安置し、 左右の 壁に は 布に 描かれた 美しい 喇嘛 式の 畫 像が 吊されて ゐた。 

般若 寺から ー上リ すれば 普 樂院に 達する。 しかし 天候が 漸次 臉惡 になる ので、 我々 はこれ を 下から 


倾 いだ ゾ けで、 割愛して 歸ら なければ ならな かづた。 

圓 照 寺 

我々 は 最初から 雨に 祟られて 五臺 山に 入る のがな かく 容易でなかった。 しかも 山に 上って から も 

何度も 雨の 爲 めに 行動 を 阻まれた。 この 日 も 午後から 眞黑な 雲が 現れて 羅喉 寺に 迎リ 着く や 否や、 今 

にも 降リ 出す 氣配 となった ので ある。 やがて 大粒の 雨が 雷鳴 を 伴って 一し きリ 降った。 已むを 得す 部 

屋 で晝寢 をす る。 目 を * ました 時 は、 いつの 間に か 雨 も上リ 日 は 西に 廻った と 見えて、 窓から 日が さ 

し 込んで 來た。 それ は 盛夏と は 思 はれない やうな 日 ざしで ある。 あわて、 sar き 上って 圓照 寺へ 行く。 

圓照寺 は羅喉 寺と 菩薩 頂との 中間に ある 寺で ある。 石 を 敷 詰めた 坂道 を のぼると 一 段 高い ところに 

「妙 智圓 明」 の 額 を 掲げた 牌樓が ある。 二十 餘 級の 石段 をの ぼって その 牌樓 をく ゾ ると 叉數 級の 石段 

があって 山門に 達する。 一 步境內 に 入る と 規制 廣大で 想像 以上で あるのに 驚いた。 山門の 兩 脇に は 鐘 

樓、 鼓樓 があって、 正面に 三 間の 天 王 殿が ある。 殿 內には 彌勒、 韋駄天 を 中央に その 左右に 四天王 を 

配して ゐた。 修理が 行きと ゾ かないと 見えて、 天井 を 見る と 後部の 方 は旣に 崩れ か、 つて ゐた。 月臺 
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を 前に ひがえ て 一 段と 高い 木 殿 は 碧 瑠璃の 瓦 を葺 いた 入母屋 重簷の 堂々 たる 建築だった。 簷 下に 枓拱 

を 用 ひて ゐな いのが、 一見 奇異な 感じが した。 建築の 年代 を 最も 明らかに 示す 枓拱 はない としても、 

用 ひられた 瓦の 燒き、 鸱尾ゃ 棟瓦の 花 模樣、 或は 簷 下の 枋 梁の 組み方な どから 推して 明 代の 建築で あ 

る ことが 直ちに 肯け るので あった。 殿 前に は 二 基の 隆慶 三年の 重修 碑が あって、 その 記事から もこの 

建築が 明の 隆慶 重修の 際の ものである ことが 解せられ る。 その 碑文に よると 元の 大德 年間に 創修 され 

たもので 初めは 普 寧 寺と 稱 した ことな ども わかった。 元 代の 記録に よると、 この 寺の 造 營には 非常な 

力 を 用 ひて ゐる ことが 知られる ので ある。 簷 下に 掲げられた 「宏範 三界」 の 額 を 仰いで 殿內に 入る。 

正面に は 美事な 釋迦三 尊が 安置され， てゐ た。 その 手法 は 頗る 太 原の 崇善 寺の 觀 音像に 類似し、 五臺山 

中で も 屈指の 傑作と 思 はれた。 しかし その 光背 は佛 像に 比べる と 幾分 見劣リ がして、 後の ものら しか 

つた。 中央 佛の 前に は 文殊 菩薩の 塑像が 安置され、 更に その 前に は 二 尺 程の 白玉 佛も配 せられて ゐ 

た。 恐らく この 像 は 碧山 寺の ものと 同じ 時代に も， たらされた もので あらう。 

木 殿の 背後 は 地面が 更に 叉 一 段と 高くな つて ゐて、 石段 は 東西の 兩 側から 上る 檨に 設けられ てあつ 

た？ これ を 上る とこ、 も 亦 一 廓 をな して ゐた。 しかし こ、 も顯通 寺な ど、 同檨靑 衣で はなく で 黃衣卽 

ち 硎嘛の 寺院と なって ゐた。 院 子の 中央の 大きな 壇の 上に は 一 基の 白い 喇嘛 塔が 立って ゐた。 この^ 


を 中 3 こして 四隅に 各々 二 つの 小さい 喇嘛 塔が ある。 それ は 五 塔 を かたどつ たもので は あ る けれど 

も、 4. 央の嗒 の 大きさに 比して 僅かに 壇の 腰まで も 達しない ものであった。 塔に は 何等の 記 銘も存 し 

てゐ なかった けれども、 これ は 「清涼 山 志」 によると、 明の 永樂の 初年 この 山に 来て 住した 印度の 室 

利沙 とい ふ 僧の 舍利 塔な ので ある。 彼 は 永樂、 宣德ニ 帝の 篤い 信任 を 得て、 圓 « 妙 應輔國 光範 大善國 

ie の 勅號を 賜った。 宣德中 勅命に よって 北京に 入リ その 地に 歿した ので あるが、 その 舍 f が 分力 たれ 

て 一は こゝ に、 一は 北京の 西郊に 塔 を 作った の だと 云 ふ。 北京で は 同時に 寺 を 建て、 眞覺 寺と 稱 した 

と B へる が、 今日で は旣に それ も廢墟 となって しまったと 見えて 所在 を 明らかにしない。 

圓照 寺の 山門 を 出る と 左手に はすぐ 目の 下に 手に 取る が 如く 羅喉 寺の 全景が 見える。 一 つくの^ 

根の 上の かざ リ塔ゃ ffi 尾 ゃ交鍩 した 線の 美しい 結成が 一 目 瞭然と わかり、 よく 整った 全 體のプ 一 フンが 

畫の檨 に 或せられ た。 右手に は 臺懷鎭 の 鐘樓を 隔て、 向 ふに 大 塔が 夕日に 映えて 輝き、 大きな 影 を 下 

に 落して ゐた。 静かな 谷間に は旣に 黄昏が せま リ、 冷やかな 空氣が 一 面に た ゾょひ 始めて ゐた。 

羅喉 寺に 歸 つて 來 ると 丁度 夕方のお つとめ を 告げる 銅鑼の 音が かん 高く 響き渡 リ、 僧坊から 出て 來 

る-喇嘛 達が 小 走リに 三々 五々 佛 殿に 向 ふ 所であった。 やがて 單 調で、 眠け を 催す やうな 讀經が 聞え て 

来た。 然し その 調子 は何處 となく 日 木の 僧侶の 讀經を 思 ひ Ha させる 響で、 それが 一 層 ゆる や 力な 抑揚 
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二 四 凡 

を 持った ものだった。 

塔烷 寺の 轉輪藏 

七月 一 一十 四日 

臺懷 鎭へ來 てから、 數 へる ともう 旣に今 

日で 一週間に なった。 こ、 にゐる 間に、 五 

臺の 中せ めて 一 臺 でも その 頂 を 窮めて 見た 

いと は 思って ゐ たが、 その 機會は 容易に め 

ぐって 來さ うに もなかった。 さう して、 も 

うこの 上 一 一日 や 三日 滯在を 延ばして みた 所 

で、 餘リ 得る 所 もない やうに 思 はれた。 そ 

れは、 我々 の 期待して ゐた 喇嘛 敎 以前の、 

卽 ち唐宋 時代の 遺蹟が 殆 んど絕 無と いって 


もよ い 程に 少 いのに 失望 を 感じた こと" 叉、 我々 の 喇嘛 敎に對 する 知識の 乏し さとから であった。 或 

はこの 神秘な 佛敎の 聖地で しかも 六月 大會 といった 大事な 行事の 最中に、 家財 を 投げ出し てまで 參詣 

に來る 熱烈な 信仰に 燃える 人達に まじって 徘徊す るの は、 何となく 不自然に 感せ られ 出した からで も 

あった。 實は叉 歸途の トラ ッ クが 後れ、 ば 後れる 程 混み合 ひ はしない かとい ふこと も氣 が、 りで あつ 

たか^で ある。 

それで 急に、 明日の トラ ッ クで 下山す る ことにき めた C 

かう きめる と、 歸途 何とかして 佛 光寺 を 見て をきたい と 思った。 偶然に も、 以前 京都 帝大の 配屬將 

校 をして をら れた櫻 井 大佐が、 今度の 六月 大會の 委員長と して 來て をら れる とい ふこと がわかった の 

で、 その 便宜 を 計って いた ゾ くやう にお 願 ひ をした。 い く 連絡 を 取って 下さった やうで あるが、 

ゃはリ 都合が つかなかった の は 返す <^ も殘 念な ことで あつ た。 

今日は 臺懷鎭 最後の 日 だとい ふので、 もう 一 度 大塔院 を 訪れる ことにした。 傘 蓋に 吊 下った 風鐸の 

音 を靜 かに 聞きながら、 塔 を 一 廻う して 後部の 藏經閣 の 前に 出た。 これ は 切妻 造 リ三簷 ニ曆七 間の 堂 

堂た る 建築で 淸初 恐らく 康熙の 時の もの だと 解せられ た。 內には 中央に、 下から 二階まで 突きぬ けた 

八角形の 上部の 開いた 轉輪藏 が 造られて ゐた。 經 箱の 表面に は 悉く 極彩色の 化佛が 描かれた、 珍し. い 
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第二 九圖 西 蔵蔵經 デル ゲ阪 丹珠爾 


二 五 〇 

頗る 美事な 構造の ものであった。 尙殿內 に は 片隅に 燃 燈佛な 

ども ぁリ、 更に 壁面に は 壇 を 設けて 木造 や 鑄 銅の 佛 像が 數多 

竝 ベら れてゐ た。 多く は 明 清の ものであった が、 一 二の 鑄 銅 

佛 中には 宋元 頃にまで 溯リ はしない かと 思 はれる やうな もの 

もあった。 壇に 上って 轉輪藏 を 廻して みた。 それ は 二人 掛リ 

で 廻す と 軋みながら 僅かば かり 動く。 經箱を あける と 明の 正 

統藏 經が藏 めら れてゐ たが、 完全な もので はない らしい。 萬 

暦の 藏經ゃ 天 順 板の 華嚴經 など もま じって ゐた。 

我々 は滯 在中 各 寺の 藏經を 調査す る餘裕 は殆ん どなかった 

けれども、 聞く 所に よると 西 藏藏經 は 各種の ものが そろって 

ゐる とい ふこと であった。 北京 版 は 勿論の こと  >. ナ ルタン 版 

は 幾つ も 完全な のが あるし、 デ 〃ゲ版 も 一 一種 發見 された さう 

である。 しかし、 その 一 つ は 確か 丹珠 爾が缺 けて ゐ たやう に 

記 噫して ゐる。 それから チヨ ー ネ版も あるし、 珍し いのは 庫 


i 版で、 それが 新たに 發 見され たとの ことで ある。 これ は 中華 民國 以後の 印刻で あるが、 從來 未だ 學 

界に 紹介され なかった もの ださう である ③ 右 は 最近 極く 一  部分 調査され た 結果であって、 將來の 調査 

に俟 つべき ところ は 多々 殘 されて ゐる。 こんな 狭い 地域に 多 數の西 藏藏經 が 集って ゐ るの は 他に 類例 

のない ことで、 五臺 山は藏 經の寶 庫で も あるので ある。 

神の 造った 文殊 像 

お 塔院を 出て 東南に 向 ふと、 草茫々 と 生えた 廣ぃ 空き地が あって、 かって 建築物の あった こと を 思 

はォる 礎石 や 煉瓦が 至る所 累々 と轉 つて ゐた。 その 南の 正面と * しき あた リに、 ー對の 石造の 獅子が 

わびしく 臺の 上に 蹲って ゐた。 こ、 は 俗に 大皇 城と いって ゐ るが、 卽ち淸 朝の 行宮 址 なので ある。 淸 

朝の 皇帝の 中 最初に 親しく 五臺 山に 詣で たの は康熙 帝であった。 その後 乾隆 帝の 如き は 前後 六囘 もこ 

こ を 訪れて ゐる。 この 臺懷鎭 の 行宮 は乾隆 二十 五 年の 創建に か、 る ものと いはれ る。 淸朝 では 中葉 以 

後になる と 皇帝 の 地方 巡幸 は 殆んど 行 はれな くな リ、 五臺で も 嘉慶帝 を 最後と し て 行幸 が 絕 えた か 

ら、 その後 は 自然 荒廢 して 現狀を 致した もので あらう。 

靑廟 と黃廟  -ニ 五一 


• 五臺山 紀行.  二 五 二 

こ、 から 更に 殊像 寺に 行く。 これ は梵仙 山の 北側の 山懐に つ、 まれた 大きな 伽藍で ある。 門の 手前 

に は 柳が 數株植 つて をり、 涼しい 木蔭 を 作って ゐた。 牌樓 をく^ リ.' 大門 は閉 されて ゐ るので 右手に 

開かれた 小 門から 入る と、 長い 石疊が 連って ゐて、 直ちに 文殊 殿に 達する。 

境內は 割合に さつば リと 掃き 淸 めら れてゐ て、 淸淨な 感じが した。 木 殿 は 前に 月臺の ある 入母屋 重 

簷五 間の 大 建築で ある。. 月 臺の上 やその 前面に は 明の 弘治 十五 年、 萬曆 三十 六 年の 重修碑 だと か、 康 

熙、 乾隆兩 帝の 御製 碑 等が 立って ゐた。 殿內に 入る と、 中央に 大きな 塑造の 文殊 像が あった。 それ は 

靑ぃ 獅子に 騎 した 堂々 たる 御 像で、 俗に 三. 丈 五 尺の 身の 丈が ぁリ祌 人が 作った とい はれて ゐる. もので 

ある。 獅子の 兩 脇に は 各々 一. 體の 菩薩が 侍し、 前に は 善 財 童子 以下の 四 侍者 を 配し 更に 阿難 迦 葉が を 

リ、 また、 これ を 護る 一 對の 護法 神 も ある。 これ 等の 像 は 何れも さう 古い もので はない けれども、 優 

れた 技法 を 示し、 一見して 明 代の 製作と 解せられ、 その 手法から 推せば 恐らく 圓照寺 木 殿の 佛 像と 同 

一 人、 或は 同 一 系統の 人に よって 作られた ものと 思 はれる のであった。 近世の 塑像 中で は、 所謂る 神 

人の 作と 稱 せられる に 背かない 傑作で ある。 文殊 殿の 建築 は淸初 頃の 重修の あとが 顯 著で、 明 代の 建 

築と いふよ トソは 寧ろ 康熙の ものと いった 方が 適當な 位であった。 碑文の 記事 を參 照す ると、 殿 內の文 

殊像は 明の 弘治 十五 年の 製作と 斷 じて 疑 ひない やうで ある。 勿論 この 像 も康熙 時代に 手 を 加 へられた 


ものである ことほ、 境內の 外壁に 嵌-入せられ た、 康熙四 年の 「重 修殊像 寺大殿 装塑金 身功德 記」 に 明 

記されて ゐる。 

愛想よ く出迎 へて 案內 して 吳れ たの は、 さつば リ とした 靑衣を まとった この 寺の 住持ら しい 僧侶で 

あった。 色々 と 文殊 像の 由来 や 寺の 歷 史を說 明し、 終に ノ ー トに 書きつ けて 吳れ たので あつたが、 短 

い 文章の 中に^が とい ふ 接 鑌詞が 何度もく 出て 来て、 一向に 要領 を 得ない ものであった。 東側の 佛 

殿から は 子供達が 大聲で 木 を 讀む聲 が 聞え て來 る。 行って みると、 こ、 は 今の 僧侶が 開いて ゐる寺 小 

屋で、 生徒 は 二十 人 許 リもゐ たで あらう。 其の 調子 は 丸でお 經を讀 む 小僧さん の やうであった。 この 

寺 も 木 殿から 裏に 廻る と、 そこに は尙 一層の 細長い 廻廊 風の 建築が あって、 その 中には 喇嘛 式佛 像が 

安置され てゐ た。 丁度 僧侶 はゐ なかった けれども、 この 寺 も 奥の 部分 は黃 衣の 僧に よって 守られて ゐ 

るら しか 9 た。 

山門 を 出て、 前方 を 見渡す と、 向 ひの 山の 麓の 麥 畑の 中に、 一 つの 石柱が 立って ゐる。 よくみ ると、 

それ は 旣に蓋 部の 失 はれた 經幢 である ことが わかった。 草 を かき 分けながら これに 近附 くと 「尊 勝邑 

衆功德 之幢」 と 大きな 字で ほられて ぁリ、 正 隆ニ年 八月 二十 七日と いふ 金 代の 年 號も讀 まれた。 初め 

に 陀羅尼 經が 刻され て ぁリ、 その後に はこれ を 作った 由来と、 出資者の 名が 列ね てあつた。 これによ 

靑廟 と黃廟  二 五三 


i 薹 -w 紀行  二 五 四 

つて この 經幢は 有志の 人々 が 何十 人 か 集って 尊勝邑 とい ふ 一 種の 講の やうな もの を 作リ、 共同出資し 

て 作った ものであると いふ ことが 知られた。 

歸途、 楊 林 街と 菩薩 頂へ 行く 分れ道の ところに 荒れた 廟 があって、 その 前に 古めかしい 石碑の 立つ 

てゐ るのに 氣が附 いた。 これ は 所謂る 俗語 體で 書かれた 元の 聖旨 碑で、 天曆 元年 十月の 年號が 刻され 

てゐ た。 a 容は よく 調べる 遑 がなかった が、 順宗 皇帝、 太 皇太后、 普顏篤 皇帝 (仁 宗)、 格 堅 皇帝 (英 

宗) 等の 影 堂 を 萬聖祐 國寺竝 に殊祥 寺に 安置す る ことに 關 する もの ゝ やうであった。 碑 陰に は 大字で 

隆禧總 管分府 と ぁリ、 その後に 「爾俸 爾祿、 民膏民 脂、 下民 易虐、 上滄難 欺」 とい ふ 四 句が 刻され て 

ゐる のが 興味 を ひいた。 この 廟は 一 寸 小高い 壇の やうな 上に 立って ゐる。 石段 を 上って 小さい 門 を 入 

ると 廟と いふよ リ はむしろ 住居に なって ゐて、 脇の 小屋から 乞食の やうな なリ をした 道士 が 出て 來 

た。 廟の 名前 を 聞いて みると、 火神廟 であると いふ ことが、 三度 も 四 度 も 聞き直した 揚句 やっと わか 

つた。 


白 塔よ さらば 

葷酒 山門に 入る 

I 羅 喉 寺の 宿 I 

旨舍 になって ゐる羅 喉 寺 は、 いつでも 見られる と 思って ゐ たので、 今まで はろ く 》. (^見て ゐな 力つ 

た。 今日はい よく 最後の 日な ので 是非 一 通リ 見て をかねば ならぬ。 實際 一 番 身に 近い 所 はえて して 

一番 後 廻し になる ものである。 日 もま ゎリ、 夕方 近くな つて、 あわて、 宿に 歸 つて 来たの も 滑稽で あ 

羅喉 寺に は 山門と 稱 すべき 門がない。 楊 林 街の 中央 廣 場から、 羅喉 寺の 額 を 掲げた 牌樓 をく、、" つて 

北に 向 ひ、 赤 壁の 塀の 間 を通リ 石を鋪 きつめ た 坂道 を 上って 行く と 小さい 門に 達する。 それ をく、 ゾる 

と 境 SZ の 東南 隅に 入る ので ある。 佛殿は 前後 四 層から なリ、 前に 天 王 殿が あ^、 その 兩脇、 に は 何處 

の 寺院に も 共通した やうに 鼓 樓鐘樓 が 立って ゐる。 次に 文殊 殿が ぁリ、 更に 都剛 殿、 最後 は 連 花 殿と 

呼ばれる 樓閣 である。 これ 等め 建築 は單層 或は 重層の 廡殿 によって 圍 まれて ゐる。 文^ S は月臺 を 前 

.E 塔よ さらば  二 五 五 


第三 〇 圖 簷 先の 風經ー 羅喂寺 所見 一 
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にした 入母屋 造リ三 間の 建築で、 殿 內には 文殊 像 を 中心に 左右に 十八 羅漢が 竝んで を リ、 なほ 殿前兩 

脇に. は 弘治五 年と 天啓 四 年の 重修碑 や、 明 代の 西藏字 碑な どが 立って ゐる。 都 剛殿は 四 注 造リ三 間の 

建築で、 中には 三 尊佛を 安置し、 左右に は 棚 を 設け 藏經が 列べ 

てあつた。 殿 前に は康熙 四十 六 年の 重修碑 及び、 同 四十 九 年の 

御製 碑が ある。 

最後 部の 蓮 花 殿 は 切妻 造 リー ー曆七 間の 樓閣 で、 下層に は 有名 

な 長 壽佛、 叉 は 開花 見佛 とい はれる ものが 安置され てゐ る。 こ 

れは、 佛 龕が 連 花の 形 をした 珍しい 構造 を 有して ゐる。 右に 廻 

轉 させる と、 八 枚の 花瓣が 開いて その 隙間から 中に 安置され た 

四方 佛の御 顏が拜 される。 左に 廻轉 すると もとの 如く 閉ぢ る。 

花の 中央 は 雌蘂に 當る 心棒が あって、 その 先 は 高く 花瓣の 上に 

突き出し、 頂きに は 傘 蓋が か、 つて ゐる？ この 龕 は、 表面す ベ 

て 金箔 を は^つめた 燦然た る もので、 八 枚の 花 瓣には 各 ミニ 體の 化佛が 描かれて ある。 この 周圑は 1 

池に かたどられ、 その ふちに は 塑像の 十八 羅漢と 一 一十 四 天 とがめぐ つて 立ち 竝 んでゐ る。 これ まそ^ 


程 古い もので はない らしい が、 他に 類例の ない 珍しい ものであった。 しかし、 その 製作 は遲 くと も淸 

. 初 を 下る もので は あるまい。 樓 上に は 立派な 轉輪藏 が あるとの ことで あつたが、 終に 上って みる こと 

が 出来なかった。 

羅喉寺 は 唐 代から あった 寺で あると 傳 へられて ゐる。 その 位置から すれば 恐らく 大華嚴 寺 十一 ー院の 

一 であらう。 古く は落佛 寺と もい はれた 所で、 北宋の 丞相 張 商英が 元祐ニ 年五臺 山に 詣で、 こ、 で 神 

燈 をみ、 三 萬錢を 寄附して 殿宇 を重葺 したと いふ。 今 は 純然たる 黄 寺で あるが、 恐らく 明 代 重 建の 際 

に 於いて 旣に 喇嘛 敎 となって ゐ たものに 相違ない。 

山に 来てから 一週間、 每 日の 單 調な 食事に そろく 飽き 出して ゐた。 いやしい 話で は あるが、 何 か 

變 つた ものが 食って みたい とい ふ氣も 起る。 それが やっと この 日に なって、 臺懷鎭 の 村に も 一軒の 支 

那飯 星の ある ことが わかった。 明日 は 愈-下山 だとい ふので、 大枚 數金を 投じて 荣を 作らせて みる。 

夕方、 手代の もって 来たの は 正に 二 皿の 羊闵の 菜。 永らく a の 味 も 知らなかった かの やうに これに 舌 

鈹を うった。 葷酒 山門に 入るべからざる 寺の 境內 で、 申し 譯け のない ことながら、 白 干 静に頰 を ほん 

の 5 と 染めて 山上 最後の晩餐 をす ました。 

白 塔よ さらば  二 五 七 


五 臺 山 紀ノ行  二 五八 

歸 りの 途 

七月 二十 五日  」 

トラ ッ クは朝 八 時半 出發 の豫定 であった が、 漸く 動き 出した の は 一 時間 餘リの 後であった。 

雨上リ の 道 は 埃がなくて すが-^ し. い。 車が 動き 出し？ 楊 林 街の 門 を 過ぎ、 臺懷鎭 を 段々 遠ざかる 

と、 叉 何時の 日 かこ、 を 訪れる ことが 出来る だら うかと、 聊か 感傷的な 氣持 にもな つて、 幾度 も 白 塔 

を ふり 返リく 仰いだ。  ： 

トー フッ ク はニ臺 で、 我々 の 車 は 先頭であった。 もう 山の 行事 も 殆んど すんだ こと、 て歸る 人で 相當 

に 混み合った。 乘合 ひの 客に は 日 木 人は少 く、 崞縣縣 長の 一 行 や 多くの 蒙古 人が 同車した。 その 中に 

は 五六 十の 婆さんで、 顏ー 面に とても ひどい 火傷の あとが あって、 眼球 は 半ば 潰れ か、 リ、 唇 はだら 

リと 垂れ 下った 二目と は a られ ない 蒙古 人が ゐた。 廟の前 を 通る 度に、 この 老婆 は必す 居すまい を 正 

して 禮拜 する のだった。 それ を 見た 時には 何 か 知ら 強く 心 を 打 たれる ものが あ-つ. た。 

黄土 姐 をす ぎて 再び 坂道 を上リ 始める と、 トー フッ クの 速度 は 次第に 鈍リ、 急勾配に さし か、 ると 恰 


も 牛車に のって みる やうな 氣 がした C その 度に 運轉手 は舉を 下リて 給水した。 そして 國產の 卜 一 フゾク 

の 力の ない こと を こぼして ゐた。 山 を 上 リ山を 下って 大峪ロ 近くまで 來 ると、 S 村鎭の 部落が 目の 下 

に 見えて 来た。 それ を 越えて 左手 遂か向 ふ 山の 上に 一基の 塔が 望まれる。 そこが 恐らくき 陽嶺 であら 

う。 龎陽嶺 と は そのむ かし 佛陀波 利が 文殊に 遇った とい はれる 所で ある。 今 そこに は 尊 勝 寺と いふ 寺 

が ある。 境 內には 宋の大 中 祥符五 年の 陀羅尼 經幢が 建って ゐる さう である 。車の 上から 見えて ゐたき 

は萬歲 塔と 呼ばれる 甎築九 層の ものであるが、 近. 年の 築造で さして. 古い もので まない。 

M 村鎭に 着いて、 往 きの トー フック を 待ち 合せる 爲 めに 暫 らく 休む こと、 なった。 その 間に 車 を下リ 

て晝食 をした。 

S 村 鎭を發 つて 五 臺縣に 着いた の は 三時 半であった。 後の 車が 城內に 立ち寄る とい ふので それに 乘 

リか へて、 あの 淸洌 な沁芳 泉の 水 を 飲みに 行った。 さう して 水筒に も 一杯つ めて 来た。 五臺縣 と河邊 

村との 間の、 往 きに 屢ミ膽 を 冷した あの 嶮路も 歸リは それ 程に 感 せられなかった。 しかも 殆ん ど下リ 

なので 車 も 割合 順調に 走った。 


白 塔よ さらば  二 五 九 
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. 定襄の 土 城 

I 漢 の 陽 曲 縣 I 

河邊 村に 着いた の は 五 時 二十 分、 豫定の 時間よ リ 少し 遲れ たけれ ども、 汽車の 方が 待って ゐ て吳れ 

た。 この 汽車 は W 縣ど まリ なので、 途中下車 をして 定襄縣 で 一泊す る こと、 した。 それ は往 きに 車窓 

から 見た 土 城址 や、 線路の 側溝に 轉 つて ゐ た多數 の 土器 片に 興眛を « えたから である。 

驛を 出て 七 時 近い 夕方の 道 を 城 內に向 ふ。 途中、 同じ 汽車 を 降 リて城 內に歸 る 人 を 見つけた。 後ろ 

から 聲を かけて この 土地に 宿屋が ないか 聞いて みると 全くない とのこと だった。 我々 が 非常に 困って 

ゐ るの を 見て、 親切に も 自分の 家に 泊っても よいと いって 吳れ た。 それ は 華北 交通の 電信 係リの 佐 藤 

とい ふ 方であった。 我々 は ほっとして、 早速 その 言葉に あまえる こと、 なった。 

宿が きまった ので 城 內をー 巡した。 何處の 廟も殆 んど壤 されて ゐ たし、 又 特別 見るべき 程の もの も 

なかった。 しかし、 城壁 南門の 上に 非常に 形の よい 元の 鐡鐘を 見出した こと は收穫 といっても よい。 

急いだ のでよ く 調べる こと は 出来なかった が、 銘に 「至 元三 十 年 歳次 癸 巳 五月 云々」 とい ふ 年 號が歷 


歷と讀 まれた。 もう 八 時に 近いが 夏の 日 は 長い。 城外に 出て 土 城の 中 を 少し * いてみ る こと、 した。 

南門 を 出て 右手の 方に 進み、 人家 を 離れて 畑の 中に 出る と、 あちこちに 土 壇の やうな ものが ある。 そ 

の t つに 近附 くと 處々 に 土器 片が現 はれて ゐて、 幾つかの 筒 瓦が ならんで ゐる所 もあった。 それ 等に 

ま 表裏せ、 こ. S い 布目が 施されて ゐて、 二見して 漢 代の ものである ことが わかった。 遺蹟 を 物色し 始め 

ると きりがな いが、 日 は 巳に 落ちて 次第に 夕闇が 迫って 来た。 仕方なく、 明朝 再び 調査す る こと、 し、 

數箇の 土器 片を 手に して 城 內に歸 つた。 

七月 二十 六日 

十 一 時 十分 忻縣 行きの 汽車が 出る までの 間に？ 大急ぎで 土 城址の 見物 をしょう とい ふので ある。 荷 

物 を驛ニ 預けて、 線^の 側溝に そって その 斷 面に 出て ゐる 土器 を あさ リ ながら 步 いた。 西へ 暫 らく 行 

き、 やがて 西南に 向って 高粱 畑の 中 を 南 壁の 方に 足 を 運んだ。 この 邊 では 土 城 は 基部の 幅 約 十 米餘、 

はんち く 

高さ 八 米 前後で ある。 斷 面の 現 はれた 部分 を 注意す ると、 その 構造 は 版 築であって、 乾燥 煉瓦 を 積み 

重ねた 手法の ものではなかった。 西南 角に 近く 切り開かれた ところがあって、 そこ を 通って 南へ 眞直 

ぐに 道路が ついて ゐる。 外に 出て みると 右側に 觀音廟 があった。 向 ふから やって来た 農夫 を 呼びと め 

グ 1 チョン  ； >  、 ： 3 

て 聞いて みると、 この 土 城 を 土地で は 古城との みいって ゐる こと ガゎ 力った 

白^? よさら ば  二 ブー 
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土器 を 包含して ゐる層 は 地表から 大體ー 米餘リ のと ころであった。 殊に 驛の 東方、 文昌閣 附近に は 

廣ぃ地 隙が あって、 その 斷 面に、 地下 一 米 乃至 三 米 程に 厚い 層 をな して、 多量の 土器が 含まれて ゐ た。 

拾 ひ 集めた 土器 は 悉く 破片で あつたが、 しかし その 種類 は 割合 變 化に 富んで ゐて、 壺、 鉢、 盤、 船、 

その他 N や 瓦な どであった。 容器 類 はロ緣 部の 斷 面が 鋭い、 くの 字形に 曲った ものが 數 多く、 その他 

まる まった もの も 幾つか 見受けられた。 器の 底 部 は 平底と 糸底の 二種で ある。 大部分 は黝黑 色を帶 び 

て、 質の 緻密な 燒き なう のよ いものが 多く、 紋檨 は繩紋 と素紋 とで、 後者に は篦 磨き や 橫帶を 施した 

ものが あった 。素紋 の もの は 一 見して 轆轤 を 用 ひた ものである ことが 明らかで ある。 これ 等の 土器 は 

大體漢 代から 六 朝に 亙る ものと 解せられ た。 しかも これ 等の 土器 は 土器と して 相 當の發 達 を とげて ゐ 

わらびて  ぐ わたう 

る ものであった。 殊にた、 ゾ 一 箇 では あつたが 蕨手紋 の瓦當 など も發 a された。 その 紋檨 はや、 便 化し 

てゐて 力の 弱い ところから すれば、 たと ひ漢 代にまで 溯る としても 後期に 屬 する もので あらう。 なま 

この 他、 非常に 粗大な 繩紋を あら はし、 胎 土に は 砂礫 を 多く 含んだ 土器 片も 二三 種類 混って ゐた。 容 

器の 大きい 割合に 燒、 きが 弱く 薄手であった。 これらに は 或は 戰國 以前に も 溯る ので は あるまい かと 思 

はれる 檨式を 示して ゐる もの もあった。  ： 

土 城の 全部 を 見て 廻る 檨な暇 は 到底なかった が、 これ は 頗る 廣大な もので 一 邊 恐らく 一  籽 以上に も 


定襄縣 土 城址 採粜 土器 片 


.fn 塔よ さら ぱ 
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亙る もので あらう。 現在の 定襄縣 城 は その 北壁に 接して 造られた 小規模な もので、 この 土 城內の 極く 

一 部分 を 占めて ゐ るに 過ぎぬ。 鐡道 線路 はこ.、 の 土 城の 中程 を 東西に 霣き、 驛は 正に その 中心に 位して 

ゐる。 北壁から は滹沱 河の 流れ も 程遠くない。 現在の 縣城は 明 代に 甎 築され たもので あるが、 古く 漢 

代に はこの 地に 陽 曲縣が 置かれた のであって、 後漢の 末に 至って 定襄と 改名され たが、 北齊に 及んで 

遂に 廢 止された。 從 つて 現在の 土 城. は漢 以後 六 朝に 至る までの 縣 城であった と 見て 誤リ がない。 この 

廣大な 土 城 や、 現在 到る 處に 散亂 して ゐる豐 富な 土器 片の 類から すれば、 當 時の 盛であった 有 檨が想 

像せられ る。 北齊の 時、 縣が廢 止され 荒 廢に歸 して 以来、 往時の 狀 態に 復 する ことはなかった であら 

う。 その後、 唐の 時 再び 定襄縣 が こ、 に 置かれる が、 恐らく 當 時の 城壁 は 現在の 縣 城の 位置に 作られ 

て 今日に 及んだ ので はない かと 思 はれる。 

城 は定襄 盆地の 丁度 中央に 位して ゐる。 北に は滹沱 河の 流れが ぁリ、 西南から は その 支流で ある 牧 

馬 河が 流れて 来て 城の 東で 木 流に 合する。 定襄 盆地 はこの 二 河に 依ってつ くられた ものであって、 そ 

の 合流 點に 位置して ゐる この 縣城 は、 古代に は 物資の 集散地と しても 亦、 形勝の 點から 云っても、 早 

く 開ける ベ き 地理 的な 條件 を備 へて ゐ たと 思 はれる。 この 盆地の 西 端に 位置して 居る 忻縣 などよう、 

古く は 殷盛であった であらう。 此邊ー 帶の 土壤は 頗る 肥沃で 高粱な ども 丈 高く 茂って ゐた。 


同 蒲 線 を 上る 

徒歩 連絡.， 

定襄 をた つて 忻縣に 着いた の は 十二時であった。 昨日、 山からの 歸途 トラックの 中で 一緒だった 人 

人が、 昨夜 を忻縣 であ かした とみえて、 ホ ー ムに 集って ゐた。 十二時 四十 分に 出る 箬の 寧武 行きの 汽 

車が 二 時間 も 延着 するとい ふ 通知が あって、 我々 は カン と 日 の照リ つける ホ ー ムで 無駄な 時間 を 

費さねば ならなかった。 その 間、 驛の 外に 出て 露店で 桑 瓜 や 玉子 を 食ったり 熱い 茶 を 呑んだ リ して 返 

屈. をし のいだ。 叉 二三 日 前に 大雨が 降って 途中の 鐡 橋が 流された 爲 めに、 寧武 まで 行ける かどう かわ 

からない とい ふやうな 情報 もあって 一 層 いら— - させられた。 しかし、 とも 角 汽車 は 二 時 四十 何分 か 

に發 車した。 

げんべ い  くわく 

少しば かリ 丘陵 地帶を 越える と、 間もなく 原 平の 盆地に 入る。 こ、 から 崞縣 行きの 汽車が 分れて ゐ 

る。 原 平 をす ぎる と 次第に 山が 近くな リ 土地 も瘦 せて 來る。 二、 三日 前 豪雨が あつたとの ことで、 作 

物が 見る も 痛々 しいまでに、 或は 流され 或は 倒れて、 悲 慘な狀 態を呈 して ゐた。 漸く 山間に 入る と、 

同 蒲 線 を 上る  二 六 五 
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汽車 は 渓流 を 溯リ、 嶮し くそ、 うたった 岩山の 脚下に 沿うて 進む。 車窓よ リの 景色 は 或は 手 を 出せば 

屆く ばか リに絕 壁が 近く 迫リ、 或は 清流 を 隔て、 奇岩が 突兀 として 聳える。 これと いった 大樹 はない 

が、 雨に 洗 はれた 後の こと、 て 山肌 は 至る所 鮮 かな 綠に被 はれ、 時に 紫 褐色の 岩肌に 綠が 映えて 美し 

い。 時々 山 あ ひに 村落が あって、 汽車の 音が 近づく と、 女子供が 家から とび 出して 来て ぼん や リと眺 

めて ゐた。 軒 崗鎭に 着いた の はもう 夕方に 近かった。  , 

こ、 は雞 谷が や、 開け、 二 水の 合流 點 になって ゐる ところで ある。 前と 後の ニ箇 處に鐡 橋が 架 せら 

れてゐ るが、 工事の 不完全と、 水量の 增 減が 激しい 爲め、 たまに 豪雨で も 降る と、 此の 鐡橋は 忽ち 流 

失する。 手前に ある 短い 方 は、 應急 工事で 辛うじて 徐行して 通れる やうに なって ゐ たが、 他の 方が 破 

壤 され 多數の 苦力 達が 修理中であった。 軒 崗鎭は 川の 向 ふに あって、 城壁 はない が この 邊 では 珍しく 

大きい 部落で、 戶數も 相當に 多い。 こ、 は 石炭の 產 出が 多い ので、 近年に なって 開けた ところで あら 

う。 部落に は 堂々 たる 構への 天主 堂な ども 見える。 

汽車の 通過が 不能な ので、 軒 崗鎭で I 先づ 下車し、 徒步 連絡 をし なければ ならなかった。 石ころの 

多い 川原 を 渡って、 對 岸の 丘陵に 上る と、 そこに 汽車が 待って ゐた。 汽車と いっても 無蓋貨車で、 し 

かも 僅か ニ輛 だけであった から、 乘 つてし まふと 殆んど 身動き も 出来ない 程であった。 動き 出した の 


が 八 時 少し 過ぎ、 長い B も 落ちて あた リは そろ，， （^と 喑 くな リ 出して ゐる。 

. それからの 線路 は實に 迂曲 を 極め、 山の 中腹 をぐ る 》 ^と 廻って 上リ、 叉 下 リ、 谷 一 つ 越す の もも 

どかしかった。 素人 考 へに は眞 直ぐに 鐡橋を 渡せば それです むと 思 はれる のであった が、 地形と 費用 

との 關係 からこん な廻リ くどい 工事 をした ものら しい。、 時には 一 つの 山 を 廻って 谷 を 越し 向 ふの 山に 

至る まで、 僅か 百 米 程 を 隔て、 三 列の 線路が 平行して ゐる所 もあった。 同行の 兵隊さん が寧武 までな 

ら この 邊から 馬で 行った 方が 却って 汽車よ リ速 いくら ゐ だと 語って 吳れ た。 それ は 誇張 かも 知れない 

が、 汽車の 速力 は 至って 鈍く 日 はも 早 やとつ ぷリと 慕れ て 無性に 氣 がいら だった。 長珍站 とい ふの は 

隨分 山の 上に ある やうに 思った が、 こ、 を 過ぎ、 しばらくして から 長い トンネル を 越して 更に 上リ、 

段 家 嶺站に 着いた。 こ、 は 恐らく 同 蒲 線の 最高 地點 であらう。 それから 次第に 下リ とな リ、 間もなく 

遙か 下手 喑黑の 闇の 中に 數 十の 電燈が 明るい 光リを 放って ゐる のが 見え 出した。 

愈 i 寧武に 着いた のかと 思 ふと 嬉しかった。 しかし その 電燈は 一 度 見えな くな リ、 再び 喑黑に 入つ 

たが、 汽車が 山 角 を 廻る と 再び 現 はれ、 終に 箏武站 に 到着した。 燈が 見えてから 驛に 着く のに 二十 分 

以上 要 I たで あらう。 時計 を 見る と 十 時 二十 五分だった。 

同 蒲 線 を 上る  二 六 七 
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故 國の味 

. HI 寧 武の日 木 宿 II 

驛から 城まで 餘 程の 道の リが あるら しかった。 幸 ひに も 案內を 知った 人が あって、 その あとに 跟ぃ 

て 行った が、 道 はこの 上な く惡 く、 菔が へって 疲れき つた 體に は、 僅かな 荷物 も耐 へられない 程で あ 

つた。 しばらく 行く と、 向 ふで 支那 人達が が やくと 騷 いで ゐて、 提灯の 火が いくつか 動いて ゐる。 

, 近づく とそ こに は 河が あって、 城內に 入る に は それ を 越さねば ならぬ。 この 河 も 數日來 の 豪雨に 水 

量が 增 して ゐ るので、 苦力の 脊 にの リか、 つて 渡る のであった。 闇夜の こと、 て 僅か 十 米 程の 流れ を 

渡る のに 二十 錢宛 もとられた。 提灯の 火 は 支那 宿の 客 引が こ、 まで 出張って 來てゐ るので あった。 寧 

武は 汽車の 乘り 換へ驛 となって ゐぞ、 どうして もこ、 で 一 泊し なければ ならない ので、 最近 俄か 造^ 

の 支那 宿が ふえ、 しかも それ 等 は 殆んど 城外に あるら しかった。 城門 を 入って 人 一人 通らぬ 眞喑な 寂 

しい 道 を譯も わからぬ ま、 に、 その 案內 知った 人に 跟 いて 步 いた。 電燈の あるの はた ゾ驛 だけで、 汽 

車の 上で 想像して ゐ たのと は 違 ひ、 寧武 は電燈 のない 町だった。 幾た びか 石ころに つま づき 乍ら、 と 


うく 何だか 城壁の 一番 はしつ こまで 行った やうな 氣 がした。 花屋と ぶふ 宿 は 満員 かも 知れん とし ふ 

ので" 大黑 星と いふのに たど リ着 いた。 

遲ぃ 夕食が すんで から、 久しぶりで 蒲圑の 上に 寢られ た 時には 無性に 嬉しかった。. そして 初秋の や 

うな 涼し さが、 やがて 快い ねむ リを さそって 吳れ た。 

百 n 十六 字の 位階 勳等 

II 城內 の寺廟 瞥見 I 

七月 二十 七日 

寧武は 東西に 細長い 灰 河の 狭い 谷間に あって、 城壁 は 北部の 丘陵に 倚リ か、 つて 作、 ら れてゐ る。 そ 

の 南と 東と に 沿うて 灰 河の 流れが 廻リ、 特に 南の 方 は 城壁に すぐ 接して ゐる。 城壁の 形も從 つて 東西 

に 長く、 や、 不規則な 矩形 をな して ゐる。 東西 兩 門外に も 城壁が 作られて ゐ るが、 現在 人家の あるの 

は東關 だけであって、 西 關の方 は 頗る 荒廢 して ゐる。 停車場 は 町の 東南、 河 を 越えた 向 ふの 丘の 麓に 

ある。 驛と 城との 間 は 丁度 ー籽 ばかう. も あらう か。 昨夜 渡った 河 は その 中間に あって、 卽ち これが 灰 

同 蒲 線 を 上る  二 六 九 
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河な ので ある。 この 河 は 桑 乾 河の 上流 をな して ゐる。 

宿 は 城內. の 西南の 隅に 近く、 すぐ 南が 城壁であった。 町の 中 は 

非常に 荒廢 して ゐて、 殆んど 見る ベ きと ころ はない らしかった。 

財神廟 へよ つてみ たが、 倒れた 建物の あと を 更に 壤 して、 貧民 達 

が 煉瓦 を 持ち去 つ て 行く と い ふ狀 態で あ つた。 北の方の 丘陵 を 見 

渡す と、 その上 を 取う まく 城壁の 中に、 幾つかの 大きな 廟が 南面 

して 並んで ゐる。 赤い 壁、 瑠璃 瓦の 星 根、 高い 石段、 さう いった 

ものが 色とう < ^に 美しく 思 はれた。 それ を 越して 向 ふに 徽»1 や 

望樓、 或は 新しく 作られた ものら しい 大きな ト.？ チカ 檨の ものが 

見られた。 

そこで 先づ 丘陵の 西部へ 足 を 運んだ。 その 附近 は 殆んど 人家が 

なぐ、 なだらかな 斜面に は 一 面に 靑 草が 茂って、 放牧され た 馬が 

草 を 食 ひに 來たリ して ゐた。 すつ かリ 毀れ た 名 も わからぬ 廟の 中で、 若い 女の人が 大聲を 上げ て^し 

てゐ るのに 度 膽を拔 かれた リ した。 一  一 


西の 端に は 先づ文 靡が ぁリ、 その 東 隣に は 1 廓の 倉庫 造リの 珍ら しい 數楝 

の 建物が あった。 これ は 萬 億 倉と いふ 官衙の 穀倉で 明 代 頃から 使用され、 最 

近に 至る まで 穀物 を 貯蔵して ゐた ものら しく、 中に 入る と 稗 粟な どが 一 面に 

まき 散らされて ゐた ところ もあった。 倉の 構造 は 正面に た、 ゾ 一 つの 入口 を 開 

、"ヒ のみで、 全部 甎を以 つて 圍み、 屋根 は 切妻で その 棟の 中央に 空氣拔 きの 

倉 

小屋 根 を 設けた ものである。 倉に は 大小 二種あって、 小さ いのは 三 間 二 面 位 

セ 

であった が、 大きい もの は 五 間 四面に も 及び 一 一列の 堂々 たる 中柱に よって 支 

萬 へられて ゐた。 後者 は 元来 前後 三楝 あつたの であるが、 最も 南の もの は慘谵 

三 たる 破壤を 被って ゐた。 

三  - 

第 更に 草 を 分けて 進む と、 そこに も 叉 一 つの 廟が ある。 これ は 火. 神廟 であ 

る。 殿 前の 茫々 たる 草 むらの 中に 鐡の 大砲が 二つ 轉 つて ゐた。 佝れも 長さ 四 

尺 許りで それに 比べて ロ徑が 非常に 大きく 一  尺 近く もあった。 一 箇に は鑄銘 

が ぁリ、 それに は 「嘉靖 三十 ニ年孟 秋吉旦 奉 都察院 明文 太 原 府代州 造」 

と讀 まれた。 東の 配 殿に 入る と、 そこに は 無數の 甲冑の 類が 亂雜に 放り込ま 

を 上る  二 七 一  . 
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れて うづ 高くな つて ゐた。 冑は 頂上に 臍 形の 突 超の ある. 厚い 鐡 製の もので、 甲 は 鐡片を 鱗の やうに 裏 

一 面に 縫 ひつけた 上衣 風の ものであった。 多く はた、 V 藍 一 色で あつたが、 中には 背に 龍な ど を 剌繡し 

た 立派な もの もあった。 恐ら ぐ 隊長の 用 ひた もので あらう。 その ま 火.. 消 頭巾の やうな 恰好の 綿入れ 幢 

子な どもあった。  - 

西側の 配 殿 はニ楝 になって、 その 北側の 屋內に は 大きな 籐製の 陣笠 風の ものが 何十と なく 轉 つて ゐ 

た。 これ はすぐ に は 笠で は あるまい かと 思った が、 裏 を 返へ すと 木の 把手な どが ついて ゐて、 やがて 

栀 である ことが わかった。 その 表面に は剝げ てはゐ るが、 赤、 綠、 黑、 白 等の 色で 模檨を 書き、 王の 

字な ども あら はされ てゐ た。 これ を 支那で は籐 牌と よんで ゐる。 その他 鐡 製の 砲 彈ゃ 銃彈の やうな も 

のが 無數に 散らばって ゐた。 大きな もの は 直 徑ニ寸 乃至 三寸 も あ^、 小さい もの は 僅か 五分ば かリ 

で、 これが 非常に 多かった。 叉箭ゃ 木製の 鞘な ども 散らばって を，^、 殊に 面白 いのは 多數の 名札で あ 

つた。 それに はこん な ことが 書かれて ゐた。 

雜威遠 砲 一位 重 孰 拾伍觔 ligfia  , 

熟 鐡百子 砲柴拾 五位 

生 鐡群子 肆萬貳 千參百 肆拾顆 
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寧武城 
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朔縣 の城內 
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朔縣崇 福 寺 
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崇福 寺彌陀 殿の 壁畫 
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崇福寺 彌陀殿 内の 脇 立 


同 殿の 本贫 (中央) 
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火 藥葫蘆 百 貳拾捌 個 

これによ つて、 この 幾らかの 彈 丸の 種類 も わか >、 最も 小さい 銃 彈檨の もの を鐡 子と 稱 する ことが わ 

かった。 片隅 を 見る と 小さな 皮 袋が 目についた。 それ は 丁度 水筒の やうな 外形 を呈 し、 紐で 口 をし め 

て 腰に 下げる 檨 にして あった。 一見して これが 火藥 袋で あらう と は 思った が、 これ もまた 名札に よつ 

て 火藥葫 蘆と 稱 する ものである ことが わかった。 

なほ 正殿の 前に 進んで 行く と、 こ、 にも 多數の 大砲が 轉 ってゐ た。 それ は 先のと 逯 つて 口 徑は 大抵 

二、 三寸の 小さな もので、 長さ は 三尺 乃至 六尺 位に 及ぶ ものであった。 しかし 何れも 銘文 は 見出され 

なかった。 こ、 は 現在 火神廟 となって ゐ るが、 恐らく 元來 はこ、 が 武器庫であって、 火 神廟は その 守 

護 神と して 祭られた もので は あるまい か。 武器庫の 創設 は 明らかで はない けれども、 明の 大砲の ある 

ところな どから すれば、 旣に明 代から 置かれ たかとも 考 へられる。 しかし 甲冑 その他 は 大部分 清朝の 

ものであった。 

その 東が 旗纛廟 である。 門の 中には 萬曆 四十 一年の 改 建碑 や、 崇禎 十一 年の 重 建碑な どが 立って ゐ 

た。 それによ つて、 旗 纛廟と は 明の 太祖の 時、 各邊鎭 に纛を 授けて これ を 祭らせた 廟 であって、 恰も 

武廟の 如き ものである こと を 知った。 また、 . この 廟も 明初に 創立され たもので あるが、 嘉靖 十九 年以 

同 蒲 線 を 上る  二 七三 
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來 蒙古 族の 南下が 激しくな つたので、 武備 を嚴 重に すると 共に、 萬曆 四十 一年 萬 億 倉の 東に 廟を 改築 

したと いった やうな こと も 記されて あった。 なほ、 これによ リ先 にも 述べた やうに、 萬 億 倉の 建造 年 

^ パも：  一 . 

代 も 明 代に 溯る ことが 知られる ので ある。  み 

旗 纛廟を 出て 少し 坂 を 下る と 丘の 斜面に 關 帝廟が あった。 廟は碧 瑠璃の 瓦を葺 いた 幾楝 かの 建物 か 

ら なって ゐた。 牌樓 をく ゾリ 石段 を 上る と、 木 殿と 向きあって 戲臺が 設けられ、 この 兩 側に 配 殿が あ 

リ、 更に その 脇の 方に も 幾つかの 建物が あった。 しかし、 何れも 皆 ひどく 荒廢 し、 神 像な どの 満足に 

殘 つて ゐ るの はなかった。 た、 ゾ木 殿の 簷下を 見る とそ こに は 頗る 長い 關 帝の 封 號を 記した 額が か > つ 

てゐ た。 それ は 王國樑 なる もの 、筆で 「崇禎 庚 午 仲夏 皇上勅 封號」 と 題し 次の やうに あった。 

太 上 神威、 英文 雄武、 精忠 大義、 高 節 清廉、 協 運 皇圖、 德崇演 正、 掌 儒 釋道敎 之權、 官 天地 人才 之 柄、 

上司 三十 六 天 星辰 雲漢、 下司 七十 二 地土壘 幽酆、 秉注生 功德、 延壽丹 書、 定 生死 罪過、 奪 命 墨籍、 

考察 諸 神、 監制群 仙、 髙證 妙果、 無量 度 人、 至靈 至碾、 至上 至尊、 伏 魔 大帝、 關聖帝 君、 大慈 大願、 

大聖 大仁、 貞元 顯應、 照明 翊漢天 尊 

總計 驚く 勿れ 一 百 二十 六 字。 元来 支那で は官 爵位 階 等 を 長々 と 羅列す る 習慣が あって、 文書 や 碑文な 

^ 暴い , .. 

どに 屢ミ 見受けられ るので は あるが、 一 百 二十 六 字と いった やうな 例 は 絡 無で あらう。 いくら 支那 人 


ひ 信^: を 一身に 集めて みる 腸 帝に しても， 誠に 蒼くべき ことでば ないか。 若し これが 果して 崇麟 三年. 

に 勅命に よって 授けられた 封號 であると すれば 興味が ある。 か、 る 封號も 一 時に 奉られた もの， ではな 

く、 長い 年月の 間に 次第に 追加せられ たもの. である。 明朝 は その 中葉 海賊 や 蒙古 族の 侵入に 苦しみ、 

終に は 満洲 族に 征め たてられて 亡んで しま ふので あるが、 崇禎 とい へばもう 滅亡に 近い 寺であった。 

いくさ. 

それで 苦しい 時の 祌賴 みとい ふわけ で、 戰 の神檬 である 關帝は 次第々々 に 長い 封號を 奉られた もので 

あらう。 當 地の 關 帝廟が、 町の 割合に 立派な の も、 やは^ こ、 が邊鎭 として 軍事上 重要な 場所で あつ 

たので、 關 帝の 廟は 特に 力を入れて 作られた ので あると 思 はれる。 

城の 東北 隅に 近く、 延慶 寺と いふ 寺が ある。 今まで 見て 来た 廟 に比べ、 少しも 荒らされた ところが 

なく、 手入れ もよ く行屆 いて ゐる のが うれしかった。 伽藍 も 整 ひ 規制 も 以外に 大きかった。 しかし、 

建築 はさう 古い もので はなく、 恐らく 淸朝 中期の もので あらう。 なほ 寺 內には 石碑が 十數基 あ， 0.、 そ 

の 中 最も 古いの は康熙 十五 年の 重修 碑で あつたが、 建築 は 勿論 それ まう 新しい と 思 はれる。 寺の 歷史 

も 明の 成 化 七 年 この 城堡が 始めて 築かれた 時には 已に、 この 寺 はこの 位置に あつたと いふ こと だけし 

かわからなかった。 丁度 その 時、. 後 殿の 方で 村長 會議の やうな ものが 開かれて ゐ た。 我々 が 入って 行 

くと、 皆 物珍しげに こちらの 方 をふリ 向く ので、 そこ，^ に 遠慮して 引き上げた。 

同 蒲 線 を 上る  二 七 五 
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これで 北の 丘陵 上の 廟は 二通り 見て 廻った。 丘 を 下リて 町の 中を^し 步 いてみ たが、 別に これと い 

つて 書き立てる 程の ものに も 出 遇はなかった。 た ^町が 非常に 荒廢 して ゐて 生氣 がな く、 事變 以後 未 

だ、 充分に 囘復 しきって ゐな いとい ふこと が、 見受けられる ばか リ であった。 

こ、 は 元来が 邊疆の 城寨 として 發 達した のであって、 北方の 外 民族が 支那に 侵入す る 時にはよ く 通 

過す ると ころで ある。 從 つて、 現在の やうに 町が 戰禍 の爲 めに 荒廢 した こと も 一 再ではなかった であ 

らう。 寧武 とい ふ 名 は 唐 末に 至って 始めて 歴史に 現 はれる 檨 であるが、 宋 代になる と 寧 化 軍、 寧化縣 

とい ふ 名に 改められた。 その後 遼、 金の 領土と なって、 金の 時には 寧 化 州と 稱 せられて ゐる。 しかし 

當時寧 化と いはれ た 所 は、. 實は 現在の 縣 城から すっと 西南に 當る 山の 中に あつたの である。 再び 寧武 

とい ふ 名が 復活す るの は 明の 成 化 一 一年からの ことで あるが、 その 時 位置 も か はって 現在の 場所に 寧武 

關 とい ふ關 所が 置かれ、 外 三關の 一 として 偏 頭、 雁 門の ニ關 と共に 蒙古 防禦の 重大 地點 となった ので 

ある。 

今の 城壁 は、 明の 成 化 七 年に 初めて 築かれた もので、 最初 は 土 城で あつたが、 その後 萬曆 二十 八 年 

甎築 になった。 清朝に なつてから も乾隆 三十 三年 以後 幾度 も 修築され てゐる やうで ある。 


七月 一 一十 八日 

宿で 傭って 吳 れたボ ー ィに 荷物 を擔 がせで 驛 まで 行った。 一 昨日の 夜 人足の 背に おぶさって 渡った 

ところ も、 殆ん どもう 水が ひいて ゐて 難なく 通る ことが 出来た。 かう して 明るい 時に 來て みると、 あ 

, の 眞喑な 夜中に こ は，^ 一 一十 錢も とられて 渡った のが、 何だか 馬鹿らしく 思 はれて ならかった。 

汽車 は 九 時 二十 分發 であった。 暫 らく 河に 沿うて 進む と 間もなく 陽 方 口で ある。 この 驛の すぐ 北に 

蜿蜒と 長く 續く長 城が 見える。 山海 關から 超 つて 甘 肅の嘉 峪關に 至る もの を 普通 外 長 城と いふのに 對 

して、 これが 內長 城と いはれ る もの、 一部で ある。 現在 蒙 疆の察 南、 晉 北の 兩地區 は、 この 外 長 城と 

內長 城と に圍 まれた 地方 だ。 長 城 は 丘陵の 北 麓に 沿うて 築かれ、 一定の 間隔 を 置いて 敵臺が あう、 更 

に處々 に 望樓 も 設けられて ゐた。 長 城の 外側、 卽ち 北面 は 堅固な 煉瓦 積みに なって ゐ るが、 內側 はた 

だ 土 を 積み上げた のみであった。 陽 方 ロ堡は 明の 嘉靖 十八 年に 蒙古 族の 南下 を 防ぐ 爲 めに 築かれた 城 

塞で ある。 こ、 は 古來、 北方 民族が 支那に 侵入す る 際に は 度々 通路と なると ころで、 殊に 明 代に-は 持 

同 蒲 線 を 上る  二 七 七 ■ 
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別 重要視され たと 見え、 晉邊 第一 の 要害の 地と 稱 せられて ゐる。 この 附近 は內長 城の 中で も 特に 堅固 

に 築かれて ゐる。 この 長 城 線 を 通過 すれば、 卽ち晉 北 地區に 入る わけで ある。 

前寨站 附近から 北 は 一 望の 平地と なる。 これが 朔縣の 盆地で ある。 灰 河の 鐡撟を 渡って、 しばらく 

すれば 朔縣に 着く。 驛に 着いた のが 十一 時 二十 五分であった。 華北と 蒙疆 との 境 は 今 もい つた 如く 陽 

方 口で あるが、 便宜上 こ、 で、 聯合 準備銀行 券 を蒙疆 銀行券と とうかへ る ことにな つて ゐる。 汽車が 

着く 頃になる と、 城內 の蒙疆 銀行 支店から 事務員が ブラ ッ トホ， ムの假 小屋へ やって来る。 兌換の 制 

限 は 二百 圓 まで だ。 

朔縣の 町 

ヤン チヨ 

驛 前に は洋 車が ゐる こと は ゐ るが、 數が少 いのでぐ づ して ゐ ると 支那 人と 爭奪 を演 する ことに 

なる。 漸く 一  臺 雇って 荷物 をのせ、 我々 は 後ろから ついて 行った。 驛 から 城內 まで は 五、 六 町 は あら 

う。 畑の 中に 眞 直ぐにつ けられた 廣ぃ 一 木 道であった。 土地 はよ く 肥えて ゐ ると 見えて、 沿道の 畑に 

きうり  かぶ 

は 太く 長い 黄瓜 や、 玉菜 や ペースな どの 出来が 素晴 しくよ かった。 ペラと は 蕪の 部分が 丸く 地上に とび 


出した 荣で 兵隊さん が 空中 大根と よんで ゐる もの だ。 

朔縣の 城壁 は廣ぃ 盆地の 中央に 築かれて ゐて、 堂々 たる 構への 割に 何となく 明るい 感じ を 受ける。 

甕 城 をく、 ゾ つて 東門 を通リ ぬける。 東西の 大街は 實に廣 々として ゐて、 幅 十 間 も あらう か。 兩 脇に は 

溝が ぁリ、 更に 立ち並ぶ 店舗と 溝との 間に は 煉瓦 や 石 を 敷きつ めた 步 道が ある。 北方の 都 城の 大通リ 

は 南方に 比べ ると 一 般に廣 いので あるが、 かくの 如く 廣 いのは 北京の 大通リ にも 匹敵す る 程で ある。 

あら かう し 

兩 側の 商店 は大槪 切妻の 二階建て、 ゾ、 殊に 二階に は戶の 外に 太い 棒で 粗く 袼子を 作って ゐる。 店先に 

のれん  . 

は簷 下に 二 尺 幅 位の 紺 暖簾 を かけ、 それに 屋號 など を切リ ぬいた 白地の 布 を 縫 ひつけて ゐた。 この 袼 

子 は 京、 大阪 あたう の 古い 町家の 「むし こ」 壁 を 聯想せ しめ、 紺 暖簾に も 古い 宿場 町 を 思 ひ 起させる 

ものが あった。 

き ちん 

大通リ に 面した 忠義 店と いふ 支那の 木賃宿に 一 先づ 泊る ことにき め、 荷物 を あ づけて、 そのす ぢ向 

ひの 料理屋に とびこんだ。 名 は賓宴 館と いひ、 店 構へ に比べる と 少し 名の 方が 勝って ゐ るが、 しかし 

バイ ツァイ タン 

朔縣 では 一番の 料理 星 だとの ことであった。 二三 品の 料理 を 註文した が、 眛 も相當 で、 白榮 湯な ど存 

外にう まかった。 

大通リ の 中央に は 鼓樓が ある。 その 下 をく^ リ、 西の 城壁に 近いと ころから 南に 折れる と、 一 つの 

同 蒲 線 を 上る  二 七 火 
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廟 があって 「勒 馬關 帝廟」 とい ふ 額が か、 つて ゐた。 勒 馬と いふ 

名が 如何にも 珍しい ので、 橫の 民家から 入って 行く と、 木 殿に は 

馬に 跨った 關 羽が、 左手に は手繩 をと リ、 右 脇に は靑龍 偃月刀 を 

さしはさんで ゐた。 その 像 は 頗る 生氣が ぁリ、 なかく よい 出來 

だった。 配 殿の 手前に ある 碑に、 この 廟は 明の 萬曆 年間の 創修に 

か 、 ると いふ ことが. 記されて ゐた。 或は この 像 も その 當 時の もの 

かも 知れない。 

横町に 入る と 民家に は戶每 に、 扉に 一 對の雄 雞の形 を切リ ぬい 

た 赤紙 をはリ つけて あつたの が 注意 を惹 いた。 これ は每年 陰曆五 

ま よ 

月の 節句に はるの ださう である。 魔除けの 意味 を寓 する もので あ 

つて、 古い 起原 を 有して ゐる らしい。 後漢の 應劭の 「風俗 通義， - 

とい ふ 書物に は、 雄雞 を犧牲 にし、 その 血 を 門戶に 塗って 祭る と 

いふ ことが 書かれて あるが.' 恐らく かう した 漢 代に 行 はれた 古い 

風習が 形を變 へて、 現在に も傳 へられて ゐ るので はない かと 興味 


深く 思 はれた。 ，  - 

夕立ち 空に なって 来たので、 芝居の 銅鑼の 音が 聞え る 方角に 急ぎ足で 步 いて 行った。 實は 雨で も 降 

リ 出したら、 芝居 見物で もして 雨宿リ をしょう とい ふ 算段で あつたの だ。 行って みると こ、 は 偶然に 

も 城 隍廟の 一 角であった。 着いた 時に 芝居 は 生憎く はねた ばか リ であった。 しかし 旣に 雨が 降リ 出し 

て來 たので、 そこで 暫 らく 休まねば ならなかった。 た、 ゾ ぼん やうして ゐ るの も 返 屈な ので、 廟の中 を 

少し 廻^ 步 いてみ たが、 別に これと いった 目星し いもの も 見當ら なかった 。幸 ひに も 驟雨で、 暫 らく 

すると 雨 も 小 降^に なった ので 又步き 出した。 

- 林 衙 崇 福 寺 

II 金 代の 古 建築 II 

我々 が この 朔縣 で降リ たの は、 現在 この 縣が晉 北に 於いて 大同に 次ぐ 大縣 でも ぁリ、 その 建 置 は 相 

當に 古く 秦の 時旣に 馬邑縣 治が 置かれた とい はれ、 隋 以後に は 郡の 治 所 ともなった 歷 史上 有名な 所 だ 

からで も ある。 殊に 宋遼對 立の 時代 は、 この 邊 では 現在の 內長城 線が 國境 となって をリ、 大同が 遼の 

同 蒲 線 を 上る  .•  二八 一 
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西 京であった 關 係から、 こ、 は 契 丹 民族の 前線 根據 地と して 軍事的に も 頗る 重要な 地であった。 

それの みならす、 こ、 に は崇福 寺と いふ 古刹が ぁリ、 かって 大同で みた 北魏天 安元 年の 銘文が ある 

石塔が、 もとこの 寺に あつたと いふ こと を 聞いて ゐ たからで も ある。 この 石塔と いふの は、 大同 雲崗 

の 石佛と 同じ 時代で、 しかも それと 同質の 砂岩 を 用 ひ、 高さ 約 五 尺、 四角 九 層よ^ な， os、 各層の 面に 

は 千佛を 刻した、 稀代の 優秀な 作品で ある。 〔現品 は 今 東京 帝室 博物館の 所 藏に歸 してる る。〕 

崇福寺 は、 東門 內大 街の 北側に ある。 山門 は 街路に 面し、 崇福 寺と いふ 額が か、 つて ゐる。 門の 背 

後に は 金剛 殿が ぁリ、 更に 奥に は 左右に 鼓樓、 鐘樓を ひかへ、 正面に は 千 佛閣が ある。 千 佛閣は 三 間 

二 面 入母屋 造リ、 建築の 檨 式は淸 代の もので さして 古いと は 思 はれなかった が、 屋根 は綠 瑠璃 瓦 を以 

つて 葺 かれて ある。 裏手に 廻って 見上げた 時には 瓦の 燒 きの 新しい 感じに も 似す、 連瓣を あら はした 

瓦 當が用 ひられて ゐ たのが、 先づ少 からざる 興味 を惹 いたのであった。 その 奥に は 月臺を 前にした 五 

間 四面 の三寶 殿が あう、 そ の 前面 左右に は 文殊 堂と 地藏 堂と が あった。 

次が 第 四 層であって、 これが 最近 金 代の 建築と して 認められ るに 至づた 阿彌陀 殿で ある。 一段と 高 

- - かも 廣ぃ基 壇の 上に 立った この 佛殿 は、 前に 垂花門 を ひ. かへ その 左右に は 禪房を 擁して ゐる。 屋 

根 は ゆるい 勾配 を もった 入母屋 造リ で、 I は 主として 綠釉を 用 ひ、 高い 大陳ゃ 下り 棘の！ i 二 ま、 ffil 


や 奇怪な 猛攝に 面 を 配して ゐる 。特に 珍し いのは、 大楝の 中央に^ 中 合せに なった 二 匹の 猛獸の 頭と 

二體の 力士と によって 支 へられた 塔が 飾られ、 更に その 左右に は 足 を ふん まえた 仁王 風の 人物が 作， Os 

つけられて ゐる ことであった。 この 殿 は 七 間 四面で、 その 正面の 五 間に は 扉が 開かれ、 背面に もまた 

東西に 各 i 一間 づ、 の 扉が. 開かれて ゐた。 近寄って 簷下を 見上げる と 雄 健な. 文字で 書かれた 「彌陀 殿」 

とい ふ 額が か、 リ、 簷を 支へ る 枓拱は 四手 先 詰 組みで、 木 割，^ 頗る 雄大な ものであった。 殊に 柱 上の 

枓 拱と 柱 間の それと は 形式 を 異にし、 正面 は 柱 上に 複雜な 斜枓拱 を 用 ひ、 背面で は 逆に 柱 間にの みこ 

れを用 ひ、 兩側 では 全く この 斜枓 拱が 認められない。 殊に その 尾棰の 先端 は、 銳ぃ 三稜を 示し、 如何 

にも 力強い 感じ を與 へる ので ある。 • 

殿內の 內陣に は、 彌陀三 尊 を 安置し、 その 兩 脇に は 各 i 脇 侍が 立ち、 その 前に は 天 王な どが 配され 

て. ゐた。 これらの 塑像 は、 一面な ほ 古い 面影 を存 して ゐる 部分 もあった が、 大體瘦 形で 丈 高く、 光背 

_ な ども 渦卷き 風の 模檨を 組み合せた 極めて 薄い 感じの する 透し 肜ぅ 風の もので、 この 佛 殴の 堂々 たる 

に 似す、 甚だ 弱い 感じが した。 

むしろ かへ つて、 四 壁に 描かれた 佛畫の 方に 注意 を惹 かれた。 これ もや はリ 後世 重繪 された 痕跡 は 

ある けれども、 比較的 舊 描の 部分 を 多く 留めて ゐる 東西 兩壁は 實に素 張らし いものであった。 兩壁こ 

同 薄 線 を 上る  二八 三  - 
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は 各 丄ニ體 の 如来の 坐像が 描かれて ある。 如来 は 夫々 異 つた 印相 を 示し、 左右に は 脇 立の 菩薩： を 配し 

てゐ る。 これ 等の 上層に は、 雲に 乘 じた 飛 天 や 羅漢が あら はされ てゐ た。 下層 は 磨滅した 部分が 多 

く、 叉 明らかな 後世の 加筆の あと も ある。 しかし 筆法 は 暢然、 傅 彩 叉 頗る 古雅で、 大同の 善 化 寺大雄 

寶殿、 或は 正 定隆興 寺の 摩 尼 殿 等の 壁畫に 比較して、 更に 優れた 作品であった。 これに 就いては、 明 

代 以降の 作で はない かとい ふやうな 意見 も あるが、 原 畫は决 して 明 代と は 解せられ す、 叉 凡庸なる ェ 

匠の 手に なった もので ない こと も 明らかで ある。  - . 

天井 を 見る と、 中央の 楝 札に は 

維 皇統 參年癸 亥  拾 肆日已 酉 乙 時 特建 

と ぁリ、 その他、 明の 洪武ゃ 嘉靖、 或は 清の 乾隆 等の 重修を 語る 楝板 もあった。 これによ つて、 この 

建築が 今 を 去る 八 百年 前、 金の 熙宗の 皇統 三年に 建造され たもので ある ことが 察せられ、 建築 檨 式の 

上から いっても、 金 代の 建築た る こと は斷 じて 疑 ふべき 點 がない。 これ 等の 點 から 推しても 亦 この 壁 

畫が、 . 金 代にまで 溯る ものと 考 へられ、 また 佛像も その 原型 はこの 時代になる ものと 解せられ る。 

裏に 廻れば なほ 一 箇の佛 殿が ぁリ。 獻 額に 依れば 卽ち觀 音 殿で ある。 これ もまた 入母屋 造リ 正面 五 

間 奥行き 三 間の 建築で、 "簷 下の 枓 拱ば 木組み も 大きく その 手法 は彌陀 殿と 似て ゐる。 しかし この 方 は 


簡單で 二手 先 詰 組み を 用 ひ、  ああ 格』 全 %行 はれて ゐな， ：, 屋根の 瓦 は 後世の 重修の 祭に 全然 取リ換 

へられた ものら しく、 清明 時代の 新しい ものであった。 內 部に は 塑像の 坐 佛三钵 を 安置して ゐた。 そ 

れは 何れも. 如来 形で 寶冠を 戴かす、 その 殿 名に そぐ はない やうに 思 はれた。 しかし 佛 像の 製作 は 割合 

上 乘で决 して 近世の 平凡な 作で はない。 

, ■  n  、  ■■■ に，， ；ン V  . パーリ f  - . つ，  >,「」VY  J* ..  ぺ ，■:.  ：-..y 一へ：；；； にパ -:•  乂 ハク：」 ハ ： . ： •  -- 

寺 は民國 になって から 支那 兵が 駐屯した 爲め 著しく 荒廢 し、 今日で は 僧侶の 住する もの もない。 * 

較的 保存 狀 態の よい 彌陀 殿の 如き も、 旣に簷 先が 傾圮し 始め、 壁 も 二 部 崩落した 所が あう、 東側の 星 

根の 楝 下の 部分から は 光線が 堂內に 洩れ 込んで ゐる やうな 有檨 だった。 殿 內の四 壁の 上、 丁度 欄間に 

該當 する 部分に は、 かって 壯麗な 天宫が 設けられて ゐた ので あるが、 恐らく 支那 兵が だんく と取リ 

毀して 薪に でも 用 ひたので あらう。 今では 僅かに 西南 隅に 形骸が 殘 つて ゐ るの みであった。 これに は 

頗る こス 入った 枓拱 などが 組まれて ゐて、 完全であった 頃の こと を 聯想して 甚だ 殘 念に 思 はれた。 

境內を 一 巡す る。 もとは 僧坊な ども 相 當廣ぃ 地域 を 占めて 建てられて ゐ たと 思 はれる が、 その 大部 

分 は荒廢 してし まって ゐた。 しかし 事變 以来、 こ、 に 皇軍が 駐屯して ゐる爲 めに、 心なき 人民 共の 破 

壤 をまぬ がれて ゐ るの はせ めても の 幸 ひで ある。 

寺內 に. は 古 碑の 類 は 甚だ 少く、 元の 至 正 十四 年の 「大元 朔州林 衙崇福 暈 公 禪師施 財 遺跡 記」 が、 彌 

同 蒲 線 を 上る  二八 五 
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陀殿 外部の 南 壁に 嵌入され て ある 以外に は、 清の 乾隆 四十 年 「朔州 林 衙寺重 興 碑 記」 が 千 佛閣の 裏側 

簷 下に 立って ゐる のみで ある。 しかし 幸 ひに この 碑に は林衙 寺の 歴史が 簡略ながら 記されて ゐ る。 そ 

-. :■  一-  :>  -. うつち  , -  W  ノ  r  ： 一 

れ によると、 こめ 寺 は 唐の 高 宗の麟 德ニ年 尉 遲敬德 に 勅命して 創建され たもので、 もの 後金の 熙宗の 

皇統 三年、 翟昭に 勅命して 彌陀殿 七 間と 東西 禪廊各 三楹を 建て、 疋 南に 祇園 牌坊 一 座 をた てた と あ 

る。 その後 元の 至 順 年間、 名僧 無ー禪 肺が 来て、 こ、 に駐 錫し、 丞相 街 1 の 斡旋に よって 朝廷から 大 

藏經を 賜 リ、. 叉 寺院の 重修 など も 行 はれた。 明の 天 順 年間に は 無 雙禪師 が彌陀 殿のう しろに 毘盧殿 五 

間 を 建てた。 その後 寺 運 傾き や、 荒廢 したが、 清の 乾隆 時代に 圓明、 茂林の 二 禪師が 出て 建築 を重修 

したので 舊 觀に復 したと ある。 

これによ つて 寺の 歷史は 非常によ くわ かるが、 彌陀 殿の 元の 碑 記に も 林 衙崇福 寺 云々 と ある やうに 

古来 この 寺 は」 に林衙 寺と いはれ る ことに 就いての 說听 がない。 林 衙は林 牙と も 書き 遼 代の 朝廷に 於 

ける 重要な 官職の 名で あるから、 恐らく この 官 にあった 人が 財 を 投じて 重修 をした 爲め にかく 呼ばれ 

るに 至った もので は あるまい か。 朔州 志に 引かれた 明の 正 德の碑 記に はこの 寺の 土地 は 元來遼 代に は 

林 太 師府署 とい はれる 役所で あつたが、 統和 年間 地中から 靈 光が 出た 爲 めに、 改めて. 寺と したので 林 

衙 寺と 稱 したと あるが 信 す るに もらぬ。 


^にこの 碑 中に 天 順 年 W に 出来た と ある 凰 1 殿 五 間 は 位詈」 からい へば 丁度 現在の 觀罾 殿に 當る C し 

かし 右に も 上げた 明の 正 德の碑 記に は、 成 化 十六 年 毘盧閣 三楹を 建てた ことにな つて ゐる。 これ こよ 

ると 量閣 は觀 農の 更に 後方に 建てられた 一 一層の 閣 であった 檨に 解せられ る。 叉觀 重の 讓は檨 

式の 上 i いっても、 决 して 明 代の もの だと 思 はれない ので ある。 しかし， 一 つ、 觀黨 中には 現在 

三 鉢 G, 如来 像が 安置され てゐる ことが 不可解な 點 である。 〔村 田治郞 博士 「晉北 朔縣の 林 衙崇福 寺」 建築 

學會 論文 集 第 十七 年 (昭和 十五 年) 參照〕 

次に 待つ もの 

. d 雲 崗 石 佛 へ —— 

七月 二十 九日 

昨日 朔縣へ 到着した のと 同じ 時間の 汽車に 乘リ 込んで、 愈.， 我々 のコ〜 スの 最後で ある 大同に 向つ 

た。 車窓から 見る 盆地の 景色 も、 巳に 我々 に は 平凡と なって 殆ん どの ぞいて みる 氣 もしなかった。 昨 

夜 支那 宿で 裏蟲 にせめ 立てられて、 響し かつ I れ も手傳 つて、 し f にね むけ I した。 た、， 

同 蒲 線 を 上る 


五 薹山紀 行  二八 八 

舊 知の 懷 しい 大同に、 一 刻 も 早く 着きたい とい ふこと が 頭に ある だけであった。 

六 時 遂に 我々 は 大同の 驛 頭に 立った。 

日 は已に 傾き、 夕方の さわやかな 空氣が 旅の 疲れから 蘇らせて 吳れ た。 我々 に はまた 明日からの 新 

しい 研究の 生活が 待って ゐ るので あった。 それ は 雲 崗石佛 寺の 調査と いふ ことで ある。 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山之卷 


き罢 
P 幸 

註 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譁註  二 九 〇 

「入唐 求 法 巡禮行 記」 は、 我が 國 天台宗の 大成 者と も稱 すべき 慈覺 大師 圓 仁の 在 唐 日記で ある。 大 

師は仁 明 天皇の 承 和 五 年 (唐 文 宗開成 三年) 遣唐使の 一 行に 從 つて 海路 唐に 渡って ょリ、 五 臺の靈 境 

を巡歷 し、 長 安に 赴いて 高僧 知識 を 尋ねるな ど、 在 唐 實に十 年の 長き に 亙って 求 法に 身 を 捧げた。 そ 

の 間、 あらゆる 辛酸 を 嘗めながら 曾て 初一念 を 覆さなかった、 その 敬虔な 宗敎 心と 不撓不屈の 精神と 

に對 して は、 千 百 餘年を 隔てた 今日、 なほ 讀む もの をして 襟を疋 さしむ る ものが ある。 日記 は 四卷に 

分れて ゐ るが、 その 內 容は佛 敎に關 する こと は 勿論、 風俗、 儀式、 地理、 官制 を 始め、 政治、 戰爭、 

外交 等 頗る 廣ぃ 範圍に 亙って 親しく 見聞した ところ を 記した ものであって、 當 代の 第一 史料と なる ベ 

きこと が少 くない。 

大師が 入唐 請 益の 詔 を 受け、 遣 唐 大使 參議藤 原 常 嗣， 同 副使 小 野 篁の 一 行に 從っ. て 最初の 渡航 を 企 

てた の は 承 和 三年の ことであった。 しかるに、 この 年 も 翌年 も 風波に 遭難して 果す こと を 得す、 大使 

筝の 船が 辛うじて 博 多の 浦 を 出航し 得た の は、 實に 第三 囘目承 和 五 年 六月であった。 時に 大師 年 四十 

五 歳。 翌月 漸くに して 揚州 海陵縣 (江 蘇 省 泰縣) に 着いた。 大使 等の 長 安に 赴く 間、 大師 は揚州 。楚州 

等に 滯留 して、 天 ム门山 巡禮の 許可の 下る の を 待ちつ 、その 年 を 送った が、 遂に 目的 を 達する ことが 出 

来なかった。 大師 は 失望の 餘^、 歸國 の途に 就かん としたが、 求 法の 念 やみ 難く、 海 州よ リ 海路 北上 


して 山 東に 至リ登 州 文 登 縣の赤 山 浦に 上陸して 法 華院に 入った。， こ、 で 承 和 七 年 (開 成 五 年) を迎 へ、 

五 臺山巡 禮を决 意した ので ある。 その 年の 二月 赤 山 をた つて 山柬省 を横斷 し、 河北 省に 入り 趙州 *i 


州 をへ て 太 行 山脈に 入；^、 五月 遂に 五臺 山に 達する こと を 得. 

第三 五 岡 「巡禮 行 記」 の^ 古の 寫本— 東 寺 観^ 院藏— 

き. ssts き v に/.  .  V  ノ  ノ 


* ハ^ 入 
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きえ tHf 項4 野爻. まゆ^： n ジ^：^^: 山 ま IV, 

树忒ほ 力， ま告 遽吱化 A 人^像 tf? ふ キ^る 續 


0.-. ：、 、>，：.-- 


。 聖跡 を巡歷 する こと 約 二 箇月、 更に 

長 安に 赴かん として、 山 西 省 を 縦斷し 

蒲 州ょリ 陝西 省に 入う、 八月に 至って 

長 安に 達した。 こゝ では 資聖 寺に 滯留 

する こと を 許され、 在留 五箇 年の 間 著 

名なる 碩 德に從 つて 學の 蘊奥 を 極め 

た。 時恰 かも 武宗 の廢佛 に際會 し、 承 

和 十一 一年 (會昌 五 年) 五月 長， 安 を 逃れ、 

汴州 ゾ泗州 をへ て揚 州に 至^、 再び 楚 


州 • 海 州に 出で、 また 山 東に 廻って 登 

州 文 登縣に 到着した。 こ、 で 歸航の 便 を 待ちつ、 二 箇年を 費し、 承 和 十四 年 (唐 宣宗大 中元 年) 九月、 

赤 山 浦を發 して 無事故 國に歸 る こと を 得た のであった。 

入唐 求 法 巡 禮行記 「五蔓 山 之卷」 譯註  二 九 一 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  二 九 二 

「入唐 求 法 巡禮行 記」 は、 實 にこの 十 年間に 於け る この 廣大な 地域に 亙った 大 旅行記で、 これ を 四 

卷に收 めた ものである。 いまこ、 に 譯註を 施した の は、 ごく その 一部分、 五 臺山巡 禮に關 係の ある 箇 

所 だけで ある。 卽ち承 和 七 年 (開 成 五 年) 四月 十九 日よ リ 七月 十二 日まで ゾ、 第二 卷の 終リ から 第三 卷 

の 始めに 亙って ゐる。 

テキスト は佛書 刊行 會の大 曰 木佛敎 全書 木 を もと ゝし、 東洋 文庫の 影印 東 寺 觀智院 木 (疋應 四 年の 

寫木) を參 照した。 四月 一 一十 八日よ 5 五月 十六 日に 至る 記事 は、 第一 ー卷の 終^と 第三 卷の 始めと に複出 

し 文に も詳 略が あるが、 適宜 意 を以 つて 取捨し、 その他 二三の 字句 を辅 削した 所 も あるが、 一 々の 典 

據 理由 を擧げ なかった。 ひとへ に 通讀し 易から しめんと したから である。 また 註に 就いても 力めて 簡 

略 を 事と し、 木 書の 「その 歴史と 現狀」 •「 紀行」 の 部分と 說 明の 重钹 する 場合 はこれ を 省いた。 それ 

以外の 個 有 名詞 等に は 出来る 限 > 註を附 ける 考 へであった が、 未だ 調査 不充分の 爲 めに 註し 得な かつ 

た 部分が 少 くないの を 遺憾と する。 いづれ 將來の 機會に 於いて 木 書の 全體に 亙った 譯註を 作成す る 計 

畫が あるから、 その 際に 大方 諸賢の 御 猨助を 得て 完璧 を 期したい と 甲 f, ふ。 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 3 之卷」 

一 、 行途， —— 趙 州より (四月 十九 B —  二十 七日) 

開 成 五 年 四月 

十九 曰 S 時に たち、 城內 i ちぬけ て 西北に f こと 十五 里、 豐^ 麵 に到ク て斷 中す C 主 

人 貧 なれぎ. i を 布施す。 午 Q 時た ちて、 西北, こと 二十 五 里、 薦蒸 すが 如し。 趙 | の 南 

開 元 寺に 至^て 宿す。 屋舍 破れ 落ちた る も、 佛像 尊厳た リ。 師僧 心 | しくして 客僧 を 見る を怕 る。 

一、 寧 晉縣 の城內 である。 今日の 河北 省 響 縣 城に 當る。 當 時は趦 州の 管轄 下に 屬 してる た。 大師 は 前夜、 その 域 東の 唐 

^寺で 一 泊した ので ある。 

二 秦丘村 は 今 も 寧 晉縣狨 の 西北に ある。 十 萬 分 一民 國歸の 寧 晉縣圖 幅に は秦邱 村に 作って ゐる。 

三、 趙州は 今日の 河 北省 藤 城に 當る。 現在 城 內の南 北大 街の 路傍に 宋 代の 經幢が殘 つて をり、 そこが 開 元 寺 S 

られ てるる。 f 

二十 曰 平明 f 喫し、 西^に f こと 四十 里、 鎭州欒 fi 外の 震に？ て斷 中す。 西北に 向 ひて 

行く こと 三十 里、 鎭州大 廓 縣界作 護 驛の劉 家に 到^て 宿す。 主人 賊心ぁ クて人 を 算す。 

行途 I 趙 州より  , 


入唐 求 法 巡 禮行記 「. 五臺山 之卷」 譯註  ニプ四 

一 、 鎭州ま 唐 代に は 初め 恆 州と いひ、 I 元 和 十五 年に 至り 改めて 鎭 州と 稱 した。 淸 朝の 正定 莳、 今日の 河北 省芷 定縣 であ 

る。 欒狨縣 は その 瞀 下に 屬し、 今日の 欒城 縣に當 る。 

二、 唐弋こ は 他の 如何なる 文献に よる も、 大廓縣 とい ふ縣は 存在し なかった 樣 である。 但し、 今の 欒狨縣 から 西北、 獲 鹿 

驟の 東に 當 つて 大郭 村と いふ 村が あり、 附近に 石 太 鐡路の 郭村站 が ある。 果して 當時こ 、 に 縣が置 力れ たもの か、 或 

は 大師の 誤聞に 基く もの か は 定め 難い。 

二十 一日 早くた ちて、 西北に 行く こと 三十 里、 鎭州 節度 府に 到リ、 城の 西南なる 金 沙禪院 に 入る。 

斷中を 見す。 二 僧 ぁリ、 客 を 見て 嗔慢し 撥 遣す る ことしば/ \ なリ。 强 ひて 院 中に 入り 准を修 せし 

むる. に、 主ん 歸 心し、 自ら 餺飩を 作リて 客僧に 與 ふ。 齋後、 正北に 向 ひ 行く こと 二十 里、 使 莊の楊 家 

に 到， リて 宿す。 この 莊は卽 ち鎭州 前節 度 使 王 太 尉が * なリ。 太 尉の 墓 堂 こ、 に 安ん す。 王 節度 使の 家 

人 慕 を 守れ リ。 現に 一 軍 將姓は 劉なる もの、 慕 堂 を勾當 する こと 精妙な う。 南 一 里に 碑 堂 を 建て. - 高 

き 垣 を 築き 立て、 交 開せ す。 太 尉の 薨後、 今に 到る まで 三世 云々 と。 主人 道心 あり。 客に 對 して 慇憩 

な >。 

一、 鎭 W 節度 莳は卽 ち 今の 芷定縣 城に 當る。 唐の 寶應 元年 こゝ に成德 節度 使 を 置いた。 

. 1  一、 の 誤で あらう。 鈈飪" 不托、 餡 註な どと も 書き、 麵 粉を以 つて 作った 餅の 一 稀で ある。 

三、 王 太 尉と は、 成德 節度 使王武 俊の ことで、 興 元元 年 朝 命 を 受けて 節度 使と なり、 後 撿校太 尉 兼 中 書 令に 進み、 貞元十 

七 年に 卒した。 當時は その 養 孫に 當る王 元 達 が 王 命に よ らす自 ら 權勾當 節度 事 と 稱 して ゐ た" 今 に 至る まで 三世 と は 


養子の 王 庭湊を 二世に 数へ たもので あらう" 光 緒 芷定縣 志に よると、 芷定縣 の 東北に 新狨舖 とい ふ 村が あり、 これが 

王 氏 一 族歷 代の 本據 であった 新. 巿鎭 だと ある。 使 莊は卽 ち こ、 で、 王武 俊の 墓 はこ ， にあった ので あらう。 (新 唐書卷 

ニー  一  • 光 緒畿輔 通志卷 一七  一 • 常山貞 石志卷 一 一 「王鎔 墓誌銘」 參照) 

二十 二日 早朝 主人 粥 を 施す。 正北に 向 ひ 行く こと 二十 里、 南 接 村の 劉 家に 到 リて斷 中す。 主人 從來 

よ^ 發 心し、 つねに 齋飯を 設けて 師僧に 供養す。 しかも 請 ふに 任せて 量の 多少 を 限らす。 宅に 入れば 

久しから すして 便ち 飯 食 を 供す。 婦人 出で 來リて 客 を 慰む る こと 數遍 な^。 齋し了 5 て 茶 を 喫す。 正 

北に 向 ひ 行く こと 二十 五 里、 鎭州界 行 唐縣に 到^、 城 內の西 禪院に 入うて 宿す。 二十 餘の禪 僧 ぁリ、 

心 極めて 閙亂 たリ。 

一 、 南摟 村の 誤 か。 十 萬 分 一 民 國圖平 山縣圖 幅に よれば、 行 唐 縣の芷 南に 南摟 村と いふ 村が ある。 

二、 今日の 河 北 省 行唐縣 に 當 る 。 

二十 三日 早朝 粥 を 喫し、 西北に 向 ひ 行く こと 二十 五 里、 黃 山八會 寺に 到 リて斷 中す。 黍 飯 を 喫す。 

時人 これ を稱 して 上 房と なす。 普 通院つ ねに 飯 粥 ぁリ。 僧俗 を 論せ す來リ 集リて 宿す。 飯 あれば 便ち 

與へ、 飯なければ 與 へす。 僧俗の 赴き 宿す る こと を 妨げす。 故に 普 通院と いふ。 院中兩 僧 ぁリ、 一 人 

は 心 開、 一 人 は 心鬱。 一 黃毛狗 ぁリ、 俗 を 見れば » リ 咬み、 杖 打 を 憚らす。 僧 人 を 見れば、 主客 を 論 

せす 尾 を振リ て猥馴 す。 齋後、 西北に 向 ひ 山に 入リ谷 を 尋ね 行く。 時人 これ を 喚び て國信 山と なす。 

行途 ，1! 趙 州より ，  二 九 五 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五薹 山 之卷」 譯註  ニ九卞 

上 房よう 上リ 行く こと 二十 里に して 劉 使 普 通院に 到リ 宿す。. 便ち 五臺山 金閣寺の 僧義深 等の 深 ^ に往 

きて 油 を 求め 歸 山す るに 遇 ふ。 五十 頭の 驢、 油 • 麻 油を駄 して 去る。 叉、 天台 國淸 # の 僧互竪 等^ 人 

の 五 臺に向 ふ を 見る。 告げて 曰く、 天台 國淸 寺、 日 木國僧 一 加 • 弟子 沙彌ー 人 • 行者 一 人、 今晃 こか 

の 中に 住す 云々 と。 

一、 黃 3： は 今 も 河 * 省 曲 陽縣の 南に あり、 一名 を少容 山と もい ふ。 黃 山の 名 は旣に 北魏書 地形 志に 見える。 八 會寺は その 

山上に あり、 光 緒 曲 陽 縣志所 引、 金の 大定 年間の 「重修 A 會寺 文殊 殿 記」 によれば、 寺 は齊周 頃の 創建であって、 も 

と 上 閣 • 下 閣 • 菩薩 • 鐘 摟 • 普 同 • 赘 福 • 壽聖等 の 八 院が備 つてる たが、 唐から 五代に かけて 殘廢 したと ある。 普通 

院と はこ、 に 所謂る 普 同で あらう。 この 寺 は光緖 二十 六 年 拳 匪の 亂の 際、 獨佛兩 軍の 爲 めに 燒 かれた。 

二、 深 州 は 現在の 河北 省 深 縣に當 る。 當 時の 狨は 今の 縣狨 より ゃゝ 南に あった。 

三、 いふまで もな く、 浙江省 天合縣 にある 天台宗の 本- W である。 寺 は隋の 智者 大師 智顗の 弟 P 灌頂 .智 越 • 普 明 等の 創建 

にか、 る。 

四、 卽ち圓 載の ことで ある。 最 澄の 弟子で 承 和 五 年留學 僧と して 大師と 共に 入唐した。 大師 は 不幸に して 天 合に 入る こと 

を 許されなかった が、 彼獨 りこれ を 許され、 同地に § 田る こと 三十 年に 上った。 唐の 乾符四 年卽ち 我が 元慶 元年 歸國の 

途に 着いた が、 乗船が 難破して 溺死した とい はれる。 弟子 沙彌 一人、 行者 一人と は 沙彌の 任 好と 伴の 始滿 のこと であ 

る。 上田 進狨 「入唐 僧圓 載」 密宗學 報 一 七 〇 (昭和 二 年) 參照 

二十四日 天 陰る。 たちて 山 谷よう 西北に 行く こと 二十 五 里、 一羊 客の 五 百 許リの 羊を驅 るに あ ふ。 


ー嶺を 過ぎ 兩嶺普 通院に 到る。 院主 不在 なれば 自ら 食を修 む。 院中 曾て 未だ 粥 飯 あらす。 近年の 蟲 t 

によ i 今粮 食な し。 齋後、 山 谷に 乘 じて 行く。 西北 三十 里に して、 菓苑普 通院に 到^ 宿す。 雷鳴 リ雨 

降る。  .  - - 

一 、 十 萬 分 一 民國圖 陳莊圖 幅に よると、 黃 山から 西北に 向って 沙河を 越え 山中に 入って 行く と、 阜平 縣界に 近く 兩嶺 口と 

いふ 所が ある。 大淸 一統 志に は 行 唐縣の 西北 七十 里に 當 ると 見え、 現に 行 唐 縣に屬 する。 恐らく この 地 一 じあら う。 

二、 新 唐 書 五行 志に よれば、 開 成 元年に も 三年に も鎭 州の 詧 內 では 蝗蟲の 害が 甚 しかった こと を 述べ、 更に 舊唐書 五行 志 

に は、 開 成 四 年の 條に 「河南 河北 蝗まを 害す。 都べ て盡 く。 鎭定 等の 州、 田 稼 旣に盡 き、 野草 *樹 葉 • 細 枝に 至る ま 

で また 盡く」 と 見える。  . 

二十 五日 雨 ふる。 普 通院 は 深山に して 粥 飯な し。 小 W を 喫 ひて 飯と なす。 趙 州よう 一路 こ、 に 到る 

の 間、 三 四 年來蝗 蟲の災 ぁリ。 五穀 熟せす、 粮食 得難し。 齋後、 雨 やみ たれば 谷 を 尋ねて 西に 向 ふ。 

行く こと 三十 里、 解 (脫) 普 通院に 到る。 五 臺山巡 禮の送 供人、 僧尼、 女人 共に 一 百餘人 同じく 院 にあ 

リて 宿す。 

一 ， 各 寺院 を 巡って 僧尼に 布施す る もの を逡る 信者 をい ふ。 

二十 六日 天晴 る。 粥 を 喫し 了う、 山 谷に 向 ひ 行く こと 二十 里、 淨水 普通 I に 到 リ演 を修 む。 院中貧 

し。 山風 漸く 涼しく、 靑松嶺 に 連る。 二つの 重れる 嶺を踰 え、 西に 行く こと 三十 里、 塘城普 通院に 到 

行途 I 趙 州より .  二 九 七 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之 卷，， 一 譯註  二 九 凡 

る。 院を 過ぎて 西に 行けば、 嶺 高く 谷 深く、 翠峰雪 を 吐き、 雞水綠 の 流を瀉 ぐ。 塘 城よ リ 西に 行く こ 

と 十五 里、 申の 時 龍 泉 普 通院に 到リて 宿す。 後なる 丘の 上の 龍 堂の 中、 泉 を 出して 淸 冷な リ。 院 はこ 

の 泉に 近し。 喚び て 龍 泉 普 通院と なす。 院に飯 粥 あう。 

一、 阜平縣 から 西 三十 支 里、 現在の 五薹 山巡禮 路上に 聖水 村と いふ 部落が あるが、 或は その 邊 であらう か。 

二、 阜平縣 から 西 七十 支 里、 山 西 省 境に 近い 龍泉關 のこと で、 明 代に は 蒙古 防衞の 重要な 地點 であった。 

二十 七日 たちて 山 谷よう 西に 向 ひて 行く こと 二十 里、 張 花 普 通院に 到る。 九 僧と 共に 斷 中す。 院に 

粥 飯 ぁリ。 齋後、 谷 を 行く こと 十 里、 茶舗 普 通院に 到る。 院を 過ぎて 西に 行く こと 十 里、 大復 嶺を踰 

ゆ。 嶺 東の 雞水は 東に 向 ひて 流れ、 嶺 西の 雞水は 西に 向 ひて 流る。 嶺を 過ぎて 漸く. 下れば、 路 或は 西 

なま  、  -  — 

に 向 ひ 或は 南に 向 ふ。 峰 上の 松林、 谷 裏の 樹木、 直く して 且つ 長し、 竹林 麻 園も^と なすに 足らす。 

山 巖崎峻 として 天漢に 接せん と 欲し、 松の 翠碧靑 天と 相 映す。 嶺 西の 木の葉 未だ 張 開せ す、 草 未だ 四 

寸に 至らす。 茶舗よ リ行 くこと 三十 里に して、 薄 慕、 角 詩 普 通院に 到り 宿す。 院に粥 飯な し。 

一、 河北 • 山 西の 境界に 當る 長狨嶺 のこと で、 太 行- W 脈の 分水嶺で ある。 

二、 長 狨嶺を 越えてから 射 虎 川 をへ、 や ゝ廣ぃ 谷間に 入って 先づ 達する 石 嘴 (咀) 附近で あらう。 元 豐九域 志に よれば 代 州 

. 五 臺縣に 石 i; 鎮が あり、 この 地名の 宋 代にまで 溯る ことが わかる。 思 ふに 灼は焭 の 誤 寫、 詩 は 石と 同音と すれば、 角 

詩と は 石觜 の 文字の 上下 轉倒 した もので あらう か。 


二、 入 jj 量  ：&沐土 寸 (四月 二十 八日，！ 五月 十四日し 

二十 八日 平らなる 谷に 入リ 西に 行く こと 三十 里、 巳の 時、 停點普 通院の 前に 到れう。 未だ 院 中に 入 

ら すして 西北に 向へば、 始めて 中 臺の頂 を 望み 見る。 これ 卽ち 文殊 師利ゐ たま ふところの 淸涼 山、 五 

つ. . .V  ■  '  V  C  くだ 

臺 の中臺 なリ。 地に ひれ 伏して 遙 かに 禮 すれば、 覺 えす 涙雨の 如く 降る。 臺項を 遠望す るに 圓高 にし 

て 樹木 を 見す。 狀は銅 盆 を 覆す るが 如し。 樹木 異花、 別處に 同じから す。 奇境 特に 深し。 これ 卽ち淸 

涼 山 金色 世界、 文殊 師利 現在 利 化した まふ。 

便ち 停點普 通院に 入りて 文殊 師利 菩薩 像を禮 す。 西 亭の燈 上の 題名 を 見る に、 いはく 「日 木 國內供 

奉翻經 大德靈 仙、 元 和 十五 年 九月 十五 日、 到， 一 此蘭若 一 云々」 と。 院 中の 僧 等、 日木國 僧の 来る を 見て 奇 

異 として 示す に 壁 上の 題を以 つてす。 * にこれ を 記しつ くるな う。 午の 時 食堂に 入 リて齋 す。 上の 僧 

びん づる  二  あや  - 

座 を 見る に、 文殊 像 を 安置 すれ ども賓 頭 盧の座 を 見す、 tt しみて 衆 僧に 問へば、 乃ち この 山の 諸畫カ 

くの 如しと 答 ふ。 齋後、 數十 人の 僧の 南臺に 行く を 見る。 しばし ぁリて 晴天 忽ち 曇リ、 風雨 鬪喑、 雹 

雨 こも， ^零つ。 晚際 その 歸リ來 る を 見れば、 雹に 笠子 を 打ち破られ、 渾身う ち濕リ たリ。 今月 二十 

入 墓 I 竹^ 寺  二 九九 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五薹 山 之卷」 譁註  三 〇〇 

三日 申の 時 始めて 山に 入タ てよ リ 今日に 至る まで、 每日山 谷の 間 を 行き、 都合 六日 を經て 始めて この 

五臺 山に 到る こと を 得た リ。 去る 二月 十九 日 赤 山院を 離れ 一路 こ、 に 到る の 間、 行程 二 千 三百 餘里、 

休 歇の日 を 除けば、 正に 路上に ある こと 四十 四日な リ。 慚愧、 同行み な病累 なし。 

一、 薹懷鎭 の 方から 南 流す る淸水 河が、 五 臺縣に 向 ふ トラック 道路と 分れて、 東南 流す る地點 にある 黃土咀 附近に 當るも 

のと 思 はれる。 

二、 支那で は 六 朝 時代から、 賓頭盧 尊者の 像 を 寺院の 盒堂に 安置して 設供 する 風が 行 はれて るた が、 唐の 大曆四 年、 不空 

三蔵の 表 制に よって 文殊 像 を 賓頭盧 の 上座に 置く こと ゝ なった。 特に 五臺 山で は 文殊 像の み を 安置して、 賓頭盧 の 座 

を 設けなかった もので あらう。 

三、 登 州 文登縣 (.W 東 省) 淸寧鄕 赤 山村に あった。 詳しく は 赤 山 法華院 とい ふ。 大師 は 開 成 四 年 六月 七日、 江 蘇 省の 海 州 

から 海路 こ、、 に 達した。 法 華院は 新羅の 張寳 高の 建てた 寺で ある。 大師 はこ、 に 於いて 天台 巡 禮を斷 念し、 五臺 山に 

登る こと を 決意した。 滯在 八 箇月、 赤 山院を 出た の は 開 成 五 年 二月 十九 曰であった。 

二十 九日 院 中に 百僧齋 あう。 また 同じく 請に 赴く。 叉 台 州國淸 寺の 僧 互 堅、 臺を 巡り， て 木 寺に 歸リ 

たれば、 二封 書 を 付して 圓載 上人の 所に 送る。 

五月 

一 日 天晴 る。 五臺を 巡らん として 出づ。 率ゐる 所の 驢 一頭 を 停 點院に 寄せて 主 僧に 囑し草 料 を勾當 

せし む。 停點普 通院よ リ 西に 行く こと 十七 里ば かリ、 北に 向 ひて 一 高嶺 を 過ぐ。 行く こと 十五 里に し 


て 竹林 寺に 到ク斷 中す。 仍ち諸 州よ >來^、 受戒 を 求む るの 沙彌數 十 人 寺に あ クて日 をき つ を 見る o  . 

齋後、 寺舍 を巡禮 する に般舟 道場 ぁリ、 曾て 法 照和尙 この 堂に 於いて 念佛三 眛を修 せリ。 勒說 して t 

悟 和 尙と號 す。 遷化 以来 一一 年に 近し。 今 その 影像 を 造^て 堂內に 安置す。 叉 is: が 儀 鳳 三年 山門 

に 到リて 老人に あ ふ 時の 影像 を畫 く。 華 嚴院佛 堂に 金剛 界 曼陀羅 一 舖 ぁク。 

一 ， 觀智 院本に よれば、 卷ニ では 二 十 年、 卷三 では 二 年と なって をり、 他の 资料 による も 法 照の 寂 年は大 曆苄. ^後と 、ふ 

ことが わかる だけで 詳細 は 不明で ある。 (塚 本善隆 「唐 中期の 淨 土敎」 參照) 

二日 貞元 戒律 院に入 >、 樓に 上れば 國家 功德の 七十 二 賢 聖諸尊 曼陀羅 を 見る。 綵畫 精妙な リ。 次に 

.  1  もつ。 +<5 

萬聖 戒壇 を 開きて 巡リ 見る。 純ら 白玉 石 を 用 ひて 作れ^。 高さ 三尺に して 八 角。 香 泥 を 以， つて 壇 £ を 

築塡 せリ。 壇上に は 一 張の 五色 綵絲毯 を 敷く。 これ もまた 八 角に 造れ^。 廣狹 恰も 壇と g し。 楝機椽 

柱、 粧畫 微妙な^。 押 壇の 老 宿に 謁す。 法 諱は靈 «、 生年 一 百歲、 佛 門に 入リ てよ^ 七十 二 年。 貌骨 

た 、ゾ ならす。 これ 登壇の 大德 な^。 客 を 見る こと 慇穀 なリ。 去年 六月、 中 天竺 那蘭陀 寺の 三蔵 三人 來 

リ五臺 を巡禮 し、 五色 雲 a 圓光 *攝 身 光 を 見て 天竺に 歸リ たリ とぞ。 こ ひ 竹林 寺に は、 律 院， 庫 院* 

華嚴院 • 法 華 院 • 閣院 • 佛殿院 の六院 ぁリ。 一 寺の 僧す ベて 四十 人ば か^あう。 この 寺 は 五 臺に屬 せ 

入薹 II 竹林 寺  三 〇 一 


入唐 求 法 巡 禝行記 「五裹 山 之卷」 譯註  三 〇 二 

一 , 「巡禮 行 記」 卷ー ， 開 成 三年 十月 十九 曰の 條 にも、 こ Q 戒壇が、 洛陽終 南- W の 瑠璃 壇と 共に、 當時； 火 下に 二つし かな 

かった 一 公認の 戒壇の 一 つで あると 述べて るる。 

二、 詳しく は 那斕陀 僧伽 藍と 稱しミ 中 印度 王舍 城の 北に あった 寺で、 今の ラジギ ル の 北方 約 七哩バ ラガ オン の 地に 故址が 

ある。 西曆. 五 世紀の 初 頃、 崛多 王朝の 帝 曰 王が 創建し、 以後 歴代 增築 を經、 久しく 印度 佛 寺の 中心として 榮 えた。 

五日 寺 中に 七 百 五十 僧齋 ぁリ、 諸 寺 同じく 設く。 並に これ 齊州 靈巖 寺の 供 主の 設 くる 所な う。 

, 竹林 寺齋禮 の佛式 ひるまへ、 鐘 を 打てば 衆 僧堂に 入る。 大僧 a 沙彌 a 俗人 • 董 子 • 女人 次に 依って 

列座す。 表 歎 師槌を 打ちて 「一 切 恭敬、 敬禮 常住 三寶、 一 切 普 念」 と唱 ふ。 次いで 寺 中の 後生 僧 二人 

手に 金 連 をとう 蠡鈸を 打つ。 三 四 人 同音に 梵唄 を唱 ふ。 供 主 香 を 行 ひ、 僧俗 男女 を 論せ す遍 くみな 香 

を 行 ふ。 表 歎先づ 施主の 設供 書を讀 み、 次いで 表讃し 了う 便ち 「一 切 普 念」 と唱 ふ。 大僧 同音に 「摩 

訶 般若 波 羅密」 を唱 へ、 次いで 佛 菩薩の 御名 を唱 ふ。 大衆 これに 倣 ひ、 共に 釋迦牟 尼 佛。 彌勒尊 佛. 

文殊 師利 菩薩 。 大聖 普賢 菩薩 。 一 萬 菩薩 • 地藏 菩薩 • 一  切 菩薩 摩訶薩 を禮 す。 一 一十 八 天 釋梵王 等の S 

めに 常住 三寶 を敬禮 し、 今日の 供 主の 衆善莊 嚴 の爲 めに 常住  一 二 寶 を敬禮 し、 師僧 父母 法界 衆生の 爲め 

に 常住 三寶 を敬禮 す。 槌を 打ちて 「施 食 呪 願」 と唱 ふ。 上座の 僧 呪 願し 終，^ 飯 食 を 行 ふ。 上下 老少 道 

俗 男女平等に 供養す るな^。 衆 偕齋を 喫し 了 リ手洗 ひ 口 嗽ぐ。 次いで 槌を 打ち 念佛 す。 表 歎 師槌を 打 

ちて、 今日の 施主の 衆 善莊嚴 及び 法界 衆生の 爲 めに 麻 訶 般若 波 羅密多 を 念す とい ふ。 大衆 同音に、 釋 


迦牟尼 怫 • 彌勒尊 怫 • 大聖 文殊 師利 菩薩 • 一 萬 菩薩 • 一切 菩薩 摩 訶薩を 念す。 順次 これに 倣 ひて 共に 

念す。 念佛し 了れば、 槌を 打ちて 隨 意に 大衆 散 じ 去る。 -  • 

慕 際 雷な り 雹 ふる。 閣院 にて 道場 を舖 厳し 七十 二 賢聖を 供養す。 院の主 僧 常欽、 書 もて 諸 院に巡 報 

し 知らし む。 同じく 日木偺 にも 請 ひたれば、 便ち これに 赴き 道場に 入^て 禮 t の 法事 を 看る。 堂 中の 

傍 壁に 次第に 七十 二 賢 聖の畫 像 を 安 列す。 寶幡 寶珠、 世の 妙 綵を衋 し、 張施舖 冽す。 雜 色の 氈毯池 上 

あまね 

に 惠き洽 し。 花燈 • 名香。 茶，' 藥 * 食 を 賢聖に 供養す。 黄昏の 後大 僧集會 す。 一 僧禮 座に 上リ 先づ蠡 

鈸を 打ち、 次いで 法事 を 興せる 由來 を說 き、 一 々供 主の 名 及び 施物の 色目 を 唱へ擧 ぐ。 施主の 爲 めに 

佛 菩薩 を 念じ、 次で 七十 二 賢 聖を奉 請し、 一 々名 を稱 ふ。 名を稱 へお はる 每に、 皆 「唯 願 慈悲、 哀愍 

我等、 臨 道場、 受我 供養」 の 言を唱 ふ。 立禮 七十 ニ遍 にして 漸く 座 を 下る。 更に 法師 ぁリて 座に 登れ 

ば、 表 歎念佛 し、 諸佛 菩薩 を勸 請して 「一 心 奉 請 大師 釋迦牟 尼佛、 一 心 奉 請 當來下 生彌勒 尊佛、 十二 

上 願藥師 瑠璃 光佛、 大聖 文殊 師利 菩薩、 大聖 普賢 菩薩、 一 萬 菩薩」 とい ふ。 はじめに 皆 一 心 奉 請と い 

ふ。 次いで 同 ifj 曰に 散 花供養の 文を唱 ふ。 音曲 數般 ぁリ、 次に 尼法師 ぁリ、 これ また 表 歎 等 のこと 一 に 

僧 法師の 如し、 次いで 僧 法師 諸 僧と 同音に 唱讃し 了れば、 便ち 蠡鈸を 打ち 同音に 阿 彌陀佛 を <「5 じ、 便 

ちゃむ。. 次に 尼 衆 僧に 替っ てまた 前の 如くす 。かくの 如く 相替リ て 佛を讃 歎し、 直ちに 半夜に 到リて 
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事畢 る。 倶に 道場 を 出で 歸リ 散す。 その 奉 請 及び 讃文 は寫し 取^て 別に あ^。 

一、 齊州は 今の 山 東 省濟南 市と これ を 中心とする 地方で、 略 前 淸の濟 南 莳に當 る。 靈巖寺 は その 管下に 屬 する 長 淸縣 Q 

東南、 方 山の 麓に ある。 苻 秦の竺 法朗說 法の 地と いはれ、 後 魏の孝 明 帝の 時、 法定 禪師が 再興し、 唐 代に 入って 殊に 

榮 えた。 宋 以後、 天 合國淸 • 荊 州 玉 泉 • 金 陵 棲 霞の 三 寺， U 共に 天下 四 絶の 稱が あり、 今な ほ 有数の 伽藍で ある。 

二、 或は 槌を 打ち、 或は 念佛の 音頭 取り をす るな ど、 佛 事の 進行係 を 勤める 僧で ある。 「參 天 合 五臺山 記」 に 見える 表白と 

いふの は これと同じ もので あらう か。 

三、 後生と は 少年の 意味で、 なほ 小僧と いふが 如きで あらう。 

四、 大師の 入唐 新 求 聖敎目 錄に、 「請 賢聖 儀文幷 諸雜讃 ー卷」 と ある もので あらう。 

七日 閣院に 施主 ぁリ、 七日 僧 齋を設 く。 略-昨日に 同じ。 た ゾ香を 行 ふ 時、 道場 供養の 音聲に は、 

表歎師 「一 切 恭敬」 等を唱 へす。 た ゾし立 表 歎の 外 更に 別 僧あ^て 槌を 打つ。 餘の 法事 飲食 を なすこ 

と 法の 如し。 

十四日 夜、 惟 疋 • 惟 I 數十 人の 遠来の 沙彌 と共に 白玉 壇上に 於いて 倶足 戒を受 く。 

一、 共に 大師の 從 僧で、 その 中 惟正 は會昌 三年 七月 長 安 滞在中に 病歿した。 大屋 德狨 「入唐 沙門 惟正」 敏山宗 敎三卷 一 一 

號 (大芷 十 一 年) 參照 


三、， 大 華 嚴 寺 (五月 十六 日— 十 凡 日) 

十六 日 早朝 竹林 寺 を 出で、 谷に 乘 じて 東行す る こと 十 里、 東北に 向 ひて 行く こと 十餘 里に して 大華 

嚴 寺に 到る。. 庫院に 入リて 住す。 齋後、 湼槃院 に 到れば 賢 座主の 高樓の 上に 於いて 摩 訶止觀 を 講じ、 

疋に第 四卷を 講じ 終らん とする を 見る。 四十 餘僧 共に 聽け リ。 便ち 志 遠 和 上も講 下に ぁケて 止 觀を聽 

かる、 を 見る。 その 殿、 內 外の 莊 嚴精麗 名 づけ 難し。 下講 に待リ て、 志 遠 和 上 及び 講座 主、 同 聽の衆 

僧 等に 禮す。 志 遠 和 上の 房に 到れば、 和 上等 慰問 せらる、 こと 慇穀 なリ。 法^ 座主 は 新たに 西 ^ ょリ 

来らる。 文鑒 座主 は 久しく 山に 住し、 曾て 止 觀ノ法 華 經を講 せらる、 こと 數遍 なリ と。 諸聽衆 はこれ 

遠 和 上の 門下な リ。 或は 諸方よ リ來聽 する もの も あり。 聽講の 衆 四十 餘人は 並に これ 天台宗な う。 同 

じく 集リ、 相 慰めて 講 庭に 遇 ふ を 喜ぶ。 志 遠 和 上い はく、 負 元 二十 年、 日 木 國の最 澄三藏 天台に 入リ 

て 法 を 求む、 台 州 刺 史陸公 自ら 紙 墨 及び 書 手 を 出し 數百 卷を寫 して 澄 三 藏に與 ふ、 三藏 兼ねて 印 信 を 

得て 木國に 歸れリ 云々 と。 卽ち日 木の 天台宗 興 盛の こと を 問 はる。 因って 略-南 岳 大師 日 木に 生れ 法 

を弘め 給へ るの こと を陳 ぶれば、 遠 和 上 及び 大衆 甚だ 歡 喜せ リ。 大華嚴 寺の 十 二院、 僧 衆 至って 多 
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し。 皆 遠 和 上を以 つて 首座と なす。 和 上 施 利 を 受けす。 日に 一 瓊 のみ。 戒行淸 高に して、 六 時の 禮懺 

一 時 をも闕 かす。 常に 法 華 三味 を修 し、 一 心 三觀以 つて 心腑 とせら る。 志、 物 外に 超 ゆ。 遍山諸 寺の 

老宿、 es く 欽敬を 致す。 その 深意. は、 r 生 普賢 菩薩 を 見て 法 華 三 眛を證 せんと 欲せら る、 なリ。 

茶 を 喫した る 後、 湼槃 道場に 入リ て佛 の湼槃 相を禮 す。 雙樹の 下に 於いて 脇 を 右に して 臥す。 一 丈 

す 力た 

六尺の 容、 摩耶 夫人 悶絶 倒 地の 像、 四 王 八 部 龍神 及び 諸聖 衆、 或は 擧手 悲哭の 形、 或は 閉目觀 念の 

貌、 一 切 經の說 く 所に よって 祖 作す。 次いで 般若 院に 入り 文鑒 座主に 禮し、 兼ねて 天台 大師の 影像 を 

禮す。 鑒 座主 相 喜びて やます。 乃ち いはく 「此の 寺 二 座講を 開き、 天台の 敎を弘 傅す。 遠國の 僧の 天台 

の敎を 求め 此處に 到れる を感 a して 甚だ 感應 あるかな」 と。 更に 大鞋和 上の 影像 を 見る。 この 和 上 は 

曾て 此の 山に あつ _て 修行し、 五臺を 巡る こと 五十 遍 なリ。 また 曾て 五臺の 頂に 住し 冬 夏 下らす。 頂上 

に 住する こと 三年、 遂に 大聖の 加 被 を 得た リ。 大鞋を 着く。 高さ 一尺、 長さ 一 尺 五寸、 大 一 量 は 則ち 

二十 五 斤、 小 一 量 は 卽ち十 斤、 現に 影の 前に あう。 和 上 曾て 一 萬 五 千 具の 衣帔を 造リて 一 萬 五 千 僧に 

施し、 七 萬 五 千 供 を 設けた リ。 今 影像 を 高閣の 上に 置いて 供養す。 

此の 清涼 山 は 五月の 夜 も 極めて 寒し。 つねに 綿 襖 子 を 着る。 嶺上谷 裏、 樹木 ^ 長に して 一 も 曲戾の 

木な し。 大聖の 境地に 入る の 時 は、 極 賤の人 を 見ても また 敢て輕 蔑の 心 を 作 さす。 若し 驢畜に 逢 ふ も 


あた 疑心 を as す、 恐らく はこれ 文^の 化 現 かと。 目 を 擧げて 見る 所、 皆 文殊 所 化の 想 を す。 人 をし 

て 自然に 境に 對し崇 重の 心 を 起さし む。 

一、 卽ち 後に 見える 法 堅 座主の ことで ある。 、 

二、 西 京 は 長 安で ある。 唐 代、 長 安 は 初め 都と いひ、 玄宗 の天寳 元年に 至って 西 京と 稱し、 後 肅宗の 至 德ニ載 中京と 改 

めた。 間もなく 上 元 二 年 西 京の 號を復 したが、 廣德 元年に 至り 初めの 如く 上 都と した。 從 つて、 開 成 時代に は 長 安 は 

公式に は 西 京ではなかった が、 一 般には その 名が 行 はれて ゐ たので ある。 

三、 陸 公 名 は淳。 傳敎 大師 將來台 州錄に 詳しい。 

四、 南 岳 大師と は 支那； 大台の 第二 祖慧 思で ある。 慧 思が 歿後、 東國 日本に 轉生 したと いふ 話 は 古くから 支那で も 行 はれて 

ゐ たらしく、 我が 國 では それ を聖德 太子と 考へ たので ある。 喜 田貞吉 「聖德 太子 は 南 岳 大師 慧思禪 師の後 身と 云 ふ 事 

に 就て 」 (歷史 地理 五卷 ニ號) • 辻 善 之 助 「聖德 太子 慧思 禪師後 身說に 闘す る 疑」 (同上 五三 卷ー 號) 參照 

五、 支那 天 ム 口の 第三 祖 とい はれる、 天台宗の 大成 者 智者 大師 智顗 である。 

十七 日 延曆寺 未決の 三十 條を もって 遠 和 上に 呈上し 决釋を 請 ふ。 遠 和 上い はく 「聞くなら く、 天台 山 

-  --  まさ あらた  -' 

巳に 此の 疑 を 決せ リと。 合に 更 めて 决 すべから す」 と。 通す る を肯 せす。 晚際數 僧と #! 薩堂院 に上ク 

まみ  -  さか 

持 念 和 上に 見 ゆ。 年 七十なる も、 ふと 見れば 四十ば か^な， 9,。 人の いはく 「年 高 けれども、 すがた 肚 

なリ。 持 念の 力 を 得たり」 と。 

. ぎょう  の  . 

堂 を 開きて 大聖 文殊 菩薩 像 を禮拜 す。 容貌 願 然として 端嚴 比な し。 獅子に 騎ぅ たまへ る 像 五 間の 殿 
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に満 てリ。 その 獅子 精靈、 生 骨 儼然として 動 步の勢 ぁリ。 口よ リ潤氣 を 生す。 や、 久しく これ を視れ 

ば、 恰 かも 運動せ るに 似た リ。 老宿 いふ、 初め この 菩薩 を造リ たてまつ るの 時、 作リて は 便ち 裂き、 

六遍祖 作して 六遍頹 裂せ り。 その 博士 惆悵 してい はく 「吾が この 一 才、 天下 共に 知う、 しかも 皆 孤秀を 

許せ リ。 一 生來佛 像を祖 作す るに、 曾てい まだ これ を 裂 損せし ことなし。 今時 この 像 を 作る に、 齋戒 

至 心、 自 からの ェ 巧の 妙 を盡す は、 天下の 人 をして 瞻禮 し、 特に 發 心の 境 をな さし めんと 欲すれば な 

リ。 今旣 に六遍 造リ、 六 遍皆摧 裂す。 まさに 大聖の 心に 適 はざる こと あるべし。 若し 實に然 らば、 伏 

して 願 はく は、 大聖 文殊 菩薩、 我が， 爲 めに 親しく 眞容を 現し、 親しく 金 顏を覩 しめ 給へ。 卽ち倣 ひて 

造う 奉らん」 と。 發 願した るば かリ にて 眼 を 開けば、 文殊 菩薩 金色の 獅子に 騎リ、 その 人の 前に 現る 

-- 、一，.'  あが. \  . -: ,  ,.,--、， 

を a る。 や、 久しう して 五色の 雲に 乘じ 空に 騰^て 飛び去れ リ。 博士 その 眞容を 見る を 得て、 歡喜悲 

まさ 

泣し、 方に 先に 作る 所の 是 にあらざる を 知れ リ。 便ち 木樣. を改 むれば、 長短 大小、 容貌 髡髴 として 所 

現の 相 をと る。 第七遍 にして この 漦を祖 作す。 いさ、 かも 裂き 損せす。 事 ごとに なし やすし。 もとむ 

る 所の もの 皆應せ リ。 その 人 この 像 を 造 リ、 この 殿に 安置し 奉る。 露 眼中に 光る。 涙 を 注ぎ 乃ち いは 

く， 「大奇 な リ。 曾來 いまだ 曾て 見ざリ しもの、 今 見る こと を 得た リ。 願 はくば 劫々 生々 常へ に 文殊 師 

を は  ま 力 

利の 弟子と ならん」 と。 言 ひ * リて身 亡れ^。 向後、 この 像 時々 に 光 を 放ち 頻リに 靈瑞を 現す。 相 あ 


る每 に具錄 して 聞^ すれば、 勅して 架裟を 施さる。 今 現に 菩薩の 體 上に 披 せる もの は、 これ その 一な 

PO これによ リて、 每年 勅使 五 百頜の 袈裟 を 送う、 山 僧に 表 賜す。 每年 勅使 別に 香 花 .寶 蓋， 眞珠幡 

蓋 • 珮玉 • 寶珠 • 七寶々 冠 • 金 鏤香爐 • 大小 明鏡 • 花毯 • 白氍 • 珍 假花菓 等 を 送る。 積リて 漸く 已に 

多く、 衋く堂 裏に 舖 列し えす。 餘 はすべ て 現に 庫に 貯 積す。 自餘の 諸道 州 府の官 私 施主、， 每年 S る も 

あ  - 

の 勝げ て數 ふべ からす。 今 五 臺の諸 寺 文殊 菩薩 像 を 造れる は、 皆 この 聖像の 檨に模 す。 然れ ども 皆 百 

中た、、、 一 分 を 得た るに 過ぎす 云々。 その 堂の 內外、 七 寶の傘 蓋 を 菩薩の 頂上に 懸く。 珍 彩の 花幡、 奇 

異 の 珠 鬉等満 殿に 舖 列す。 寶裝の 鏡い まだ その 數を 知らす。 

出で、 殿の 北に 至れば、 北 臺， 柬臺を 望見す。 圓頂 にして 高く 聳ゅ。 絕 えて 樹木な く、 短 草 彩 を 含 

む。 遙か にこれ を 望觀 すれば、 夏 中秋 色 ぁリ。 却って 堂 前に 到れば 遙 かに 南臺を 望む。 また 樹木な 

く， 臺 頂獨リ 秀で 碧 天と 接 連し、 超然と して 衆峯の 外に 出づ。 西臺は 中臺に 隔てられて 望む も 見え ざ 

るな リ Q 菩薩 堂の 前に、 涯に 臨んで 三 の亭子 ぁリ。 地上に 板 を 敷き、 四面に 高欄 を設 く。 亭下は 便 

ち これ 千^の 岸に して 嶮峻 なリ。 老宿 いふ、 むかし、 日 木 國の靈 仙 三藏、 この 亭 子に 於いて 一 萬 菩薩 

を 見 奉る と。 

遍く禮 し. 訖リ て、 閣院に 到う 玄亮 座主に 見 ゆ。 四月よ リ 始めて 法 華經を 講じ、 兼ねて 天台の 疏を講 
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す。 聽衆 四十 餘人 はすべ てこれ 遠 和 上の 門下な リ。 朝 座 は 閣院に 法 華經を 講じ、 晚座は 湼槃院 に止觀 

を講 す。 兩院の 衆、 互に 往来して 聽く。 諸院 ょリ來 リて聽 くもの も 甚だ 多し。 當寺 上座の 僧洪 墓、 遠 

和 上と 共に 議 して 二 座主に 請 ひて この ニ講を 開きし なリ。 實に五 臺山大 華嚴寺 はこれ 天台の 流な りと 

いふべ し。 衆 僧と 共に 閣に 上り 功德 を禮拜 す。 閣の內 外の 莊嚴、 有らゆる 寶物、 菩薩 堂と 相似た リ Q 

ぎ 支 佛の頂 骨 を a る。 その 色白 黯色 にして、 狀は木 國の輕 石に 似 たれ ども 骨 內堅實 なり。 大 いさ 二 升 

椀 許リ、 見る にこれ 額已 上の 骨に して、 上に 白髮 長け 五分 許りなる を 生す。 剃りての ち 更に 生えし も 

のに 似た う。 西國の 僧の 貞觀 中將來 せる 所の ものな リ。 兼ねて 梵夾の 法華經 あう。 叉 佛舍利 ぁリ、 こ 

れを 瑠璃 瓶の 中に 置く。 金字 法 華、 小字 法 華、 精妙の 極みな り。 閣 前に 塔 ぁリ、 ニ曆八 角に して 莊嚴 

珠麗。 底 下に 阿育 王 塔 を 安置す。 地下に 埋蔵して 人の 見る を 許さす。 これ 阿育 王 造る 所の 八 萬 四千 塔 

の 一 數 なり。 

次いで 善 住 閣院に 入りて 隨 喜す。 禪僧 五十 餘人 あり、 盡 くこれ 毳衲 錫杖、 各 J 諸方より 來巡 せる も 

のな り。 勅して 鎭國 道場. を 置く。 天台宗の 僧 ありて 四 分 律を講 す。 また これ 遠 和 上の 門下な リ。 

一 、 「巡禮 行 記」 卷 一 、 開 成 四 年 二月の 條 によれば、 大師 は天ム 口に 入る こと を 許されなかった ので、 延曆 寺の 第二 祖圓 澄が 

天ム 口山に 寄せた 書と 納入す ベ き 袈裟、 並に 寺 家 未決 • 修瀰寺 未決 を^ 學僧簡 載に 託して 天 古山に もち 行かせた。 簡澄 


の 疑問 三十 條に對 して は、 後記の 如く、 禪林 寺の 廣修が 解答し、 後れて 國淸 寺の 維蠲 もまた これに 解答 を與 へた 。( 大 

日本 績蔵經 一 韓ニ編 五帙)  ， 

二、 博士の 名 は 安生と いふ。 この 靈驗談 は、 廣 淸涼傳 によれば、 唐の 睿宗の 景雲 年間、 法 雲と いふ 僧が 塑士 安生に 託して 

文殊の 聖像 を 造らせた 時の こと 、なって るる。 その 爲め にこの 文殊 殿 を 後に 眞容 院と稱 する やうに なった。 今日の 菩 

薩頂眞 容院の 前身で ある。 

三、 五臺 山の 諸 寺に 鎭國 道場が 置かれた の は、 いふまで もな く不空 三蔵の 盡カ による ものであって、 金 閣* 淸谅 • 華 赣* 

玉 華 及び 大曆法 華の 五大 寺が 卽ち それであった。  _  * 

十八 日 善住閣 院主の 請に 赴き、 かしこに 到 リて斷 中す。 仍って 台 州國淸 寺よ リ將來 せる 書 を 見る。 

先に 楚 州に 於いて 留學 僧圓載 上人に 付留 して、 天台 山 延曆寺 未決 三十 條を 送れ リ。 國淸 寺の 修 座主 已 

にこれ を 通决 し、 便ち 台 州の 印 信 を 請 ひ、 刺史 押印し おはれ リ。 修禪 寺の 敬 文 座主お に寫 し、 台 山に 

送って 天台の 諸 德を弘 む。 兼ねて 日 木 國無行 和 上の 天台に 送る の 書、 及び 天台の 修 座主 通 决已 に畢リ 

州の^: 信. を 請 ふの 書、 台 州刺史 批判して 印 信を與 ふるの 詞、 具に 寫し 付し 來れ リ。 

一 、 楚州は 今日の 安徽省 淮陰縣 である。 大師 はこ、 で 天 合 山に 入る 爲 めの 許可 を 待った が、 遂に 不首尾に 終った ので、 圓 

載に 諸事 を 託して 別れた。  * 

二、 卽ち禪 林 寺の 廣修 座主の ことで、 卷 一 、 開 成 四年閻 正月 十九 曰の 條 にも 見える。 こ 、 に國淸 寺と いふ の は 誤りで あら 

ラ o 

三、 敬 文 は 天台 山禪林 寺の 僧で ある。 やはり 開 成 四 年 閏芷月 十九 曰の 條に よれば、 大師 は揚 州に 於いて 敬 文と 會 見して る 

大華嚴 寺  三 一 一 
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る。 彼の 言 ふに は、 前年の 十月 蘇 州で、 日本の 國 使が 進 獻し來 り、 その 中に 大師が ゐる こと を 聞いた ので やって 來 

た、 最 澄が 日本から 來 たの は、 ira 分が まだ 童^で 行滿和 尙に從 つて ゐた 時であった、 それから 旣に 三十 年に もなる 云 

云と。 こゝ に修禪 寺と いふのお 禪林 寺の 舊名 である。 

四、 延曆寺 第一 代の 座主 義眞 のこと である。 彼 は延曆 二十 三年 最潦 等と 入唐して 天台に 詣り、 翌年 歸 朝した。 ；大 合啦主 を 

命ぜられ たの は 義眞が 始めで ある。 晩年 それ を圚 澄に 讓 つて 修禪院 に隱遁 した。 無 行 和 上の； 大台に 送る の 書と は、 卽 

ち 義眞が 支那の 天台 山に 通 決 を 求めた 所謂る 「修禪 寺 (院) 未決 十三 條」 で、 これ を圓 仁に 託した のであった。 これに 

も禪林 寺の 廣修が 解答 を與へ たこと が、 これによ つて 知られる。 


四、 臺 の 巡， 歷 (五月 二十 ョ —  二十 二日) 

二十日 始めて 臺を 巡る。 華厳 寺よ リ 西に 向 ひ、 坂 を上リ 行く こと 七 里 許ク、 王子 t に 至 リて茶 を 喫 

す。 西に 向 ひ 坂 を 上う 行く こと 六 七 里、 玉 花， に 至る。 更に 西に 向 ひ 坂 を 上る こと 十餘 里に して 中臺 

に 至る。 臺の 南面に 求雨院 あう。 院 よう 上リ 行く こと 半里 許う にして 臺 頂に 到る。 臺 上の 南に 近く 三 

鐡塔ぁ リ。 みな 層 級 相 輪 等な し。 その 體ー . に 覆 鐘に 似て、 周圓四 抱へ 許リ。 中間の 一 塔 は 四角に して 

高さ 一 丈 許リ、 兩邊 にある もの は圑圓 にして 並に 高さ 八 尺 許リ。 武婆 天ち の 五 臺を鎭 めて 建つ る 所 


なう。 武 婆と は 則 天皇 これな う。 鐡 塔の 北 邊に四 間の 堂 ぁリ。 文殊 師利 及び 佛の像 を 置く。 これよ > 

北 一 里 半 はこれ 臺 頂な リ。 中心に 玉 花 池 ぁリ" 四方 备ミ四 丈 許 リ、 名 づけて 龍 池と なす。 池の 中 ひの 

小島 上に 小 堂 ぁリ。 文殊 像 を 置く。 時人 これ を 名 づけて 龍 堂と なす。 池水淸 澄、. 深さ 三 もば かリ、 岸 

に 於いて 池 底の 砂 を 透 見し 得。 淨潔 にして いさ 、かも 塵 草な し。 臺頂は 平坦に して 周圍吉 町餘ば か 

う。 超然と して 孤 超し、 なほ 儁 出す るが 如し。 臺形圓 く 聳ゅ。 

こ、 に 於いて 餘の 四臺を 望見 すれば、 西臺。 北臺は 中臺を 去る こと 稍-近し。 中臺 を下リ 北に 向 ひ 

て 坂 を 上れば、 便ち これ 北 臺の南 崖な リ。 叉 中臺を 下リ、 西に 向 ひて 坂 を 上れば、 便ち これ 西 臺の東 

崖な リ。 ニー 臺の 地勢 近く 相 連る。 柬臺 • 南臺は 中臺を 去る こと 並に i 十 里ば かリ。 中 臺の東 脚 ま 艮：, 領 

高く 低く 屈曲 邐迤 し、 南に 向 ふこと 五十里、 地 は 便ち 南臺の 西北 脚に 連る。 北 臺の柬 北 脚 は 嶺下リ て 

また 上ク、 高く 低く 長嶺參 差し、 東に 向 ふこと 四十 餘里、 便ち 東臺の 西 脚に 連る。 然れ ども、 五臺高 

く 衆嶺の 上に 顯出 せリ。 五 臺周圍 五百里。 外 は 便ち 高峯の 重々 たる ぁリ、 谷 を 隔て、 高 起し、 五臺を 

遶 リて墻 壁の 勢 をな す。 その 峯參 差と して、 樹木 鬱 茂す。 た ゾ五臺 のみ は中菔 以上 一 も 樹木な し。 然 

れ ども、 中臺 は四臺 の 中心な リ。 臺上 到る ところ 水 地上に 湧く。 軟草 長さ 一 寸 餘、. 茸々 として 稠密、 

地 を 覆 ひて 生す。 これ を蹋 めば 卽ち 伏し、 脚を擧 ぐれば また 起つ。 步々 水に 濕ぅ、 その 冷き こと 氷の 

臺 の 巡 歴  三 一 三 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 一 四 

如し。 處々 の 小 窪 皆、 水 Y 中に 滿て リ。 臺上 到る 所、 砂 石 ま ぢはタ て 石塔 無數 ぁタ。 細軟の 草、 莓苔 

に まぢ リて蔓 生す。 地 水 濕なリ といへ ども 滷泥 なし。 莓苔軟 草根 を 布く こと 稠密なる によるな リ。 故 

に 遂に 遊 人 をして その 鞋脚 を汙 さしめ す。 奇花 異色、 山に 満ちて 開く。 谷より 頂に 至る まで 四面 皆 花 

にして、 なほ 錦を鋪 くが 如し。 香 氣芬馥 として 人の 衣裳 を薰ら す。 人の いはく 「今 この 五月 もな ほ 寒 

し。 花 開け. ども 未だ 盛なら す。 六 七月の 間、 花 開く こと 更に 繁し 云々」 と。 その 花色 を 看る に 人間い 

まだ 有ら ざ る もの なリ。 

臺 頂よ リ 東に 坂 を 下る こと 半里 許リに 菩薩 寺 ぁリ。 夏 は 粥 飯 あう。 た、 ゾ巡臺 の 僧俗に のみ 供す。 鐡 

塔の 前より 西に 向 ひて 漸く 坂 を下リ 行く こと 十餘 里、 峻坂を 下る こと 二 里 許 リ、 更に 坂 を上リ 西に 向 

ふこと 半里 許リ にして 西臺 供養 院に 至る。 院 後に 三 大巖峯 ぁリ嶮 峻直秀 にして 三峯 並び 起つ。 名 づけ 

て 香 山と いふ。 昔 天竺の 僧 あ^、 この 三峯を 見て 乃ち いはく 「我 西國 にあ リて 久しく 香 山に 住せ リ。 

今 この間に 到リ 再び 香 山 を 見る。. 早く もこ、 に 出現せ るか」 と。 供養 院ょリ 西に 向 ひ 坂 を 上る こと 五 

ひろ 

六 里に して 西臺の 頂に 到る。 臺頂 平坦に して 周 圍十町 許 リ。 臺の體 は 南北に 狹 くして 東西に 闊し。 東 

西 相 望めば、 東 狭く 西 闊し。 臺 頂の. 中心に もまた 龍 池 ぁリ。 四方 各 i 五 丈ば かリ、 池の 中心に 龍 堂 あ 

リ、 文殊 像 を 置く。 池の 東に 則 天の 鐡塔 一基 あ^。 形圓く 級な し。 高さ 五 尺 許 リ、 周 二 丈 許 リ。 莓苔 


f 草. 槃石 石塔、 奇異の 花 草中臺 に異ら す。 地上 水 湧き、 潜んで 草 下に 亭る。 窪處 こま 水 停る。 三方 

崖峻 なれ ども、 東岸 は邐迤 して 漸く 下 リ中臺 の 根 脚 二 連る。 

臺の 西よう 坂 を 下う 行く こと 五六 里。 谷に 近く、 文殊、 維摩と 對^ せし 所 ぁリ。 二 個の 大巖相 I ひ 

て 高 超す。 一 は 南、 一 は 北、 高さ 各よ 三 丈 許 >。 巖上 何れも 平らかに して、 皆 大石座 ぁク。 咱傳 へ 

て 文殊 師利 菩薩、 維摩と 相 見對談 せる 所な リと いふ。 その 兩 座の 中間、 下なる 石の 上に 師子？ 4 跡 

あ^。 石 面に 蹋入 する こと 深さ 一寸 許^な 巖 前に 六 間の 樓ぁリ て 東面せ リ。 南 頭に 文殊 像 を 置 

く。 雙 獅子に 騎る。 東 頭に 維摩 像 を 置く。 四角 座に 坐す。 、老人の 貌、 頂 髮は雙 結、 幞色は 素 白に して 

前に 向って 覆 ひ 逮花を 戴く が 如し。 黃丹衣 及び 白裙を 着け、 衣 上に 皮裘を II ね彬 る。 毛色 は斑駁 にし 

て 赤 白黒な リ。 兩手は 皮 袖に 入れす。 右 膝 は 屈して 座 上に 着け。 その 左 膝 をぎ て、 座 上に 踏む。 右寸 

は 案 几の 上に のせ、 掌 を 上に して 五指 を 伸ぶ。 左手に は麇尾 をとう、 腕を以 つて 左 膝の 上 を 押 ふ。 口 

を 開き 齒を顯 し、 語 笑せ る 相に 似た リ。 座 前に 近く 西 邊にー 天女 あ^。 東邊に 一 菩薩 ぁリ。 手に 鉢 を 

擎げ 飯を満 盛して 立つ。 叉 この 樓前 更に 六 間の 樓 あ^て 相對 ふ。 人の いはく、 化 現の 時の 檨を 見て こ 

れを 造る と。 樓ょク 東へ 行く こと 百步 ばか リに八 功德池 > あ^。 水 大巖の 底より 湧く。 巡り， 看て 夜に 到 

リ たれば、 却って 供養 院に 到リて 宿す。 

薹 の 巡 歷  一一 二 五. 
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一、 卽ち 王子 燒身 寺の ことで、 宋 以後の 壽寧 寺で ある C 

二、 今 は萬壽 寺と いひ、 中臺の 東南 麓に ある。 淸涼山 志 を 見る と、 隋の 時、 境內の 池に 白玉の 蓮 花が^い たので 玉 花 池と 

稱 したと あるが、 今 も 一 般には 玉 花 池と い つて ゐる。 廣 淸涼傳 によると、 當時 旣に廢 寺と な つて ゐ たやう であるが、 

唐 代に は不 空の 盡カ によって 榮 えた 寺で ある。 

三、 武婆 天子 はいふまで もな く、 唐の 中 宗の母 則； 大武 后の ことで ある。 中臺の 上に 二つの 浮斷 があって、 唐の 高宗 の龍朔 

年間、 長 安會昌 寺の 僧會 頃に 勅して 往ぃ てこれ を 修理 させた こと は、 遨宣の 三 寳感通 錄* 法 蔵の 華 嚴傳記 • 法 苑珠林 

(卷 十四 • 三十 九) *廣 淸涼傳 等に も 見える。 しかし 武 后の 鐡 塔に 就いては この 「巡禮 行 記」 以外に は 見 當らぬ やうで 

あ-る。 .  - 

四、 太 華 泉と か 太. 華 池と かいふ 場合の 方が 多い。 古く 水經注 (太平 寰宇記 所 引) にも、 中臺 頂上の 西北 陬に 一泉 あり、 こ 

れを太 華 泉と いふと ある。 古 淸涼傳 に は 次の 如く 見える。 周 廻 三十 八步、 水深 一尺 四寸。 前後 感 する もの、 或は 深く 

或は 淺く 同じから す。 その 水、 淸澈凝 映、 未だ かって 減竭 せす。 みな 以 つて 聖人 盥 漱の處 となす。 故に 往還の もの、 

多く 香 花 財 贿を以 つて これに 投じて 供養す 云々。 

五、 三 寳感通 錄ゃ廣 淸涼傳 に は、 上に 小石 浮 鬪 あり、 その 置 千 許り、 卽ち魏 の 文 帝宏の 立つ ると ころな りと 見える。 

六、 香 山 は 香醉山 • 香水 山 • 香 積山 ともい ひ、 梵語 乾 陀摩訶 術の 譯で、 今の ヒ マラ ャ 山脈 中 マ— ナサ 湖の 北岸に 聳える 力 

. イラ I サ山を 指す ものと いはれ る。 古來 この 山上に 天界 があって、 歌舞 音樂が 聞え、 異 花香 樹を 生す ると 信ぜられて 

をり、 今な ほ 波 羅門敦 徒の 信仰 を 集めて るる。 廣淸 涼傳に は、 西 臺の靈 跡と して 香 山 を 擧げ、 淸涼山 志に は、 中 西 二 

臺の 間に ありと 見える。 

七、 文殊 維摩の 對談は 維摩 詰 所 說經に 見える。 その 造 像の 最古の ものと して は、 雲崗 第五 窟 にある のが 有名で ある。 廣淸 


涼傳 では、 西 臺の靈 跡と して 二 聖對譚 石と 獅子 蹤を 擧げ てるる。 淸涼 9： 志に は、 唐の 法 林と いふ 僧が、 锱白ニ 叟がこ 

の 石 上で 雲して ゐる I てこれ に 近づく と、 忽ち 消え失せて しまった、 S 子 は、 この 驚 を 見て その上に 樓を建 

てた と ある。 

八、 廣淸涼 傳には 八功德 水と して 西臺靈 跡の 條に 見え、 淸涼山 志で は臺 北に ありと いふ。 

二十 一日 齋後、 中臺 菩薩 寺に 到つ， て 茶 を 喫す。 東北に 向 ひて 遙 かに 望めば、 谷底の 深處、 數十 町の 

地、 白銀の 色 を 見る。 人い ふ 「これ 千年の 凍 凌な リ。 年々 雪 消えす。 積って 凍 冷と なる。 谷 深く して 

陰 を 背に し 前 は 巖に被 はれ、 日光 を 遮って 曾て 照らさす。 故に 古よ リ 以来、 雪ー點 も消融 する の 時な 

し」 と。 谷の 前の 嶺は 便ち これ 中 臺の東 脚な リ。  . 

菩薩 寺よ リ 北に 向 ひて 中臺の 東岸に 沿 ひ、 邐迤 して 坂 を 下る こと 十 里ば かう、 叉 更に 坂. を上リ l 了く 

こだ 十餘 里、 北臺に 到る。 臺頂周 圍六町 許リ、 臺 體圑圓 にして、 臺 頂の 南 頭に 龍 堂 ぁリ。 叉 堂 內に池 

ぁリ。 その 水深 黑 にして 満堂 澄潭 なリ。 その 一 堂 を 分って 三隔 となす。 中間 はこれ 龍 王宮に して、 池 

水の 上に 臨んで 龍王の 像 を 置く。 池 上に 橋 を 造ク、 i ぎリ て. 龍王の 座 前に 到る。 これ 乃ち 五 臺の五 百 

毒 龍の 王な リ。 每 臺各ミ 一 百 毒 龍 ぁリ。 皆 この 龍王 を以 つて 君主と なす。 この 龍王 及び 民 は 文殊に 降 

伏せられ、 歸 依して 敢て惡 を 行 はすと いふ。 龍 堂の 左右 は 板墻を 隔て、 文殊 像 を 置く。 龍 堂の 前に 供 

養院 あ^。 現に 一 僧 ぁリ、 三年 飯 をく はす 日に たゾ 一 食の み o 泥土 を 食して 便ち 齋&。 發 願して 三年 

臺. の 巡 歷  . ミ， ヒ 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 一 凡 

臺頂を 下らす。 數 個の 弟子 院ぁ リ。 前 院は深 谷に 俯 臨し、 臺 睚嵯峨 として 千仞ば かリ。 この 谷 はこれ 

文殊の 曾て 金 鐘 玉 樓を化 現せし 所、 今 呼んで 鐘樓 谷と なす。 谷の 西 源 はこれ 中臺 東岸の 底な り。 谷の 

南 は 便ち これ 高嶺、 嶺の 北岸 は 極めて 嶮し。 而 して 深く 谷底に 到れば 千年の 凍 凌、 幽底 にあって 皓暉 

たリ。 叉 東南に 向へば 大華嚴 寺 を 望み 見る。 臺 頭の 中心に は 則 天の 鐡塔 ぁリ。 石塔 多く ぁリ てこれ を 

圍遶 す。 軟草莓 苔、 遍く 地上に 敷く。 三 四步を 隔て、 到る 所に 小 池無數 にあり。 名 づけて 龍 池と な 

す。 水、 砂 底よ リ 湧いて 淸く淺 し。 正北 正東 岸は峻 高に して 深 谷に 臨む。 北 谷 はこれ を宋 谷と いふ。 

曾て 一 僧 あ，^、 天台 智者の 法 華 三味に より 行 法禮懺 して、 普賢 菩薩 及び 多 寶塔を 見る を 得た るの 所な 

り。 南面 は峻路 とい へど も、 路 の攀蹋 すべき ぁリ。 西北 岸 は 漸く 下 リて堆 をな し、 終に 深 谷と なる。 

臺 頂の 東 頭に 高埠 ぁリ、 羅漢 臺と 名づ く。 臺上遍 くまた 樹木な し。 

羅漢 臺ょリ 東南に 向 ひて 下れば、 路邊 に燋石 多く 地に 滿っ。 方圓 にして 石 墻の勢 ぁリ。 その 中に 燋 

石 積リ満 てリ。 これ 地獄と 化する の處 なリ。 むかし、 代 州の 刺史性 暴に して 因果 を 信せ す。 地獄 ある 

を 聞く も 信せ す。 因って 遊 賞し 臺を巡 リて觀 望す。 こ、 に 到れば、 忽然と して 猛火の 巖石を 焚燒 し、 

黑烟 天を衝 いて 起 リ、 焚 石火 炭赫 奕と して 圍廓 をな し、 獄卒 前に 現れて 忿慟 する を 見る。 刺史 驚き 怕. 

丄ハ  _ かさな 

れ、 命 を 大聖 文殊 師 利に 歸 すれば、 猛火 卽ち滅 す。 その. 迹今 現に ぁリ。 燋石壘 リて垣 をな す。 周 五 丈 


許リ にして 中に .11 石 翁つ。 

一、， 廣 淸谅傳 西臺靈 跡の 條に は、 千年 氷窟と 見え 1 淸涼山 志にば 萬 年 氷と して、 事 一の 東 麓、 氷數丈 あり、 九夏 浒ぇャ と あ 

るの は、 卽ち これで あらう。 しかし、 現在で は 萬 年 氷 はない やうで ある。 

二、  * 臺 頂に 就いては、 古く 水經 注に、 その 北 臺の上 は 冬 夏 常に 氷雪 ありて 居る ベから す。 文殊 師利 常に 毒 龍を鎭 むる の 

所と ある。 淸涼山 志で はこれ を黑蘢 池と いひ、 次の 如く 記して ゐる。 北 裏の 上、 また 金 井池と 名づ く。 側に 龍王 祠ぁ 

り。 四方の 民 雨 を禱れ ばすな はち 應 すと。 廣 淸涼傳 では 天 中と 稱し てるる。 

三、 廣淸谅 傳に石 泥 和尙の 記事が ある。 曰く、 石 泥 和尙は 何の 代の 人なる か を 知らす。 これ を 古老 人に 聞く にい ふ、 西臺 

に 近き 東 * 谷 下の 岩間に 住して 修道す。 午 際に 至る 毎に 泥 を 搓て劑 となし 以 つて 中 食に 充っ。 人 能く^る なし。 後 そ 

の 終 を 知らす と。 これ 或は 大師が 北臺 上で 目擊 した この 僧の 誤傳 かも 知れない。 

四、 廣淸涼 傅に、 北臺北 谷の 內、 宋谷寺 a 寶積寺 あり。 又 東北に 寳 山寺 あり。 並に 谷內 にあり て、 院宇 幽奇、 摟臺 花麗な 

りと ある。 こ、 にい ふ 宋谷 が これで あらう。 

五、 淸涼山 志に は、 薹の次 東なる 一 級の 平臺 なり、 唐の 十六 梵僧 同じく こ 、 に 至って 化し 去る と ある。 廣淸涼 寧で は、 北 

薹靈 跡の 條に 見える、  . 

六、 この 地獄に 就いては、 廣淸涼 傳と淸 涼- W 志に 各，^ 異 つた 靈驗談 が傳 へられて ゐる。 卽 ち廣傳 によれば、 生地獄と し 

て、 北薹を 去る こと 東 程遠から ぬ 所に 亂 石の 交 $ 聳えた 地が ある。 古老に 聞く に、 昔 張 善 和と いふ ものが 白 兎 を 追つ 

てこ ， に 至り 內に陷 つて 地獄 を 見た とい ふ。 -W 志で は生陷 地獄と して、 隋の繁 峙縣の 民 張 愛と いふ ものが 龍 池の 錢若 

干 を 盗んで 將に歸 らんと したが、 暴風 忽ちに 起って この 危險 な斷 崖に 吹き 寄せられ、 氷雪に とぢ こめられて 死に 頻し 

た。 しかし 菩薩の 名を唱 へたので 許され、 翌日 白 兎に 導かれて 歸る ことが 出來 たと ある。 

薹 の 巡 歴  三 一九 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 二 〇 

二十 二日 粥 後、 北 臺の東 腹に 傍 ひ、 東北に 向 ひ邐迤 して 坂 を 下る。 嶺を 尋ねて 東に 行く こと 二十 里 

許^、 上米 普 通院に 到る。 堂 裏に あれば 忽ち 五 道の 光明 を a る。 直ちに 堂 中に 入うて 照し 忽然と して 

現れす。 惟正、 惟曉等 同じく 堂に あれ ども、 皆 物 を a すと いひ、 これ を奇 として 已 ます。 齋後、 嶺を 

尋ねて 東に 向 ひ 漸く 坂 を 下る こと 二十 里ば かリ にして、 東臺に 到る。 臺の東 頭に 供養 院 あう。 院に入 

かさ 

リて茶 を 喫す。 南に 向 ひて 坂 を 上る こと 二 里 許 リ、 臺 頂に 到れば、 三 間の 堂 ぁリ、 石を疊 ねて 墻 をな 

す。 四方 各. i 五 丈 許リ、 高さ 一 丈 許リ。 堂 中に 文殊 師 利の 像 を 安置す。 堂の 西北に 近く 則 天の 鐡塔三 

基 あう。 體、 諸臺の ものに 同じ。 臺 頂に 龍 池な し。 地上 また 水な く、 草 を 生す る こと 稍 〜深し。 臺頂 

は周圓 にして 四方 各ぶ 十 丈 許 リ、 臺の體 は 南北 や、 長く、 東西 狹し。 北 根 は 長さ 一 里 許リ。 臺の 南に 

嶺ぁリ て、 高く 低く 連る こと 三 里許リ なリ。 然れ ども、 臺頂は 最も 高顯 にして 樹木な し。 

.  三 

臺 頂よ リ 東に 向 ひて 直ちに 下る こと 半里の 地、 峻 崖の 上に 窟ぁ リ。 名 づけて 那 羅延窟 となす。 人の 

いはく、 むかし、 那 羅延佛 この 窟に 於いて 道 を 行 ひ、 後西に 向って 去る と。 窟內濕 潤に して 水 戶に漏 

る。 闊さ 六尺、 窟 內黑喑 にして 龍の 潜み 藏る、 あるべし。 日晚く 却って 供養 院に 至って 宿す。 時黃昏 

ならん として 天色 忽ち 陰リ、 東 谷の 底に 白雲 靉靆 たリ。 忽ち 赤く 忽ち 白く して 飛び 揚る。 雷聲 霹靂、 

深 谷に. 於いて 紛鬪 す。 人 高 頂に あ リて頭 を 低れ て視れ ば、 風雨 雹と 共に 亂れ墜 つ。 夜 深く して 息む。 


1 、 今日の 華嚴嶺 附近に 當る ものと 思 はれる。 

二、 古 淸涼傳 にも、 頂上 水な し、 た ゾ亂石 あるの みと ある。 

三、 廣淸 涼傳に 次の 如く 見える。 東臺の 東側に あり、 洞門 東に 向 ふ、 深さ 二 丈餘、 邐迤 隘窄、 斗ば かりの 大 いさの 如し。 

遊禮 する もの、 こ 、 に 至る も旣に 進む 能 はす。 往々 たノ 手を以 つて 捫 探し、 或は 燭を とって これ を 照す。 一穴た ゾ西 

t を 指し 稍ぶ 上に 向 ふ。 然れ ども 深さ 測る ベから す。 時に 冷 風 面 を拂ふ あり。 傳へ いふ、 この 洞 は 金剛 窟 と共に 皆大 

聖の をる 所な りと。 那羅延 天 は 元 來宇窗 の 力の 廣大な こと を象徵 する 神で あつたが、 後專ら その 有力 量の 點に のみ 重 

きが 置かれ、 支那で は. 單に 力士と も譯 され、 後世 金剛と 共に 天 王と して 寺 門に 安置す るの 風 を 生じた。 

五、 天ム 口の 敎迹 (五月 二十 三日— 六月 二十 九日 )- 

すなす 

二十 三日 齋後、 臺を 下る。 却って 上米 普 通院に 至リ、 便ち 南に 向 ひて 直ちに 坂 を 下る。 行く こと 

十八 里許リ にして 谷に 入る。 更に 東南に 向 ひて 行く こと 三 四 里、 更に 西 谷に 向 ひて 行く こと 一 里許リ 

ほとり  ぶつ ；， こ •  ま り 

にして 金剛 窟に 至る。 窟は 谷の 邊 にあ リ。 西 國の僧 佛陀波 利、 空手 山門に 到れば、 文殊、 老人の 身 を 

現して 入 山 を 許さす。 更に 西 國に往 きて 佛頂尊 勝 陀羅尼 經を 取らし む。 その 僧 却って 西 天に 到リ、 經 

を 取って この 山に 来れば、 文殊 接 引して 同じく この 窟に 入る。 波 利入リ たるば かう にて 窟の 門自づ か 

H< 合の 敦 迹  三 二 一 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 w 之卷」 譯註  三 ニニ 

ら 合し、 今に 至る まで 開かす。 窟の 巖堅密 にして 黄色 を 帶ぶ。 窟の 戶に當 つて 高樓 ぁリ。 窟門樓 下に 

ぁリ。 人 見る こと を 得す。 樓の東 頭に 供養 院ぁ リ。 窟 戶の樓 上に 轉輪藏 ぁリ。 六角に 造る。 

窟 sb を 見る に、 窟內西 天の 聖迹 多し。 維 衞佛の 時、 香 山の 摩 利大仙 三千 種の 七 寶樂記 を 造る。 その 

佛滅 する の 後、 文殊 師利 この 鐘 を もち 來リ この 窟 中に 收む。 拘留 秦佛の 時、 兜 率 天 王 鐘 を 造る。 一 千 

二十 石 を 盛る。 聲を 聞く もの 或は 四果を 得、 或は 初 地 等 を 得。 佛滅 する の 後、 文殊 師利 この 鐘 を もち 

來う てこの 窟 中に 置く。 迦葉佛 の 時、 銀の 箜篌を 造る。 八 萬 四千 曲調 ぁリ。 八 萬 四千 曲調 各 i 一  煩惱 

を 治す。 佛 滅度の 後、 文殊 師利 この 箜篌を もち 來リ窟 中に 收め 入る。 星宿 劫 第二 佛の 全身 寶塔ー 千 三 

百 級、 文殊 菩薩 この 塔 を もち 來リ この 窟に收 め 入る。 振 旦國の 銀紙 金 書 及び 百億 四 天下の 文字、 文殊 

菩薩 この 窟に收 め 入る 云々。 

窟ょリ 坂 を 上る こと 百 步許リ に 文殊 堂、 普賢 堂 ぁリ。 これ 仍ち大 超 和 上の 金色 世界 を 見る の處な 

リ。 日 晩く 却って 大華嚴 綱 維 寺に 到る。 湼槃院 を 引いて 閣下の 一 房に 安置す。 これ 卽ち講 法華經 座主 

玄亮 上人の 房な 5。 座主 講 によって 權に 閣院に 居る。 遠 和 上 及び 文鑒 座主の 院には 天台 敎迹の 文書 備 

足せう。 

一 、 入唐 新 求聖敎 目錄に 「五臺 山 金剛 窟收 五功德 記」 とい ふ ものが これで あらう。 維衞佛 (^婆 尸佛) • 拘留 秦 (樓 孫) 佛 • 迦 


葉 傲 は 長 阿 合 第 一 大本 經に 見える 過去 七佛の 一 である。 また 拘留 秦， 迦 葉 は 現在 賢 劫 千佛の  一 V 維 衞佛は それ 以前の 

佛、 星宿 劫 は 賢 劫千佛 出現の 後 更に 成佛 すべき 千佛と 解かれる。 從 つて、 古 淸涼傳 に は、 金剛 窟には 三世 諸佛 供養の 

具が こ 、 に 多く 蔵され てるる とい ひ、 靈跡 記と いふ もの を 引いて 同檨 のこと を 述べ てるる。 . . 

一 一十 四日 始めて 天台 文書の 日 木國に 未だ あら ざ る もの を寫 す。 

六月 - 

六日 勅使 来る。 寺 中の 衆 僧 壷く 出で ゝ迎 候す。 常例、 每年 勅して 衣鉢 香 花 等 を 送る。 使 送リて 山に 

到リ 十一 一大 寺に 表 施す。 細帔五 百頜。 綿 五 百 屯。 袈娑布 一 千 端、 靑色 にこれ を染 む。 香 一 千兩。 茶 一 

千 斤。 手 巾 一 千條。 兼ねて 勅 供して 十二 大寺を 巡， OS て 齋を設 く。 

一、 當 時の 大 寺と して は、 大 華厳 • 淸 涼 • 佛 光 • 金 閣 • 王子 • 玉 華 • 大曆法 華 • 大曆靈 境 • 竹林 等が 擧げ られ るが、 十二 

大 寺の 名目 は 明らかで ない。 

七日 この 寺に 於いて 勅齋 を設 く。 齋後、 華嚴經 一 部を轉 す。 晚際、 勅使 數十 僧と 共に 菩薩 堂に 上う 

て 化 現 を 求む。 湼槃院 に 到リて 遠 和 上に 禮拜 す。 

八日 勅使 齋を 設け 一 千 僧に 供す。 

九日 齋後、 勅使 金閣寺に 住く。 

十一 日 今上の 德陽日 なれば、 五 臺の諸 寺に 勅して 降誕 齋を設 く。 諸 寺 一時に 鐘 を 鳴らし、 最上 座の 

天ム 口の 敎 迹  三 二三 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 二 四 

老宿 五六 人 座 をた ちて 香 を 行 ふ。 聞けば 勅使 金閣寺に あ クて香 を 行 ひ 京に 歸れリ と。 

一、 卽ち 文宗の 降誕 曰で、 この 曰に は 宮中 を 始め 天下の 諸大 寺に 齋を 設けし めた。 

二十 一日 天色 美しく 晴れ、 空色 靑碧 にして 一 點の 翳な し。 惟 疋\ 惟嘵院 中の 數僧 と共に、 閣院の 前 

庭の 中に 於いて 色 光雲 を a る。 光明 暉曜 として その 色 殊に 麗しく、 炳 然として 空 を 流る。 頂上に 當リ 

良く 久しくして 沒す。 院 中の 數十僧 出で 来らざる もの 見る こと を 得す。 爱に汾 州の 頭陀僧 あう。 五臺 

十二 寺 及び 諸々 の 普通 蘭 若に 十 年 供養す。 主の 名 は 義圓、 今年の 供 を 送 リ來れ るに 因って、 ともに 光 

瑞を 見、 淚を 注いで いはく 「義 圓發 心して ょリ この 方 十 年、 每年遍 山の 供 を 送 リて闕 かざる に、 未だ 

曾て 一 相 を も 見す。 今外國 の三藏 と共に 光雲 を 見た^。 誠に 知る、 生處 各ミ殊 方に ぁリ とい へど も、 

大聖の 化 を 蒙る こと 同じく 緣 ある 哉。 今より 已後 同じく 緣を 結び、 長へ に 文殊 師利 菩薩の 眷族と なら 

ん 云々」 と。 

一 、 今日の 山 西省汾 陽縣。 

二十 九日 天 臺の敎 迹を寫 し 畢^ 、目録 を 作^て 遠 和 上に 呈し 法諱を 題せ しむ。 . 

一 、 入唐 新求聖 敎目錄 に、 五臺 山に ありて 求む ると ころの 天台 敎迹 及び 諸 章 疏傳等 三十 四 部 三十 七卷と ある。 


六、 金閣寺と 南臺 (七月  一 B— 四日) 

七月 

一 日 長 安に 往 かんが 爲 めに 行李 を排 比す。 人に 聞く に、 五 臺ょリ 長 安に 行く は、 西南に 向 ひ ニ千餘 

里に して 到る を 得るな リと。 齋前、 遠老宿 及び 天台 止観の 文句 を講 する 二 座主、 及び 諸 大衆 を 拜し訖 

る。 院の 主僧廣 初、 空 飯 を 設け 路を 送る。 齋 後便ち 發っ。 院內の 大衆 相 送り 三門の 外に 到リ て、 淚を 

捫リ手 を 執って 別る。 竹林 路を 取リ、 竹林 寺の 前より 西南に 向 ひ 一 高嶺 を踰 ゆ。 保 磨鎭國 金閣寺 堅固 

菩薩 院に 到りて 宿す。 遍臺 供養 主 僧義圓 もまた 汾 州に 歸る。 今日 華嚴 寺よ，^ 後に 續 いて 同 院に 來リ宿 

す。 院の 僧、 茶 語に いはく 「日 木 國の靈 仙三藏 この 院に 住する こと 二 年、 その後 七佛敎 誡院に 移う 

一 みまか 

て 亡れ リ。 彼の 三藏は 自ら 手の 皮、 長さ 四 寸闊さ 三寸 を剝 ぎて 佛像 を畫 き、 金 銅の 塔 を造リ て 安置せ 

リ。 今 現に 當 寺の 金閣の 下に ぁリ。 長年 供養す 云々」 と。 

二日 義圓供 主 等 及び 寺 中の 數僧 と共に、 金閣を 開きて 大聖 文殊 菩薩の 靑 毛の 獅子に 騎り 給へ る 聖像 

を禮 す。 金色の 顔貌、 S 嚴 にして 喩ふ ベから す。 叉靈仙 上人の 手 皮の 佛像 及び 金 銅 塔 を 見る。 叉 辟 支 

金閣寺と 南臺  三 二 五 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五薹 山 之卷」 譯註  . \ 三 二 六 

佛の 牙、 佛の a 身の 舍利を 見る。 菩薩の 頂に 當 つて 七 寶の傘 蓋を懸 く。 これ 勅 施の ものな り。 閣は九 

ぎょう 

間 三 層、 高さ 百 尺餘、 壁簷 椽柱處 として 畫か ざる はなし。 內 外の 莊嚴、 世の 珍 異を盡 す。 顒 然として 

獨り 杉林の 表に 出づ。 白雲 自ら 下に ぁリ て靉靆 たリ。 碧 層 超然と して 高く 顯 はる。 次いで 第二 層に 上 

リ、 金剛 頂瑜 珈五佛 像を禮 す。 これ 乃ち 不空 三藏の 國の爲 めに 造る ところに して、 天竺 那蘭陀 寺の 檨 > 

によって 作れ リ。 每佛 各-二 脇士 ぁリ、 並に 板 壇の 上に 列 置す。 次いで 第三 層に 登リ て、 頂 輪 王瑜珈 

會五佛 の 金 像を禮 す。 每 雜各ミ 一 脇士 菩薩 あう。 二 菩薩 合掌 をな すの 像、 佛の 前面に あう、 南に 向 ひ 

I  /  一 

て 立つ。 佛 菩薩の 手 印 檨貌、 第二 層の 像と 各ミ異 る。 粉壁の 內 面に は 諸 尊 曼荼羅 を 畫く。 塡色 未だ 了 

ら す。 これ もまた 不空 三蔵の 國の爲 めに 造る とこ. ろな リ。 

せん  、 k 

瞻禮已 に 畢リ、 閣を 下リて 普賢 道場に 到る。 經藏閣 を 見る に 大藏經 六 千餘卷 あう。 總べ てこれ 紺碧 

の 紙、 金銀の 字、 白檀 玉 牙の 軸な リ。 願主の 題 を 見る にい はく 「鄭 道覺。 長^ 人 也。 大曆 十四 年 五月 

リヲ シクテ  ビ  tK  二  シテ スノ  ヲ  . 

十四日。 巡， 一 五臺 1。 親 見 一 1 大聖 一 萬 菩薩 及 金色 世界一。 遂發 心。 寫， 一 金銀 字 大藏經 六千卷 1 云々」 と。 また 

脚 迹千輻 輪の 相を畫 ける あり。 幷 せて 跡の 根 由 を 書きて いはく 「負觀 年中。 太宗 皇帝 送 n 架娑： 。便 到， 1 

天竺，。 見 =ー 阿育 王 古寺 石 上 有- 佛跡 1。 長 一 尺八 寸、 闊 六寸。 打^! 佛迹， 來。 今 在， 一京 t,。 轉 畫來， 此 安置 云 

々し， と。 次いで 持 念 曼荼羅 道場 を簡 いて 尊像 を禮 す。 これ 卽ち不 空 三藏の 弟子 含 光が 李 家の 昌 I をし 


て 長 遠なら しめんが 爲 めに、 勅 を 奉じて 持 念 修法す るの 道 壇な リノ 面 ごとに 三 肘 ぁリ。 白檀の 汁を以 

つて 泥に 和して 塗リ 作る。 風の 吹く 每に 香氣 遠く 聞 ゆ。 金 銅の 道具 甚だ 多く 總 ベて 壇上に 着く。 次い 

で 普賢 堂 を 開きて 普賢 菩薩 像を禮 す。 三 象 並び 立ち 背 上に 一 菩薩 像 を 安置す。 堂內 外の 莊嚴、 綵畫鏤 

つぶさ  ぬひ ぼと け  いと  つらぬ 

刻、 具に 言 ふべ からす。 七 寶の經 S ぁリ。 眞珠 の繡佛 ぁリ、 線を以 つて 眞珠を 串き 絹 上に 繡 着く。 功 

迹 奇妙な リ。 自餘の 諸 物、 具錄 する に 暇 あらす。 禮 看し 畢リ、 却って 院に 到って 斷 中す。 

齋後、 供 主 頭 陀僧義 圓等數 人と 共に 同じく 一  行と なリ て、 南 臺に向 ふ。 金閣寺よ リ西、 寺 を 去る こ 

と 五 里に 清涼 寺 あ^。 今、 南臺を 管す。 この 五臺山 はすべ て 清涼 山と 號す。 山中の 造 寺、 この 寺が 最 

初なる が 故に 清涼 寺と 號す。 寺 中に 清涼 石 あう 云々 と。 頭陀に 導かれ 南 臺に向 ふ。 彼の 寺に 到る こと 

を 得す。 金閣寺の 三門 を 出で、 嶺を 尋ねて 南に 向 ふ。 坂 を 上うて 行く こと 二十 里に して 南 臺の西 頭に 

到る。 東に 向 ひ臺の 南岸に 傍 ひて 行く こと 四 五 里、 臺 上に 到る。 一 も 樹木な し。 臺の 東南 側に 供養 院 

まさ 

ぁリ。 院ょリ 北に 向 ひ 坂 を 上る こと 三百 步許^ にして、 方に 臺 頂に 到る。 三 間の 堂內に 文殊 菩薩の 像 

を 安置す。 白玉 石 もて 造^ 白玉の 獅子に 騎る。 軟草稠 茂して、 零 陵 香の 花、 臺に遍 く芳馥 たう。 臺體 

の 西北 及び 東南に は、 長嶺 高く 低く 邐迤 して 漸く 遠し。 東 • 西， 北面 は峻睚 レ して 邃 谷に 臨む。 

頂に あって 北に 向ひ遙 かに 四臺を 見れば 歷 然として 眼前に ぁリ。 首 を 廻らして 普く 五 頂を觀 るに、 
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入唐 求 法 巡 禮冇記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 二 凡 

圓く 高く 超然と して 衆峯の 上に 秀づ。 千 峰 百嶺、 松杉鬱 茂し、 參差 として 間 出す。 五 頂の 下 は 深溪邃 

谷に して、 その 底 を 見す。 幽泉澗 水、 たゾ 流れの 響 を 聞く のみ。 異鳥衆 峰の 上を翱 翔し、 羽翼 高き を 

凌げ ども 臺の 頂上 を 飛ぶ もの は 稀な リ。 五 頂の 地、 五百里の 外、 四面 皆 高峰 ぁリて 張 列し、 五 臺を圍 

繞 する こと 千里ば かタ。 その 鋒^ を 並べて 重 壚周遶 の 勢 ぁリ。 峰 谷 重々 として 幾重なる を 知らす。 東 

ょリ臺 山に 入リ てよ^、 山 谷に 入^て 行く こと 五百里、 上は巉 K の 頂に 至リ、 下 は 深 谷の 底に 到る。 

や 、  まさ 

動ぶ も すれば 七日 を經 て、 方に 五臺の 地に 到る こと を 得た う。 その 餘の 三方 四 維 もまた これ 遠く 山 谷 

に涉 る。 方に 五臺 に到リ て、 誠に 五 臺山は 乃ち 萬峯の 中心なる を 知れ リ。 五 百の 毒 龍 山に 潜み、 風雲 

を 吐き 納む。 四時 八 節 雷を輟 め、 雹 頻リに 降る。 天色 急に 晴る、 も、 遊 人つ ねに 明らかなる 光景 を 見 

す。 每に晴 明の 時五臺 を觀れ ば、 これ 淺黃の 色。 臺上 忽ち 一 點の雲 超 る を 見れば、 俄かに して 重 雲 山 

に遍 し。 

この 山に 入る もの 自然に 平等の 心 を 超 し 得。 山中、 齋を設 くるに 僧俗 男女 大小 を 論せ す、 平等に 供 

養し その 尊卑 大小 を 看す。 彼に 於いて 皆 文殊の 想 を 生す。 むかし、 大華 嚴寺大 齋を設 く。 凡俗 男女、 

えん 

乞丐 寒窮の もの も盡 く來リ 供を受 く。 施主 情 嫌して いはく 「遠く 山 坂 を 涉リ、 こ、 に到リ て^を 設く 

るの 意 は、 たゾ 山中の 衆 僧 を 供養 せんが 爲 めな^。 然るに この 麈 俗の lp 索兒 等、 盡 く來リ て 食 を受く 


る は、 我が 木 意に. あらす。 若レ これ 等の 乞丐 を 供養 せんとな らば" た、 ゾ木處 をして 齋を 設けし めん。 

何を以 つて 遠く この 山に 来らん や」 と。 僧勸 めて 皆 飯 食を與 へしむ。 乞丐の 中に 一 孕 女 あ リ、 懷姙し 

つぶ  おは  もと 

て 座に ぁリ、 備 さに 自分の 飯 食 を 受け 訖リ、 更に 胎 中の 孩 子の 分 を 索む。 施主 これ を 罵うて 與 へす。 

その 孕 女 再三い はく 「我が 胎 中の 兒 未だ 生れす といへ ども、 また これ 人の 數な リ。 何 ぞ飯食 を 與へざ 

なんじ 

る」 と。 施主の いはく 「儸 は愚癡 なリ。 肚裏の 兒 もこれ 一 數 な^とい へど も 出で 来らす。 飯 食 を 索む 

る の 時、 誰に 與 へ て 喫 はし めん や」 と。 女人 對 へて いはく 「我が 肚裏の 兒飯を 得 ざれば、 卽ち我 もまた 

まさ  ヒ  b づ 

合に 喫 ふこと を 得べ からす」 と。 便ち 起ちて 食堂 を 出づ。 纔に 堂の 門 を 出で たるば かリ にて、 變 じて 

文殊 菩薩と なる。 光 を 放ち 照曜 として 滿堂赫 奕た リ。 皓 玉の 貌、 金 毛の 獅子に 騎リ、 萬 菩薩 圍繞 して 

空に 騰^ 去る。 ー會 の衆數 千の 人、 一時に 走リ 出で、 茫然と して « えす 地に 倒れ、 聲を擧 げて懺 謝し、 

悲しみ 泣きて 涙雨と 降る。 一時に 大聖 文殊 師利 を稱唱 し、 聲竭き 喉 涸れる に 迄る も、 終に 廻 顧 を 蒙ら 

す。 髪 髴 として 見えす。 大會の 衆、 飯 を 食 ふもう まから す、 各自 發 願す 「今よ， CN 已後、 供 を送リ 齋を設 

すべ か  四 

くるに は、 僧俗 • 男女 • 大小 • 尊卑. • 貧富 を 論せ す、 皆須 らく 平等に 供養すべし」 と。 山中の 風 法、 

これに 因って 平等の 式 を 置く。 自餘の 靈化頻 5 に 多瑞を 現す は 天下 共に 知る。 今 現に 齋會に は、 食堂 

の內に 於いて、 丈夫 一列、 女人 一 列、 孩兒を 抱く もの あれば 兒 もまた 分 を 得。 量子 一列、 沙彌ー 列、 
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入唐 求 法 巡 禮行記 「五 裏山 之卷」 譯註  三 三 〇 

大僧 一列、 尼 衆 一列、 皆 床上に あって 供養 を受 く。 施主 平等に 食 を 行 ふ。 人の 分外に 多く 索む る もの 

あや  . 

ある も、 また これ を 性し ます、 多少に 隨 ひて 皆 これ を與 ふるな リ。、 

山中 甚だ 寒し。 五六 七月、 五臺 五百里の 內に遍 く、 奇異の 花 開き 敷く こと 錦の 如く、 満山 遍谷、 香 

ねぎ にら  とゾま 

氣薰馥 たリ。 每臺 多く 葱 韮の 生す る ぁリ。 むかし、 孝 文 皇帝 この 五 臺に住 リて遊 賞す。 文殊 菩薩 化し 

て 僧形と なリ、 皇帝に 從 ひて 一 座 具の 地 を 乞 ふ。 皇帝 これ を 許す。 その 僧 許されて 已に 一 座 具 を 敷く 

に、 五百里の 地に 滿っ。 皇帝 條し みてい はく 「朕 はた、 V 一  座 具の 地 を 許せし に、 この 僧 は 一 座 具 を 敷 

きて 五臺に 遍く滿 たせる は大奇 なう。 朕 は 共に 此處に 住る ベから す」 と。 遂に 葱 韮を以 つて 五 臺の上 

に 散 じ、 便ち 山 を 出で 去れう。 僧 後に 零 陵 香の 子 を もて、 葱 韮の 上に 散 じて 臭氣 なから しむ。 今 現に 

每臺遍 く 葱 韮 を 生 すれ ども、 總 ベて 臭氣を 聞かす。 零 陵 香臺に 満ちて 生 ひ 茂リ、 香氣敦 魁た う。 相傳 

クゾ  ヲ  }A 

へ い ふ 「五臺 五百里、 敷， 一 一 座 具 一地 矣」 と。 

今 南臺の 上に あ^て、 頭 陀等數 十 人と 共に 同じく 大聖の 化 現 を 求む。 夜に 及ぶ も 見 ざれば、 遂に 院 

に 歸リて 宿す。 初夜 臺の 東に、 一 谷 を 隔て、 嶺上、 空中に 聖燈ー 盞 ある を 見る。 衆人 同じく 見て 禮拜 

す。 その 燈の光 初め 大 いさ 鉢 ほどの 如し。 後 漸く 大 にして 小屋の 如し。 大衆 至 心、 高 * にて 大聖の 御 

名 を 唱^。 更に 一 盞燈 あう 谷に 近く 現る。 また^め は I の 如くして、 向後 漸く 大な う。 兩登相 去る こ 


と、 遠望 すれば 十 丈 許リ、 燈 光焰然 たり。 直ちに 夜半に 至う 沒 して 現れす。 一 

一 、 中 印度 摩 揭陀國 華氏 城の 阿育 王 故 寺に あった 有名な 佛足 石の ことで、 それ を 唐の 貞觀 二十 三年 王玄 策が 使した 時に 寫 

しても， ち歸 つたので ある。 この こと は 法 苑珠林 (卷 二十 九) に 見える。 金閣寺の もの は それ を韓寫 して 畫ぃ たも ので あ 

る。 我が 大和 藥師 寺の 佛足石 もこの 王玄 策の ものに 基いて るるとい ふ。 

二、 舍光 は不空 三蔵の 高弟で、 付 法 門下 六哲の 一 とい はれる。 しかし その 姓 貫 は 不明。 大曆 元年 五月、 不 空の 奏 により 勅 

を 奉じて 臺 山に 登り、 金閣寺の 興 造に 當 つたので ある。 

三、 いふまで もな く、 唐の 王室の ことで ある。 

四、 この 文殊が 化身して 貧 女と なった 感應 談は廣 淸涼傳 ゃ三寳 感應耍 略な どに も 見える。 それによ ると、 この 貧 女 はニ兒 

を 抱え 一 匹の 犬 を 連れて ゐ たとい ふこと で、 昇天の 時には 犬 は 獅子と なり、 ニ兒 は善财 童子と 于闐 王に な つたと あ 

る。 所謂る 渡海 文殊の 像 はこの 時の 有樣を H したの だとい ふ說も ある。 (田 中 喜. 作 「文殊 渡海」 畫說 五十八 號) 淸涼山 

志で はこれ を 北魏の 時の こと 、してる る。 

五、 廣 淸涼傳 によると、 この 話 は 北臺の 東北に 當る憨 山と いふ 山の 上での 出來 事と なって るる。 孝 文 帝が 驚いて 騎馬で こ 

の 山 を 立ち去らう としたが、 ふりむく と 山が 何處 まで もつ いて 來 るので、 帝 ほ 叱して 「爾 好憨 山。 何隨 睽耶」 といつ 

た。 そこで 山 は 止った が、 これが 憨 山と いふ 名の 起り である. と。 

三日 齋後、 頭陀 等と 共に 同じく 一行と なる。 頭陀 のい はく 「相 送リて 直ちに 汾 州に 到らん。 路 にあ 

つて はために 主人と ならん」 と。 臺 頂よ リ 南に 向 ひ 下り 行く こと 十七 里 許リ、 谷 裏に 一 院 ぁリ。 居舍 

破れ 落ち ズ人 なし。 名 づけで 七佛 敎誡院 とい ふ。 院の 額の 題に， 「八 地 超 蘭 若」 と ぁリ。 日 木 僧 靈仙曾 

金閣寺と 南薹  三 三 一 
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ま 力 

て 此處に 居 リて身 亡れ リ。 渤 海の 僧貞 素の 靈仙 上人 を哭 する の 詩、 板 上に 書し 釕 もて 壁 上に とゾ む。 

これ を寫 せば 後の 如し。 

哭， 1 日 木國內 供奉 大德靈 仙 和尙, 詩幷序  渤海 國僧貞 素 

き 余 者 謂-, 之應 公- 矣。 公仆而 F 之。 隨. 師 至，， 浮 桑，。 小 而大. 之。 介 あ C 乎緇 林-マ 4 亦 あ 期 纩物>  え I 及ヲぁ 

宗. 1覇業-。 元 和 八 年窮秋 之景。 逆旅 相 逢。 一言 道 合。 論， 之 ヲ。 素 i, 於 周 1,。 小 子 ^^其 可， 乎。 E^fc 

タにク モア ラ ク フニ  ル ムニ ガヲノ  f  \  -!3  ス  -- 

未， 幾。 早 向，， 鴒 原，。 鶬鴒之 至。 足， 痛，， 乃 心，。 此仙 大師 是我應 公之 師父 也。 妙理先 契。 示，， 于 元^。 長慶 

二 年 入室， 1 五 臺！。 每以， 身 厭- *： 瘀之器 1;- 不„ 將， 心 聽， 一白 猿 之 啼,。 長 慶五年 日 木 大王 遠 賜，； 百 金,。 IT 至ノ 1 

安，。 小 子轉， - 頜金 書，。 送 到，， 鐡 穀，。 仙 大師 頜， 金 訖。. 將，， 一 萬 粒舍利 • 新經兩 部 • 造 勅 五部 等 >  屬，， I 小 

子-。 請き 1 日 木， 答 * 謝國 恩. I。 小 子 便 許。 一 諾之 言。 豈&萬 里 重 波，。 ^遂 £ 無 外緣， 期^ h 遠大 >  ^紘 

之 日，。 叉 阼，| 百 金？ 以， 一太 和 二 年 四月 七日 一。 却 到 ，ー 靈境 寺，。 求 ユ訪仙 大師 一。 亡 来日 久。 泣， 我 之 血 ーヲ。 崩 U 我 

之 痛，。 泛 -1 四重 溟渤， 。視， 死 如， 歸。 連 互 同，， 行李，。 如， 1 食 之 頃， t。 則應 公之 原 交， 所， 致 ス焉。 吾 |t も而復 li。 

クハ  シク マル 二  ス  「 

願 靈凡兮 表悉。 空 留， ー澗 水，。 鳴 咽 千秋 之聲。 仍 以，， 雲 松，。 惆ュ悵 萬 里 之 行,。 四月萁 落。 如 一 首 途望京 之 耳。 

不レ航 -1 麈心 1 涙 自涓。 情 因， 1 法眼， 奄， 1 幽 泉，。 明朝 儻 問，， 滄波ノ 客，。 的 fen ァ白足 St 


大和 二 年 四月 十四日 書  「 . 

小窟 中に 七 佛像ぁ リ。 窟の 戶に當 つて 一 堂 ぁリ。 堂の 南邊に 一 小菴室 あ^。 堂 下に 二 星 あ^。 並に 

破 落せ リ。 庭 地 芒 蕪と して 人な し。 むかし、 この 窟 前に 七佛 現る。 

^ま 力  — 

南に 行く こと 七 里 許，^ にして 大曆靈 境 寺に 到る。 老 宿に 向 ひて 靈仙 兰藏の 亡れ る 處を問 ふに、 卽ち 

- てっきん  1 1 

いふ 「靈 仙， 三藏 先に 曾て 多く 鐡戀蘭 若 及び 七佛 敎誡院 にあ リき。 後、 この 寺に 来り 浴室 院に 住せ リ。 

人に 藥 殺せられ 毒に 中リて 亡れ リ。 弟子 等埋殯 すれ ども、 未だ 何處 なる を 知らす 云々」 と。 

寺の 三門の 兩 邊に聖 金剛 菩薩 像 あ， タ。 むかし、 太 原。 幽 。鄭等 三 州の 節度 f に 於いて 皆 金剛 身 を 現 

みづか ， 

して、 自らい はく 「我 はこれ 樓至佛 なリ。 身ら 神と な リ佛法 を 護る。 埋れて 地中に ぁリ、 年 を 積んで 

鳖 となる も 再び 出現す。 今 臺山靈 境 寺の 三門の 中に ぁリ」 と。 三 州の 節度 使 驚き 榷 しみて、 具に 相貌 

を錄し 各、、 使 を 遣して 訪 はしむ。 二 金剛、 寺 門の 左右に ぁリ。 その 形 貌體氣 、一に 木 州 所 現の 體 色に 

同じ。 その 使 却って 木 道に 到って これ を 報す。 遂に 三 州 使 を發し 來リ、 特に 舊 像お 修 む。， 靈驗 多し。 

つぶさ  四-いぬ， 0  ' . 

具に 碑文の 如し。 これ を寫 して 別に あ^。 三門の 側の 乾の 角に 近く 山楡樹 ぁリ。 根底 空 豁 にして 窟を 

なす。 名 づけて 聖鐘窟 とい ふ。 窟中 時に 鐘 響を發 し、 響發 する の 時山峯 振動す。 相傳 へて いふ、 これ 

はこれ 大聖 文殊の 化する 所な リと。 相傳へ 呼んで 聖鐘 谷と なす。 寺の 正東、 寺 を 去る 十 里ば か リに高 

金 閣 寺 と 南 薹  三 三 三 


入唐 求 法 巡 禮行記 「五臺 山 之卷」 譯註  三 三 四 

峯 ぁリ、 號 して 寶 石山と なす。 窟の中 小石 多し。 石 ごとに 圓光 • 攝 身 光 • 五色 雲 を 現す。 これ もまた 

聖人 化 現の 致す ところな リ。 

一、 廣淸涼 傳には 南 薹の靈 跡と して 七佛谷 を擧げ てるる。 淸涼山 志に よれば、 七 佛洞は 南臺の 西南 二十 里に あり. - むかし 

七 人の 梵 僧が こ  >  に 至って 入寂した ので 七 佛の像 を 作って 安置した と ある。 小 野 玄妙 師 によれば、 靈境 寺から 河原 沿 

ひ * 三 四 支 里に その 古趾が あると い ふ。 

二、 廣 淸谅傳 によれば、 西 臺東峨 谷の 南、 鬱蒼たる 森林の 中に 鐵鷇寺 その他の 寺が あると 見える。 淸涼山 志で は、 西臺の 

西南 六十 里に あって、 唐の 慧淇 大師の 創建と あるが、 現在 そ， の 存否 は 不明。 

三- 太 原 は 河 東 節度 使、 幽州 は幽州 節度 使、 鄭州 は鄭陳 節度 使の 夫々 の 治 所で ある。 鄭陳は 肅宗の 乾 元 二 年に 置かれ、 上 

元 二 年に 至って 淮 西に 併合され た。 

四、 入唐 新求聖 敎目錄 に. 「五臺 -3 大曆靈 境 寺 碑文 ー卷」 と ある ものである。 

五、 廣淸涼 傳には 見えない が、 淸涼山 志に は 次の やうな 記事 ある。 聖鐘山 は南蔓 の 南 八十 里に あり。 むかし 祌鐘 あり、 飛 

來 して 岩 上に 懸る。 鐘、 後 飛び 鳴りて 去る。 今鐡 蘆な ほ存 すと。 

四日 齋後、 西南に 向 ひ 谷に 入リ 嶺を踰 え、 行く こと 十五 里に して 大曆法 華 寺に 到る。 重閣峻 崖の 上 

に 建つ。 四方の 涯面盡 くこれ 花樓寶 殿、 地の 高低に 任じて 堂舍比 櫛す。 經 ，像， 寶物、 絕妙言 ひ 難し。 

諸院を 巡觀し 次いで 法 華院に 入る。 神道 和 尙の影 を 見る。 この 和 上 は 在世中、 天台 法 華 三味の 行 法に 

依って 修行す。 つねに 法 華經を 念じ 四十 三年 院を 出です。 六 根 淸淨を 感得せ リ。 遷化して 數 年な リ。 


レ 


その 影、 所持の 法 華經、 及び 三昧 行 法 並びに 三昧 を證 得せる 坐 處の大 椅子み な 現存す。 法 華 寺よ リ西 

北 十五 里に 佛 光寺 あう。 

1、 廣 淸涼傳 では 南 臺に屬 せしめ、 淸涼山 志で は南臺 外の 寺と なって るる。 唐の 神 英和 尙の 創建。 同 和 尙は開 元 四 年五臺 

山に 登り、 二の 地に 於いて 文殊 所 化の 大 伽藍 を 感 見し、 發 願して 遂に この 法 華 寺 を 建立した。 神英 はこ , に 住して 入 

寂し 宋 代に はな ほその 靈 塔が 殘 つてる た。 この 寺 は 唐 代に は 非常に 榮ぇ、 殊に 不空 時代に は 五大 寺の. 一 として 鎭國道 

場が 置かれた 所で ある。 現在 伽藍 は 荒廢を 極めてる るが、 淸涼嶺 の 西に 殘 つてる る さう である。 こ 、 に 神道 和 尙とぁ 

るの は卽 ち祌英 のこと である。 

七、 歸路 I 太 原まで (七月 五日— 十二 日) 

五日 齋後、 西南に 行く こと 二 里に して、 上 房 普 通院に 到^ 宿す。 

二 

六日 早く 發っ。 西南に 向 ひ 行く こと 五 里 許 リ、 南に 向へば 遙 かに 高嶺 を 望む。 巖 頂魔巇 にして 中 ひ 

かなた  、  . 

に 一 大ポ ぁリ。 a 畔の空 を 透 見す。 その 孔 遠見 すれば 笠子ば か リの大 いさな リ Q これ 乃ち 孝 文 帝の 箭 

を 射て 透過す る處 なう。 西南に 向 ひ 行く こと 七 里許リ にして 思 陽き に 至る。 むかし 儀 鳳 元年、 西 天の 

梵僧佛 陀波利 こ、 に 到 リ、 涙 を 雨と 流して 臺山を 遙禮 し、 大聖の 化して 老人と なリ、 約して 天竺に 却 

歸 路 ，11 太 原 ま で，.  三 三 五 
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>怫 頂 を 取 もしむ る を 感得せ し處 な^。 今 現に 寶幢を 建つ。 幢の 上に 佛頂 陀羅尼 及び 序を篆 す。 便ち 

波 利の 老人に 遇^の こと を顯 す。 思 陽 嶺ょリ 西南に 行く こと 十三 里に して 大賢 嶺に 到リ、 普 通院に 於 

- ., . ： ■  .  -  - 二に  • 

いて 斷 中す。 路ぉ 嶺上を 過ぐ。 嶺の 頂に 當 つて 重 山門 樓 ぁリ。 これ 乃ち 五臺の 南山 門な リ。 齋後、 西 

南に 向 ひて 行く こと 五 里 許リ、 代 州 所管の 五 臺縣に 到る。 西南に 向 ひて 行く こと 三十 里、 胡陁 河^ 過 

ぎ 建 安寺に 到って 宿す。 

ビ，  * 

一、 五 臺縣と 豆村鎭 との 中間に 位し、 今 も その上にば 尊滕 寺と いふ 寺が あり、 新しい 十三 層の 甎 塔が 遠くから 望まれる。 

今 そこに. I！ 宋の 天聖四 年の 年號 ある 尊滕 陀羅尼 經幢が ある 由で ある。 思 陽 嶺は卽 ち 廣 陽嶺 のこと であるが、 これ は 唐 

の 高祖の 祖の諱 を 虎と いったので、 唐 代 の 習慣と して 黡の字 を 避けた もので あらう。 

二、 思 陽嶺の 西南に あり、 五薹縣 から 山に 入る 舊道 はこ、 を 通過す る。 今 曰で は 閣道嶺 とい ひ、 今な ほこ、 に關 門が あり 

五薹靈 地の 入口と なって るる。 十 萬 分 一民 國圖等 をみ ると、 南 大賢 (仙)、 北大 賢 (仙) の 地名が 認められる。 

三、 いふまで もな く、 滹沱 河の あて 字で ある。 

四、 敦煌の 第一 一 七窟の 壁畫に 「大建 安之 寺」 と ある。 「山 西 仝 省各縣 分圖」 及び 五 臺新志 等に よると、 河邊 村の 東北、 

滹沱 河の 南に 大建 安、 東 建 安、 西 建 安の 地名が あって、 寺 名の 名 殘りを 止めて るるが、 寺の 存否 は 不明で ある。 

八日 齋後、 西南に 向 ひて 行く こと 三十 里、 忻 州定襄 縣七巖 寺に 到って 宿す。 

一、 定襄縣 は 今日の 山 西 省 定襄縣 の 地。 七 巖山は その 東南 十八 支 里に ある 名- W で、 山に 七つの 巖 洞が あるので その 名が 起 

つたと いはれ る。 今 山上に は 代 王 夫人 を祀 ると いふ 聖母 祠 がちる。 


九日 早く 發っ。 西南に 行く こと 三十 里 許リ、 胡 村 普通 I に到リ て斷 中し 縱む。 

一、 「山 西 仝 省各縣 分歸」 によれば、 定襄縣 城の 南 約 十五 支 里に 湖 (胡) 村と いふ 村が ある。 r 定襄 金石 孜」 (卷 三) に は、 

. この 胡 村 文殊 寺に 現存す る 元の 延祐四 年の 「文殊 院碑 記」 を收錄 してる るが、 この 文殊 院 こそ 胡 村 普 通院の 名 達り か 

も 知れない。 

十日 ほく 發っ。 行く こと， 三十 里 許^、 宋村普 通院に 到リ. て斷 中す。 行く こと 三十 五 里、 石嶺 鎭南關 

頭 普 通院に 至うて 宿す。 

一、 「山 西 仝 省 各縣分 阖」 によれば、 忻縣狨 の 東方に 大 南宋 村 • (小) 南宋 村 • 北宋村 等の 地名が 見え、 光緖 「忻州 直隸州 

志」 に は 何れも 狨を距 る 十五 里と ある。 宋村普 通院 は 恐らく こ， にあった ので あらう。 

二、 石嶺關 は- W 西 省 陽曲縣 (太 原) の 東お 百餘支 里、 忻驟 との 境界に あり、 古來北 邊に對 する 耍害 として 知られ、 唐 初 は 突 

厥に 對し、 唐 末 五代に は 契 丹に 對 して 太 原 を 防禦す る據點 であった。 成尋も その r 參 天台 五臺， W 記」 の 中に この 關に 

J いて 重々 たる 門、 四面 垣 上の 矢 倉 城の 如しと 稱 してる る。 

十 一 日 早く 發っ。 大干普 通院に 到 リて斷 中す。 行く こと 一 一十 五 里、 i 地 あに 至リて 宿す。 

一、 リ十 は大于 (盂) の 誤りで あらう。 地圜 によれば、 石 嶺關の 南に 大盂鎭 とい ふ 地名が 認められ、 成 尋は石 領關の 南 十五 

里の 大盂 馬舖を 通過した こと を 述べ てゐ る。 篱 の盂縣 故城の 地で ある。 

二、 成尋の 日記で は、 太 原. 府の北 四十 五 里、 大盂馬 舗の 南 三十 五 里の 地に、 塔 地馬舖 として 記されて ゐる。 「山 西 佥省各 

縣 分歸」 に は 北 塔 地と あり、 道 光 「陽 曲 縣志」 に は北塌 地と 見える。 恐らく 搨 地の 誤記で あらう。 

歸 路 II 太 原まで  三三ヒ 
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T-  二 

十二 日 五更に 發っ。 行く こと 三十 五 里、 白 楊 普 通院に 到リ て斷 中す。 更に 行く こと 十五 里， 三交驛 

み づラす  -. 

に 至 リて歇 む。 次いで 定覺 寺莊に 入る。 水碾を 見る。 名 づけて 三交碾 となす。 更に 行く こと 十五 里に 

して 太 原府に 到る。 これ 則ち 北京に して、 西 京 を 去る 二 千里ば かりな リ。 北門よ リ 入リ、 華嚴 寺に 到 

リて 住す。 南 天竺の 僧 法 達に あ ふ。 臺 山よ リ來リ て 先に 在リ。 自らい はく 「我 はこれ 鳩 摩羅 什 三藏第 

三代の 苗裔な り」 と。 五臺山 大華嚴 寺の 僧、 山 を 下りて 来る もの 皆 この 寺 下。 故に 華嚴下 寺と 名づ く。 

かの 供養 主義 圓頭陀 導いて この 寺に 到る。 頭陀、 臺 山より 同行と なり、 一 路 已來、 粥 飯 • 茶 を 勾當し 

g  くると ころな し。 

1、 成 尋の曰 記で は、 太 原府. の * 十五 里の 白 楊 木馬 舗と いふ 所 を 通過して ゐ るが、 これが 唐の 白揚普 通院の 所在地で あら 

う。 「山 西 仝 省各縣 分圖」 によると 陽曲驟 (太 原) の 北 二十 里 許りに 栢楊樹 とい ふ 地名が 認められる。 

二、 道 光 「陽 曲驟 志」 によれば、 縣の 正北に 十 里 舗と いふ 村が あり、 それが 卽ち三 交 村 だと ある。 宋の 太宗は 太平 興國四 

年 北 漢の劉 氏 を滅 すと、 その 都晉陽 (卽ち 唐の 幷州太 原府、 今の 太原縣 のゃゝ 北) を 徹底的に 破壤 して、 幷州治 を こ 

の 三 交寨に 移した。 その 年に 就いては、 太平 寰宇 記に 太平 興國四 年と ある 外 は、 續资 治通鑑 長編の 如き も、 太平 興國 

四 年に は幷州 治を楡 次に 移し、 七， 年に 至って また 三 交寨に 移した と 記して ゐる。 しかし 宋會耍 によれば、 太平 興國七 

年に 幷州治 を 陽 曲 縣の唐 明鎭に 移した と 見える。 思 ふに、 太平 興 國四年 一時 幷州 治を楡 次に 置いた ことがあ つたが、 

同年 中に 再び 三 交寨に 移され、 陽 曲縣治 もこ 、 に 移った ので あらう。 

三、 當 時の 太 原府は 今の 太 原 縣のゃ 、北に あった。 唐で は 太 原 は 高 龃が王 業 を 興した 地と いふので、 天授 元年 こ ， に 北 都 


を 置いた。 神 龍 元年 一たん これ を廢 したが、 天寳 元年 五 京の 制 を 定める と共に： ^京と 稱 した。 その後 1 上 元 二 年 ま，； i 

これ を廢 したが、 寳應 元年に 至って、 五 都 を 定め、 太 原 府を以 つて 北 都と した。 朱の 太宗が 太平 興 國四年 こ ， に據っ 

た 劉 氏 を-減す と、. 太 原府の 稱を廢 して 幷州 とし、 州 治 を 三 交寨に 置いた。 その後 七 年に 到って その 南に 當る唐 明鎭に 

州 治 を 移した。 それと 共に 陽曲縣 もまた こ 、に 移った ので あらう。 それ 以後、 郭 下の 縣 として 今日に 及んだ ので あつ 

て、 卽ち 現在の 陽曲縣 (太 原) に 外ならぬ。 更に その後 仁宗の 嘉祐四 年に 至って、 太 原府に 昇格した ので あり、 成尋 

が 行った の はこれ に 後れる こと 十三 年、 熙寧五 年の 冬であった。 
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五 臺山關 係 文 獻目錄 

五臺 山に 關 する 根 木 史料と して 先づ擧 ぐべき もの は、 いふまで もな く 唐の 慧祥の 「古淸 涼傳」 と宋 

の^  一  Q 「廣淸 涼 B 1 とで ある。 前者に よって 古代より 唐 初に 至る までの、 後者に よって これに 次い 

で北宋 中期に 至る までの 五臺 山の 全般 を 知リ 得る ので ある。 これ を 補 ふ ものと して、 「續 高僧 傳」 • 

「宋 高僧 傳」 或は 「華 嚴傳 記」 の 如き、 專ら佛 家に よって 撰述せられ た史傳 部の 書物が 擧 げられ る。 

但し、 これ 等の 書物から 斷片 的に うか ゾ はれる 五臺山 は、 上記 古 廣ニ傳 に 見える ところと 甚 しい 出入 

はない ので ある。  ， 

次に 五臺 山に 關 する 最も 古い 史料 は 何かとい へば、 北 魏の酈 道元の 「水經 注」 である。 その 五臺山 

に關 する 部分 は、 た、 ゾ 二三の 佚 文が 他 書に. 引用され てゐ るの みで あるが、 頗る 貴重な ものである。 但 

し、 これと同じ 時代の 「魏 書」 釋老 志に は、. 五臺 山の ことが 一 も 見えな いのは 不思議な こと、 いはね 

ばなら ぬ。 その後の 地理 書、 卽ち 「元 和郡縣 志」 や 「太平 寰宇 記」 等に は、 殆ん どこの 「水經 注」 の 


文 を 引用して ゐる のみ. であって、 それ 獨 持の 關係 記事 は 見られな いので ある。 

それで は 正史に は 如何。 「北齊 書」 の 白 建 傅が 五臺 山の 名の 正史に あら はれる 最初の ものである。 

. 「舊， • 新 唐 書」、 「舊 • 新 五代 史」 に 至って その 記事 はや、 多く、 殊に 唐 代に 於いて は 長 安と 五臺 山と 

の 關係は 密接であった ゾ けに、 淸涼傳 や 僧傳の 記事と 相補 ふ ものが ま、 あるので ある。 「唐會 要」 • 

「册府 元龜」 • 「資治 通鑑」 等に も 若干 獨 持の 記事が 見出される。 しかし、， 唐 代の 文 獻全體 の 上から い 

へば、 五 臺山關 係の 資料 は 非常に 少 いのであって、 「全 唐 文」 • 「全 唐詩」 の 如き 當 代の 尨大な 史料 を 

見ても、 それ は 九 牛の 二 毛 もた、 ゾ ならぬ ので ある。 これ は 唐 代 を 風靡した 盛大な 五臺山 信仰の こと を 

思へば、 誠に 奇異の 威な きを 得ない。 しかも その 缺は IS が 入唐 僧の 詳密なる 記録に よって 充分に 補 は 

れてゐ るので ある。 それ はいふまで もな く、 慈覺 大師の 「入唐 求 法 巡禮行 記」 であって、 これ は 唐 代 

最 盛時の 五臺 山の 實 情を傳 へた ものと して、 「古 廣兩淸 涼傳」 に 優るとも劣らぬ 貴重な 記録な ので あ 

る o 

この こと は宋 代に 於いても、 我が 成尋の 「參 天台 五臺山 記」 に 就いて いはれ るで あらう。 但し、 こ 

れが 史料と しての 價値は 「巡禮 行 記」 に比べる と數等 劣る こと はいふまで もない。 早く 奈良朝 時代 か 

ら 我が 國に傳 はった 五臺 山の 信仰 は、 平安朝の 中期に なると 益よ 普及して、 その 神秘な 靈驗談 は當時 
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の 文學の 中に も 取 入れられて ゐ るので ある。 宋 代の ものと して は、 張 商英の 「續淸 涼傳」 が ある けれ 

ども、 これ は 殆んど 全卷靈 驗談に 占められて ゐ るので あって、 史料と しての 價値は 甚だ 乏しい。 しか 

し、 北宋 時代の こと はま だ 「佛祖 銃 記」 や 「佛 ffi 通 載」 等 を參照 すれば 幾分 か知リ 得る。 「宋會 要」 の 

如き もまた、 僅かながら 根 木 的な 史料 を 提供して くれる ので ある。 

しかし、 宋が南 渡して 五臺 山が 金の 治下に 入って しま ふと、 忽ち 記 錄が缺 亡して くるので ある。 試 

みに 「金 史」 百 二十 五卷を 繰って みても、 た^ 卷六 十六 「摑 保傳」 に 龍潭禱 雨の ことがあ るに 過ぎな 

い。 それで は、 金 代 五 臺山は 夷狄に 蹂躪され、 この 世から 忘れ去られて ゐ たので あらう か。 さに あら 

す、 やは^ 一般の 信仰 は 綿々 として 絕 えなかった。 例へば、 「古 a 廣 e 續三淸 涼傳」 の 如き も、 實 にこ 

の 時代に 始めて 五臺 山に 於いて 合 刻せられ たので ある。 この 金の 大定四 年の 三 傳合刻 木が 元 代 をへ て 

明に 傳 は^、 明初 洪武 二十 九 年 太 原の 崇善 寺で 復刻せられ、 更に また 天 順 六 年に 五臺 山の 廣緣 寺で 重 

刻せられ た。 かくて 清朝に 至って、 これ 等が 二三 藏 書家の 書庫に 入リ、 終に 今日の 如く 一  般に行 はれ 

るに 至った ので ある。 それ はと も 角と しても、. 金 代に 關 する 文獻が 非常に 乏しい こと は 被 ふべ くもな 

ぃ事實 である。 

元 代になる とその 事情 は 大いに 異リ、 朝廷の 深い 尊信 を 受けた 關係 から、 その 記事 は 「元 史」 に 於 


レフ-も 木紀 その他に 屢 2 現 はれて ゐ る。 「佛祖 通 載」 や 「大明 高 I, 曰傳」 等の 如き も 重要な 史料で ある o 

その他 當 時の 文集の 類 を 見ても、 五臺 山に 關 する こと は 前代に 比べる と 比較的 多い。 しかし、 喇嘛教 

との 關 係に 至って は、 これ を 解明すべ^ 史料が 非常に 少 いので あるが、 蓋し これ は 已むを得ない とこ 

ろで あらう。 

明の 「清涼 山 志」 に 就いては、 「その 歴史と 現狀」 の 第 四 章に 於いて や 、詳しく述べた。 明 代の 狀態 

は、 この 書と 實際 現地に 於いて 接する 碑碣の 類と を參 照す る ことによって、 最も 細詳に 知る ことが 出 

来る。 その他の 史料と して は、 「明 實錄」 の 如き は 未だ 調査した わけで はない が、 果して どれ だけの 

材料 を 提供す るか は 疑問で あると 思 ふ。 清朝に 於いて は、 康熙. 乾隆兩 帝の 大 尊崇の 事實が ある けれ 

ども、 官 撰の 書 は 多く 皇帝の 行幸と いふ こと を 特筆して ゐ るので あって、 五臺山 全般に 亙った 記述に 

乏しい ので ある。 清朝に 於け る 代表的な 書物と して は、 先に 高士 奇の 「扈從 西 巡 日 錄」、 後に 嘉慶 年間 

の 「西 巡 盛典」 を擧 げたい。 顧 炎武の 「五臺 山 記」 の 如き は、 史家と しての 立場から 最も 要領よ く述 

ベた 槪說 とい ふべき であらう。 但し、 廣く 史料 を 網羅した 點 では 「圖書 集成」 山川 典の 右に 出 づるも 

の はない。 

明 淸兩代 を 通じて 考 へられる こと は、 その 史料の 尨大 さに も拘 はらす、 や はう 五臺 山に 關 する 文獻 
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が 極めて 少 いとい ふこと である。 これ は 喇嘛教が、 殊に 清朝 以後 こ、 に 盛に 行 はれる に 到った 結果、 

一般 讀書 人と 隔絶され、 彼等の 興昧が 次第に なくなった からだと 思 はれる。 但し、 蒙古。 西藏 語の 文 

獻を解 讀し噚 ない こと は、 我々 にと つて 甚だ 遺憾な ことで は あるが、 恐らく それ 等の 文獻 にも それ 程 

の 期 寺 を かける の は 無理で あらう。 更に 淸末 以後 民國 になる と、 基礎的な 史料 は絕 無に 近い。 た、 ゾ內 

外人の 遊 記に よって、 その 現狀の 大概 を 知る の ほか はない ので ある。 

足って、 我々 は 直接 現地に 赴いて、 その 土地に 接し 物に 觸れ てこれ を考 へなければ ならぬ。 要する 

二 晃^-周 査 である。 さう して S 切に 或 じた こと は、 屢ミ 述べた やうに、 すべての ものが 餘リ にも 新し 

く、 古文 獸 によって 想像し 得る ところ は、 現狀 と餘リ にも かけ 隔 つて ゐ ると いふ ことであった。 卽ち 

それ は餘リ にも 古い 遺物の 少 いとい ふこと なので ある。 

さて 文 獻目錄 を 作って 見た が、 遽 かに 思 ひついた ことなので、 隨分 遺漏 も 多く 杜撰な ものと なって 

しまった。 中には 必 すし も五臺 山に 直接 關係 のない もの も あるが、 木 書の 參考 書と いふ 程の 意味で 擧 

げて 置いた まで、、 、ある。 內 典に 對 する 知識が 非常に 乏しい ので その 方に は 大きな 脫誤も あらう し、 支 

那の 文集 筆記 類 は殆ん どこれ を 調査す る遑 がなかった。 殊に 歐 文の 文獻に 至って は 全く 手 をつ けて ゐ 

ない といっても よい。 自然 科學 方面に 於いて 特に 然ぅ である。 要するに 頗る 不充分な 目 凝で は ある f 


一 應 これ を卷 尾に 附し、 諸賢の 御 敎示を 仰いで 補正した いと 思 ふ。 

一 、 專 著 と槪說 

古淸涼 傳ニ卷 唐慧祥 唐高宗 末年 調 露 以後 撰 

藍 谷 沙門 慧詳卞 就いて 小 笠 原宣秀 龍 谷大學 論叢 三 一 五 (昭和 一 一 ) 

廣淸涼 傳三卷 宋 延 一 宋嘉祐 五 年 郄濟川 序 

續淸涼 傳ニ卷 宋張商 英* 金 朱 弁 金 大定四 年 重雕序  • 

^三 傳 民 國ニ四 年上 海 商務 印書 館 「蒙 宛 雷？ (景 I 順刊 本) 本 ，it ヰ 蔣遠唐 碑 館刊本 .大 曰 本讓經 (第 

一 韓 第二 編 乙 第二 三. 套ニ 册) 本 • 大正 新修 大蔵 經 (第五 一 卷) 本 

. 四. 庫 未收 書目 提要 卷ニ 淸阮元 擘經 室外 集 

清涼 傳跋 淸 張鑑 冬 靑館乙 集卷六 

金刊淸 涼傳跋 淸 陸 心 源 儀顯 堂集卷 十七 

節 宋樓藏 書志卷 六十 五 淸 陸 心 源- 

廣淸 涼傳跋 満洲 羅振玉 而狨精 舍雜文 乙 編 

淸涼山 志十卷 明 鎭澄 明萬曆 二十 四 年 序 
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原刊本 • 乾隆 1 一 十 年 重刊本 • 民國郭 怒君紛 印本 • 民國ニ  二 年 蘇 州 弘化社 鉛 印本 

淸涼山 I 志十卷 淸 老藏丹 巴 重 編 康熙 四十 年武英 殿刊本 

欽定 淸涼山 志 二十 ニ卷 淸乾隆 五十 年 奉 勅撰 嘉慶 十六 年武英 殿刊本 

淸涼 山志輯 要ニ卷 淸 雅德輯 乾隆 四十 五 年 序 山 西 志 輯耍附 

書 五 臺淸涼 山傳後 淸 杭世駿 道 古堂 文集 卷 二八 

淸涼 志雜抄 ニ楞生 (小 野 玄妙) 佛 敎學. 雜誌三 卷九號 (大正 一一) 

古今、 圖書 集成 山川 典卷 三十  一 •  ニ丄亍 四 淸康熙 中 勅撰 

西 巡 盛典 二十 四卷 首ー卷 淸董誥 等 嘉慶 十七 年武 英殿聚 珍本 

五 臺山記 淸 顧炎武 顧亭林 文集 卷五， 

淸涼 山靈志 一 卷 淸 釋心宗 無念 選轅、 甘 樂淨刊 本 • 

五臺山 湯 次了榮 六 條學報  一 二 九 (明 四 五) 

五臺 山の 今昔 古 屋諦道 宗敎界 五卷ー 〇 ニー 號 (大正 三) 

五臺山 古 屋諦道 宗敎界 A 卷ー 〇 號、 九 卷ニ號 (大正 六) 

五 臺山史 の 一節 井上 以智爲 歷史と 地理 一八 ノー 一  • 四、 一九 ノー、  二 〇 ノ四 (大正 一 五 • 昭和 二) 


五臺. 5 と 満洲 稻葉君 山 新佛敎 一 六卷 一 號 (大正 四) 

五臺山 由来 記 小 野 勝 年. 北支 ニ卷ー 〇 號 (昭和 一 五) 

五臺 山の 現在と 過 ま 小 野 勝 年 • 曰 比 野 丈夫 曰 華佛敎 硏究會 年報 第五 年 (昭和 一七) 

U-tai,  ego  proschloe  i  nastoyachee  (wu-t ビ， its  Former  and  Present  D.Pokotilov,  St*  Petersburg 

1393 

Tli ひ Scicred  wu-t《ai  slian.  Fiscli ひ r,  :S2^ 

二、 佛典 • 佛敎史 

舊譯 華嚴經 東晉 佛駄跋 陀羅譯 卷四七 (大正 蔵 九) 

新譯 華嚴經 唐 實叉難 陀譯. 卷四五 (大正 蔵 一 〇)- 

華 嚴探玄 記 唐法藏 卷ー五 (大正 蔵 三 五) 

華 嚴經疏 唐 澄觀 卷四七 (大正 葳三 五) 

. 華嚴 經隨疏 演義 鈔 唐澄觀 (大正 蔵 三 六) 

佛頂尊 勝 陀羅尼 經 唐佛陀 波利譯 (大正 蔵 一九) 

R  錄  三 四 九 . . 


i  臺 山 ， 

文殊 師利 寶藏 陀羅尼 經 唐 菩提 流支譯 (大正 藏ニ 〇) 

華 嚴經傳 記 唐 法藏. (大正 蔵 五一) 

華嚴經 感應傳 唐 惠英撰 胡 幽貞纂 (大正 蔵 五一) 

集 神州 三寶 感通錄 唐道宣 (大正 蔵 五 二) 

三 寶感應 要略 錄 宋 非 濁 (大正 蔵 五 一 ) 

佛祖統 記 宋 志 繋 卷三八 丄ニ 九 • 四  一 • 四 二. 四 三 (大正 葳四 九) 

佛祖歷 代 通 載 元 念 常 卷ニ了 ニニ  (大正 蔵 四 九) 

續 高儈傳 唐 道宣 卷ニ ，六 • 一  八 •  二 〇•  ニニ * 二 五 (大正 藏五 〇) 

宋 高儈傳 宋 黉寧 (大正 葳五 〇) 

大明 高儈傳 明如惺 卷ー 丄 一 • 四 (大正 葳五 〇) 

廣弘明 集 唐道宣 卷ー (大正 蔵 五 二) 

法 苑珠林 唐 道 世 卷 一四 • 三 九*卷 五一 一 (大正 藏 五三) 

大宋僭 史略 宋黉寧 卷上 (大正 蔵 五 四) 

不空三 藏行狀 唐 趙遷 - (大正 蔵 五 一 ) 

不空三 藏表制 集 唐 同昭集 (大正 蔵 五三) 


五. 
〇 


W 臺淸涼 寺 碑 唐李邕 文苑 英華卷 ん五九 全 唐 文 #n 二へ 四 

爲五臺 山 僧 謝 袈裟 等狀 唐 令孤楚 全 唐 文 卷五四 一 

五臺山 佛敎の 展望 井上 以智爲 支那 佛敦 史學ニ 卷ー號 (昭和 「三) 

五臺 山と 文殊 菩薩 神 林隆淨 「佛 敎學の 諸問題」 (昭和 一 〇 年 岩波 書店 發行) 所敉、 

文殊 渡海 田 中 喜 作 畫說五 A 號 同 追記 畫， 說六 〇 號 (昭和 一六). 

五臺山 文殊の 展開 下 店靜市 畫說六 〇 號 (昭和 一六) 

唐 代に 於け る五臺 山の 佛敎 井上 以智爲 歴史と 地理 二  一  ノ五、 二 ニノ 六、 二 四ノニ • 三 (眧 和 三 • 四 年) 

唐宋 時代に 於け る五臺 山の 佛敎 文化 小 野 玄妙 「大乘 佛敎藝 術史の 硏究」 (昭和 ニ年大 雄閣發 行) 所敉 . 

• 五臺山 金閣寺 含 光大 德と靈 仙三藏 小 野 玄妙 密敎 研究 一二  (大正  一二) 

唐 中期の 淨土敎 「特に 法 照 禪師の 硏究」 塚 本善隆 東方 文化 學院 京都 g 究所 研究報告 第四册 昭和 八 年發行 

奈良 朝に 於け る 五臺山 信仰 を 論じ 東大寺 大 佛造顯 思想の 一 端に 及ぶ 石 崎 達 二 

史學雜 誌 四 一 卷ー 〇 二 一  號 (昭和 五) 

五臺 山と 普 濟禪師 三 上諦聽 日華 佛敎硏 究會， 年報 第五 年 (昭和 一七) 

華嚴 發達史 龜谷聖 馨* 河 野 法 雲 大正 二 年 東京 名敎學 會發行 

附  錄  三 五 一 


五臺山  三 五 二 

支那 佛敎 精史 境 野黃洋 昭和 十 年黃洋 博士 遣 稿 刊行 會發行 

五臺 山大佛 光寺の 古佛 像に 就て 小 野 玄妙 東洋 哲學三 〇 卷ー 號 (大正  一 二) 

唐 天寶十 一 年 造 顯の五 臺山佛 光寺 玉石 釋迦佛 像に 就いて 小 野 玄妙 (一 一， 楞學 入) 

佛典 硏究ー 卷五號 (昭和 四)、 又 「佛敎 の 美術と 文化」 (昭和  一 二 年 大蔵 出版 株式 會社發 行) 所敉 

蒙藏 怫敎史 釋妙舟 民 國ニ四 年上 海 佛學書 局發行 

蒙古 喇嘛 敎史 ジクメ • ナム 力 著 外務省 調 查部譯 昭和 一 五 年 東京 生活 社發行 

章 嘉國師 と 四 譯藏經 稻葉君 山 新佛敎 一四 卷ー 〇 號 (大正 二) 

章 嘉呼圖 克圖の 動向. 橋 本光寶 蒙古 八七號 (昭和 一四) 

華北 五 臺山所 藏怫敎 文 獻調查 概況 酒 井紫朗 密敦 研 究七 六號 (昭和 二八) 

Amon^  1:Jie  Mongols.  J.  Gilmotir,  London 

右譯 「蒙古 人の 友と なりて」 後藤 富 男 昭和 一 四 年 東京 生活 社發行 

religion  in  Giilla.  J.Edkins,  London,  revised  ed. 18<?3 


三、 支那の 史書 • 地理 書 

北齊書 唐 李 百藥等 卷四 o 白建傳 

隋書 唐魏徵 • 長 孫 無 忌 等 卷三 〇 地理 志 卷七 A 慮 太翼傳 

北史 唐 李延壽 卷 A 弋慮 太翼傳 

舊唐書 後晉 劉陶等 卷 一 七 上 敬 宗本紀 卷 一 一 八 王縉傳 卷 一 九 六 下 吐蕃傳 

新 唐 書 宋歐陽 脩 • 宋郝等 卷三九 地理 志. 卷 一四 五 王縉傳 

舊 五代 史 宋薛居 正 等 卷ニ九 後 唐 紀莊宗 同 光元 年卷七 一 許寂傳 

新 五代 史 宋 歐陽脩 卷七 O 東漢、 世 家 

資 治通鑑 宋司馬 光 元 胡 三省 音 注 卷 ニニ 四 (大曆 二 年 金閣寺 建立) 卷ニ四 八 (會昌 五 年 糜佛) 

唐會要 宋 王搏 卷四 A 寺 卷九 七吐蕃 

册 府元龜 宋王欽 若 等 卷五 ニ崇釋 卷九 九九 吐蕃 

太平 廣記 宋 李昉等 卷四ニ 四 

宋史 元 脫脫等 卷四八 二 北 漢世家 卷四九 一 曰 本國傳 

宋會要 稿 淸： 徐松輯 1 第 六 七 册職官 ニニ 第二 百 册道釋 丁 二 

^ 錄  三 五三 


五 S 山  三 五 四 

三 朝 北 盟會編 宋 徐夢莘 卷四 A* 五一 

金史 元 脫脫等 卷六六 摑保傳 

元史 明 王 禕* 宋濂等 卷七 • 一  〇•  一  二  • 一四 • 一 几 二 九 •  二子 二三 丄5 丄ー五 •  二 七 •  ニ凡丄 一一 〇• 三 子 三 四 • 三 五 以上 本紀 

卷ー 一 六 后妃 傳 卷ー 七 六 李 元禮傳 

大淸歷 朝實錄 康德四 年 滿洲國 務院景 印本 

淸史稿 張 爾巽等 本紀 

水經注 北魏酈 道元 淸王先 謙 合 校本 卷 一一 (初 學記卷 八 • 太平 御 覽卷四 五 等 所 引) 

元 和 郡縣志 唐 賈耽 卷 一 四 

太平 寰宇記 宋 樂史 卷四九 

元 豐九域 志 宋 王存 卷四 

大明 一 統志 明 李 賢 等 卷 一 九 

讀史方 輿 紀要 明 顧祖禹 卷四 〇 

大淸 一統 志 乾隆 二十 九 年 序 勅撰 本 卷ー 一四 

同 右 嘉慶 二十 五 年 勅撰 本， 卷ー 五一 


山 西 通 志 淸曾 國荃等 光緖 十八 年 本 卷三 W 山川 卷五七 古蹟 (寺 觀) 卷 一六 〇 二 六 一方 外 

直 隸代州 志 淸 吳重光 等 乾隆 五十 五 年 本 

五 臺新志 淸 徐繼 眷原纂 光 緖九年 本 

繁峙縣 志 淸 吳其均 道 光 十六 年 本  ， 

ヽ、 つ： 四、 內 外人の 遊 記  - + 

入唐 求 法 巡禮行 記四卷 圓仁 

東洋 文庫 景 印東 寺觀智 院本 (附 解說) • 續 々群 書 類聚 本 • 四 明餘餒 本 • 大日 本 佛敦仝 書 (遊 方 俸) 本 • 支那 石 印本 

慈覺 大師 傳 眞寂法 親王 • 源 英明 史籍 集覽^ 一二 册 別記. 六 四 又續群 書類 聚所收 

慈覺 大師 入唐 往返 傳 樂郤 大曰 本佛敎 全書 (遊 方傳) 所敉 

國寶 入唐 求 法 巡禮行 記と 行願抄 荻 野 仲三郞 歴史地理 一 一 卷 ー號 (明治 四 一 ) 

慈覺 大師 入唐 求 法 順路に つきて 來馬琢 道 密敎三 卷四號 (大正 二) 

慈覺 大師と 入唐 求 法巡禮 高 楠 順次 郞 四 明 餘霞三 二 六 (大正 二) 

慈覺 大師の 入唐 紀行に 就て 岡 田 正 之 東洋 學報 一一 ノ四、 一 ニノ 二  • 三 (大正 一 〇• 一 一 ) 

_ 慈覺 大師の 入唐 記錄に 就いて 加 川 要 支. 那 ニ六卷 一一 號 (昭和 一 〇) 

0  錄  三 五 五 


五 臺 山  三 五六 

參 天台 五 臺山 記八卷 成尋 

鈔東福 寺 本に 鈔內閣 文庫本 • 大日 本佛敎 全書 (遊 方傳) 本  . < 

删補 天台 五臺山 記八卷 成 島襄儉 大曰本 佛敦仝 書 (遊 方傳) 所收 

入宋 僧成尋 及び 當 時の 曰宋 交通 鷲 尾 順 敬 歴史地理 ニ六ノ 二、  二 七ノ六 、二八 ノー •】 一 (大正 四 • 五」 

僧成尋 と曰宋 交通 原 田 忠四郞 歴史地理 六九ノ 四丄ハ (昭和 ニー) 

日本 僧 成， 尋 法師と その 入寂 地 宋の開 寶寺址 の 調査 結 城 令聞 曰 華 佛敎， 一 卷三號 (昭和 一一) 

f. 人！ .  や-い 勢.^ V- い.：，， に 

五臺山 伊東 忠太 宗敦 界ニ卷 一二 號 (明治 三 九) 

五臺山 伊東 忠太 佛敎學 雜誌三 卷九號 (大正 一 一 ) 

支那 旅行 談せハ の 一 伊東 忠太 建築 文獻 第五 卷 「見學 紀行」 (昭和 一 一 年 東京 龍 吟社發 行) 

五 臺山記 小 野 玄妙 佛敎學 雜誌三 卷九號 (大正  一 一 J 

五 臺山遊 記 平田燒 佛敎學 雜誌三 卷九號 (大正 一一) 

五臺山 紀行 道端 良秀 現代 佛敎 ニ卷四 丄ハ號 (昭和 一 〇) 

五臺山 紀行 三 上諦聽 支那 佛敎 史學四 卷三號 (昭和 一 五) 


五 臺山記 明喬宇 古今 圖書 集成 山川 典 三十 二 所敉、 又佛敦 學雜 誌三卷 九號 

遊 五 臺山記 明 王 思 任 同 右  同 右 

扈從西 巡曰錄 淸 高士 奇 小 方壺齋 輿地 叢 鈔所敉 

五臺 山參佛 日記 沌谷 地 學雜誌 三年 丁 二期 (共和 元年) 

五 臺山紀 遊 (又は 遊 記) 蔣維喬 東方 雜誌 一 六 卷七號 (民國 八)、 地 學雜誌 十 年 七 • 八 合 期 (民國 A)、 又民國 一 七 年 商^ 印書 

館發行 「因 是子遊 記」 及ビ 「古今 遊 記 叢鈔」 所收 

五臺 山禮佛 日記 唾莾 地 學雜誌 一 一年 一 〇 期 (民 國九)  - 

遊 五 臺山記 袁希濤 東方 雜誌 一七 卷 二三 號 (民 國九) 

遊 五臺山 日記 王 介 庭 地 學雜誌 一 三年 四 • 五合 期 (民 國 一 一 ) 

五 臺山遊 記 . 李 相 之 民國 ニー  年 太 原 大同 通 訊 社發行 

五臺山 遊 都 錦 生 旅行 雜誌 九卷  一二 號 (民 國ニ 四) . 

五 臺山遊 記 傅增湘 藝林 月刊 第九卷 遊山 專號 所敉 (民國 二 六) 

遊 五臺山 日記 周肇祥 同 右 

傅 氏 ノ遊記 ハ 北 嶽遊記 • 遊 中 嶽記ト 共 一一 民 國ニ七 年 傅 氏藏園 -1 於ィ テ別刊 ス 

附  錄  三 五 七 


五 臺， 山  三 五八 

五、 寫眞 • 繪圖 • 地圖 

五臺山 寫眞集 (眞 趣) 小 野 玄妙 寫眞 三十 二 地圖ー 大正 一三 年 東京 甲子 社發行 

支那 佛敎^ <蹟 第五 集 同 評 解 常 盤大定 • 關野貞 昭和 三年 佛敎 史蹟 研究 會發行 

支那 文化 史蹟 第一 卷 同解說 常 盤大定 • 關野貞 昭和 一四 年 東京 法 藏館發 行 

亞東 印畫輯 第五 輯 大連亞 東 印畫協 會發行 

五臺山 (時事 畫報 特刊) 民國. 三 〇 年 北京 華北 文化 書 局發行 

Mission  ArchL^olog-icJue  dans  la  Cliine  ser^eluriollal ひ, sixidme  secuon,  wou- ゥ ai  shan,  Ed.  chavtsnes, 

Paris,  1909 

picturesque  China,  woorshmann 

Les  Grottes  de  Touen-Houang  (IV 117).  R  Pelliot,  IParis,  1921 

五臺 山繪圖 として は、 右 書に 收錄 された 敦煌 第一 一 七 洞の 五 臺山圖 の壁畫 が、 北宋 初期の もので 最も 古く 且 

つ 代表的な ものである。 淸 朝になる と 「五 臺山聖 境圖」 といった 風の 傅彩鮮 かな 繪圖が 行 はれ、 或は 皇帝の 五 

臺 巡行に 關聯 して その 沿道の 風景 や 行宮の 圖も 作られた。 しかし、 これ 等 は 板 刻せられ たもので はなく、 元來 


皇帝の 御 覽に備 へる 目的で 描かれ、 それが 轉寫 されて 一部の 間に 行 はれた のに 過ぎない。 一般に は晃在 もな ま 

山上の 寺院で 頒布して ゐる、 「勅 建 五臺山 文殊 菩薩 淸涼 境圖」 といった 一枚 刷りの 粗末な 圖が 流布して るる。 こ 

の 種の もの ゝ中 では 「五 臺山淸 涼 聖境諸 刹 之 園」 (坂 野淸夫 氏藏) が、 我々 の 知れる 範圍 では 最も 古い。 これ は 

明 末の ものと 思 はれ、 甚だ 珍しい ものである。 これに 次いで 古い ものと して は、 本書の 見返しに 吏った 道 光二 

十六 年の 「五 臺山聖 境 全圖」 が あるぐ らゐの もので あらう。 

地圖 として は、 從來 右に 擧 げた 名勝 繪圖 風の 如き もの、 ほかに は、 北 平圖書 館の 「館藏 中 文輿圖 目錄」 續編 

に、 「五臺 山地 圖」 (淸 刻本 一 册， 二十 三 開) とい ふ ものが 見える が 如何なる もの か 見た ことがない。 Willis の 

Research  in  China の附圖 や、 近年 民 國參謀 本部の 製作になる 山 西 全 省 五 萬 分 一 圖 • 十 萬 分 一 圖等 は、 地形 圖 

として はとるべき も、 寺院の 位置 名稱 等に 就いては 記入が 少 い。 や、 詳しい ものと して は、 民國 十一 年 楊 育 仁 

の 「五 臺縣 全圖」 (五 臺縣 公署 出版)、 或は 故 小 野 玄妙 博士の 見取 圖 (「五 臺 山寫眞 集」 所收) の 如き ものし かない 

現狀 である。 

六、 詩 ，文 

五臺山 聖境讃 唐， 玄本 敦煌 石室 遺書 (羅振 玉等辑 宣統 元年) 又 鳴 沙餘韻 (矢 吹 慶輝輯 附解說 昭和 五 年 岩波 書店 發行) 

所收 

附  錄  ，  三 五 九 


五 臺 山  三 六 o 

大唐五 臺曲子 五 首 (那 波利貞 「蘇莫 遮玫」 所載) 京都 帝 國大學 文學部 「紀元 二 千 六 百年 記念 史學 論文 集」 (昭和 一 六) 

、 • 

「送 文暢 上人 登 五臺遂 遊河朔 序」 唐 柳宗元 唐 柳 先生 集 卷ニ五 

「送 僧 遊 五 臺兼謁 李 司 空」 唐張籍 張 司 業 詩集 卷ニ 

「遇 五天 儈入 五臺五 首」 唐 貫 休 禪 月集卷 1 四  . 

「送 無知 上人 往五臺 山 序」 唐 歐陽詹 歐陽行 周 文集 卷ー 〇 

「臺 山雜詠 十六 首」 元. 元 遣 山 元 遺 山 文集 卷 一 四 

七、 我が 入臺儈  . 

日本 國靈仙 三 藏譯經 事蹟 L 妻 木 直 良 新佛敎 一四 卷 一一 號 (犬ず 三) 

唐 代の 譯 場に 參 じたる 唯一の 日本 僧 妻 木 直 良 東洋 學報三 卷三號 (大芷 二)  ，. 

日本 國譯經 沙門 靈仙 松 本文 三郞 無 盡燈ニ 〇 卷ー 號 (大正 四)、 又 「佛 敎藝 術と その 人物」 (大正  一 二 年 東京 同文 館發 行) 

所敉 

日本 國譯經 沙門 靈仙三 藏に關 する 新 史料 大屋 德城 無 盡燈ニ  o 卷一號 (大芷 四) 

再び 靈仙 及び 明覺に 就て 松 本文 三郞 藝文九 卷五號 (大正 七) 


靈 仙三藏 入唐 年代 考 松 本文 三郞 「佛 敎藝 術と その 人物」 所敉 

靈 仙三藏 入唐 年代 考證補 遣 松 本文 三郞 藝文九 卷八號 (大正 七) 又 「佛 敎藝 術と その 人物」 所收 

靈 仙三藏 と常嘵 律師 高 楠 順次 郞 宗敎 研究 二 卷八號 (大正 七) 

靈 仙三藏 行歷考 高 楠 順次 郞 佛敎學 雜誌三 卷九號 (大正 一一) 又 大曰本 佛敎佥 書 (遊 方傳) 所收 

平安朝の 文化と 入唐 儈靈 仙三藏 小 野 玄妙 現代 佛敎 ニ卷 一三 號 (大正 一四) 

入唐 沙門 惟正 大屋 德城 截山宗 敎三卷 一 一 號 (大芷 一 一 ) 

入唐 五家 傳 (安祥 寺 慧運傳 • 禪 林寺儈 正傳) 大日 本佛敦 全書 (遊 方傳) 所敉 

入唐 諸家 傳考 高 楠 順次 郞. 同 右 

惠蓦和 尙傳考 橋 本進吉 佛敦學 雜誌三 卷八號 (大正 一一). 

惠 蓦和尙 年譜 橋 本進吉 大日 本 佛敎仝 書 (遊 方傳) 所敉 

裔然 法師の 小傳 日 下大癡 六 條學報 五六 (明 三 九) 

資然法 橋 在 唐 記の 逸文 橋 本進吉 密 敎硏究 一 三 (大正 一 三) 

责然 の入宋 について 西 岡 虎之助 歷史 地理 四 五 卷ニ丄 亍五號 (大正 一四) 

入 宋僧寂 照に 就ての 硏究 西 岡 虎之助 史學雜 誌 三 四 編 九 二 〇號 (大正  一. 二) 

阿育 王 塔に 赚 する 硏究 石 崎 達 二 大谷學 報 九卷ニ • 四 (昭和 三」 


成尋所 記入 宋諸 師傳考 高 楠 順次 郞 大日 本 佛敎仝 書 (遊 方傳) 所收 

東 福寺廿 五世 古 源 和尙傳 續群書 類聚 (第 九輯) 所收 

山 東 河南 地方 遊歷 報告書 桑原 隙藏 歷史 地理 一 五 卷ニ號 (明治 四 三) 

日本 儈邵 元の 撰 文せ る 嵩 山 少林 寺の 碑 常 盤大定 東洋 學報 一七 (昭和 三) 

入 元 僧 東 福 寺 二十 五世 古 源 和尙邵 元と その 撰の 元 碑 塚 本善隆 日華 佛敎 研究 會 年報 第一 年 (昭和 一 一) 

五臺 山に 登れる 人々 天 王 寺三郞 同仁 一二 卷三號 (昭和 一三) 

日 支 交 通史 木 宮泰彥 東京 金 剌芳流 堂發行 昭和 二 年 再版 

八、 自然 科 學 ■ 

山 西 五臺山 南臺之 南變質 石灰岩 內 錐管狀 化石 楊 傑 國立北 平 研究 院々 務 彙報 七卷 二期 (民 國ニ 五) 

山 西 • 五臺 山地 質 之檢討 楊 傑 同 右 

CMna  wd.II.  von  RicIUISfen,  werlin.  1882 

Research  in  Cliina.  (3  vols,  and  maf}s)  w. Willis,  Wasiiingt:on.  1^07 


臺 中. 所見 碑 目 

菩薩 頂 眞容院 

御製 菩薩 頂大 文殊 院碑 (漢文) 

同 右  (満 文) 康^ 三十 一 年？ 在大 文殊 殿 前 

御製 中臺 菩薩 頂 碑 康 四十 六 年 在 前 殿 前  ， 

御製 中臺 菩薩 頂 碑 乾隆匚 □□ 年 同 右 

淸涼山 記 嘉慶 十六 年 在 前 殿 前 

顯 通 寺 

勅諭 碑  • 天 順 二 年 在 前 殿 前 

〔勅 賜 永 明 寺 藏經〕 聖旨 碑 萬 曆三， 十五 年 同 右 

免粮碑 二 基 萬曆 三十 五 年 在 山門 內  ， 

重 修永明 寺 七 處九會 大殿碑 記 崇禎九 年 在 無 粱殿前 

御製 五 臺山顯 通 寺 碑 (漢文) 

同 右  (満文 y 康熙 四十 六 年 在大 文殊 殿 前 

附錄  * 三 六 三- 


五臺山  <  三 六 四 

塔院寺 

五臺山 大塔院 寺重修 阿育 王 所 建 釋迦文 佛眞身 舍利寶 塔 碑幷銘 嘉靖 十七 年 在天 王 殿 前 

勅 建 五 臺山大 塔 院寺碑 記 (張 居 正 撰 文) 萬 曆十年 在 大慈延 壽寳殿 前 

重修 f 寳塔， j 碑 記 康熙 二十 八 年 同 右 

重 修寳塔 碑 宣統 元年 同 右 

01豕 文 重修塔 碑〕 同 右 

羅喉寺 

趙府重 修五臺 山 羅喉寺 碑 記 弘治五 年 在 前 殿 前  ， 

羅餱寺 功 德碑序 天啓 四 年. 同 右 

〔明 代 碑 記〕 同 右 

〔明 代西藏 字？ 碑 記〕 同 右 

重 修淸涼 山 羅喉寺 碑 記 康熙 四十 六 年 在中 殿 前 

御製 羅餱寺 碑文 康熙 四十 九 年 同 右 

圓 照 寺 

〔勅諭 碑〕 芷德 年？ 在 前 殿 前 . . 


.〔 勅諭 碑〕 成 化 年 同 右  - 

重 修圓照 寺 碑 記 隆慶 三年 在 後 殿 前/ 

五 臺山ロ 林 寺 徹天和 尙行實 碑 隆慶 三年 同 右. 

碧 山 寺 

勅 賜 普 濟禪寺 碑 記 成 化 二十 三年 在 後 殿 前 

勅 賜 普 濟禪寺 碑 記 正 德九年 同 右 

皇明五 臺山勅 賜 普 濟禪寺 大空 満禪師 重 修功德 記 並 系 嘉靖四 年， 同 右 

五臺山 碧山 寺 募 造 羅漢 聖像 功 德碑記 順 治 七 年 在 雷 音 寳殿前 

般 若 寺 (金剛 窟) 

菩薩 示跡處 〔碑〕 (晉陽 張 翔 筆) 天啓 年 在天 王 殿 前 

五臺山 金剛 窟 般若 寺 重 開 第一 代 住持 嗣臨濟 二十 四 世 寶山玉 公大 和尙緣 起實行 功德碑 嘉靖 十九 年 在 石 階 東 

皇淸 勅封淸 修禪師 提督 五臺 山番 漢札 薩克大 喇嘛 重修 金剛 窟 般若 寺 功 德碑記 康熙 五十 三年 在 石 階 西 

太平 興國寺 (五 郞廟) 

重修 太平 興 國寺碑 記 (陰 遊 五郞廟 詩) 康熙 五十 三年 在 後 殿 前  . 

殊像寺 

附  錄  三 六 五 


五 臺 山  三 六 六 

五 ふ 量 山 重 建 殊祥寺 記 弘治 十五 年 在 大殿前 

〔鐵 林果 禪師〕 行實碑 同 右 . 同 右 

重 修殊像 寺 碑 記 萬曆 三十 六 年 同 右 

勅 建 淸涼五 臺山翻 修殊祥 寺 碑 記 明 代 同 右 

重 修殊像 寺 大殿裝 塑金身 功 德碑記 康熙四 年 在外 壁 中 

御製 五 臺殊像 寺 碑 康熙 四十 九 年 在 大殿前 

御製 殊像寺 碑文 乾隆 十四 年 同 右 

棲 賢 寺 

御製 五 臺山棲 賢 寺 碑 康熙 四十 六 年 

鎭 海 寺 

御製 鎭海寺 碑文 康熙 五十 年  • 

金閣寺 

五 臺山重 建 金閣寺 造 立 大佛五 丈 三尺 金 身 行 實碑記 嘉靖 一一， 一十 七 年 在 山門 內 

雲 中 代府張 氏齋儈 積善 行 實碑記 嘉靖 三十 六 年 同 右 

重修 金閣寺 大閣前 殿 後 殿 碑 記 乾隆 二十 五 年 在大殿 東側 月臺上 


碧山 寺 對岸東 山 

五 臺山大 善 法 藏寺碑 記 (歐 陽玄撰 文) 至 正 七 年 

〔勅 賜 大藏經 普恩禪 寺： L 聖旨 碑 正統 十 年 

臺山 圓融妙 慧淨覺 □ 齋師 □□□□□□□□ 善 大國師 加 封 西 天 佛子追 封 大通法 舍利碑 塔 行實碑 成 化 四 年 

勅旨 五 臺山普 恩 禪寺第 一 代 門 山 西天大 喇嘛 □□ 巴 …… 成 化 四 年 

衍慶寺 西北 

歿故 僧正 覺證 大師 功 德之幢 元豐 三年 

普 壽寺東 

故 恩 公 唯 識鈔主 功德幢 泰和ニ 年 

菩薩 頂 西 山 

衍賜 眞正佛 子妙峯 大師 行 實碑記 萬曆 四十 一年 

臺懷鎭 火； t 廟 

聖旨 碑 天 暦 二 年 

殊像寺 西南 

尊 勝 邑衆功 德之幢 正 隆ニ年 

K  錄  三 六 七 


五 薹 山  三 六 八 

靈峯寺 東南 

皇 明五臺 開山 歷代傳 芳萬古 題名 記 (陰 佛祖統 派 之圖) 嘉靖 三十 六 年  e 

右の 碑 目 はた ゾ我々 の 見て 廻った 極く 狹ぃ 範圍內 で、 記憶に 殘 つてる る もの を 地域 別に 記した まで ゾ ある。 

五 臺五頂 は 勿論の こと、 重要な 寺院 はま だく 多く、 また 見て をりながら 失念して しまった 碑 も ある。 元來初 

めから その 積り で 作った 目錄 ではない の だから、 不完全な こと はいふまで もな く、 誤謬 も 多いで あらう こと を 

ぉ斷 りして 置く。 


五臺山 附近 地形 圖 


製 複許不 


本龠 出版物に して 莴 一 落丁 . 亂丁 筝御發 

見の 節に は 御 申出 次第 御 取換 致します。 

(製本 下 島大完 堂) 


昭和 十七 年 九月 二十 八日 

昭和 十七 年 十月 二 日 


發行 

著 者 


(五 


お 

ヽ 


臺 山) 奧付 

定 價 五圓 三十 錢 

の  しょ- フ  . 

野  燧， ； 


日 比 野 丈夫 

東京 巿淀橋 區颢訪 町 ニニ 六 

發行者  後藤 眞太郞 

東京 市 下 谷區ニ 長 町 一 番地 

印刷者 山 田 三 郞太 

東京 市 下 谷 區ニ長 町 1 番地 

印刷所 凸版印刷 株式 會社 

(東 東  一 ニニ) 

東京 市 神 田 區淡路 町 ニノ 九 

配給 元 日本 出版 配給 株式 會社 

東京 巿 en 本欏區 江戶欏 ニノ 八 (松慶 ビル) 

發冇所 座右 寶 刊行 會 

電話 日本 橋 二 〇 八  一 • 二 四 五六 番 

振替 口座 東京 七 四 五三 三 番 

會 員番號 一 一 一 o 一  五 


出 文 協 承認 ァ 320012 號 
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£ow 北 支那の 自然 R  _新 刊 ^ 

Jp，  rT_  MM  科學 とその 文化 f 零 干 告 


A 列 5 判 木 文 四 六 一 頁 

圖版三 七 • 揷圖ー 五六 


松 崎 壽和譯 


支那と 黃土。 この 二つの もの は 切り はなちが たい 關係 にある 事 は 衆知の 事で ある。 

著者 は鑛山 技師と して 支那に 赴任す る や、 一 鑛 山師の 机上に ある 鑛 石から 宣龍鑛 山 

を發 見し、 又 山 東 省に 恐龍 遺骨 を 捜し求め、 遂に 周 口 店に 「北京 人類」 を發 見す る 

等。 親しく 科學 者の 立場から 支那 を 縦橫に 現地 踏査し、 黄土と 黃 土地 帶の 成因 を考 

へ 、黄土 層 中に、 先史 時代 住居 址を たづね て、 アン ダ —ソン 土器と 一 K はれる 彩色 土器 

を 世に 始めて 紹介す るな ど、 北支の 動物、 植物、 地質、 考 古の 學 にして 著者の 開拓し 

ない 點 ほない 程で ある。 支那 を 知り、 黃土を たづね、 支那 文明の 依って 来る 所 を 知ら 

ん とする 人々 に、 缺く ベから ざる この 名著 を、 近く 讀 者の 机上に おくる。 


濱田 耕作 著作 集 第 11ー卷  S が 判 1  文 總細 T 頭 


前 京都 帝大總 長濱田 耕作 博士 著作 集 第三 卷を なす. K 書 は 前刊の 「日本 美術史 硏究」 の 

姉妹 篇 とも 言 ふべ く、 廣く 東亞の 古 美術 を 論じて 支那に 發 達せる 美術が 如何なる 經緯 

を經て 東漸せ るか を 述べ、 特に 我が 法隆 寺に 及ぼせる 支那 文化の 影響 を數 章に 亙って 

究明、 精細 巧緻に して 平明 を 旨と せる 論述 は圖 版插圖 等の 夥しい 資料と 共に 東亜 文化 

の 淵叢 探求に は 決定的 好 指針たり 「日本 美術史 硏究」 と 相俟って 生彩 ある 當 代の 一 大 

古典と して 不朽の 眞價を 誇る ものである？ 

8  3 卞 乍ぎ 乍 &i  I 考古學 研究 (i)  3 東洋 美術史 研究 S3 

濱 田き 作 著作 集 全四卷 2 日本 美術史 研究 I)  4 靑 陵隨肇 


第 四 版 準備中 


濱田 耕作 著作 集 第二 卷  一 

定價 六圓 八十 錢 

送料 內坨 • 三 〇 

太 書 は 前 京都 帝 國大學 縁 長文 學 博士 故濱田 耕作 著作 集の 第二 卷を なす。 先に その 第 一 

卷 たる 「考古 1ー 硏究」 を 世に 贈り、 こ \ に 再び 「日本 美術史 硏究」 の 大著 を 公け にす 

るに 至った。 濱田 博士の 東亞 考古學 上に 遺された 業績 は、 玆に 改めて 赘 言す るの 耍は 

ない が、 この 著者に して 尙 且つ 廣く 日本 美術史の 分野に 立った この 論述 は 「考 古學硏 

究」 に 於け ると 同樣 に、 讀者 をして 日. K 美術 本来の 姿 を 直ちに 把握せ しむる であらう、 

蒐 むる 論考 三十 五篇 選を嚴 にし、 豐 富なる 圖版を 鮮麗の 印刷に 附 せる もの、 必ずや 硏 

究家、 愛好家 を裨 益す るで あらう。 初版 以来 短時日に 版 を 重ぬ る こと 三た び、 以て 本 

書の 眞贋を 窺 ふに 足る。  (內容 見本 呈) 一 


第 四 版 增劚中 


前 京都^ 火！ i 畏文學 博士  . 菊判 論文 三 八. 七 〇〇rt 

濱田 耕作 著作 集 第一 卷  11 版 六 三 • 揷圖五 五 

定價金 八 圓 

送 钭內地 • 三 〇 


故 博士の 東亞 考古學 に M する 多くの 論述 は 嘗て 「東亞 考古學 研究」 と 題して 一部の 書 

に まとめられ たが、 その 屮に收 めら れ なかった もの 及び その後 臨終に 至る までに 著さ 

れた關 係 論文 を こ 、に 新たに 纏めた もので あり、 博士が 十八 歳に して 早く あ 學界に 鋒 

鋩 を 露 はした 「考古 材料」 と 題す る 處女作 や 昨 夏 病床に 在って 尙ほ 推敲 を 重ねた^ 筆 

「古代の 遺物」 の 一 篇も收 載せられて ある。 この 始終 雨篇の 間に 挾まれる 四十 年 は、 

1 貫して 君が 考 古の， 學に 捧げた 生溼 であり、 その 研鑽の 結晶で ある。 その 所設は 内 外 

萬 入 未到の^ を 妬く 所 多く、 他の 姉妹 篇 と共に、 君の 學者 としての 理想の 達成と、 黎 

, 明 期に 於け る 我が^ 考古學 の 一 大顯 進の 跡と を 永遠に 傳 ふる 記念 塔の 一基と 言 はねば 

ならぬ。  ..  (内容見本 呈〕 


滿鐵. 總裁室 • 弘報 課 編  四六判 本文 二 九 七 頁 

、染 木  0  0  スケッチ 八 九， 寫眞 五三 

定價 ニ圓 六十 錢 

0 料 •  二 〇 

一  民族 學會々 員で 畫家 である 筆者が、 滿鐵 弘報 課の 依嘱 をう けて 北滿 各地の 民具 を 歴訪 

採集した 全收穫 である。 直截に 所感 を 述べ、 平易なる 紀行文の 中に 親く 試みた スケッ 

チゃ 寫 眞の圖 示に よって 端的に 北滿 生活の 樣相を 理解 させよう とする 努力 はこの 書の 

特色の 大 なる もので、 その 取材と 觀 察と は 誠に 人の 意表に 出づる もの あり、 日常 知ら 

んと 欲して えざる 卑近の 事物にまで 及ぼせる は 正に 周到 以上の ものが あり、 大陸の 實 

生活 を 知らう とする 讀 者を裨 益す ると ころ 尠 くない。 著者 は 言 ふ 「大 は屋舍 舟揖 等よ 

り 小 は 箸、 盃盎の 類に 至る 民衆の 日常に 耍 する 器具、 その美 酸 新 舊を問 はず、 凡そ 生 

活に 必需の もの はすべ てこれ を 民具と 言 ふ」 と。 多數 の纖麗 巧緻な ス ケ ツチ 版と 豐富 

. な 寫眞を 盛る 美しい 本書 は 何人 をも魃 了せ ずに はおかない。 


東 

長 水 1 


化 研究所 硏究 報告 

野 淸 一 

廣敏雄 


著 


再版 準備中 


四 六 四 倍大 判 德 頁 七 〇〇 頁 

全 頁 大寫眞 一 一 一 〇 版 拓影三 〇 员 

揷園 (寫眞 拓本 實測圖 ) 一 一 一 〇 面 

定價金 四 十 圓 

送 料 荷 造 共 • 七 〇 錢 


河南 洛 陽の 南 三 里た る 伊闕龍 門に 刻まれた 石佛 は、 西暦 II 世紀に 於け る拓跋 族の 國家 

的なる 大事 業で あり、 極 盛期の 北魏 文化の 發揚 であった。 昭和 十一 年 春、 著者 は 東方 

文化 研究所より 北 支那 石窟の 調査 を 命ぜられ、 支那 事 變勃發 前年の、 峻^ M を 極む る 地 

方 官憲の 抑壓の 下に、 よく 現地 滞在 旬 曰 を 費し、 この美 術の 寶藤 たる 偉大なる 史蹟の 

硏査を 親しく 積まれた。 .K 書 は 爾来 五ケ 年の 勞 苦と 硏鑽を 以て 成った もので、 西 山 二 

十八 窟東山 六 洞 を 細お 平易に 記述し、 龍 門に 於け る數 千の 造 像 石 刻 類 を 集^ 整理し、 

これ を 活字に 附 した 事業 は、 六 朝 異體の 文字 二 千數百 字を錄 した こと k 共に、 學界比 

類な き 難事業 を 敢行した ものである。 充實 せる 本文に 加へ、 鮮明なる 窵眞鬪 版と 拓本 

は Rl 數十 版の 夥しき にの ぼり、 非常^ 下に 於け る眞摯 なる 豪華版た る 名に 恥ぢ ない。 

(呈 内容見本) 


アロイス • リイ ダル 


東方 文化 硏究所 

長廣 敏 雄譯 


再版 準備中 

A 列 5 判 五一 八 頁 

揷圖 一 九七ク 口 ー ス装 

定價 金七圓 八十 錢 

送料 內地 一一 一十 錢 

於け る ウイ ー ン 派の 鼻祖で 

本書 は 夙に 名著と して 聞え 


アロイス • リイ グル (一 八 五八— 一 九 〇 五) は 美術史 學： 

あり、 また 現代 ドイツの 精神 史的 美術史 學 の先蹤 である A 

美術の 發展史 は 本書に よって 始めて 道 をつ けられた と稱 せられる。 古代 ヱ ジブ ト より 

ギリシャに 亙る 植物 文様 の 變遷を 詳細に 記述し、 更に アラビア 文樣 の變 化に 及ぶ 本書 

の 論考 は、 單に 事實の 羅列に 止らず、 機械的なる 安易な 論述 を排 し、 精神的 肉 附を强 

調して やまない。 譯者は 「龍 門 石窟の 研究」 の 著者の 一 人と して 新進 氣銳 の考 古美學 

者で あり、 リイ グルに 私淑す る こと 十有餘 年、 本書 は 遂に 最もよ き 適任者 を 得て 愛撫 

せられつ X 完譯 せられた。 用紙 装釘 共に 優美なる 本書 は讀 者の 渴を 癒す に 充分で ある。 


東方 文化 舉院藏 版 


ェ學 博士 伊 東 

發賣 部數. 

定價全 九卷 


忠 太 著 

二百 部 限定 

金 七 百圆也 

0 料實費 申受く 

分 寶 せ ず 


全九卷 發 鬵關始 


菊 四 塔 判 和英 雨 文 全壹千 二百 n 

圖版全 九 四 三 版 コ & タイプ 版 六 三 六 版 

色刷ォ フセッ ト M 一 一七 八 版木 版 一 一九 版 

旣刊 第一 卷 金 六十 圓也 

最 新刊 第二 卷 金 八十 阊也 

第三 卷 以降 各 金 八十 圓也 


.K 書 は 我が 建篓 學界の 最高 灌威、 伊東 博士が 終生 傾， け來 つた 支那 建 鎏史の 綜合 的なる 

硏究 書で あり、 該博なる 著者が 親しく 支那 全土 を 踏査 慈 集せ る總 資料の 集大成で ある。 

著者 は 太 書に 名 を 冠して 「支那 建築 装飾」 と稱 したが、 これ は 罩に鍩 築裝 飾の 一部 面 

を 論じた のみで はない。 上代に 於け る 原始 建築の 如何 を稽 え、 漢魏 六朝隋 唐の 建築 を 

或は 金石 乃至 は文獻 にさぐ り、 遺址 を 求めて 追 研し、 宋元 明淸の 遺構と その 舊 瘦を自 

ら 踏査し、 玆に はじめて 支那 建築 史の 全貌 を 明かに した。 これ は 同時に 支那 文化の 眞 

相 を 闘 明した ものに 他なら ない。 太 書 編 首 I に當り 昭和 四 年以來 外務省 對支 文化 15! 業 部 

の 助成 を 得、 今 新たに 興亞院 より 出版 事業の 助成 をう け、 大東 S 戰 時下に 於て 遂に 有 

終の 美を完 うせんと す。 旣刊 第一 卷は總 論、 第二 卷 以降 第 九卷は 凡て 圖 版で、 全 四千 

七 百餘點 の寫眞 及び 色 刷 圖版を 以てす。 


本阪刷 十六 葉 靈教貼 

靈 見 返 • 扉 • 外 裝 紙 著 者 畫 

文 は 分の 畫 集 に 就 て 二十 一 頁 

畫を かく 時 (短 章と 詩) 四 十 一 篇 

本の 大さ 竪 一 尺 三 寸 I ^橫 一 尺 

用紙 ii 手漉 H 本紙 貼 函人 

定價金 六十 圓 

荷 造 送 料 書 贸 

內地 一圓 十錢 

も ほ 分の 本職 は 文筆の 仕事？ あらう。 し 

かし 自分 は 同時に 一 生畫を かかう と 思つ て 居る。 自分 は 理想 的な 世の中に 生れて ゐた 

ら、 恐らく 文の 仕事よりも、 畫の 仕事に 沒 頭したら うと 思 ふ。 それ 程 僕に とって 畫の仕 

事 は 落ちつ いた、 ゆったりした、 氣 持の い 、仕事 だから だ。 少 くも 僕の 畫の內 で 一番 氣 

持の い、 作 は、 ゆったりした、 落ちつき 切った 氣 持が 出て 居る と 思 ふ。 勿論、 それ は 生 

命 力 の 充實し てゐた 上の 話で あ る 。 空 虚 さ か ら く る 呑氣 さ と は ち が ふ 0 精神 は こめられ 

てゐ なければ ならない。 數智は 出來る だけ 働かさねば ならな い。 しかし 氣持は ゆったり 

落ちつ いて ゐ なければ ならな い。』 —「自分の 畫 集に 就て」 の 第一 頁より— 


逢随 ^ 


小路 實篤 

と畫論 


限定 三百 鄧 各冊 著者 署名 

『a 分 は 文士と して 三十、 年 生活して 來た < 


今後 


上代 倭 

新 潟 高等 學校 敎挖 

家 永 三 郞 編 

五百部 限定版 


最 新刊 

A 列 5 判 全 二百 十四 頁 

本文 上質 紙、 ク a 1 ス装 

定 價  >  五圓 五十 錢 

送料 二 〇 錢 


繪畫史 に 於け る 文獻的 資料の 重要性 は 古くより 認識 せられて ゐ るが、 これ を 綜合 的に 

よく 蒐集 整躐し て こそ 始めて その 資斜價 値の 重要性が 發 揮され ると 云 へ る。 而も 上代 繪 

畫の 作品 目錄は 未だ 公刊され たる もの 一 もな く、 往々 偶 目す る 美術 年表の 類 もこの 部分 

は 凡て 棼 白に 近い 狀態 である。 末 書 は 飛鳥 0 寧樂及 平安時代 (平家 滅亡まで) の 繪畫作 

品のう ち 主として 俊繪 及び 唐 繪を收 載、 佛畫 及び 染繍其 他 ェ藝地 圖の類 は 一 應 割愛し 

た。 故に 嚴密に は 上代 世俗 畫 作品 總目錄 とも 呼ぶべき であらう。 著者 は 先に は帝大 資料 

編 慕に 籍を 置き 累年 この 研究に 浅 頭され たが、 玆に 「上代 倭繪 年表」 と 題して 五百部 限 

定版 として 世に おくる。 別册 「東洋 美術 文獻 目錄」 と共に 美術史 專攻 家の 必備 すべき 書 

である。 


_M ^ ft w ^ 再版 品 切 


東京 帝 大敎授 文學 博士 

原. 田 淑 人 著 


菊判. 論文 四 八. 五八 〇 頁 

圖 版 八  一 • 揷圔ー 五三 版 

定價 七圖 五十 錢 

送料 内地 • 三 〇 


著者 は 正倉院 研究の 第一人者。 今 その 御物 研究 を 中心に 漢、 魏、 六 朝より 唐 代に 及ぶ 

古文 化 を 或は 新 出土に 據る實 物に 即し、 或は 又文獻 上より 是を 究め、 且つ又 廣く 東西 

文化の 交流の 跡 を 著者 一 流の 史眼 を 以て 論じ 盡 した。 東京 帝大 考古學 講座の 生みの親 

たる 令名 を 自他 共に ゆるせる この 著者が、 三十 年の 巢績 を玆に まとめて 一 卷 となし 世 

におく る。 啻に 篤 學の士 のみならず、 廣く 東亞の 大局 を 論ずる 有識 人 必讀の 書と して 

座右に 備 ふべき である o 

(内容見本 呈) 


巖 田 

谷 

不邊 

雄泰 

著 


著者^ 氏 は 日. K 學術 振興 會 並に 早稻田 大學逮 築學 科の 後援の 下に 再度 彼 地に 渡航、 全 

島 膜に 亙って 調查實 測され たので あるが、 漸く 整理 成って、 日支兩 水域の 中間 的 存在 

としての 特異な 耍 素と 南方 的 風貌 を 持つ 琉球 建築の 全 収獲が 報告され た。 自然 及 人文 

地理 的^ 說及 沿革より 城堡、 宮殿、 神社、 佛寺、 儒敎、 道敎、 住宅、 庭園 等の 諸 建築 

より 墳墓、 碑碣に 至る 迄阱 快な 論述と 豐 富な 圖版實 ^圖 によ つ て 集成 さ れた. K 書 は、 

日本 建築の 一 分野 を鬧 明した のみならず、 文化史 的、 民族 學的 にも 貴重な 資料 を 提示 

する ものである？  . 


建 


暇定 三百 鄧 


四 六 1! 倍 判 本文 六 二 頁 

玻璃 版 一 〇 三面 實測圖 八 四 

多色 刷地圖 一 葉 

定價 金 二十 五圖 

逶料 内地 • 六 〇 


チ 一 la, 石 


改装 版 品 切 


木 下 杏太郎 著 


A  5 判 上質 紙 四 〇〇.M 

圖版 百十餘 揷圖六 〇 

定價 三圓 八十 錢 

送料 内地 • 三 〇 


極東 三大藝 術の 隨 一 に 推さる A 案 崗の石 窟佛寺 は 山 I： 省 大同の 西郊に 在り、 不朽の 造 

傺藝術 は千墩 百年 來絢爝 として 六 朝 文化の 粹を 示現し 我が 伊東^ 士の發 見以來 世界 驚 

嘆の 注目 を 集め、 今 事 變は又 我々 に 身近 かな 推 古 天平 藝 術の 淵叢と して 新な 認識 を 求 

む。 著者 は 該博 高邁の 識見 敎綦を 以て 令名 ある 一 代の 名文家、 其 周到な 現地調査の 報 

告と 紀行 は讀 者を髙 度の 考證と 陶醉の 三昧 境に 惹 入れる。 鮮麗な 全頁大 寫眞の 多數と 

共に 石佛 研究に 關 する 限り 現在 迄の 所、 研究と 鑑賞 雨つ 乍ら 唯 一 最高の 文獻 として 定 

許 を 得た ものである。 特に 今回 は 初版 以來の 新 菊判 を 改め 特に A 5 判と して 寸法 を攛 

大 せる 爲め 格段の 壯麗 判と なれる もの。 


告豫刊 近會行 刊 寶 右 


零.？  f  己 ラ へ 3 田 村寶造 • 小 林 行 雄 A  •  5  ^ ネ 文ぎ ー百嚷 十^ 

避 ノ  -  0 古 ^  (邑 齋藤 菊太郞 共著 園 版 • 挿 圖 多 數 

If,  /  -7 發掘遣 物 京都 帝 大敎授  東洋 文庫 論叢 第二 十七 

irrR ノィ ン • ゥラ の 研究. 梅 原 末 治 著 四 六 四 倍 判。 一 七 〇 頁， 圖版百 十 

i 洋美 、術 論考 矢 代 幸 雄 著 |^|圖--に？ き：^ 

武者 小路 實篤畫 集と 畫論 武者 小路 實篤 著 II 一 H 多， 数？ f 七 版 年 

ナ し」 ^  M.  ^  I  w お B1 お 原色 圖版 三. 葉 * 原色， 玻 f 贩 

村 n  #  up  # 後藤 眞. Kgfi^ 五 五 版. 十七 年度 刊 
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